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この報告書 は、 日本 自転車振興会か ら競輪収益の一

部 である機械工業振興資金 の補助を受 けて昭和47年 度

に実施 した 「日本語情報処理の技術動 向調査」 の成果

を とりまとめた ものであ ります。
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昭和47年 度事 業成果報 告書 要約

日本 語 情 報 処 理 の 技 術 動 向 調 査 報 告 書47-R-OO1

情 報処 理 の分 野 で は,こ れ まで アル ファベ ッ ト,数 字,記 号 な どが入 出 力

表 示 の 中心 となっ てい る。 しか し この よ うな表 示 方法 は,日 常 日本 語 を 使用

して い るわ れ わ れ に とって,あ ま り便 利 な表 示方 法 とは い い難 い 。

この よ うな背 景 か ら.最 近 に 至って、 古 くか ら印刷部 門 の技 術革新 とい う形

で 始 ま っ た 日本 語 文(漢 字 か な湿 り文)の 機 械処 理 技 術を,電 算 機 の処 理 能

力 に結 びつ け よ うと す る研 究,あ る いは 電算 機 シス テ ムで 文 字 を ジ ェ ネ レー

トしよ う とす る研 究 な どが 活発 化 し,日 本人にとって,よ り便利で,よ り広 範 な

利 用分 野 を 生 み出 そ うとす る努 力が 始 ま っ て きた。 その 具 体 的 なあ らわ れは、

た とえ ぽ新 聞,出 版,印 刷 の分 野 に お け る文 選,編 集,組 版 作成 の システ ム

や,官 公庁 の情 報 検 索 シ ステ ム な どで あ る。

この よ うに,技 術的 に 重要 な黎 明期 に あた って 実施 した本 調 査 は,日 本 語

に よる情報 処 理 が 当 面す るさ ま ざま な問題,あ るい は具 現 化 しつ つ あ る技 術

動 向 な どを 体 系的 に さ ぐ りなが ら,こ の分 野 に おけ る将 来 の姿 の 展望 を 試 み

た も ので あ る。

と りま とめ た調 査報 告 書 は,次 の7章 で構 成 して ある。

1.日 本 語 情 報 処 理 の ニー ズ と社 会 的影 響

前半 では 日本 語 情報 処 理 の 背景 となる社 会 的 動 向 と技 術 的 動 向 を述 べ,さ

らに カナ字 文 ロー マ字 文 に始 ま る この技 術の 発 展過 程 を解 説 して い る。 後半

は 日本 語 情報 処 理 の 適 用分 野 につ い て の現 状 と今 後 の動 向 を概 観 的 に ま とめ

財 団 法 人 日本情 報 処 理 開 発 セ ン ター

東京都港区芝公園3-5-8(機 械振興会館内)電 話434-8211(大 代表)

本報告書 についての ご照会は,内 容 については技術課(村 上,内536)に,入 手 につい

ては,庶 務課(内470)へ ご連絡下 さい。



て あ る。

2日 本 語 の特 質 と言 語 情報 処 理

この分 野 に携 わ るた め に は,日 本 語 そ の ものの 特 質 を 十 分 理 解 してお かね

ばな らない 。 そ の た め本 章 で は,言 語 情 報処 理 の立 場 か らみた 日本 語 の 特質

を ま とめ て い る。

主 な内 容 は,諸 外 国 の 言語 との比 較 にお け る 写本 語 の 特 質,言 語処 理 上 の

問 題点 に関 す る解 説で あ るが,特 に この分 野 で最 大 の ウエ イ トを 占 め る漢 字

処 理 に つ い て,分 野別 の 使 用字 種,書 体,字 形,配 列,音 訓 な ど多角的 に検

討 を行 在っ た。 また最 後 に,機 械 処 理 の立 場 か らみ て望 ま しい これ か らの 日

本 語 に関 す る意 見 につ い て 付 言 して い る。

3日 本 語 情 報 処 理 の 入 力 シ ステ ム

まず,シ ス テ ムの な か で 入 力機 器 を どの よ うに 使 うの か,ど の よ うな位 置

づ けに あ る のかを,実 例 に よ って考 察 して い る。 次 に現 在 商 用化 され て い る

各社 の製 品 に つい て の 原 理,構 造,性 能 等 の体 系 的 な解 説を 行 な うとと もに,

漢 字 を 構成 要 素 に分 解 す る方 式,手 書 き文 字 入 力方 式,パ ター ン認 識,音 声

入 力 な ど,内 外 各所 さ ま ざま な試 み を 紹介 した。

4日 本 語情 報 処 理 の 出力 シ ステ ム

出力 シス テ ムの面 か ら と らえた 文 字,文 字 品質,文 字 発 生 方 式 な どの解 説

とハ ー ドウ ェ アの説 明を 行 なっ てい る。 ハ ー ドウ ェ アに 関 しては,文 字 出 力

システ ム と して の ハー ドプ リン ト,ソ フ トプ リン ト,COMプ リン ト,電 算

植 字,あ るい は音 声 出 力 と して の録 音 編集 方 式,パ ラ メー タ合成 方 式 に つ い

て,各 社 の商 用機 種 と研 究 結 果 につ い て述 べ てい る。

5日 本 語情 報 処 理 の た め の利 用技 術 と標 準 化

広範 な利 用 を促 進 す る た め には 標 準 化 は 欠 か せ ない。 こ こで は ハ ー ド,ソ

フ ト上 の標 準 化 に伴 な う問題 点 を指 摘 し,若 干 の分 析 を行 なっ た 。

6日 本 語 情報 処 理 の応 用

現 在稼 動 中 の 代 表 的 な シス テ ム 例 を,各 利 用分 野 別 に細 く紹 介 す る とと も

に,ユ ーザ ー覧 表 を掲 げ て あ る。

7日 本 語 情 報 処 理 の 開 発 動 向

来 るべ き情報 化 時 代 に お け る 日本語 情 報 処 理 の技 術 動 向 と利 用 動 向につい

て,そ の 見通 しを体 系 的 に ま とめ て あ る。
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情報処理の分野では,こ れ までアルフ ァベ ッ ト文 字を中心 とす る,デ ータの

入出力 が一般に行なわれて まい りま した。 しか し,ア ルファベ ッ ト以外 の文字

を国字 とす る国の人 々に とっては,す べてアル ファベ ッ トで記 述 しなけれ ばな

らぬ とい う不便を感 じさぜ て きた ことは事実 であ ります。

こ うした背景か ら,最 近わ が国 では 日本語文(漢 字かな湿 り文)の ままで情

報処理を可能 なら しめ ようとす る研究がすす め られ てお ります。

その具体的なあ らわれ として,こ こ数年来 このため の各種の機 器あ るいは シ

ステ ムがあいついで発表 され,将 来の 自然言語 に よる情報 処理への道 の一つが

ひ らけつつあ ることは,ま ことに よろこぼ しい ことであ ります。

＼

この調査は 日本語 に よる情報処理が当面す る,さ まざまな問題 あるいはその

動向を さぐ りなが ら,こ の分野 におけ る将来 の姿を展望 しよ うとす るものであ

ります。

本報告書が各方面 で利用 され,わ が国の情報処理普及 に寄与で きます よ う念

願 いた してお ります。

最後 にご多忙 のなかを,こ の調査 に種 々ご協力 いただいた委員 ならび関係者

各位 に厚 くお礼 申 し上げ る次第 であ ります。

昭和48年3月

財団法人 日本情報処理開発 セ ンター

会 長 難 波 捷 吾



委 員 長

委 員

協 力 者

事務局

日本語情報処理技術動向調査委員会

・高 橋 達 郎

相 澤 輝 昭

伊 木 俊 昭

・石 綿 敏 雄

磯 部 光 朗

稲 場 公 誌

後 藤 榛 男

斎 藤 秀 紀

篠 田 達 郎

・長 井 坦

西 村 靖 雄

・長谷川実郎

船 崎 武 男

宮 地 仁

武 笠 二 郎

森 健 一

・安 田 寿 明

保 原 信

矢 田 光 治

渡 辺 龍 雄

篠 崎 敬

中嶋栄之助

(敬称略50音順 ・印小委員会委員を兼ねる)

(特)日 本科学技術情報センター

日本放送協会

日本アイ ・ピー ・エム株式会社

国立国語研究所

日本電気株式会社

ペティ株式会社

株式会社学習研究社

国立国語研究所

富士通株式会社

株式会社 日立製作所

内閣官房内閣調査室

日本電子産業株式会社

行政管理庁

(社)共 同通信社

工業技術院

東京芝浦電気株式会社

東京電機大学

電気通信大学

電子技術総合研究所

通商産業省

(財)日 本情報処理開発センター

(財)日 本情報処理開発センタ・一

坂 井 利 之 京都大学

長 尾 真 京都大学

高 木 晃 株式会社特許 デイタ ・センター

財団法人 日本情報処理開発センター技術部技術課
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1.日 本語情報処理のニーズと社会的影響





1.日 本 語 情 報 処 理 の ニー ズ と社 会 的影 響

1.1日 本語 情報 処 理 の 背 景

1.1.1日 本 語 情 報 処 理 の 概 念(社 会 的 動 向)

1970年 代 初頭における情報化社会論 の熱狂的 なブームも過 ぎ去 り,落 ち着 いた状 況の もとに情報

化社会への移行 は着 々とその歩みを進 めてい る。情報化社会 の特徴は物的生産を 中心 とす る第二次産

業か ら,知 的生産を中心 とす る第三次産業への移行であ り,ま た脱工業化社会 ともいわれ ている。

第二次産 業はその大量生産性に よって特色づけ られるが,こ れを可能 と した ものは,技 術的 には物

質 の究明 と,大 量生産を可能 とす る安定 した制御技 術の発達 であ る。そ して人間 はエネルギーの捕捉

に よって重労働 か ら開放 され,制 御技術 の獲得に よって,手 先 の技能 とカ ンか ら開放 され るに至 った

の であ る。 この制御技術 の高度化が,工 業化社会か ら情報化社会へのかけ橋 と考 え られ よう。 これ は

別 のことぽでいえば,情 報処理技術の高度化で ある。

制御技術を支 える ものは,情 報 処理技術 と通 信技術であ る。 これ らの発達 に よって情報 の フィー ド

バ ックが迅速 とな り,ま たこれに対す る応答 も正確かつ迅速 とな り,情 報化社会 を特色づけ る多種少

量生産 も可能 とな ってきた。 これは消費者側か らみて,選 択 の多様化 または消費者主 導型 といわれ て

いるものであ る。 、
e

－方
,計 算機 と通信技術 の発達は,人 間 の社会活動の面に も大 きな影響 を及 ぼ しつつあ る。情報 の

迅速な伝達 とい う面 のみ でな く,従 来 マス コ ミとい う形 で情報 を一方的に受 けるのみであ った立場 か

ら,自 己の意思に よって,積 極的に情報を獲得す るとい うことが可能 とな りつつあ る。 これは情報 ユ

ーテ ィリティとい う形 で実現 され るもの と期待 され てい るが ,歴 史的にみ る と特 定少数の情報 源 との

双方 向通信の時代か ら,不 特定多数 の情報源か らの一方向通信 の時代を経 て,不 特定多数の情報 源 と

の双方向通信の時代 へ と入 りつつ ある といえ よう。

以上 のよ うに情報 化社会 は未だそ の揺 らん期 にあ り,今 後 の発展の予 測をす るこ とは困難 であ る

が,そ の一端をかい ま見 るこ とは でき よう。 ただここでは っき りしている ことは,計 算機 と通信技 術

との結びつ きがその主役 を演ず る とい うこ とである。 この ことは将来 これ らの技 術に対 して,過 酷な

までの多 くの要求が出され ることを意味 している。本報告書で取 り扱 う日本語情報処 理の技術 もその

一つ であ る
。

計算機に よる情報処理 は10進 数 のみ に よる数値計算か ら始 ま り,そ の後,英 文字(主 と して大 文

字 のみ)を 組み入れ,現 在 キ ャラ クタセ ッ トとして英数字が定着 している。 これは ノ・一 ドウ ェアの発

達 によって取 り扱いが可能 となった面 も見逃 がせ ないが,最 大の原因は英文字 は文 字字種 が少 な く,

技 術開発に多 くを要 しなかったため である。す でに タイプライタおよびPCSと して,あ る程度 の処

理が可能 とな っていた こともまた一因 である。

しか し英文字情報 の真 の意味におけ る情報処理 となると話は別 で現在までの ところほ とん ど見 るべ

一9



き成果 はあがっていな い。 この問題はいわゆ る言語処理の問題であ って,用 いる文字 に関係な く世界

共通 の課題 であ る。 また この問題はかつてエ ネルギー,物 質,コ ン トロールとつ ぎつ ぎに手に入れ て

きた人 間が,情 報化社会にお いて次に挑戦すべ きメインテーマの一つであ る。 したが って,こ の点に

関 しては,細 部の小異はあ るに して も,日 本語 も英欧語 も同一のス ター トラインにあると考えて よか

ろ う。

現在 の情報処理 におけ る英文字の役割 りは,も っぼ ら人間 と機械 との情報上 での,イ ンターフェー

スの改善に置かれてい る。その最 も端的な現われ はプ ログラム言語であ る。 単な る記号 と しての使用

を除いて,リ テ ラルに しろマ ンマ シン応答におけ る双互の メ ッセージに しろ,イ ンターフ ェース とし

ての役割 りに止 まってい る。

上述 のよ うな状況か ら現時点におけ る日本語情報処理の概念 と しては,言 語処理 の問題を除いた範

ち ゅうが当面の 目標 とな る。 日本語が英 欧語 と異 なる最大の点は文 字字種 が多い ことであ る。字種 が

多 いこ とは これ らを互に識 別す るために,文 字 のパターンが複雑 とな り,二 重 の負担 とな って くる。

これ らの問題を解決す るには,入 出力 とも英数字 とは比較にな らない高 度な技術 開発 を必要 と し,こ

れ が 日本語情報処理 の開発を妨げていた といえ よう。

日本語情報処理 の適 用分野 としては,現 在月本語が 日常使用 され てい る分野がすべ て対象 となる も

.の であ るが,当 面,最 も関心の高 まっているのは 印刷,印 書に関連 した分野 であ る。 これ らの分野 は

マス コ ミュニケー シ ョンの手段 として ,早 くか ら工業化が進 んでいたが,工 業的 には第二次産業的部

分,つ ま り機械化 に よって解決 し得る部分 のみに止 まっていた。必然的 に情報処理的部分,つ ま り文

選,組 版,植 字の工程 も対 象 と して考 え られ ていたが,日 本語情報処 理 システ ムの未開発 のために,

今 日まで実現 し得なか ったのであ る。

印書 と して最大 の分 野は速記である。 出版産業,国 会,裁 判所 な どで行 なわ れて いる速記 の量 は,

日々膨大な量 にのぼ っている。 欧米 と異 な り高速 の印書機械を持たないわが国 としては,こ の印書 の

労力を計算機 システ ムに よって解決 しようとい う試みは,ほ とん ど願望 に近 いほ どである。

また最近,日 本語情報処理 の導入 の機運 が高 まって きた分野 と しては・,あて名 印刷 がある。 これ は

日本語に よる高速 印字 とい う面 とともに,顧 客 の管理を 日本文 字に よって行 な うとい う,管 理.ヒの問

題が大 きな ウェイ トを しめてい る。 つま り情報を あ りの ままの形で とらえて,情 報処理 の精度を向上

させ よ うとい う試み である。

この よ うに 日本語情報処理 の分野 は着 々 として拡大 しつつあ り,マ ンー マ シン間の コ ミュニケーシ

ョンを 日本語 で行 なお うとい う方向をめざ して,開 発が進め られてい る。 以上 の適用分野 につ いては

後 に詳 しく述べ るこ ととす る。`'

冒頭 に も述 べた ように,わ が国における情報化社会論 も,そ のマ スコ ミ的存在 の時代 を過 ぎて,や

っと足が地に着 いて きた感 があ るが,こ れ らの情報化社会論の中で,日 本語の問題を掘 り下げ て論 じ

た ものが見当 らないのは,不 思議な ことである。一般的傾向 と して情報 化社会 とい う場合 は,そ の背

景 に コンピュー タ ・ユーテ ィリテ ィを暗黙 の うちに想定 してお り,こ れに対 して知識産業 とい う場合

には人間の知 的労働 とい うことを念頭において論 じている場合 が多 い。
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しか し日本語を取 り扱わ ない コンピュータは,今 後ユーテ ィ リテ ィとしては まった くその存在 さえ

危 うく,ま た知識産業 も産 業 として存続す るため には,少 な くとも情報処理 シス テムを利 用 しなけれ

ぽならないであろ う。 そのため今後,言 語情報処理の ウェイ トが高 まる と考 えられ るが,日 本語情報

処理技術 はその基礎的 技術 と して,欠 くことので きない ものなのである。

この ように見て くると,日 本語情報処理技術が発展 し,日 常的 な情報処理 の中に深 く根をおろ した

時点こそ,現 在の米国人が感 じ取 ってい ると同 じような意味において,わ れわれ もコンピュータを身

、近な ものと して,感 じ取 るのではなかろ うか。

1.1.2日 本 語 情 報 処 理 の 機 能 と問 題 点(技 術 的 動 向)

日本語情報処理 を論 ず るには,次 の五つの項 目に大別 して考 察を進 め る必要が ある。 これ ら個 々の

項 目について は,次 章以下 で詳 しく論 じられ るが,こ こに簡単 に まとめてお くこ とにす る。

(1)日本語 の特質

日本語 の特質はその語義 と構文を別 とすれぽ,そ の文字字種 が多 い ことにある。英数字,か な,カ

ナ,記 号 につ いては,す で に標準化が行なわれているので問題は少 な く,漢 字 にあらゆ る問題が集中

している。 まず文字字種 が多 く,し か もその数が不定 であ る。一応,当 用漢字 としてのわ くはあ る

が,こ れ は固有名詞 と過去 の漢字に対 してなん らの拘束力 も持たない。 これ らを含め ての漢字の字種

の限定 と,そ れ らの コー ドの標準化 につ いて,情 報処理学会を 中心 と して討論 が進め られ てい るが,

未 だ結論 は出るに至 って いない。

日本語情報処理技術を推進す るた めには,ま ず この字種を限定 し,外 字に対す る処 置を 明確にす る

ことが,第 一条件であ るといえよ う。次 に問題 とな っているのは,漢 字 を含 む文 字 の配列順 であ る。

これは コー ドを定め る上で も不可欠 の要件であ り,ま た配列順を一義的に定 める ことによる計算機側

の メ リットは,は か りしれ ないものがある。

この二点 が明確になれば,日 本語処理 の問題点の大部分が解決 した ことになるのであるが,こ れは

国語 自身 の問題であ り,最 後 まで持 ち越 され るもの と思われ る。 しか し一方,情 報処理側か らこの問

題に対 して,は つき りした意見 を提 出す ることもまた必要 なことで ある。

(2)入力 システム

英数字 の場合 には計算 機 が開発 され る以前 か ら,す でに タイプ ライタやPCSが 普 及 していたた

め,入 力 システムと しては,そ れ ら既 成の システムを流 用すれぽ よいとい う,好 条 件に恵 まれ て い

た。 これ らの技術は,当 時す でにほ ぼ完成に近い域 に達 していたため,そ の後大 きな変化はな く今 日

に及んでいる。 これは計算機 にとって非常な幸運 であ った とい えよ う。

英数字 の場合の入力 システムは,す べ てフルキー方式を とってい る。 フルキー方式 とは,必 要 とす

るキ ャラクタがす べて キーと して用意 されてい る方式 である。 これは英数字のキ ャラクタセ ッ トの字

種が少 な く,技 術的お よび オペ レー シ ョン上で大 きな問題がなか ったためであろ う。 この フルキー方

式をそのまま,日 本語情報処理 の入 力機器 として実現 させた ものが,漢 字けん盤 さん孔機 といわれ る

ものである。

この種 の機器は計算機に よる 日本語情報処理が開始 され る以前に,す でに 日本語情報 のデータ伝送
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用 として開発 され,多 くの実績 を持 っていた。 したが って計算機に よる 日本 語情報処 理が始 まる と,

そ の入力用 と して漢字 けん盤 さん孔機が いち早 く採用 され,今 日に及んで いる。現在ほ とん どの シス

テ ムが,こ れ と同等 の フルキー式の入力機器を使用 している。 フルキー方式はそれ 自身最 も自然 な姿

であ り当然の ことであるが,計 算機 の入力 システムと してみる と,多 くの問題点をかかえている。

一般的 にいえ ることは ,入 力 システムの必要条件 と しては,入 力速度の早い ことお よび入力 ミスの

少 ないこと(ま たは ミスの修正の容易な こと)が あげ られ る。英数字の場 合においては,フ ルキー方

式 は明らかに この条件を満 してお り,さ らに カー ド入力の場合 にこれが顕 著であ る。 しかるに 日本語

の場合には,字 種 が多 いとい う根本的な原因に よって,こ の条件が失なわれ てい る。つ ま り,多 くの

問題点が ここに起 因 してい るのであ る。

一方
,言 語 の面か らみ ると,一 般に表音文字は字種 が少 な く書 きやす く,表 意文 字は字種 が多 くパ

ター ンに訴え る力 が大 きいために,読 みやすい といわれ ている。 したが って 日本語 の場 合,書 きやす

い表音文字(た とえば,カ タカナ または ローマ字)で 入力 し,読 みやすい漢字 かな ま じり文 に よって

出力すれぽ,理 想的な言語処 理 システ ムが構成で きるであろ うとい う考 え も成立 す る。 この方 向に沿

った開発 も着 々進 められてお り,す でに二,三 発表 され ているシステ ムもあ る。

以上の よ うに 日本語情報処 理を きっかけ と して,入 力 システムに対 する基本的問題点が明 るみ に出

て きた感があ る。人間 と機械 との インターフ ェースとい う面か ら,こ の際 これ らの問題点を原点 に戻

って,落 ち着 いて十分検討す る必要 があろ う。

(3)処理 システ ム

日本語処理 におけ る計算機 内部 での処 理は,い わゆ る数値的な取 り扱いはま った くない とい って よ

か ろ う。 つま りそ の大部 分は配列,照 合,転 送な どの,字 単位 また語単位 の処理 であ る。現在 の とこ

ろ ソフ ト的に クローズア ップされ てい るのは,主 として植字 のためのエデ ィテ ィングであ るが,近 い

将来の問題 としては,カ ナ 漢字 変換 にみ られ るような,あ る程度の構文 をふ まえた語いの処理 があ

ろ う。

しか し,漢 字 コー ドの標準 化 も行なわれてお らず,日 本語 の正書法 も確立 されてお らず,あ いまい

な点の多い 日本文 の処理 を,計 算機 のみに まかせ ることは,コ ス トの面か らもまた正確 さの面か らも

問題が多 い。 また植字におけ る編 集処 理の よ うに,グ ラフィックアーツの面 か らの要求 もあ り,こ れ

らの面を解決す る一方法 として,最 近 マ ン マシン応答 システムを取 り入れた,ソ フ トウェアの開発

が盛んに行 なわれ てい る。

簡単な定型的 な処理は別 として,語 義的 または構文的判断を要す る場合では当面,人 間が介入す る

システムが先行す るこ ととなろ う。 日本 ア イ ・ピー ・エ ム社 が発表 したJPS(JapanesePublishing

System)は,そ の一つの現わ れであ る。 これは主 として新聞 の編集処 理を対 象 と して開発 され てい

るため,ソ フ ト的 に大規模 であ るが,そ の他 の出版物では よ り小規模な システムで一卜分 であ ろ う。 か

か るシス テムは計算機側の処理能 力の レベルが 向上す るにつれ,人 間側の負担が小 さ くな り,そ れに

ともな って応 答 システムも小規模 ですむ とい う関係にあ り,将 来は非常に簡略化 された編集 チェ ック

システムとして ,普 及す ることとなろ う。
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主 として入力用に用い られ るカナー 漢字変換の ソフ トも,当 面 の大 きな開発 目標 とな って いるが,

これには計算機以前 の言語学 的 ソフ トの開発が必要 であ る。 漢字一 カナ変換(音 声 出力用 な ど)も 含

めて,こ れ らのいわゆ る翻字 システムは,機 械翻訳 な どと同 じく,研 究体制の問題 として取 り上 げる

必要があ りそ うであ る。

(4)出力 システ ム

出力 システ ムは入力 と比 して よ りハー ド的であ る。漢字 プ リンタな りデ ィス プ レイ装置 の開発 に よ

って,目 的を達せ られ る場合 が多 い。現在の動向 としては,漢 字 プ リンタは植字機 とラインプ リンタ

に分化 し,前 者は さらに高速用 と佐連用 とに分化 してい る。 デ ィスプ レイ装置は ドッ ト式 の専用機 の

開発が進 んでい るが,一 方 グラ フィック ・デ ィス プ レイ装置 を,必 要 のつ ど流用す る方式 も十分可能

性がある。

ここで注意す べ きことは,英 数字 のみに よる情報処理 の場 合,わ が国では植字機 はま った く計算機

とは無縁 な存在 であ った ことであ る。 しか るに 日本語情報処理技術 の発展に ともない,ラ イ ンプ リン

タと並行 して,植 字 機の開発 も進め られ,こ の ことがわ が国におけ る言語処理 の発展 に大 き く貢献 し

てい る。 その最 大の恩恵 をこ うむ って いるのが出版,印 刷 の分野 であ る。

高速植字 機は電子 的に作動す るため,そ の植字速 度が きわ めて早 く,一 方,植 字量 の関係か ら光学

式 の低速植字機 も普 及 しつつ ある。 これ らの植字機 を フルに活用す るには,そ の前段階 であ る入 力,

編 集 システムな どの採算性が問題 とな るところであ る。

漢字 ライ ンプ リンタは,文 字を ドッ トの集 ま りで表現す る方式にほぼ固 ま りつつある。ただ し実際

にこれ を印字す る メカ ニズムについては各社各様 で,一 定 してお らず,新 たな方式 が開発 され る可能

性 もある。＼これ らプ リンタは 日本語処 理用 として,漢 字,カ ナ,ひ らがな以外 にも英数字,記 号 など

を包含 してお り,字 種 の面か らみ ると,従 来の ラインプ リンタの機能を包含す るものであ り,別 な面

か らみ ると,国 際万能 プ リンタとで もい うべ き性能 を持 って いる。 この意 味か ら漢字 プ リンタの開発

は,プ リンタ技術 の向上 に大 き く貢献 した もの といえ よう。

漢字 プ リンタ開発 に ともな うもう一 つの恩恵 は,プ リンタの無音化 が実現 したことで ある。多字種

に よるメカの複雑 さが ノンインパ ク ト方式 へ指 向 し,そ の結果 と して無音化が実現 した。 この よ うに

多 くの特徴を持つ漢字 プ リンタが,将 来 その量産 に よって コス トが下 が り,万 能 プ リンタと して現在

の ラインプ リンタにかわ る時代が くれ ば,少 な くとも出力に関す る限 り,字 種 の制約を念頭に入れず

に,情 報処 理 システムを設計 で きる ようになろ う。

漢字 デ ィスプ レイ装置は,わ が国における情報 ユーテ ィリテ ィの本命機種 と考え られてい るもので

あ る。 しか し,現 在英数字用にみ られ る ような大衆化を実 現す るには,コ ス ト面での制約があ ま りに

も大 きす ぎる。 これを技術的 に解決す るには,未 だ多 くの時間を必要 とす ることであろ う。

(5)ア プ リケーシ ョン

日本語情報処 理の適用分野 につ いては,本 章の最後で詳述 するので,こ こでは省略す る。

1.2日 本語情報処理技術 の発展過程
■
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日本語情報処理に対す るニーズ,そ の適用分野,ま た この技術が内包 している可能性 などについて

考察 し,ま た将来を推 測す るため には,こ れ までに先人 がた どって きた足跡をふ り返 ってみ ること

も,ま た意義 のあることであ る。 ここでは情報処理 とい うことばを拡大解釈 して,印 刷,印 書 の技術

にまで踏み込ん で,明 治以後 の技術 の発展過程をた どってみ ることにす る。

1.2.1ロ ー マ字 文

ローマ字は16世 紀 のなか ごろ ,キ リス ト教 とともに 日本 に入 って きた。その ころ出版 され た ロー

マ字の 日本語本は,ポ ル トガル語 のつづ り方であ ったが ,そ の後幾多の変遷 を経て,慶 応3年 ヘ ボン

が,「 和英語林集成」を出版す るに至 ってつづ り方 も確立 し,ヘ ボ ン式 ・一マ字 と して現在に至 って

いる。その後明治18年 に田中館愛橘博士 らが 日本式を主張 し,両 案 の論争が始 ま ったが,昭 和29年

の 内閣告示で最後の決定が下 され,日 本式を部分的に改訂 した訓令式が確認 され,ヘ ボン式 も特殊な
/`

除外例 と して認め られている。

わが国において国字を ローマ字 と定め,す べての 日本語を ローマ字に よって表現 しよ うとい う主張

を,ロ ーマ字論 とい う。 この運動 は早 くも明治維新 とともに始 ま り,明 治18年 に は 「羅馬字会」 が

創立 され,こ の運動の最盛期 には,会 員数 も1万 人を越 した といわれている。

ローマ字運動の当初 の 目的 は,早 急に文盲をな くそ うとい うことであ った。 しか しこれは義務教育

の普及に よってその理 由が失 なわれ,後 には英文 タイプライタに よる能 率化 が主張の中心 とな って い

る。今 日では 日本文を ・一マ字 に よってつづ ろ うとい う考 えは,ほ とん ど影 をひそめてい るが,皮 肉

なことに 日本文字(カ ナ も含 め)を 扱えない計算機処理 の中では,最 も幅を きかせて いる。

この ・一マ字運動の盛衰 は,他 山の石 と して多 くの示唆を与 えてい る。 これを要約す ると言語に お

け る能率化 とは,書 きやす さ と読みやす さとの両者を合わせた,ト ータルシステムと して の能率化が

重要な ことで,単 に一方の能 率化 だけでは受け入れ られ ないことを示 してい る。 ローマ字化は 日本語

におけ る固有名詞を,外 国人に伝 えるためには必要不可欠 なものであ るか ら,そ れな りの存在意義は

あるが,そ れを 日本文 に適用 しようとした ところに,飛 躍があ った とみ るべ きであろ う。

ここで ローマ字文についての二,三 のデータを示 してお く。 いま平均的な漢字かな ま じり文 を ロー

マ字化す ると ,そ の字 数は約3倍 弱 となる。 したが って入力速度が約3倍 ない と同等 とな らない。英

文 タイプの技能検定試験 における基 準速度は次の とお りである。

A級250字/分(50語)

B級200字/分(40語)

C級150字/分(30語)

D級125字/分(25語)・

和文 タイプの1級 で50字/分 であるか ら,B級 以 上で英文 タイプが上 回 り,ロ ーマ字文 のほ うが入

力速度 が早 いことは確かであ る。 この ことか ら,前 に述べた カナー漢字変換のかわ りに,ロ ーマ字一

漢字変換 とい うシステムも考 え られ よう。

1.2.2カ ナ 文 字 文

カナ文字運動 とは,日 本語をすべて カタカナで表現 しよ うとい う運動 で,前 項の ・一マ字運動 とほ
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ぽ 同 じ経過をた どっている。 まず慶応2年,前 島密の 「漢字御廃止之儀」 に よって 口火が切られ,明

治16年 「かなの ぐわい」 と して大 同団結 し,そ の後幾多 の変遷 を経 て今 日の 「カナモ ジカイ」に至

ってい る。

そ の 目的 とす るところおよび経過 は,ロ ーマ字運動 とほぼ同 じであ るが,一 つの大 きな相異 は,今

日においてもあ る程度の支持 を得て いるこ とである。 と くに事務能率の向上 とい う面 か ら,全 社的 に

カナモ ジを採用 してい る企業が ある。 この ようにカナ文字が ローマ字 よ りやや受 け入 れ られてい るの

は,よ り読みやすい とい う二語 につ き よう。 しか し総体的にみれば カナ文字文 もまた ローマ字文 と同

じく,わ が国に定着するには至 らなか った。 その理 由は表音文字 のみの文 が,漢 字かな ま じり文 と比

べ て読みやす さの点で格段 に劣 って いるため と考 えてよいであろ う。

これ らの点か ら判断 して,今 後,日 本語情報処理を進め るにあたっては,入 力は別 と して出力の点

では,漢 字かな ま じり文 をつ らぬ くこ とを大前提 とすべ きであ るといえ よ う。

今 日にお いては カナ文字 とい う場合,カ ナ タイプ ライタが前提 とな ってい る。 カナ タイプは英文 タ

イプの英文字を,カ ナ文字 に置き換 えた もので,キ ーの配列の問題以外 と くに技術 的な問題 はな い。

カナ タイプの考案は,大 正11年,当 時住友総 本社 の専務理事 であ った山下芳太郎 氏が,ア ンダー ウ

ッ ド社 に依頼 して製作 し,発 売 した のが初 めで,そ の後 レ ミン トン,ロ イヤルな どが続いて発売を始

めた。

一方
,英 文字 とカナ文字 のいわゆ る コンビネーシ ョンタイプは,昭 和4年 に東 大病理学教室の緒 方

知三郎博士が,丸 善 と相談 して ・イヤル社 に試作 させたのが初めである。 その後,各 社か らいろいろ

な キー配列の タイプが発売 され,そ の種類 は10を 越 えるに至 っている。

これ ら英文 タイプか らの系列 とは まった く別 に,わ が国における電信装置 の開拓者 であ る黒沢貞次

郎氏は,明 治34年 に カナタイプを製 作 し,大 正5年 には電信用 カナ タイプを完成 した。

カナタイプの タイ プ速度 は,だ いた い英文 タイプと同等 とみて よいが,一 方,漢 字 かな ま じり文 を

カナ文字化す ると,そ の字数は約2倍 となる。 しだが って 日本文 をタイプす る場 合,ロ ーマ字 と比 し

て カナ文字のほ うが,は るか に有利 であることがわか る。非常 にす ぐれた タイピス トであれば,講 演

の速記 も可能である と報告 され ている。

1.2.3和 文 タ イ プ ラ イ タ

和文 タイプライタは,わ が国独特 のタイプと して開発 され,現 在 あらゆる分野 において印書機械 と

して活躍 してい る。 さらにオフセ ッ ト印刷 の普及 にともな って,植 字機(清 打)と しての役割 も大 き

い。和文 タイプの構造 は英文 タイプとは まった く異な り,文 字盤 に収容 され てい る活字を選択 して取

り出 し,印 字す る方式 を とって いる。 これ ら文字盤お よび活字 の位置は まづた くフ レキ シブルで,こ

れに よ り字種 に制 限され ないタイプと しての機能を発揮 している。 したが って この意 味か ら,和 文 タ

イプとい うよ り世界共通に通用す る,万 能 タイプとい うべ きである。

和文 タイ プの歴史は大正4年,杉 本京太氏に よる発明に始まるが,そ の基本的 な機 構はその まま今

日まで受 け継 がれ ている。すなわち可動文字盤の中か ら所要の活字を選 び出 し,円 筒 形 プラテ ンに巻

き付 けた用紙 に印字す るとい う機構は変わ っていない。なお和文 タイプの発 明は英文 タイプに遅れ る
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こと50年 で ある。

今 日,企 業におい て,和 文 タ イプを利用 していない ところはな い とい って よい↓まど普 及 している

が,そ れに反 して個人 の利用は皆 無 といってよいほ どである。 これには機械 の価格が高い とか,手 で

書 くよ り遅い と思われ てい るとか,い ろいろの理由があろ うが,そ の最大 の理 由は,メ ーカが事務機

としての面 に とらわれ過 ぎてい るためであろ う。個人用 として字種 を さらに制限 した,小 型低廉 な機

種 の開発に努力 をそそ ぐべ きであろ う。

この個人用 として の普 及が遅れ てい ることが,日 本語情報処理 の開発 を遅れ させ た とも考 えられ

る。つ ま り日本語 の機械 的な取 り扱 いは,非 常に非能 率で コス トがかかる とい う,先 入観を植え付け

て しまった といえ よう。 しか し手書 きがそ の後の工程 である印刷 に,い かに大 きな負担をかけている

かは,例 をひ くまで もな く明ちかな ことである。

和文 タイプは英文 タイプにおけ るタッチ メソッ ドと異 な り,文 字盤 を見 なが ら文字を選択 してい く

ため,印 字速度 はは るかに遅 い。技能検定試験におけ る基準速度 は次の とお りである。

1級500字/10分

2級400字/10分 ・

3級350字/10分

4級250字/10分

これを前掲の英文 タイプの速度 と比較す ると1/5で あ る。 なお競技会 における最高記録は,大 体

800字/10分 で あ る。

欧米の例をみ ると,既 存 の英文 タイプにそのままさん孔機 能を付加 して,計 算機 の入力装置 と して

活用 してい る。 これ に従 えばわが国においては,和 文 タイプに さん孔 機能 を付 加すれば よい ことにな

る。 日本電気のC-5110漢 字 入力装置が これに相 当す る。 しか し和文 タイプ 自身が電動化 され てい

ないため,能 率上 の問題 があ り,ま た字種 が多 いため コー ド発生機構 が複雑 とな り,価 格が高 くな る

など多 くの問題をかかえてい る。 とくに電動化 の問題は,和 文 タイプ自身今後 の開発課題 として取 り

組 まねばな らない ことであ る。 このほか盤面 の文字配列が機種に よって違 ってい'る点 も問題 とな る。

1.2.4活 版 印 刷

わが国におけ る近 代的活版 印刷は,明 治2年 に本木 昌造氏が長崎に活版伝習所を設立 し,『日本文字

の活字を製作 したのに始 まるといわれ てい る。本木氏 の考案に よって,号 数活字が生 まれ長 く使用 さ

れ たが,現 在では各国共通の ポイン ト活字 が用 い られ ている。

活版 印刷にお いて 日本語情報処理 と関係が深 いのは,モ ノタイプ(鋳 植機)で あ る。欧文 用の鋳植

機 は,欧 米では早 くか ら発達 したが,わ が国においては字種が多 いため開発が遅れ,大 正9年 に至 っ

て初め て杉本京太氏(和 文 タイプの発明者)に よって製作 され た。 しか しこの機械はあ ま り利用 され

ず,モ ノタイプの使用が本格化 したのは,第 二 次世 界大戦以 後である。

モ ノタイプの機構は文字を選択す る文字盤(あ るいはキーボー ド)と,活 字 を鋳造す る鋳植部 とか

らなる。機械 の構成 と しては これ らが一体 とな った もの と,キ ーボー ドが独立 し,紙 テープに さん孔

し,こ のテープによって鋳植部を コン トロールす るもの とがあ る。 とくに後者 は各機能が独立 し,情
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報処理 システムと しての形態 をとっている。 このキ ーボー ドは,後 に開発 され たデー タ通信用の,漢

字けん盤 さん孔機 と機能的には まった く同 じである。

現在,稼 動 している漢字情報処理 システムの多 くは,印 刷を 目的 と した 自動編集 ・植字 システムで

ある。 したが ってそ の最終製品で ある印刷物は,多 かれ少なかれ既存 の印刷物 と比較 され また批判 さ

れ る。今後 自動編集 ・植字 システムの技術を一層向上 させ るため,明 治以来100年 間 にわた る先人

の築 きあげた ノーハウを,積 極的 に吸収す るとともに,ま た計算機処 理に よる新 たな印刷技術の開拓

へ と進 まねばならない。

1.2.5写 真 植 字 機

ネガの文字盤か ら文字を選択 し,レ ンズ系に よって感光材料上に植字 してい く装 置で,欧 米にお い

ては19]0年 ご ろよ り多 くの考案 が試み られたが,実 用 には至 らなか った。 その後1950年 ご ろ

より,ラ イノフィルム,フ ォ トセ ツタ,モ ノフ ォ ト,フ ォ トン,フ ィルモ タイプな どが現われ,製 版

に盛んに利 用され るよ うにな った。

わが国では大正13年 に 石井茂吉,森 沢信夫両氏に より,和 文用の写植 機が開発 され,そ の後多 く

の改良が加え られて今 日に至 って いる。 その機構は和文 タイプとよ く似てお り,可 動文字盤上に配列

された ネガ母型か ら文字を選択 し,レ ンズ系を通 して印画紙に植字す る。 レンズは約20本 あ り,そ

の選択 に よって20種 の 大 きさの文字 が得 られ,ま た変形 レンズを用 いて,長 体,平 体,斜 体な どの

変形文字 も得 られ る。

写真植字:機は もともと,植 字 のみを 目的 と して開発 された ものであ るが,オ フセ ッ ト印刷 の発達に

よって,和 文 タイプも植字機 と して利用可能 とな り,現 在では両者が競合 してい る形 である`。それぞ

れ一長一短 があ るが,写 植機 の長所は文字 の書体,サ イズ,形 な どの点で,フ レキ シビ リテ ィが大 き

い ことである。短所 と しては モニタ印字が とれない こと,お よび ミス印字 の修正がめん どうなこ とで

あ る。

この短所 の克服お よび写植機の機構上 の利点が結びついて,こ こに 自動 写植機が生 まれ ること とな

り,こ れが 日本語情報処 理実現 への第 一歩 とな ったのであ る。わが 国では昭和37年 にSAPT6

N-F(数 字 専用),同40年 にN(新 聞用),同43年 にP(ペ ー ジ物用),同44年 にA(万 能型)

と,写 真植字機研究所か ら各種の 自動写植機が発表 になった。 と くにSAPTON-Aは 編 集用 とし

てPDP-8ミ ニ コンを用い,完 全に 日本語情報処理 システムの形態 を とってい る。 ただ編集用 ソフ

トが限 られ,汎 用の処理 シス テムとな っていないだけである。 ・

前項 の出力 システ ムの ところで も述べた よ うに,自 動写植機には このほかに高速の全電子式写植機

も開発 され てお り,今 後 ます ます高性能化へ進む もの と思われ る。 なお欧米におけ る状 況 も,わ が国

と同 じよ うな経過 をた ど りつつあ る。

1.2.6漢 字 印 刷 電信 装 置

電信 回線に よるデ ータ伝送 は,わ が国において も明治維新 とともに開始 され たが,こ れ らはすべて

英数字 および カナ文字 に よる もので,漢 字に よるデ ータ伝送が始 ま ったのは,第 二 次世界大戦以後の

ことである。漢字に よるデー タ伝送を行な うためには,送 信側の入力 用キ ーボ ー ドつま り漢字けん盤
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さん孔機(一 般に漢字 テ レタイ プライタ)と,受 信側の出力 用 プ リンタつ ま り漢字 印刷機(一 般 に漢

字テ レプ リンタ)と が必要 である。

これ らは新聞社,通 信社な どでの必要性 が高か ったために,ま ずそ こで開発 が進 め られた。た とえ

ば朝 日新 聞社 では昭和22年 に研究 が開始 され,昭 和33年 に試1乍機 が発表 され てい る。 また読売新

聞社 と防衛庁は,共 同開発 になる漢字 テ レプ リンタを昭和29年 に発表 してい る。 なお前 にも述べた

よ うに,漢 字けん盤さん孔機 は,モ ノタイプのさん孔 キーボー ドと機能的 には同 じである。 これ らの

成果を取 り入れて,新 興製作所 お よび沖 電気工業 が漢字印刷電信装 置 として市 販 し,幾 多 の改良を経

て今 日に及ん でい る。

漢字 に よるデータ伝送 を行 な うにあた ってなに よ りも重要 な ことは,送 信側 と受信側 とで,同 一の

文字 コー ド体系を用いねば な らない とい うことである。 また この コー ド体 系は,モ ノタイ プにとって

その機構上有利な構成 である ことが望 ま しい。 このため共同通信社 とその加盟新聞社の代表 は,昭 和

34年6月 に 「漢 テ レ ・全 自動 モ ノタイプ符号統一会議」を発足 させ,約2か 月,約50回 に及ぶ討

論を重ねて同年8月 にCO-59統 一 符号を定めた。

以上 の ような経過をた どって,漢 字に よるデータ伝送お よび全 自動 モ ノタイプ方式が,新 聞社 を中

心 として普及 し,こ れが漢字情報処 理を スムースに発足 させた原動力 とな ったの であ る。 とくに漢字

情報 処理 システムの入力機器 と しては,こ の漢字けん盤 さん孔機,ま たは これに ある程度の改良をほ

どこした機器 が中心 とな ってい る。なお漢字印刷機は全機械式であ るために印字速度が遅 く,そ の他

多 くの問題点 があ るため,出 力機器 と してはほ とん ど利用 されていない。 また漢字印刷機 自身 も最近

では,感 熱紙 を用 いたサ ーマ ルプ リンタなどが発表 され ている。

1.3日 本 語 情 報 処 理 の 適 用 分 野

1.3.1情 報 産業

情報産業 とい うことばは,今 日,一 種 の流行語 とな って,多 くの人 々に よって論 じられ てい るが,

こ こではマハル八一プのい う知識産業 と同義 として とらえてみ る と,今 後,計 算機 システムがあ らゆ

る面 において,こ の知識産業をバ ックア ップす るために,活 用 され るであろ うことは確か であ る。そ

の中でここでは 日本語 の言語情報を主 とす る産業 に焦点を当てて,そ の適用 分野について考察す るこ

とにす る。

マハループが知識産業に含 まれ る もの としてあげ ている産業 の中か ら,こ れに該当す ると思われ る

ものをあげ ると,次 の二つ の グルー プに大別で きる。

放送,印 刷,出 版

情報提供サ ービス

もちろんこれ以外の産業 も日本 語 とは多かれ少なかれ 関係す るが,あ えて焦点を しぼれぽ上の二 つの

グルー プにな る。 また上 にあげた産業で も,こ と情報 の生産(創 造的生産)に 関 しては当面,人 間の

仕事である。

この二 つの グループは,そ の機能 においてきわ立 った対照 を示 している。す なわ ち前者は情報を大
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量に複製 して,一 方 的に流す マス コ ミ型であ り,後 者 は情報需要に応 じて,必 要 とす る情報 のみを提

供 す るカス タム型 であ る。 また日本語情報 処理 システムは,前 者においては,大 量 の情報媒体を生産

す るプロダクシ ョン型であ り,後 者は情報 を コン トロールす る制御型を示 している。

(1)印 刷,出 版,放 送

日本語情報処理 システ ムといわれ るべ きものが,初 めて実用化 されたのは,す でに述べた とお り印

刷,出 版業 であ る。 ここでは従来 の印刷技術の技 術革新 とい う形 で誕生 した。 この間 の事情を活版印

刷を例に とって考察 してみ よう。活版 印刷の作業 は組版 と印刷の二つ に大別で きる。組版 はさらに文

選 と植字 の2工 程 に区分 され る。文選 とは原稿に従 って必要な文字を集め る作業 で,植 字 とは原稿 に

従 って,句 とう点,込 め物 な どを入れ て1行 ずつに組み,段 落 を整えて組版を作る作業 である。

モノタイプを用 い る場 合には,キ ーボー ドで必要 な文字を打けんす ることに よ り,そ の文字が鋳造

され,活 字 に手 を触れ ないで文選が行 なえ る。以上 の工程を情報処理 の立場か ら分析 してみ よう。 ま

ず 従来 の活版 印刷 では,常 に 「文」 とい う情報 と活字 とい う印刷 に必要な物理的物体 とが,一 体 とな

って行動 してい るのが特徴である。 したが って文選 とか植字 とか の情報処理的作業が,組 版を媒体 と

して行 なわれ,シ ステ ム的に非常に ハー ドな形 とな っている。

したが って,た とえば校正 において大幅な修正がで きない とか,組 版を直す場合に非常 な手間がか

か るとかの形 で現われ ている。 印刷術は金属活字の発明に よ り,従 来 と比 して非 常に フ レキ シビ リテ

ィに富 んだ システ ムとな ったが,実 際 には朱だ不十分 な点が多 いのであ る。 これを解 決す るには情報

処理的 な部分 は,は っき り区分 して処理 システ ムに まかせ,そ の最終段階において,印 刷 に必要な形

で植字 をすれば よい ことがわ かる。つ ま り従来の植字工程を編集 と植字 とに分け,文 選 ・編集 と植字

とし,前 者 を情報処理 システ ムと して組立て,後 者 をそのア ウ トプ ッ トと して得 られ る ように,構 成

すれば よい ことがわ かる。 この構成は計算機の導入 に よって可能 とな り,必 然的 に 日本語情報処理 シ

ステム とな った のである。 か くて文選は打けんに,組 版 は ソア トウェアに よる編 集に,植 字は 出力装

置 としての植字機 に よ り自動化 され ることとな った。

以上 の システムは 出力装置 として モ ノタイプを用 いれば,そ の後の工程は従来 どお りとなるわけ で

あ るが,上 に述べた 以外 の多 くの理 由に よって,出 力装置 と しては写真植字 機が用 い られ ている。前

述 の ように この装置 には光学式の低速 のもの と,全 電子式 の高速 のもの とがあ り,用 途 によって使 い

分 け られ てい る。 この システムを最近 ではCTS(ColdTypeSystemま た はComputerTypesetting

System)と 呼 ん でいる。

この ような考 え方 は,米 国 のフ ォ トン社な どか ら明確 に打 出されたが,わ が国においては,写 真植

字機研究所(現 写研)が 先導の役割を果 した。写研 ではSAPTONシ.リ ーズ として,多 くの 機種

を開発 して いるが,そ の採用状況の一端を次に示そ う。

昭和41年 日本社会党(社 会新報)

昭 和42年 朝 日新 聞社北海道支社(地 方版)

佐 賀新 聞社

昭和43年 毎 日新聞社(案 内広告)
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朝 日新聞社(見 出 し用)

日石不n44`ド 日本海新隣1社

昭和46年 神 奈川新 聞社,上 毛新聞社

西 日本新聞社,北 日本新 聞社,高 知新聞社

山梨 日日新聞社 な ど

一方
,高 速 の全電子式写植機 も国産化が軌道に の り,日 刊ス ポーツ新聞社,学 習研究社,日 本科学

技 術情報 セ ンターな どで,印 刷,出 版を主 と した日本語情報処理 システムが実動 しつつあ る。

これ らの システムの うち,地 方紙 ではほぼ全紙面のCTS化 が行 なわれてい るが,中 央紙では案 内

広告欄の よ うな編 集の比較的単純な紙面 に限 られてい る。中央紙 の大組の よ うに編 集が複雑で,し か

も短時間の うちに紙面 の変更を行な う必要があ るよ うな ものでは,バ ッチ処 理では不 十分で,マ ンー

マ シ ン応答の可能 なオ ンライ ンシステムが必要 とな って くる。 日本 アイ ・ピー ・エ ム社が発表 した 自

動編集組版 システムJPSは,IBM社 と朝 日新聞社お よび 日本経 済新聞社が共 同で開発 した システ

ムで この ソフ トウ=ア に,朝 日,日 経の両社 はそれぞれユ ーザ作成 の ソフ トを追 加 して ,NELSO

Nお よびANNECSシ ス テ ムと して発表 して いる。かか る システムが一般的 に実動 を始め た時 点

が,本 格的なCTS時 代 のは じま りといえ よ う。

この ようにCTS化 を 目標 とした 日本語情報処 理 システ ムが,着 々 として実 動を 開始 して い るが ,

そ の メ リッ トとしては次の点があげ られ よ う。

1)省 力化,作 業場 スペ ースの節約

2)熟 練;[1の 不 要

3)高 熱,騒 音か らの解放

4)鉛 公害 の防止,職 場環境の改善

つ ま り編 集,植 字 に関 しては,情 報処理 としてオ フ ィス作業 となる とい うことである。

また編集面 か らもいろいろな メ リッ トが考 え られ る。

1)複 雑 な編集を迅速に処 理で きる。

2)組 版 の フレキシ ビリテ ィが大 きく,改 版 が容易である。(電 話帳の よ うな索引 において とくに

顕著 である。)

3)情 報 の配列 のよ うな処 理を編集 システ ムに組 み入れ られ る。

4)情 報 内容を他の シス テムで活用す るこ とが可能 となる。(出 版 しつつ デー タベ ースを構成 で き

る。)

5)情 報 の保存,再 版が容易である。

一方
,デ メ リッ トとしては,情 報 内容 が可視化 され ていないため,人 間 との間 に常 に インターフェ

ースが必要 で ,ま た情報 への アクセスが,常 に リモ ー トコン トロールとな ることであ る。 これ は計 算

機処理 の宿命 で,将 来はデ ィス プ レイ装置 な どで改善 され るであろ うが,当 面 は このための思わぬ ト

ラブルが発生す ることが多い。 とくに入力情報 の校正処理 にこのデ メリッ トが現 われ てい る。

最後 に放送 関係 では 日本語情報処理 システ ムは,報 道の迅速化 に役立つ もの と考 え られてい る。 と
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くにテ レビにおいて,漢 字 デ ィス プ レイ装 置の画面を直接聴視者へ送 る方法は有 効であ る。 これはす

でに選挙 の開票速報 においては実 行 されているが,そ の他 の応用面は今後に残 され てい る。

本項 においては とくに印刷関係に焦点を当てて詳 しく述べ たが,も ともと印刷産業 は情報産 業の一

種 として,だ れ も認 める ところであ るが,わ が国においては 日本語情報処理の開発が遅れたため,こ

れ まで取 り残 され ていた感が ある。 しか し今後 は急速 に システム化が進み,執 筆者が タイプライタで

原稿を打てば,直 ちに編 集,植 字 されて印刷物 がで き上 るとい うことも,そ う遠い将 来の ことではな

さそ うであ る。

(2)情 報 提供サ ー ビス

情報 提供サ ー ビスは今後の情報化社会におけ る,'花 形 産業 として喧伝 されているもの であるが.そ

の市場性に未だ難点があ り,現 在検討段階 のものが多い。わが国において情報提供サ ー ビスを行 な う

場合,そ の内容が 日本語情報 であれぽ,あ りの ままの形で提供 しなければ,受 入れ られ ない とい う可

能性が強 い。 これは明治初年 におけ るローマ字運動や カナ文字運動 の例をみて も,考 え られ るところ

であ る。計算機が英数字 しか扱えない とい うことで,不 特定多数 のユーザを納得 させ られ る とも思え

ない。

情報提供サ ー ビスにおいて も,情 報 の創造的部分は 当分人間の分野であ るとすれば,こ こにおけ る

日本語情報処理は,そ れほ ど高度 な もの とも考 えられず,情 報の出力側つ ま り情報 の伝送,印 字,デ

ィスプ レイな どの面で,ユ ーザの要 求に合 った形 の情報 を,い かに早 く,安 く,し か もスマ ー トに提

供す るかにかか っているといえ よう。

このため の当面 の課題は端末装 置であ る。 これ まで開発 されてい る装置は,主 として大量 のバ ッチ

処理を 目標に した ものが多 いが,今 後は個人 のユ ーザが使用す る,簡 便な装置の開発 が要求 され よ

う。英数字 の分野 では現在がち ょうどその時期 にあた っているが,ユ ーザの要求のエス カ レー トに よ

って,将 来必ずそ の時期が来 るもの と思われる。

現在情報提供 サー ビスと して,ど の よ うな ものが予 測され ているかをみ るために,(財)日 本情報処

理開発 セ ンターのNIS小 委 員会が まとめた,「 情報 処理産業 の発展予 測」 か ら,そ の業 種 を次 に示

そ う。

時事情報 天気予報 株価情報

所在情報 予約 レジ ャー情報

マ クロ経済情報 ミクロ経済情報
●

海外情報 企業信用情報 消費者信用情報

特許情報 判例情報 医学情報

リサーチ情報 科学技術情報 一般知識情報

これ らの業種 はその内容が千差万別で,一 概に論 ず ることは困難 であるが,日 本語情報処理 の面か

らみ ると,大 量 の言語情報を蓄積 した データベースを もととして,そ の中か らユーザの要求す る情報

を検索 して提供す る タイプの,い わゆ るデータバ ン ク的提供 サー ビス業が,当 面現われ て来 よう。 こ

れ らの代表的 な ものは時事情報,特 許情報,判 例情報,科 学技術情報 などであるが,こ れ らが実用化
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も

され る時期 は昭和50年 代 になると予測 されている。

1.3.2事 務 機 械 化

わが国におけ るコンピュー タの普及はめ ざましい ものがあるが,こ の処理 の特色は数値 計算が主体

で,ほ とん ど言語処理を ともなわ ないこ とであ る。 また取扱 って いる言語 も 「文」 の レベ ルでは な

く,「 語」 の レベルに止 まってい る。 また計算機 システムもキ ャラ クタセ ッ トして,英 数 字お よび カ

ナのみであ るか ら,「 語」はすべて ローマ字 または カナ書 きで処理 して いる。

この よ うな状況か ら,事 務処理 の分野におけ る日本語情報 処理 の当面の課題 は,「 語」 を本来 の姿

である日本語に置換え ることに集約 され よ う。 この ことは結局,入 出力装置 の問題 とな る。 まず出力

装置 と しては文字に制約 され ない万能型 プ リンタを用意すれぽ よい。 この種 の万能型 プ リンタの技 術

開発は現在盛んに行なわれ ているか ら,近 い将来現在の ラインプ リンタよ りも高性能 な,万 能型 プ リ

ンタが出現す る可能性が強い。次 に入力装置 と しては,入 力情報 が大量 の場 合には,情 報産業が実 用

化 してい る方式で よ く,ま た入力 のみを計算セ ンターに委託すれ ば よい。 また少量 の場合 には適宜,

便 宜的方法を とれぽ よい。

以上 の他に,日 本語情報処理 が多 くの分野に取入れ られ るためには,各 種 技術 の標準化が大 きな問

題 とな る。 と くに字種 とその コー ドの標準化は緊急の課題であ ろ う。現在事務処理分野に おけ る日本

語処理 と しては,あ て名印書を 目的 とした住所,氏 名の漢字化,ま た人事管理におけ る情報 の漢字化

な ど二,三 の実施例が散見 され るのみ であるが,近 い将来 この他 の分野に も急速 に普及す るものと思

われ る。 また 日本語情報処理 が可能 になる ことによって,こ れ まで以上に事務機械化 の適用分野が拡

大す ることも考 え られ る。す でに見積書,契 約書 の自動作成 システムを設計 してい る例 もある。

1.3.3言 語 処 理

言語処理は 日本語 のみ とは限 らないが,計 算機処理 の一 つの到達 目標で ある。それぞれ 各国の特殊

事情 があ り別個 に研究が進め られてい る。 とくに 日本語 においては表音文字 と表意文 字を共用 してい

ることもあ って,多 くの興味あ る課題が山積 している。計算機 を用 いて 日本語の言語処理 をす るため

には,そ の基礎 に 日本語 の入 出力な らびに処理 な どの技 術が確立 している ことが必要であ る。 この言

語処理 は人 間の知的労働を大幅に軽減す る要素 を秘 めてい るもので,た とえぽ機械翻訳を想定すれ ぽ

この ことは明 らかであろ う。

現在 開発 が急 がれ ているものに,カ ナー 漢字 変換,漢 字一 カナ変換 があ る。前 に も述べ た よ うに,

表 音文 字は書 きやす く,表 意文字は読みやすい とい う性質を持 ってい る。 また音声はすべて表音的で
　

あ るか ら,日 本語では文章情報 と音声情報 とは,表 意一 表音の関係にな ってい る。上述 の変換 システ

ムは,こ れ ら両者の間の変換 を 自動的 に行なお うとす る試み であ る。

まず カナー 漢字変換の応用 としては次 の ような ものが考 え られ る。 ガナは書 きやす い とい う性質を.

利 用 して,カ ナ文字文で入力 を行 ない,こ のシステムに よって変換 して漢字かなま じり文 とす る もの

で,こ れを カナイ ンプ ッ ト方 式 と呼んでい る。入力速度 が速 く,装 置 が安 く,タ イピス トも得 られや

す いなどの,メ リッ トを持 ってい る。

速記 の自動化 もこの システ ムの応用 とな る。 もともと音声 は表 音的 であるか ら,速 記 の記 録を見 な
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が らカナ タイプを打 つ とか,直 接 聞 きなが らタイプを打 つ とか,ソ クタ イプで直接 入力す る とか し

て,こ の システムで変換すれぽ よい。 さらに将来音声 を認識 して,こ の システムに よって漢字かな ま

じり文に変換す ることも考 え られ る。

漢字一 カナ変換 は 日本語にふ りがなづけをす るとか,日 本語情報 を カナ プ リンタで出力す るとか,

さ らには 日本語を発声 させ るな どの応用分野を持 っている。 これ までは以上の よ うな システムを 開発

す るのに,日 本語情報処理 システムが未熟で あったため,そ の開発を遅 らせていた面があ るが,今 後

はそ の技術 と研究体制 とが車の両輪 とな って,開 発の テンポを早め ることであろ う。 これ らシステム
,

の最終 目標 としては,機 械翻訳 と一体 とな って同時通訳をめ ざ している。

言語処理 としては 「文」 の創造が 目標 であろ うが,そ の中間段階 として も,自 動 索引,自 動抄 録,

自動編集 など多 くの実用性 の高 い研究 テ ーマがあ り,ま た これ らの基礎 データを得 るために,現 存す

る 日本語情報を分析,評 価す るこ ともまた重要 である。 これ らの研究 に 日本語情報 処理 システ ムは,

今 後大 きな力を発揮す るこ とであろ う。

1.4ま と め

日本語情報処理はわ が国の情報化社会 の進 展に ともなって,必 然的に生 まれた システムであ る。か

つて電話 がわが国へ上陸 した ときは,幸 いな ことに 日本語の問題は生 じなか った が,電 信 の場合には

簡単 ではな く,長 い間人々はいわゆ る 「電報 文」 に悩 まされた ものである。戦後漢字 印刷電信装置が

実用化 され るまでには,半 世紀 以上 もの長い年月を必要 と した。

言語 の改革 には独裁者 と文盲 が必 要条 件であ るといわれてい るが,幸 か不幸かわ が国は この条件に

合わなか ったとみえて,本 来 の 日本 語の地位は ます ます確固た るものがある。戦後 米国を中心 と して

計算機時代 が現出 し,わ が国で もだいた い1961年 ごろよ り計算機が社会 の中に普及 し始め,す で

に10年 以上 を経過 した。 わが国の計算機設置台数はその間に米国についで世界第二位 とな り,そ の

応用分野 も多岐 にわた ってい る。

しか も約10年 に して,計 算機 と日本語 との ドッキ ングが完成 したわ けであるが,こ れ は技術的成

果は さることなが ら,そ の社会 的影 響は測 りしれない ものがあ る。 これ まで計算 機 とい うと,ご く限

られた人 々に しか理解 しえない もの と して,一 種の拒絶反応す らあ った ものであ る。 情報化社会,M

IS,コ ン ピュータユ ーテ ィリテ ィ,デ ータバ ン クな どといっても,な にか遠 い国の物語 りとい う感

じがぬ ぐえなかった。

しか し今 日ではすでにそれ らがす べて,日 本語に よって処理 され るとい うことで,ぐ っと身近 な感

じを持つに至った人 々も多い ことで あろ う。一方計算機側か らみて もこれ まで概 念的には把握 され な

が ら,日 本語 が扱 えな いために足ぶみ していた システム,た とえぽCAIな ど も今後 急速 に実用化 へ

向 うと思われ る。 これ まで 日本語が扱 えないために生 じていた一種の計算機 公害 か らも解放 され,人

間本位の システムがぞ くぞ く開発 され るであろ う。 じゃ口をひねれば出て くる水道の水の ように,情

報 が流れ 出す システムには,各 国の民族 に固有 の不可欠な要素 の解決が要 求 され る'のであ る。

最後に 日本語情報処理 システ ムを広 い立場か らながめてみ る と,こ れは多字種処理 シス テムとい う
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こともで き,ま た 日本語が処 理 できるとい うことは,そ の字種数の多 いことか ら世 界中のどの国へ持

ってい っても通用す ることに な り国際情報処理 システムといい換 えて もよかろ う。 この技術において

わが国が先端を歩んでい ることは,将 来必ず国際的に注 目され る時代が くることであろ う。
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2.日 本語の特質 と言語情報処理



-



2.日 本語の特質 と言語情報処理

言語情報処理 の観点 か ら現 代 日本語 につ いて考 えてみ ようとす る とき,ま ず問題にすべ きは,そ の

焦点 となる時点 を どこにお くべ きか とい うことであ る。 とい うのは,言 語 自身 きわめて複雑な構造を

もち,言 語処理 の方法 は長期 間にわ たる研究開発を必要 とし,し たが って今後時 日の経過 と共に次第

に レベル ・アップしてい き,問 題 の焦点が うつ ってゆ くと考 え られ るか らであ る。言語 の構造 と機械

処 理技 術か らみ て,は じめは文字 の入 出力の処 理が中心的な話題 にな り,次 第に文法 や意味を問題に

せ ざるを得 な くなるのであろ う。将来は文章や意味が中心課題に なる と考え られ る。 そ こで,時 点を

4;

まずだいたいきめ てかか る必要 がある。

この報告書 では だいた い今後5年 間 くらいの ことを話題の中心 とす ることに定 めている。そ うす る

と,取 り扱 うべ き問題は主 として文字 の入出力の部分 に限 られて くる。そ こで この 「日本語の特質 と

言語情報処理」 でも,文 字 の こと,と くに漢字の ことを重点的に取 り扱 ってい きたい。言語処理全 体

か らす る と,ほ ん らいシ ンタクスや セマンテ ィクス こそかな りの紙数を投ずべ き部分 であるが,こ こ

ではそれ について多 くふれ ないことにす る。ただ,最 近 カナ入力,機 械に よる漢字変換 とい うことが

広 く考 え られて きて いる(た とえば本報告書所収 のNHK技 研 の例)の で,そ れ に関係 したごく狭 い

範 囲での シンタ クスな どの事項につ いて,ふ れ てお こうと思 う。

この ような事情で,こ こでは漢字にかかわ ることを中心に,広 く日本語の特質 についてまず と りあ

げ,次 に漢字の問題を中心 と して と りあげ,最 後 に,そ れに関連 してこれか ら日本語 の問題について

の意見を紹介 してお く。

2.1日 本 語 の 特 質 と 言 語 情 報 処 理"

2.1.1日 本 語 の 特 質

言語の特質について問題にす るばあい,そ の要素 であ る,音 声,文 字,語 い,文 法,表 現な どにつ

いて取 り扱 うのが便利 であろ う。 そのあ とで,こ れ らの特質 と日本語の情報処理 との関係を まとめて 層

お くことにす る。

(1)音声'

音 素の数 え方 に もよるが,あ る見方 に よれぽ,目 木語(現 代東京 語)の 音素 の数 は子音14,半 母

注1)

音2,母 音5,拍 的 音素2の よ うに数 え られ る。す なわち,

子 音(C)/h,',k,9,P,b,t,d,c,z,s,r,D,m,n/

半母 音(S)/1,w/

母音(V)/i,e,a,o,u/

拍的 音素/N,Q/

拍(モ ーラ)の 構造 は,CV,CSV,V,N,Q

の五 種 の タイプ しか ないのである。 この点か らみ ると日本語 は,音 素の数 も少な く,拍 の構造 がきわ
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め て 簡 単 で,母 音 を 多 く含 む 言 語 で あ る こ と が わ か る。 ち な み に,英 語 で は,母 音 は8,子 音 は24

ほ ど は あ り,モ ー ラ の 構 造 はCVCが あ る こ とか ら き わ め て 種 類 が 多 く な る 。 日 本 語 に は 英 語 の

next/nekst/(cvccc),ロ シ ヤ 語 の
,B3rJIHA/vzgIad/(ccccsvc)の よ うな 音 節

は 存 在 し な い 。

日本語の ア クセ ン トは高低 ア クセ ン トであ って,強 弱 ア クセ ン トではな い。 このためにア クセ ン ト

に よ って発音語形 がゆ がめ られ ることがな い。英語では この影響 が非常に強 く,ア クセ ン トのない音

はほ とん ど発音 され ないことがあ るほ どであ る。 同 じ語で,強 形,弱 形を もつ こともあ る。 た とえば

Haveと い.う動詞 は,文 中で の重要度に応 じて,〔hEev,hov,ov,v〕 の ようにい ろいろに発音 され

る。 ・

まの

この ように音の数,そ の組み あわせ方,ア クセ ン トとの関係な どからみ ると,日 本語 の発音は簡潔

で明確な構造を もっているとい うことが できる。

②文字

これ に対 して,文 字 の点では,大 きな ハ ンデ ィキ ャップを もっている。すなわ ち日本語を表記す る

文字 はい くつかの種類 があ り,そ のなか のあるもの(漢 字)は 多 くの字種 をもって いる。そ して これ

らを漢字かな ま じり文 とい う形 で使用す るのがふつ うであ り,漢 字は使用法が きわめて複雑であ る。

まず文字の種類 としては,漢 字,ひ らがな,カ タカナを通常 とし,ロ ーマ字 も用 いる。数字は アラ

ビア数字,漢 数字,ロ ーマ数字 のいずれ も用 いる。通常の 日本語の書き方 はいわゆ る漢字かな ま じり

文 であ って漢字 とひ らがなを用 いるが,外 来語 につ いては カタカナを用 いるのがふつ うであ り,ま た

最近 ではPCB,PPM,STOLな ど アル ファベ ッ ト書 きの表 記 の固定 した用 語 も著 しい増加 を見 せて

いるので,上 述四種 の字 はすべ て通常 の表記文字 として必要であ る。

漢字 を中心 と して も う一 つの表記 の問題点 は,日 本語 の正書法 が確 定 して いない とい うことであ

る。正書法が確立 している ヨー ロッパの諸言語 にあ っては,文 字の連続はほ とん どのば あい,語 に対

応す る。 日本語では一 つの語 を漢字 で書 くこともあ り,か なで書 くこともあ り,ふ だん漢字やひ らが

なで書 く語を カタカナで書 いて 目立 たせ るよ うな こともあ り,そ の書 き方 は全体 としては一定 してい

ない。何人かの人に共通 な書 き方が ないぽか り『でな く,同 一人 でも必ず しも一定 しない。 これは文字

でな くことばを処 理 しようとす る機械 内部 の処理 を複雑 にす る。

さ らに,こ れ らのい くつかの文字(漢 字,か なな ど)を 同時 に用 いることに よって,用 字法全体を 、

複雑 に.している。た とえば活用語 を書 き表 わす のに,漢 字 とかなを用い ると,ど こまでを漢字 で書

き,ど こからかな で書 くか とい うよ うな問 題が生ず る。 これ が送 りがな の問題 で,た とえぽ 層「表わ

す」 か 「表す」か とい うよ うな問題 であ る。

漢字 には単 に字種が多い とい うだけでな く,そ の他にた とえばその用法が複雑であ るとい う性質 も

あ る。 この ことは,か なの用法 とも合わせて考えなけれぽな らない し,あ とで述べ るよ うに,文 法や

意味 とも関連 がある。かなを漢字に直すぼあ いの困難点 も,こ こに原因があ るといえ よ う。

かなつかい としては現在は歴史的かなつか いが少な くな ってい るが,少 な くとも一部の人は これを

使用 している。現代かなつかい とあわせて大別 して二様のかなつかいがあるわけ であ る。 ローマ字 も
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つ づ り方 に三方式 があって,い ずれ もよく用 い られ てい る。

また漢字 かなま じ り文 では分かち書 きの習慣 がない。

か な専門 書 きや ローマ字書 きのばあい も,分 かち書 きにい くつかの方式 があ って必ず しも一定 して『11「
`注2)

い な い。分 かち書 きの点 でも,日 本語 には問題 が多 い。,

漢 字 は俗 に表意文字 といわれ るよ うに,英 字 な どに比 して情報 の量の多 い文字で あ り,日 本語 と英

語 を比べ て調査 した結果 でも,日 本語 の方 が同一 内容を表 現す るのに少ない字数です んでいる,と い

注3)1
う こ とがわ か っている。

(3)文法

月本語 は助詞助動詞 の ような接尾語的な要素 が名詞動 詞な どの 自立語の うしろにつ いて文法的 な諸

機能 を果 たす とい う,い わゆ る膠着語 的な特質 を有 す る言語であって,現 代 のイ ン ド,ヨ ー ロッパ系

の諸言語 な どとはかな り異 なった構造を もってい る(文 法的には,ハ ンガ リー語,ト ル コ語,モ ンゴ

ル語,朝 鮮語 な どと比較的 よく似た構造を もつ)。 す なわ ち名詞 自身には格変化 な どが な く,形 態的

には比較的 単純 な構造 をもつ。その文法関係は主 として助詞の助けを借 りて表 わす。(た とえぽ主語

になる ときは助詞 「が」を伴 うのがふつ うであ る)。 動詞 自身には活用 と呼ばれ る語形変 化が あ り,

(多 くの)助 動詞を伴 うことがある。用言の 「活用」は次 に どの よ うな語(自 立語,付 属語)が 続 く

かに よって きまる,と い ういみで ヨーロ ッパ語 とかな り違 らている。文の構造 では述語 の前 に主語 が

あ り,被 修 飾語 の前 に修飾語が くるという語順 はかな り厳格に守 られ る。英語 や フランス語 の ように

文 の主語 が常 に明示 されず,文 脈に依存 して,示 さな くて もわかるばあいは示 さないのがふ つ うであ

る。

(4)語い

日本語 の語い も多 くの特徴 をもっているが,こ れ らが現段階の情報処理 と直接関係す る点はかな り

広 範にわた り,文 字 と並んで重要 な分野 である。

英 語 フ ラ ンス語 スペ イ ン語

最初の

〃

1,000語 で

ち,000語 で

80.5%

93.5%

83.5%

96.0%

81.0%

92.5%

日本 語

最初の 1,200語 で 62.0%

〃 7,200語 で 85.0%

〃 15,400語 で 93.0%

〃 22,000語 で 96.0%

表2.1上 位 何 語 で テ キ ス トの何 パ ー セ ン トを カバ ーす るか

まず単語 の種類が かな'り多 い とい うこ とが よ くいわ れ る。表2.1は 英語,フ ランス語,ス ペ イ ン

語,日 本語 につ いて,単 語を使用 率順 に並 べたばあい,上 位何語 でテキス トの何 パー セ ン トをカバー

す るかを示 した ものである。 これに よれば,フ ランス語 は少数 の語で テキス トの用語を カバ ーす る率
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が最 も高 く,日 本語 は他の三言語に比 してきわめ て低 くなっている。 このぽあい,日 本語 の例 と して

は国語研 で行な った 〈雑誌九十種の用語用字〉 の数字 をあげ たのであ るが,こ の調査 では助詞助 ・動

詞を カ ウン トの対象 に していない。 そ うい うわけ で異 なる言語 の間で数字 をあげ ての比較は困難な点

があるが,も し助詞 ・助動詞を入れて もおそ ら く日本語 の単語 の種類の多 さを立証す ることがで きる

と考え られ る。 この ことには いろいろな原 因が考 え られ る。た とえば 〔手〕を意味す る ことば と し

て,フ ランス語 ではmainあ る いは結合語 基 と してmanu-(こ の 二つは もちろん関連 した語 であ

り,語 形に も類似性があ る)が あるだけ であ るが,日 本語 では 「テ」(「 手 にもつ」 「手作業」 「手

さげかばん」 「手引 き」),「 シ ュ」(手 術」 「手 芸」 「運転手」),「 ハ ン ド」(「 ハ ン ドバ ッ

グ」 「マ ジ ックハン ド」),「 マ ニュ」(マ ニキ ュア」 「マニ ュアル」)の ように類義語 が多 く存 在

す るとい うことも一つの原因であろ う。

そ して,そ の ことか,ら,類 義語 の多 いことが予想 され る。単に数が多 いだけでな く,そ の使い分け

もむずか しい。た とえば同 じことを示すのに 「火事」 「火災」 とい う二 つの こ とば があ る。 「火事」

は一般の人が会話の ときに用 いる,ふ つ うの こ とばで ある。 近所に 火災が起 きたば あい,ま ず 「火

事」 とい うのがふつ うである。 「火災発生」 とい うのは消防署か警察であ り,「 火災」の方はややお

もお も しいひび きを もち,書 きことば的であ る。 だか ら 「火災保険」 とい うのがふつ うで,「 火事保

険」 とはいわない。 「小 使 いさん」 と 「用 務員」 な ど も同様で ある。 「いいなずけ」 と 「フ ィアン

和 和
53.9%36 .7%

・9
,8%

外来

漢

47.5%
漢

41.3%

図2.1語 種 ・品詞別の異 なり語数 と延べ語数(雑 誌90種)
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注4)
セ」 では後者の方が新 しい感 じがす る といえ よ フ。

日本語の単語を和語,・漢語,外 来語 と分けてみ ると,最 も多 いのは漢語であ る(図2.1参 照)。

これは辞書的にみたばあい(異 な り語数)と 使用の実態(延 べ語数)で みたば あい とで異 なってい

るが,漢 語が最 も多 くな るのは辞書的 にみたば あいであ る。雑 誌のなかで雑誌 の種類 別にみたば あ

注5)
い,婦 人雑誌には漢語が最 も少 な く,実 用,通 俗科学に最 も多 くな ってい る(表2.2参 照 ノ。

これは政治,経 済,法 律,自 然科学,医 学な どの啓蒙誌であ るが,こ れに漢語 が多 いのはそれ らの

分野のテ クニカ・レ・ター ムが多 いか らで あろ う.そ してそれは明治 以降の 日本が西欧文化 を採 り入れ

注6)
る際,漢 語の訳語を作 ったこ とに原因があ ろ ソ。漢語 も本来の和語 に比べて,結 局外来語的要素 を多

くもつ ものであ る。

一・方
,現 代の 日本語 は多 くの西欧語か らの外来語を受け入れ ている。モ ー ドやスポ ーツの用語 に も

多いが,専 門の分野に も多 く,外 来語 までにいた らない,ほ とんどなまの ままの外来語 も多 く用 い ら

れ ている。現代 の外来語を急速 に受 け入 れている とい う点は,現 代ではいわば世界的 な傾 向とい うこ

とが できるが,日 本語はそのなかで も最 も著 しい傾 向をもつ言語の一つであろ う。

異な り語数

語 種 品 詞

和語 漢語 外来語 混種語 名詞 動詞 形容詞 感動詞

評 論 ・芸 文

庶 民

実用 ・通俗科学

生 活 ・婦 人

娯 楽 ・趣 味

39,951.85,03.3

35.954.35.74.0

28.860,37.03.9

44.739.19.96.2

41,345.78.34.7

71,615,711.81.0

75,313,410.50.9

79.010.99.30.7

73,814,410.80.9

73,114,111.71.1

(数字は横に100%)

延 べ語数

語 種 品 詞

和語 漢語 外来語 混種語 名詞 動詞 形容詞 感動詞

評 論 ・芸 文

庶 民

実用 ・通俗科学

生 活 ・婦 人

娯 楽 ・趣 味

58.940.01.51.6

55.141.21.91.8

36.759.32.11.8

56.335.35.72.5

60.734.72.71.9

56,027,115.11.8

59,825,313.11.8

69,918,210.01.3

65,022,311.11.6

57,430,014.02.6

(数字 は横に100%)
表2.2雑 誌 の 種 類 と語種 ・品 詞 別 異 な り語数*《.1一び延 べ 語 数

漢語,外 来語 をあわせ ると,日 本語のなかの外 来的要素 は相 当な ものにな る。 フランス語 や中国語

など外来語 を受け入れ ることが少な い言語に比べて,日 本語 のなか で外来的要素の多いこ とは,日 本

語の一つ の特質 とい うことがで きる。外 来的要素 の多い言語 と しては英語,イ ン ドネ シア語 などがあ

る。

外来語が現代 で多 く使われてお り,新 しい外来語 が多 い,と い うことは,こ とぽ の変化が早 い,と

い うことを意味す る。 た とえば 「あいび き」 とい うことばは 明治 時代には使われ たが,そ の後 すた
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れ,大 正昭和 の時代になる と,「 ラ ンデブー」 とい うことばが使われ た。 しか しこの ことば も生命 が

短か く戦後の若 い人々は 「デー ト」 ,とい.うことぽを しき りに用いる。戦前は 「オール ド・ミス」 とい

ったのに戦後は 「三 十娘」 と和語的表現に改 ま り,そ れ もやがてすたれ ていまでは 「ハ イ ・ミス」 と

いってい る。 この ようほ,現 代 ではことばのはや りすた り,入 れ替えがま ことにはなはだ し く,か つ

注7)急
テ ンポで行なわれ る ようにな ってきてい る。 ソランス語な どに比べ ると,日 本語の方 が,使 い捨て

の用語が多い といえるだろ う(前 述 の用語の多 さとも関連)。

外来的要 素は,和 語 な どと異 なった表記形式を もってい る。外来語 は特 にかたかなを用い るのが普

通であ るとい う点で,和 語漢語 と異 なってい る。 もちろん 「ピカピカ」 とか 「ボ ク」の よ うな表 記は

あ るが例外的だろ う。漢 語は漢字 で書かれ ることがほ とん どであ る'(「 もちろん」 「あい さつ」 な ど

当用漢字外の字 があるばあい,最 近 ではかなが きの語が出て きてはい る)。 もっと も和語 も,い わ ば

訓読み式の漢字表記がかな りあ るか ら,こ の方は外来語に比べて,区 別が一片分 ではない。

漢語が多い とい うことの影 響の一 つに,同 音語が多い とい うことがあ る。同音 ではあ るが,漢 字で

書 くと異な り,も ちろん意味用法 も異 なる,と い うばあ いが多 い。た とえば コウコウとい う音に対 し

て,小 さな辞書で も11の 異 な る語を載せている。 「異 な る」 あるいは 「別 の」語 であ るか ど うか問

題な もの もあ る(た とえぽ 「基準」 と 「規準」,「 追求」 と 「追及」 と 「追究」)。 もっとも和語で

も,異 な るか ど うか問題な ものはあ る(「 上げ る」 と 「揚げ る」 と(「 挙げ る」)。

文字の上で分か ち書 きを しない,と い うこ とか ら,単 語の認定 が困難 だ とい う事 情が生 まれ て く

る。単語につ いて分か ち書 きを してい る現代 ヨー ロッパの諸言語 に比べ'て,こ れは著 しい特質 であ

る。 「板 の間」 「茶の間」 「くすの木」 「はんの木」 「あ くる 日」 「仲 よ く」な どは,ど ち らか とい

えば一語的で あろ う。 さらに漢 語な どを長 くつない で,「 第一部 業種別株価 指数」な ど とい った り

「東証全 銘柄 最終値利 回 り表」 「アポ ロ月着陸計画」 な どとい った りす る
。

この ような,単 語の境界がは っき りせず,単 語 の結合 がかな り自由である,と い うことは,あ とで

述べ る ようほ,IR(情 報 検索)に おけ るキー ワー ドとして問題が生 ずるこ とにな る。

(5)表現

文法 よ りもやや大 きな見方で,日 本語独特の表現 あ るいは発想法 とい うような点か ら取 り扱 ってみ

る。

「演芸会 は比較的寒 い時 に開かれた
。年は よ うや く押 し詰 まって くる。人は二十 日足 らずの眼の

先に春 を控 えた。市 に生 きるものは忙 しか らん と してい る。越年の計 〈はか りごと〉は貧者 の頭

〈こ うべ〉に落 ちた。演芸会は このあいだにあ って,す べ ての どかなる もの と,余 裕 あ るもの と,

春 と暮の差別 を知 らぬ もの とを迎 えた。」(夏 目漱石 「三 四郎」十二)

この文全体が 日本語のふつ うの表現 か らはずれて いるが,た とえぽ 「越年 の計は貧者 の頭 に落 ちた」

とか 「演芸会 は…… もの とを迎 えた」 な どにいち じる しい。 「計」 のよ うな抽象名詞 が主語 になる こ

とは 日本語ではほ とん どない(「 勤勉 さが彼 を成功 させ た」 の よ うな表 現は 日本語 らしくな い)。 ま

た 「演芸会が人を迎え る」 とい う言い方 よ りも,人 間 を主体 に した表現 の方がふつ うであ る(「 多勢

の人 が演芸会に集 まった」な ど)。
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天候,自 然現象を表現す る とき,日 本語 で自然現 象そ のものを示す語が主語 とな り,そ れに対応 す

る自動詞が述語 となる。 「雨 が降 る」 「雪が降 る」 「雷 が鳴 る」 「氷がは る」な ど。 これに対 して英

語 ではitrainsな ど とい う。 ドイ ツ語 で はesを 用 いて,esregnet,esschneit,esdonnert,es

friertな ど とい うのがふ つ うであ る。た とえば この よ うな点 も言 語 の間 の著 しい発 想の相違 がみ ら

れ,具 体的で人間を 中心 とした表 現を好む 日本語の特性 がみ られ よう。

2.1.2日 本 語 の特 質 と言 語情 報 処理 上の 問 題 点

以上,音 声,文 字,文 法,語 い,表 現 の各分野についてひ とわ た り日本語 の特質についてふれてみ

た。述べ るべ き点は非常 に多いが簡略 に言 及す ることを 目的 として,い くつか の例を示 した にす ぎな

いところが多い。

次に これ らの特質 の うち,言 語情報処理 と特 に関係の深 い分野 について取 りあげ,そ の問題点をあ

げ,解 決の方向を考 えてみ ることにする。

その前に一つだけ問題 に しておかなけれ ばならな いことがある。 日本語 を扱 うとい うことは言語を

扱 うとい うことの一部 であ るけれ ども,日 本語 に限定せず,お よそ 自然言語処理であ るかぎ り,他 の

コンピュータ処理(た とえぽ事務計 算 ,科 学 計算)と 基本的 に異 な ってい るところがあるはずであ

る。 この点は 日本語 の特 質 とい う以前に,言 語処理 の段階で問題 にす べ きものであ る。

その ことで もい くつかの問題点があ るが,そ のなかで どうして も取 りあげなけれぽな らない ものと

して意味の問題がある。言語 は意味を もつ ものであ って,形 式 だけの処理 では,ほ ん らい言語の取 り

扱い とはいいがたい,と い う点であ る。科学計算で も事務計算 で もデ ータの数値そ のものはそのひ と

つひ とつが何かを指 してい るとい うことはないが,言 語デー タとしては,語 形 だけ よ りも,そ の語形

によって指 され るなに ものか,が 重要 であ る。英語 でDOGと い うと,DとOとGが 単にその順 に並

んでい る,と い うだけでな く,そ れがあ る動物 を指 し,し か もこの種 の単語 の一性質 と してsが つ い

ていない とい うことが,「 言語」 と しては最 も重要 な点であ る。 この ように語形(文 字に表記 された

形,な い しは ビッ ト構成)に よって指 し示 され るなにものか,が 重要 であ り(ソ シュールの言語学 で

注8)、 ・
い うsignifi6),い わ ば言語学 の基本原理 である。

ところが,こ の ような部分 を,計 算可能な形 で具体化,あ るいは形 式化す る ことは,ひ じょうに困

難で ある。(言 語学 自身 も,意 味 につ いては,ど ち らか とい えぽ い ままであ ま りふれ て こなか っ

た。)そ こで いままでの コンピュー タに よる言語処理 はこの点 につ いては主 と して別 な角 度か ら,い

わば近 似的 に取 り扱 って きた。 また実 用上 の見地か ら,必 ず しも意味を もった ものと しての取 り扱 い

を必要 としない ような分 野 もあ った。
ハ

文章を,意 味 を もつ もの としてでな く,単 に文字 の連続 として処理 す るとい うような処理 にあ って

は,こ の ような配慮 は必要 ではない。 例をあげると電算植字 の ようなばあいがそれ であ って,こ のば

あいには,コ ンピ ュータに よる処理 の本質は数字の連続を印字,印 刷す るの と本質 的には相違は ない。

ただ文字 の数 が漢字を含 むのでかな り多い とい う点,あ るいは文字 の位置 に若干 の制限があるなど

の点において異 なるのみ である。

次に文字 の連続を単語 の段 階で とらえ るとい う応用分野がある。例 をあげれぽ いわゆ るキー ワご ド
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に よ.る情 報検索 システ ムである。 この分野 で意味 をと り入れてい るのは,い わゆ る シソーラスであ っ

て,キ ーワー ドシステ ムに よる文献検 索 はま さに典型的 に,意 味を単語 の段 階 で処理 す るもの であ

る。 そ うして この段階までの言語処理は実用化がす でに行なわれ ている。

単語 以上の段階での意味を取 り扱 うもの としては,機 械翻 訳,や や進 んだ段階 におけ る事実 検索,

や や進 ん鍛 階ぱ ける文字変換(た とえぼか な灘 変換な ど)な どがあ る.言 語が … 二ケー シ

ョンを行 な う姿 として最 もふつ うな存在は,文 章であ るが,こ の ような、,文あ るいはその順序 づけ ら

れ た集合 としての文章 の意味を扱 うのはむずか しく,そ れ故にまだ言語の コン ピュータ処理 として実

用化 され てし
、・ないわ けである。いわば研究中 のものであ りいわゆ る コンピ ュータ言語学 で も,こ の意

味の点 あるい隠 味 と文法の交差する勅 ・は 下の馳 中心的研 究課題として研究されている㌍

さて,以 上の ことを前提 と して,日 本語 の諸特質 と言語処理上 の問題点について考 えてみ たい。

音声の特徴についての問題で取 りあげ るべ きは音声の入力 であろ う。現状では音 声認識 が,ア ル ゴ

リズム的に も問題 が多 いよ うであ るか ら,近 い将来の実 用 とい うことは考 え られないだろ う。 しか し

その よ うな条件 が ととの ったぽ あいφ 日本語は実 用化が容易 で問題点 が少 ない とい うこ とがで きよ

注10)

フ。

文字の点についていえば,文 字 の種 類が多 く,そ のなかに漢字を含み,そ の漢字 の字種 が豊富 であ

ることが とくに入 出力機器の構造 に大 きな負担をかけ ることにな る。 この点 について は 「2.2漢 字 」
f

で くわ しく述べ る。

日本語の正書法が確立 していず,語 の表 記法が まちまちである,と い う点は,言 語情報処理 の各分

野に大 きな影響を与え るのであ るが,た とえば漢字処理 をふ くむぽあい シ ソー ラスの構成 な ども,こ

の ことを考 慮に入れなけれぽ な らないだろ う。 もし正書法が確立 していれ ば,こ の点 での負担がかな

り軽減 され る ことは事実 であ る。 漢字 を使 うか使 わな いか(「 モ ト」 と 「元」 な ど),送 りがな

(「起 こ り」 と 「起 り」),外 来 語(「 イ ンデ ィケータ」 と 「イ ンジケーター」),人 名 地 名(「 ハ

マーシ ョル ド」 と 「ハムルスキ ョール」)な ど ,機 械 のなか で完全 に別 な表現 にな って しま うので,

効 率を著 しく悪 くす るものであろ う。(も っとも,こ のなか には,正 書法 とひ とくちにいえない もの

もま じっている。)

文字 の部分で漢字かな混用 についてのべ,語 いの部分 で,漢 語が主 として漢字 で書 き,和 語 は漢字

で も書 くが,ど ちらか といえばかなで書 くことについて述べ た。 これにつ き漢 字 とかなの分布 あるい

は連続確率を利用 して,分 か ち書 きされ ていない 日本語文 の分か ち書 きをす る(単 語 をrecognizeす

る)こ と,あ るいは文字 変換(漢 字 をかなに改め るな ど)を す るとい うアルゴ リズムを考 えた プログ

ラムがあ り,す でにい くつか で きてい る。 この よ うな プログラムも,も し正書法が確定 していれば効

ミ

率の よい ものにな るであろ う。表記 が まち まちであ ることが,こ のプPグ ラムの処理 結果をその分 だ

け不安 定に して しまう。漢字 の用法 が複雑であ ることも,こ の種 の プ ログラムの障害 にな ってい る。

(た とえぽ 「方」 をホ ウと読むか,カ タと読 むか など)。

ただ,日 本語の表記では,字 種 が多 い,と い うことは必ず しもすべ て欠点の方にぽか り作用す ると

は限 らない。語 いの ところで述 べた よ うに,漢 語は漢字 で書 くことが多 く,和 語で も自立語は漢 字で
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書 くことが,ど ち らか といえば多い。外来語 はカタカナで書 き,な まの外国語は英字で書 くことが多

い,そ して これ らの用語 は,分 野に よってはテ クニ カル ・タームであることが少 な くない。 とい うこ

とは文字 の字種(カ ナ,漢 字)を 検査する ことによ っ。て,単 語 の性質の大 まか なふ り分けが,あ る程

度 可能 である とい うことを意味す る。上 に述べ た ような,単 語 のrecognition'に 文 字 の連続を利用 す

るプログラムの成立す る根拠 は,こ の点にある といえよ う。 したが って この ような事実を うま く使 え

ば,あ る程度 の近似的 な処理 が可能にな って くる。

文法 の問題 に移 って,上 述 のよ うに,現 段階 の実用面で,文 法が問題 にな?て いることは比較的少

ないが,た とえば主語 を表現 しない とい う日本語的 な表現法 は,言 語処理を著 しく困難にす ることが

注11)
あ りうる。主語補充 の 自動化を考えなけれぽな らないだろ う。 日本語の用言の活用 の性質 を利 用 し,

自立語+付 属語 な どの性質 を利用 して 同形語 の判別を あ る程度す る こともで きよ う(NHK技 研 の

例)。

語 いにつ いては文字 の段階 で関連 してい くつかふれ たが,単 語の多い こと,類 義語,関 連語が多 い

ことは,言 語処 理 の上 でひ とつ の問題 をひ きお こす ことであ ろ う。英語の文 献でな らinformation,

ひ とつです む ところを,日 本語 の文 献中では 「情 報」 「イ ンフ ォー メー シ ョン」 「information」

の三つ の形 で現われ る可能性があ る。 シソーラスの内容が増加 して しま う。

この ことに関連 して,単 語の流行のはげ しいこと,単 語がはや く興隆,交 替,衰 亡す ること,が や

は り問題に なるであ ろ う。た とえぽ,ひ ところの 「電子計算機」 に比べて現在 では 「コンピュータ」

が著 しく多 くな ってきて いる。

また,科 学技術 の研 究開発 が速 い速 度で行 なわれ る結果,知 識や ものそれ じた いの変化が はげ し

い。それに対 してつ ぎつ ぎと新 しいた くさん のことばを用意 してい くとい う傾向が 日本語にはあ る。

この よ うな ことはた とえば シソー ラスの メンテスンスな どに も影響を及ぼす ことにな るのではな い

か と思 う。

日本語の文が分か ち書 きされていないことは,結 果 と して 日本語の単語の長 さの実 際的な取 り扱い

を不安定に して しま う。 この ことは情報検索で分か ち書 きの問題 として しば しぼ問題に されて きてい

る。分かち書 きの長 さが,そ ろわ なければ,キ ー ワー ドの マッチ ングがで きないか らであ る。 さ しず

め,キ ーワー ド・マ ッチ ングに よるIRを 設 計す るとすれば,シ ソーラスをふやすか,分 かち書 きの

原則を定 め るか しなければな らない。 いずれの操作 も,必 ず しも容 易でないだ ろ う。

語いの分 野で,同 音語が多いご とにつ いて述べた。 これは現段階の言語処理 として,き わめて重要

である。 それ は一つには,カ ナや ローマ字では処 理 しきれな いこ とがある こと(た とえば会計学 で,

「減価」 と 「原価
」が 同音に なるが,こ れ はいずれ も意味 の違 う重要な用語で あ る),そ の 結果結 局

漢字 を使用す る ことにな る(生 命保険な どでの漢 字処理 には このこ とも原 因の一つ にな って い よ う)

とい うことがあ り,も う一 つには,漢 字入力が未解決の問題 として存す るところか ら,カ ナ入力,漢
注12)

字 変 換が考 えられ て いるが,そ の中心 とな る問題点 が,同 音語 の処 理 とい うことであ る。 これは 結

局,漢 字 の問題 に結 びついているの で,こ こでやや くわ しく取 り扱 ってみたい。

この問題を解決す るため には,ま ず同音語 の実態 を調べ なければ ならない。 同音を もつ造語基 とし
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ての漢 字はた とえば コウとか シ ョウとかが考 え られ るが,こ れ らを もった語形 を単に辞書 のなかで求

め るだけでな く実際 に使われてい る,そ れ ぞれ の分野での実態 を調べてみる ことが大切 である。

ここではその例 の一端 を示す ことにす る。 国立 国語研 究所 で行 なった新 聞用語調査 の,カ ナモジに

よる… プ … 肋 のKWICは ・の 目[1勺に こたえて くれ るので,・ の全嶋3・ ・万 の う冶 ・・

15万 語 分 につ いて調べてみた結果を利用 した。 まず ショウコウとい う例をみ ると全 体で5例 あ るか,

「将校」(3) ,「 商 工」(1),「 小康」(Dと い う分布 で,「 昇降」 「商港」 はなか った。全 体 で5例 とい

うのは少ないので,こ の うちわけをそのま ま拡大 して全 体を推定す るわけにはいか ないが,そ の用例

をみ ると,「 将校」 はすべ て 「青年 将校 」で3例,同 一のサ ンプ リン グブロックのものであ り,「 商

]二」 は 「名 古屋商工会議所」,「 小康」 は 「一応の小康状態をたもち」の ような使用例 であ った。青

年将校 は小説の例で特殊 であ るが,そ れ を入れて も,そ の使用用例 まで考 えに入れ る と,す べ てきわ

めてあ りうべ き用法 である。 この判別のためには使用法を検討す ることが まず第一 ではないか と考 え

られ る。

次に 「ジンケン」 の例 を調べてみ ると全26例 の うち 「人件」(2),「 人 絹」⑳で,後 者の うち20例

は 「人絹糸」であ った。新 聞におけ る経 済欄の用例が多い。 この ことは,こ の数字 に新 聞 とい うマス

コ ミの一 メデ ィアが もつ特殊性が現われた もの とい って よいだろ う。分野に よって同音語 の分布が変

わ るもの と思われ る。 ちなみ に 「人件」(4)は す べて 「人件費」 とい う形で使用 され ていた。新聞が一

つの特殊な分野であ ることは,「 ジ ュウコウ」3例 の うち,「 重厚」 「銃 口」 は0で すべ て 「重工」

(3)であ った ことで も判明す る。

「ジカン」68例 で は 「時間」(64
,「 次 官」(4)で,後 者 の用例 は 「外務 次官 クラス」 「外 務次 官」

「大蔵 省の次官折衝」 「竹内次官」 であ った
。 「時間」 の方 は 「数字+時 間」 が16例,あ とは 「時間

がかか る」 「時間を短縮」 「時間を消費」あ るいは 「教師の時間」 あ るいは 「時間短 縮」 な どの形,

す なわ ち 「N(名 詞)+ヲ+V(動 詞)」 「N+二+V」 「N+ノ+N」 「N+N」 の よ うな形で用

いられ てい るこ』とに注 目すべ きだろ う。

「コウコ ウ」 の例をあげ る と ,前 述 の よ うに小型 辞書 で も11語 あ り,「 口腔」 「硬 膏 」 「膏 盲」

「抗 日」 「鉱坑 」 「香香」 「高工」 「高校 」 「航行」 「港 口」 「炬燵」 と並んで いるが新 聞の例では

81あ り 「港 口」(1),「 高 校」実に80で あ った。 この結果は 「望星高校 の時 間」 など ラジオ番組欄 な

どにま とま って出て くる点,や は り新 聞の特色 が出てい るものであろ う。 「港 口」 の例 は 「これを む

か えるため横浜港 では コウコウ付近 の航路 を深 くしよ うと凌 漂船 がけんめ いに……」 のよ うであ る。

「高校 」は 「高校講座」 「高校教育」 「高校卒業」 「高校三年」 「高校生」あ るいは 「高校へすすむ」

「高校にいけない人」 「高校 に赴任」 などの文脈 でよ く使われ てい る。 こ とば の単 位 の長 さがちが

うと別 な同形語 が生 まれ る。 「ミタ」 に 「三田」 と 「見た」 があ りうる し,「 キ タ」 に 「北」 と 「来

た」 があ りうる。

以上 の ことか ら同音語判別 のス トラテジーを考えてみ ると,プPグ ラムの システ ム,ア ナ リシスの

ばあい人間の判 断にまかせ る(デ ィス プ レイな どを利用 した人間 との交信に よる)こ とが まず考え ら

れ るが,も し計 算機 に よる処理をあ る程度考え てゆ くとす るな らば,ア プ リケーシ ョンの行 なわれ る
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分野での同音語 の実態調査 をまず行 ない,そ の結果 プログラム化の容易なもの(そ の実 態は まだあ ま

りよくわか っていない)か ら計 算機処理 を行 なえば よい。 も しかな り全面的に計算機処理を考え ると

すれば,た とえば 「す る」 がつ くか どうか とか,接 頭接尾語がつ くか どうか とい うだけ でな く(い く

つかの プロ グラムで使用 されてはい るがそれ らがそれ ほど多 くの範囲を カバ ーす るもの でな いことは

上に示 した例でもわか る),文 脈 それ 自体 を全面的 に調べ る,と い う方 向にむか うべ きである。 これ

らはた とえば 「N十 が十V」 「N十 ヲ十V」 「N十 二+V」 「N+ノ 十N」 「N+N・ の よ うな基本的

注13)
な ・・タ ー ン と そ れ に 属 す る 名 詞 や 動 詞 の 分 類 と い う方 向 に 向 か う こ と に な る で あ ろ ソ。 そ の こ と は 任

意 に 選 ん だ 上 の 同 音 語 の 実 態 か ら考 え ら れ る こ と で あ る。

た だ 問 題 に よ って は 文 の 総 合 的 な 解 析 を 必 要 と す る も の も で て こ よ う し,さ ら に 一・つ の 文 に と ど ま

ら ず 文 章(discours)に ま で 情 報 を 求 め る こ と も で て こ よ う。 実 用 的 な あ る い は 教 育 的 見 地 か ら の 機 ＼

械 と 人 の や り と りを,ど こ の 段 階 で も考 え る こ と が 必 要 で,い た ず ら に100%の 解 決 を の み 目指 す こ

と は 有 効 で な か ろ う。

ヨ ー ロ ッパ 語 で も計 算 機 で 言 語 を 処 理 す る ぽ あ い こ の 同 形 語 の 判 別 が 問 題 に な る 。 ア メ リカ の あ る

用 語 調 査(wORDFREQuENCYの 調 査)の 例 で は,CAN(で き る)とCAN(缶),LEFT

(左)とLEFT(LEAVEの 過 去)な ど を 区 別 し な い で 処9V1て1ま っ た 。 そ の よ う な 処 理 は

川1・い"b
eyondthereachofcomputertechnology"と 考 え た の で あ る 。 ト ィ ツ 語 で もSEIN(彼 の)と

SEIN(あ る),LIEBEFRAUとICHLIEBEとDIELIEBEの よ う に 同 形 語,多 品 詞 語 が 多 数

存 在 す る 。 ドイ ツ の ザ ー ル ブ リ ュ ッ ケ ン の 研 究 者 た ち は ド イ ツ文 解 析 自動 処 理 を 考 え,7人 の ア ナ リ

ス トと 十 数 年 の 時 間 を 費 し て`』dieErkennungmehrteiligerFormenund(lieAuflbsungsyntaktisch－

流15,

erHomographer、sindpraktischbereitsge16st"と い うまでに到達 した。

この結果 が現在 の機械 システムです ぐ具体化で きるか どうかは ともか くとして(ド イツの例は とも

か く動 いてい る),こ の研 究を複雑 で時間 がかか る とい う理 由で放置 せず,実 際 に進 めてゆ く必要性

を感 じさせ るものであ る。

最 後に,表 現につ いてふれ るが,こ れが と くに問題になるのは機械翻訳 のば あいである。 しか し紙

数 の関係で,こ こではふれない。

以上,日 本語 の特質 と言語処理の関係を考 え,い ろいろの問題点を指摘 してきた。 ここでい ってお

きたい ことは,日 本語 の特質を考 え るときは音声,文 字,語 い,文 法,表 現などと関連 はあ りなが ら

も別 々にみ ることが可能であ ったが,言 語処 理 との関連 とその問題点お よびその解決を考 えるにあた

つて,こ れ らをば らぼ らの もの とみ ることが有効でない ことが考え られた ことである。文字 を扱 って

ゆ

も,単 に文字 として扱え るのは ごく一部 の問題あ るいは分野 であ って,多 くのアプ リケー ションにお

いて,そ れ は用語の問題 と関連 して くる。 そ してた とえば カナ入力漢字変換 を考 えるぽ あいには,文

法 の問題 を見す ごすわけにはいかな くな って くることである。言語はその要素 がば らぼ らに無関 係に

存在 しているのでな く,互 いに緊密 な関係を も って存在す るものであ るか ら,当 然 のことである。
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2.2漢 字

以.ヒ,日 本語の特質 と言語処理の問題点 とについて略叙 したが,そ のなかで,現 時点 として最 も多

くの問題 を含む ものは漢字であ る,と して これ をまとめて述べ ることに してあ った。 ここではそれを

取 り扱 いたい。 取 り扱 う内容 は 「2.2.1字 種 」,「2.2.2書 体 」,「2.2.3字 形 」,「2.2.4機 能 」,

「2 .2.5配 列 」,「2.2.6音 訓 」 であ る。

2.2.1字 種

康 煕字典は約5万 字を収めて いるといわれ るが,そ の大部分は中国の昔の文 献に現われ る特殊 な字

であ って,現 代の月本語で実際 に使用 してい る文字 は大体4け たの数字にお さまるであろ う。現在 ま

でに行なわれ た,漢 字 の使用実態調査 と しては,次 のよ うな ものがあ る。

大西雅雄 「日本基本漢字」(昭 和16)

朝 日新 聞調査研究室 「新聞文章実態調査」(昭 和24)

毎 日新 聞大阪本社印刷局 「本社使用活字使用数調査」(昭 和28)

国 立 国語研究所 「婦人雑誌の用語」(昭 和28)

同 「総 合雑誌の用字」(昭 和35)

同 「現代雑誌九十種 の用語用字」(2)(昭 和38)

同 「現 代新 聞の漢字調査」(中 間報告)(昭 和46)

この ほか結果 が単行書 の形 で公刊 されて いないが,科 学技術情報 セ ンターの科学技術文献で速報作成

注16)

自動 化のため の調査,沖 電気 ・毎 日新聞調査,そ の他 の文献が ある。

各調査 で得 られ た延べ字数 と異な り字数を表の形 にまとめ る と表23の よ うにな る。 さらにほかの

データについて言及す ると,地 名に関 しては約4500の 文 字があれば足 りるとい う。

これ らの調査結果 で,全 体 の字数 も問題の一つであ り,情 報処理学会 の漢字 コー ド委員会 では約6

000の 字 種 を試案 として選定 された そ うであ るが,ど の文字が そこに選ばれ るか,が この問題 になろ

う。それ と関連 して,各 調査 の結果 の字数がふぞろいなの も二 つの問題 をふ くむ と考え られ る。

延 べ 字 数 異 な り字 数

婦 人 雑 誌 17万 3048

総 合 雑 誌 11〃 2781

現 代 雑 誌90種 28〃 3328

毎 日 新 聞 調 査 32.2〃 2613

朝 日 新 聞 調 査 1600〃 2308

科 学 技 術 文 献 99,771 1378

(JICST)

●

表2.3各 調査の延べ字数と異な り字数
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その説明のため に,国 語研究所 で行な った雑誌 と新 聞の例を比較 してみる と,新 聞の方 が少 な くな

つてい る。 これ は一つ には ,調 査対象の時点の相違 も考 え られ るが,も う一 つには,新 聞社 じたいで

新聞記事の用語用字 に制限を加えて いる事実が見 のがせないだろ う。

しか しもう一 つの問題点 も含 まれ ている。それは同 じ 「現代雑誌九十種 の用語 用字」 の調査 のなか

で も,分 野に よって使用漢字数 が異 なる点で ある。

「現代雑誌九 十種 の用語用字の調査
」で は,昭 和31年 の 雑誌 を5種 に分 けて調 べて いるが,そ の種

類に よって漢字 の使用 状況が異 な るのであ る。五種類 とい うのは① 「世 界」「中央 公論 」「新潮」 な

ど,総 合芸文誌 グルー プ,② 「週 刊朝 日」 「サ ンデー毎 日」「文芸春秋」 な ど一般 家庭雑誌 の グルー

プ,③ 「科学読売」「実業 の 日本」「時 の法令」 な ど実用通俗科学 とい つた よ うな半専 門雑 誌 グルー

プ,た だ し完全 な学会誌は不採,④ 「主婦 の友」 「婦人公論」 などの婦人雑誌,⑤ 「映画 の友」「オー

ル読物」 「旅」「囲碁」 などの趣 味,娯 楽 の雑誌 グループである。 その漢字使用 の結果 は表2.4の とお

りであ るが,こ こでまず注 目され るのは③の実用通俗科学 の グルー プである。 この類 の雑誌 は一般 に

よ く漢字 を使用 していて,漢 字含有率か らい うと実 は これが最 も多 い。 しか しそ こに使用 され ている

漢字はほ とんどが 当用漢字であ って,当 用漢字以外の漢字を用いる率 は五種類 中最 も少 ない。婦人雑

誌は漢字 の延べ数はそれほ ど多 くな いが,表 外字は三層 より多い。一層 と五層 は とくに表外字 が多 い

が,こ れ は小説な どに出て くる文字 が多 いことに起因 しているようであ る。 これ は分 野に よって漢字

使用の実 態が必ず しも同一 でないこ とを示す ものであ り,漢 字 だけで な く,ど んな用語 が存在 して,

そ れが漢字使 用を要請 しているか について も考 えてみ る必要が ある。

1

異 な り 字 数 延 べ 字 数

全 体 当用漢字 表 外 字 全 体 当用漢字 表 外 字

2,286 L624 663 29,715 28,148 1,567

評 論 ・芸 文 ・(100%)
(70.9%) (29.0%) (100%) (94.7%) (5,3%)

2,421 1,739 673 50,910 49,049 1,861

庶 民 (100%) (72.2%) (27,9%) (100%) (963%) (3.7%)

L980 1,629 351 57,911 57,081 830

実用 ・通俗科学 (100%) (82.3%) (17.7%) (100%) (98,6%) (1.4%)

2,199 L626 673 47,813 44,767 3,046

生 活 ・婦 人 (100%) (74.0%) (26,0%) (100%) (93.6%) (6.4%)

2,761 1,755 1,006 93,745 88,525 5,220

娯 楽 趣 味 (100%) (63.6%) (36,4%) (100%) (94.4%) (5.6%)

・

3,328 1,835 1,493 280,094 267,570 12,524

全 体 (100%) (55.1%) (44.8%) (100%) (95.5%) (4,5%)

注)斉 賀秀夫 「現代における漢字 ・漢語の分析」メ㍑11n学41号 による

表2.4雑 誌90種 の部門別に見た当用漢字 ・表外字の使用状況
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国語研 究所 で行 な ってい る新聞用語調査で も,分 野 に よる相違が見 られ る。た とえば新聞にのせ ら

れ る広告を 「案 内広告」 と商業 広告に分けてみ ると,

異 な り字数 延 べ字数

商業広告177926768

案 内広告155448353

の よ うにな り,案 内広告は漢字 の延べ字数は多いが字種 の異な りでは商業広告の方が多い とい う結果

注]7)

になっている。_れ は案内広告が いわゆ る求人や土地家屋 などの,か な りきま りきった型や表現を も

つのに対 して,商 業広告ではそ のよ うな きまった型が少 な く,バ ラエテ ィのあ る表現や用語が存在 し

ていることに よるのであろ う 表2.5は 新 聞各欄のなかでの上位九字 までの使用度数の累計をパーセ

注18
ン トで示 した ものであ る。 これ でみ る と次の よ うな ことがわか る。

1)ス ポ ー ツ欄,経 済欄 、案 内広告 などは100字 で50～60%に 達 す るが,商 業広告や文化欄は,

40%前 後 であ る。

2)案 内広告 と婦人欄を除 いた他 の区分では,使 用度数 の多 い漢字 の上位か ら40～50パ ー セン ト

で,90%の 累 計に達 してい る。

3)案 内広告 では496字(異 な り字 の32%)で 全 体 の90%に 達 す るが,100%に 達 す るのは155

4字 で あ る。す なわ ち比較的少 ない字数 で全体をおお うことがで きるが,字 種 とす るとかな り少

な く,度 数 の少 ない字が多 い。

4)婦 人欄 では,全 体の90%に 達 す るのに568字(5割 強)を 必要 とす るが,100%に な るには

1007字 であ る。 この ことは,婦 人欄は,あ る程度 の使用 率に達す るため には比較的多 くの字数

告広内案

%3

8

1

6

4

6

3

6

6

3

8

1

2

91850593692908911233344456999

告広業商

%0

0

7

5

7

6

4

9

3

5

6

3

5

0959369247950491122233335899

画漫説小

%6

9

0

3

5

1

0

9

0

6

30973837046522344556668

剰娯能麟

%8

6

2

7

4

7

6

3

8

2

0

2

707371470252461122333444689

家人婦

%0

6

2

1

0

0

7

5

0

4

4

2

917382581463791122333444689

ン[ボス

%8

6

9

9

2

9

2

0

5

8

0

]

965161481351091233444555799

化文

%1

5

3

1

5

5

3

8

2

4

6

0

906158146918361122233334589

際国

%2

2

7

7

0

6

9

0

7

3

5

5

830505815708981223334445689

方地会社

%1

4

4

6

4

7

6

3

7

9

8

8

3

71726036913926911223333445899

済経

%

'1653513294

0

6

152837147920091223344445799

交外

%9

9

0

9

2

2

7

9

8

4

2

6429382581435122334445579

働労治政

%9

7

3

9

9

5

6

7

4

0

1

9

618482692586831122333444689

字

字

字

字

字

写

字

写

字

字

字

字

字

字00000000000000123456789000001250511の初最

全体の80% 335字 256字 302字 445字 320字 445字 300字 374字 416字 159字 495字 302字

85% 414 307 376 551 400 542 381 458 519 19プ 607 380

90% 529 377 480 693 514 674 498 568 661 236 766 496

95% 711 482 660 9】0 696 890 .691 729 885 274 1,034 695

96% 768 511 709 978 746 947 743 784 952 282 L138 761

97% 836 538 777 LO64 817 1,011 822 840 1,020 289 1,207 849

98% 920 565 864 1,170 890 1,126 901 895 1,114 297 L337 、966

99% LO71 594 973 1,312 1,030 1,242 1,055 951 L279 305 1,511 1,]55

100% 1240 622 L172 1,582 1,171 1,358 1214 1,007 L414 313 L779 1,554

表2,5新 聞層別区分による使用度数分布
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/

'

を必要 とな るが,全 体 と してはそれ ほ ど多 くを必要 としな いことを意味す る。

以上 のよ うな こ とか ら,漢 字の使用 はその分野分野 でか な り相違 のあるこ とが考え られ る。 漢字使

用は結局 どんな ことば が用 いられてい るかに も関連 し,ど んなことばが どの ように用 いられ るか とい

うことは,そ の分野,そ の シチュエ ーシ ョンで どんな種類 とコ ミュニケー ションが行なわれ るか(案

内広告 と商業広告 の相違 など)に かかわ るところが大 である。 ある信託銀行 では8,900の 字種 を使用

し(記 号類を除 くと8.000),明 治 生命では6,500字 種 でや っているが不 足が ある との ことで人名を

含め て8、OOO種 必 要 であろ う。漢字使用の実態 はこの ような コ ミュニケー ションの性質 と関連 して い

ることは,機 械処理 システムの設計の上 で,重 要 な考 慮事項 であるといわ なければ な らな い。

2.2.2書 体
注19

漢 字 を中心 として,明 朝,清 朝,宋 朝,教 科書体,ゴ シ ックなどい くつかの字体が ある。清朝 は名

刺 など,教 科書体 は教科 書に,ゴ シ ックは文中の特定 の語 句などに用いて,そ れ ぞれ使用範囲 が限定

され ている。それ 以外 の,一 般の使用には明朝が用 い られ る。 それ ぞれ独特 の様式を もったデザ イン

である。字 の くず し方 と して行書草書,楷 書な どあ るが,行 書,草 書な どにはふれ な くて よか ろ う。

2.2.3字 形

これ には い くつか の問 題がある。 まず機械認識 とい う観 点か らみ た,漢 字 の字形。 これは も っぽ ら

図形 と してみた漢字 の形 の問題であ る。 次に字形 について のゆ れの問題。最後 に字形 と ミスパ ンチ

(ノ澗 による認識働 の問題点)銅 ・'は字形 と情報量の問題(こ れは1搬 的機 械認識の問題蹄li

びつ く)

まず 図形 としての漢字 の問題。漢字には部首があ り,漢 字の構成原理の一・つに形声 とい うのがあ っ

て,こ れに属す る漢字 の数 がきわめて多い ことか ら,当 然 それを部分 に分解 で きる。 た とえば 「語」

とい う字は 「ゴ」 とい う音(中 国語で もともっていた語形significant)を 表 わす 「吾」 と,意 味

を示す 「言jと の二 つの合成 であ る。 この よ うに まず分離 して存在す るい くつかの要素 に分解す る。

この部分の数を 限定 し,そ の組み合わせ(オ ペ レー タを用い る)で,文 字の形 を記述 しようとす る方

法(京 都大学坂井研究室)(図2.2参 照)と,そ の要素を さ らにス ト・一 クに分 解 し,ス トロー クの

組み合わせ方 に規定 を定 めて字形を記述 しよ うとす る方法(東 大藤村研究室)と の二 つの大 きな考 え

方があ る(図2.3参 照)。 この ような記述法 は漢字 コー ドに もかかわ りを持 ち うるが,こ れ か らの漢

字 のイ ンプ ッ ト,ア ウ トプッ トの機械の設計に も関係があ ると考 えられ る。

次に字形 のゆれ について。漢字は手書 きのばあい と活字 のばあいとで字体に少 しではあるが相違 の

あ ることが ある(た とえば しんに ゅ う)。 また当用漢字の新字体表 に もとつ いて も,デ ザ インの上 で

少 しの違 いを生 じうるこ とが ある(せ りふな ど)。 当用漢字 の外 では,字 形 の部 分 と して当用漢字 内

のもの と,活 字上 の形 のちが うことがあ る。た とえば 「銀 難」 とか 「四辻近 く」 な ど。

この よ うな こまか な相違 も,機 械に よる認識,あ るいは文字 発生 のときあ るいは漢字 の現段 階での

通常の入力の とき,一 ・つ の問題点 とな ることがある。 システ ム設計 の側では 、統 一,標 準化 を望む声

があ る。

印刷な どのばあ い,も のに よっては当用漢字の新字 体でな く,旧 字体を用い ることを要請 され るこ
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部 分 パ タ ー ン

ノ 又 ヒ

七 女 氏

T 子 孝

一 「 ネ

1 土 示

/ ↑ 「

＼ 寸 A

ユ { 祭

し 小 士
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_⊥ 八
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寸
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木
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P
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工

目

士
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.
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甲
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丁

コ

与

乞

h

余

目

曲

.灰

ラ
⑫
＼

亡

章

シ

日

(

几

雨

具

/

q

又

く

ホ

　

戸

金

里

(3)(ク ラスB)

u〈[ワ フ

什.[団 ロコ{⊥ ⊥

/＼ 」1`k

マ

,

」

(4)(ク ラスC)

そ)P∫ ネ ネ

ト 月

operator 意 味 例

H 左右(離) 休

V 上下(離) 電

P 左右(接) 非

Q 上下(接) 否

1 貫 通 中,丹,孝

S 包 囲 困

K 冠 字

L ニ ヨ ウ 進

J タ ス キ 司

G タ レ 歴

表A漢 字の記述オペ レー タ

基本方式

図Aに 示す漢字の部分 パター

ンを表Aで 示す漢字の記述オ

ペ レー タを用 いて結合す る。

たとえば 「林」 はH(木,木)

「高」V(一一
,口,S([,ロ)

、

図A漢 字のデータ(部 分パ ターン)の 例

注)坂 井 利 之 「情 報 工 学 」(筑 摩 書 房1970,P.69)よ り

な お,こ の ほ か,次 の 文 献 を 参 照

Preprintsforseminaroninput/outputsystemsforJapanese

andchinesecharacters,1971,US,JapanCommitteeon

ScientificCorporation.

図2.2京 都大学坂井研究室における漢字字形の記述法

、
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TablelStrokes

o''"Startingpoi∩t

＼

△''"rnidpoint

ノ

＼

＼

＼

X-一^-eldingPC[nt

.

Table 2ConcatenatorsandPseudo-Concatenators

、
'

stroke
examp】ename

1 2

A
・
almatCenter μ ω /11,17,11A21/:王

C CenterStart μ α /11×42C36/:大 → 大

E endcross ω μ /11C26E11/:二 〔

P
.

passtostart ω α /11P41×32/:又

S Startatstart α α /22S17P63P17-/:月 → 月
.T "

termlnate ω ω /21S17P21A17T17/:日

X crOSS μ μ /11×22/:†

一 repeat μ μ (=X)Thesecondstokewhenidenticaltothe丘rst,isomittedinthei-rep.

/21S17P21A17-T17/:目 → 目
・

,
comma μ μ一2 Placethesecondstrokeparralleltothe丘rstandseparatetheμ'sbytwo

unitsinthedirectionperpendiculartothestrokelines.Thetwostrokes

mustbeofthesameclass.Acommamustbe .followedby・Cor/

基 本 方 式

Table1のStrokeをTable2のConcatenatorで 結 合 させ る 。 た と え ば「王 」はL」(11),「 一」(17),

L
」(11)の 三 つ の 横 線 と「1」(21)が 中央 で 接 す る(A),の'よ うに な っ て い る 。

(注)藤 村 靖 「文 学 認 識 に 関 す る2,3の 考 察 」(「情 報 と 制 御 の 研 究 」1963年4号)よ り

図2.3東 京 大 学 藤 村 研 究 室 に お け る文 字 の 記 述 の 研 究

.
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とがある。(古 典 の資料 の復刻 な ど)。

最後に字形 と情報量 につ いて。漢字はその構成上か ら字形が全体 としてかな り複雑であ り多 くのス

トP－ クか らなるので,そ のことか ら種 々の問題が生ず る。漢字入 出力のばあい,こ の ことがい くつ

かの障害 を引 き起 こすのであ る。 まず漢字を認識す ることにつ いては,ア ル ゴ リズムがむずか しいか

あるいは コス トが高 くな ることであ る。 出力 につ いて も,も し ドッ ト方式 あ るいは ドッ トに分解す る

方式 であれぽ字画が多い とメ ッシュの数 がふ えて しま う。 現段 階の も う一つの問題点 と しては,ミ ス

パ ンチが多い とい うこともあ る。'入力に漢 テ レを用い るばあ いで も例に示す よ うに,誤 りが多 いが,

漢 テ レを用いないば あいには,さ らに誤 りがふ えてい く可能 性 があ る。 漢字入力 に誤 りが多 いこ と

は,漢 字処理 シス テム全体 に大 きな影響 を与 え,デ ータの保守についての,い ろいろな段階での ソフ

トウエアを要 求す ることにな る○ これ は印刷の場合の校正 とかな り似た面 がある。例 として国語研究

所 で入力 した用語 用字 についての ミスパ ンチの例を示 すが(表2.6参 照),そ の最大 の問題点は 不 ト

ロー クが多いに もかかわ らず字形 の類似 が多い ことであ る。「宮 」 と 「官」,,「 大 」 と 「太」 な どで,

これはすべてがキ ーパ ンチ ャの罪 に帰せ られ るわけの ものでな く,ま ぎらわ しい字で パンチ前の原稿

を書 いた人の責任に帰 す るものが多 い。漢字だけでな く,漢 字 とかな,あ るいはかな ど うしな どの間

の相似 ももちろんあ る(漢 字 の 「力」「又」 とかたかな の 「カ」、「ヌ」,か たかな とひ らが なの 「へ」

「へ
」,「 リ」「り」 な ど。

)ぽ

文

旦

手

北

人

肉

一
っ
婦

東

気

休

珊

つ

婦

京

気

体

ー

文

且

主

北

人

肉

配遇者一配偶者

失取

印札

厚案

敗

札

案

矢

切

原

(誤)

急及落

執行使

報造書

作善

(正)

急反落

執そ」史

報告書

昨春

衆議院議院一衆議院議員

間合せ

訪問

集国防衛

強庄

他合い

問合せ

訪問

集団防衛

強圧

地合い

表2.6漢 字 イ ンプ ッ トにお け るエ ラ ー ・デ ー タ の例

2.2.4漢 字 の 機 能

漢字は 日本語の表記 のなかでは主 として自立語を表 わすのに用い,付 属語 を表わす ために用 いら れ

ることはない(以 前は 「迄」 「也」の よ うな表記 が用 い られ たが,現 代は特殊 なばあいを除 いてほ と

ん どない とい って よい)。

現代の表記 法は戦後 当用漢字 を用 いた ことで変革を経て きた ものが,二 十数年 を経 て,か な り安定

して きた部分があ るといえ る(「 居 る」な どはたいてい 「い る」 と書いている)。 動詞,形 容詞 など よ

く用 いられ る語が,か なが きとな り,全 体 として戦前 に比べ てか なが きの傾 向がふえてきた。 とい う

書 き方のなかで,一 応 の安 定を示 した ものである。

そ のなかで,漢 字はいぜ ん として全体 としては語を書 き表わ すために用 い られてい るとい って よい
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状態 にあ り,い わば分か ち書 きの役 目を果 してい る。 しか し正書法 が確立 してい るわけ でな く;か な

書 き漢 字書 きが 不安 定な語 もあ り,人 に よる相違 も少な くない。 そ こで漢字 が どの程 度wordre-

cognitionの 役 を果 た しているかを追求 してみ ること も必要 である。 その こ とが,wordrecognition

の プ ログラムの作成に どのよ うに役立 てられ るか,が プログラムの システム ・アナ リシスに とって重

注20)

要 で あるか らであ る。

そこで,表 記の上 でハ ン ドブックな どを つ く りあ る程度人為的操 作を加え ようとしてい る新 聞につ

注21)

いてではあるが,そ の実態 につ いて調べ た ものがあ るので,こ こでその結論 だけを紹 介 してお く。

1)文 節 は,漢 字 で始 ま り,ひ らが なで終わ る傾 向が強 く,と くに,漢 字 の連 続のあ とにかなの連

続 が続 くとい う類型を もつ ものは,漢 字 とひ らがなか らなる文節の約60%を しめる。

2)ひ ら がなで始 まる文節 の うち,接 続詞 ・連体詞 ・副詞などは,'大 部 分 がかなのみか らな る類型

に属 し,文 のは じめや,読 点 のあ とに用 い られ ることが多 い。

3)ひ らがなでは じま る文 節の うち,名 詞 ・動詞 ・形容詞 は,直 前に,ひ らが なの くる確率が高

い0

4)ひ らがな で表記 される,名 詞 ・動詞 の大部分 は,出 現頻度の高い語に よって 占め られ,そ の語

を含 む 出現確率の高 い文字列を作 りやす い。

5)ひ らがな表記の動詞 ・形容詞 の直 前には,漢 字やかたかなを含む文節が書 きやすい。

6)ひ らがなの中には,文 節 の終わ りに用い られ るこ との多い ものがあ り(「 を」)ひ らがなが連続

す る場合に,意 味の切れ 目を示す 機能 を持つ ことが推測 される。

このなかには文節に またが って漢字 が連続す るばあいのことな ど,シ ステムアナ リシスのため データ

としては必ず しも十分でない点 もあ るが(と い うのは もともと国語問題 のため の分析な ので)。 以上

「
の ことか ら,こ のよ うな文字 の連続 の しかたに注 目して単語の認識をす ることは,か な り有望であ る

と考 え られ る。 もちろん,こ れだけにた よるな らぽ,非 常に高い近似度をね ら うこ とには,問 題があ

るか もしれ ないが。

2.2.5漢 字 の 配 列

一般に文字 には
,な ん らかの配 列があ る。かなは50音 順,英 字はABC順 に な らべ られ る。漢 字

には この ような,だ れにで も手軽 にな らべ られ るユ ニー クな並べ方が ない(い ままでなか った)。 こ

の ことは漢字 の,辞 書その他での検索をめん ど うにする。

一般 には漢字字典 の部首順
,漢 字 の代表順な どが用い られてい る。漢和辞典 では漢字 の訓 による索

引,総 画数 に よる索引な ども用い られ る。電話帳では独特のな らべ方 を している。 中国では四角号礪

も用い られ る。 その他なおい くつかあ るが,一 般に普及 していないものは,こ こでは省 く。 そ してそ

れ ぞれに問題がある。漢字の配列は,キ ーボー ド上 の配列とも関係があ り,機 械 の設計,コ ー ドブ ッ

クの作成な ど幅 の広 い関連問題を蔵 して いる。

部首順は一般 に康煕字典の方式 を準用 している。 しか しこれには必ず しも検索 に便利 とはいえない

と。うがあ る.・ 相」「和、な ど つ くりで引 いた りす る酬 性 がある竺 の点 をわ か りやす くした,

康 煕字 典式 の修正版 もすでに出てお り,か な り普及 して きている。 しか しこの ような修正 が行 なわれ
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て もなお,部 首順に よる配列は必ず しも引 きやす いとい う感 じは与 えていない。

部首順の よい点は,た とえば康 煕字典 などに よることにすれ ぽ,漢 字 の配 列がユニー クに きまるこ

とであ る。

代表音に よる50音 順 とい う配列 もしば しば用 い られ る。 このばあ い,音 の ない もの 「樫1「 拷」,

音 を使わない もの 「扱」 「垣」 な どを ど うす るか,ま た二 つ以上 音 のあ るもの,「 生Jの セ イ,シ ョ

ウ,「 石」の セキ,シ ャク,コ クな どをど うす るか ,な どに問題 があ る。 こ とに後者 の二 つ以上音の

あ る文字 はその数が必ず しも少 な くない(い わゆる漢音,呉 音 な どの相違 があ る)。 音 に よる索 引の

もつ も う一つの欠点は同音の漢字が数多 く並 ぶ ことであ る(カ ン,シ ョウな ど)。

「れ に対 して訓に よる索引は,漢 和字典 などでは有効に使用 され る。 同訓にな るものの数が少ない

か らである。ただ訓は音 よ りさらに多 く,一 字 について存在す るか ら,漢 和字典 の字 の検索のばあい

は有効 であ って も,逆 に重複出現を このまないば あいには ぐあいのわ るい配 列にな って しま う。

電話帳の配列は一種 独特 の ものであるが,全 体 の大 きな配列 は文 字の読み方 を重視 しつつ も,一 字

一字 の読みが同 じものについては
,そ の字 の レベ ルで同 じ漢字 を集 めて しま うとい うような原則であ

る。名簿な どでは,こ れ にな らうものが少な くない。

この ように配列 にい くつか の方式 があ ることは ,機 械化 に際 して不便 を生ず ることがあ る。 まず コ

ー ドとの関係 があ り
,途 中 で コー ド変換が可能 とはい うものの,一 応配列 と関係があ り,検 索可能 で

あ ることも必要 であろ う。 この点か ら,標 準化を望む声が強い。

2.2.6音 訓

音訓につ いてはあ る程度配列 のところで述 べたが,別 の面か ら補足 してお く。 漢字 音は中国語の音

をそのままの形で 日本語のなか に移 した ものであるが,借 用の際 日本語的な受容の しかたを し,単 純

化 したために,か つ 日本語 のなかでの音韻変化が あったために(「 甲」 カ ブ→ カ ウ→ コウ,「 広」 クワ

ウ→ コウ1「 工」 コウ,「 交」 カウ→ コウその他) ,同 音 の漢字 が増加 し,第 二音節 のバ ラエテ ィもき

わめて少な くな っている(ン イウオキ クチ ツの8種)。

訓は中国語 の意味 のJapaneseequivalentで あ るため,種 類が多 くな り,か つ必 ず しも十分安定 し

ていない面 がある。 また,同 訓 異字 の書 き分け(た とえぽ 「あげ る」 に対 して 「上」,「 揚」,「 挙」

など)も 必ず しも安定 して いない。

漢字 の読 み方 と しては一字 につ いて い くつか あ るだけ でな く(「 間」 あい だ ・ま ・ケ ン ・カ ン,

「方」 ホウ ・かた)
,文 字 の連続 につ いて もお こ りうる。「時雨」 しぐれ,「 五 月雨 」 さみ だれ,「 五 月

蝿 い」 うるさい,な ど。つ ま りこの段階 ではいわ ゆる語 に対応 して存在す るただ し,一 般のぽあいに

はいわ@る 語 よりも小 さい もの(log6id,あ るいはmorpheme)に 対 応 してい る(「 必」 ひつ ・ 「要」 よ

う ・ 「性」せ いな ど。 この よ うに,漢 字 とそ の読み の関 係は 必ず しも単 純 で な く,い くつ かの層

(stratum)に 重 複 して存在す る ことがあ りそ こに特質があ るとみ るべ きであ る。

また漢字一字のばあいだけで な く,;字 に な って.も読み方にambiguityの あ るぽあいがあ る(「 一

行」 いっこ う1い ちぎ ょう,「.ヒ 手」かみて ・うわて ・じょうず,な ど)。

漢字の読み方,い わば 日本語 のなか での使用 法は,こ の よ うに きわめ て複 雑な面が ある。 漢字か
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な,か な漢字の コンピュータに よる変換 を行な うばあいには,こ の点につ いての見通 しを立てな くて

注23)
は な らな い 。

o

2.3こ れ か らの 日本 語

以上,漢 字を含め ての 日本語処理 と日本語の特質についての問題 について述べたが,次 に,こ の よ

うな機械処理 の対象 となる 日本語 の将来についての意見 を,簡 単 に紹介 してお きたい。

まず,カ ナモ ジと漢字 につ いてである。最近では各種 の請求書な ど,電 算機処理 に よる帳票数が増

加 して きてお り,そ れが必ず しも多 くの障害を与 えてはいない よ うであ る。 今後 もこの傾 向はふえ て

い くことであろ う。一方,漢 字処理 も次第に本格化 してきてお り,普 及を始 めている.お そら く一方

が他を制す るとい うことは急速 には おこらず,両 者 ともよ く発展 し普及 してい くことであ ろ う。 カナ

モ ジに よる印字には手軽 さと速 さと安 さとい う便利 さがあ り,こ れを生か した コ ミュニケーシ ョンを

す るこ とも考え られて よい と思 う。漢字を利 用す ることが有効な言 語伝達 の分野 では,漢 字処理の本

格化 による利益が大 きい ことであ ろ う。

次に,そ の ことと関連 して,文 字を中心 とした 日本語の将来 を,機 械処理 と関係づけて,ど の よ う

に考えてい くか とい う点は大 きな問題であ り,こ れについては さま ざまな意見 と動 きがあ る。 まず意

見 であ るが,互 いに反す る二 つの ものがある。一つは機械 に合わせ て人間の生活を規制す ることに対

す る反論 であって,こ のば あい,人 間を機械に合わせ るのは考 え方 が逆 であ って,機 械を人間の要求

にあ うまで高め よ うとい うもの であ る。故時枝誠記 氏は この よ らに いわれ ていた。 も う一 つの意見

ぱ　め

は,こ の際漢字をな くして,か なに しようとい うものである。漢字 を扱 う機械を作るのはやは り考 え

方 として時代逆行的であ って,こ の機会を利用 して国字を合理化 しようとい うのである。

この二つの中間にいろい ろの意見 があ る。た とえば漢字を処 理す る方向でお しすすめ なが ら ,し か

しあま り使用 しない ような漢字は この際淘汰 して もよいのではないか,と い うのであ り,あ るいは機

械 あるいは コス ト的 な理 由か ら,あ る特定のせ まい事務処理分 野な どでの条 件を考え て,漢 字の数を

制限 した システ ムを 作 り,こ れ を動 か してい る ところ も,い くつか 出て きて い る(JICSTな

ど)。 漢字処理は始 ま ったばか り.なので,今 後 どの よ うな方 向に動 くか,十 分予測は しかね るが,上

述の ような行 き方 も一つ の行 き方 として,今 後の勢力の一つ になってい くことが考え られ ,文 字 め数

をい くつかにお さえ るか,と い うことは,そ の分野分野 で事情が異 なるか ら,か え って きめがたい こ

ともあろ う。む しろ全 国民的には,全 体 の動 きを どの方 向に向け るべ きかについて考 えるのが ようの

ではなか ろ うか。

最後に,漢 字使用 の言語 と して中国語があ り,今 後は国交回復に よる交流が行なわれ る ように なろ

うとい うことか ら中国語 との関係 も考え るべ きである。中国では漢字の字形 を大幅 に簡略化 して ,日

本のそれ と異 なるものがか な り存在 す る結果 とな った。 日本語 では 日本のなか での諸事情があ り,中

国語 では中国 のなかで の諸事情 が存 在す る。中国のなかでの言語事情 は,最 近 のそれが必ず しもよ く

分か っていない面 もあ る。 日中 の早急 な文字の調整 については悲観的 な見方 も行なわれてい るようで

ある。 しか し言語の機械に よる処理 が大幅に進歩 して きた今 日,や は り,こ の問題を放 置す ることが
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できない事情が今後生 じて くるこ とも考 え られ る。
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注9.た と え ぽT.Winograd=UnderstandingNaturalLanguage,EdingburghUniversityPress

1972p.195

注10.坂 井 利 之 「電 子 計 算 機 」(岩 波 新 書)岩 波 書 店1968p.225

注11.中 井 浩 ・高 野 守 正 「論 理 と 情 報 の 世 界 」 ダ イ ヤ モ ン ド社1970cf.p.256,

注12.松 下 温 「か な や ロ ー マ 字 の 入 力 を い か に 漢 字 か な ま じ り文 に 変 換 す る か 」 『ソ フ トウ エ ア 科

学 』1972-3

注13.石 綿 敏 雄 「人 間 の 行 動 を 意 味 す る 動 詞 の 用 法 」(「 電 子 計 算 機 に よ る 国 語 研 究V」 国 語 研 報 告

秀 英 出 版1973所 収)^

注14.Kucera,Henry=ComputationalAnalysisofPresentDayAmericanEnglish.BrownUniv-

ercity1967.

注15.H.Eggersu.a.:ElktronischeSyntaxanalysederdeutschenGegenwartsspracheMax

Niemeyer1969

石 綿 敏 雄 「ドイ ツの コ ン ピ ュ ー タ言 語 学 一1『計 量 国 語 学 』1972-62

注16.注2に 同 じcf.P.136

注17.野 村 雅 昭 「新 聞 使 用 漢 字 の 試 行 的 分 析 」(『 電 子 計 算 機 に よ る 国 語 研 究ll』 国 語 研 究 報 告34秀

英 出 版1969所 収)

注18.注17に 同 じ

注19.林 大 「当 用 漢 字 字 体 表 の 問 題 」(国 語 ゾ リー ズ53)光 風 出 版1963

注20.江 川 清 「漢 字 か な 湿 り文 の 『自 動 単 位 分 割 』 に 関 す る 一 研 究 」 『計 量 国 語 学 』1967-43144

注21.野 村 雅 昭 「漢 字 か な ま じ り文 の 文 字 連 続 」(『 電 子 計 算 機 に よ る 国 語 研 究N』 国 語 研 究 報 告46

秀 英 出 版1972所 収)、

注22.長 沢 視 距 也 「三 省 堂 新 漢 和 辞 典 」 三 省 堂1967
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注23.田 中章夫 「漢字 かな ま じり文 を全文 カナ書 き ・ローマ字書 きに変換す るシステ ム」(『 電子計

算機 による国語研究n』 国語研報告34秀 英 出版1969所 収)

石 綿敏雄 噺 聞用語調査 の用例印字 プ・グラムCOBOL-KWIC∫ 」(の なかの,4.漢 字 解読

ルーチ ン)(『 電 子計算機 に よる国語研究 皿』 国語研報告39秀 英 出版1971所 収)cf.p.54

注24.た とえば,杉 本つ とむ 「歴史か ら学 ぶべ きもの 日本語 への提言一 」『言語 生活』

1972.11月)
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3.日 本 語 情 報 処 理 の 入 力 シ ス テ ム

電子計算機 は,飛 躍的 な進歩 を遂 げたが,デ ータエ ン トリー(dataentry)の メデ ィア(media)の

多 様性 はあるに して も,依 然 として人 手を必要 とす る し,計 算機 言語 が多種考案 されて も ソフ トウェ

アの作成 はいまだに大量 の人,時 間,費 用 を要 しているのが実情 である。英数字を基 とす るこの よう

な計 算機 システムに よって,日 本語 の情報 処理 を行 なお うとす る と,前 章 までに述べ られ た ように,

日本語 の特殊性か ら くるさま ざまな障害があ ることは明 らかであ ろ 二加 は,ほ とんどが入出力に集
注D

申 していて 、従来の機器 と本質的 に異 な る点は,入 出力装置であ る。 日本語 の特殊性 による装置の

日.2)問 題 点ば
,

1)字 種 の多 さに ともな う装 置の複雑化

2)装 置 の操作性の問題点

3)印 刷様式(た て書 き,よ こ書 き)

4)印 刷 または表示上の品質

5)字 体 の装置への適合性

6)文 字 コー ドの割当て

な どであ る。入出力装置 の うちと くに入力装置は,つ ぎの特殊性があ るため考慮す べ き点が多 い。

1)漢 字 は字種 が多 い上に,一 ・字を語(word)と 見 た場合,英 字では語が アル ファベ ッ トで構成 さ

れ るのに対 して,確 かに"へ ん,つ くり"な どの構成要素に分解はで きるが,要 素の変形 で漢字

一文字が形 成され るので
,欧 文 タイプ ライタと異な り印字が機械にの りがたい。

2)上 記 の理 由で,い わゆ る"探 す"目 視操作が必要なため,原 稿 目視だけで打鍵がで きない。

3)熟 練 にかな りの時間を要す る。

4)誤 入 力 となる要素が多 い。

5)入 力 装置は,字 種が多 く,英 文 タイプ ライ タのよ うに普遍性が ない ことな どか ら高価 とな る。

キーボー ド,紙 テープ機器のみ の機 成 で も高価 であ る。

装置 の価 格 と どんな入力 システ ムを採 るか が,シ ステ ムを考 え る場 合 に,コ ス トパ フ ォーマ ンス

(costperformance)の 観 点か ら大 きく全 体を左右す る要素 とな る。た とえぽ,校 正 シス テムの入力 の

場合,モ ニタプ リン トまたは デ ィスプ レイを併用 して 目視チ ェックを行な いなが ら入力す るシステ ム

と,目 視 チ ェックをま った くな しにいわ ゆる"あ くら入力"す る場合 とは,装 置の種類,台 数,オ ペ

レー タ数,オ ペ レー タの質な どまった く入 力 システム構成,費 用 を異 にす る。 日本語情報処理の入力

システムは,従 来の入力 システムにおいて考慮すべ き点に,日 本語 の特殊性を加 えて 、木質的に ど う

注3)

あ るべ きかを検討す る必要に迫 られ てい る。参考 のために従来 の入力 システムでの要点 を述 べ る

と次 のとお りである。

1)正 しい デー タの入力は全 システムの大前提 である。

2)実 際 の入力 システムの内容 は,誤 り検出 と訂正 の作業 であ る。
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3)ヒ ューマンエ ラーの大部分は,デ ータの記録 とコーデ ィングにあ る。

4)エ ラー検出の具 体的 方法は,日 枝法,重 複法,バ ッチ トータル法,コ ン トロール トータル法 で

ある。

入力 システムのハ ー ドウエ アについては,数 字 コー ドシステ ム,フ ルキ ーボー ド方式か ら始 まって

多 くの考案が行なわれて きたが い まだに決定版 が出現す るに至 っていないのが現状 であ る。人手を

介 しない漢字認識,音 声入 力な ども,ま った くその研究が緒についたばか りであ る。

3.1日 本 語 情 報 入 力 シ ス テ ム の ソ フ トウ エ ア

ここでい うソフ トウエ アとは入力 シス テムにおいて,シ ステ ム中で入力機器を どの ように使 うかを

指 し,全 システムの中で どの よ うな位置づけにあるかを実例に よって考察 しよ うとす るもの であ る。

3.1.1シ ス テ ム の 流 れ

入力 システムは,大 き く分け ると入力作業その ものと,訂 正お よび訂正入力の二つになる。 また方

式的に見 る と,訂 正 を タ ーンア ラウン ド(turnaround)で 行 な うか,ま たは対 話形式 で行 な うかの

二つの形態 とな る。 と くに 日本語入力 とな ると,わ れわれに と って,"理 解 で きる"内 容 であ り,機

械的なベ リフ ァイ法は非能 率で行なわれていない。 ターンアラウン ドで行な うか,対 話形式 で行な う

かは,

1)要 求 され るデータ校 正サ イ クル時間 と全処理 システム時間 との関係。

2)入 力 システム装 置の投資費用 の経済性

な どに左右 され るが,後 者は 日本語入力を考 え る場合,大 きな要素 である。

(1)タ ー ンアラウン ド方式の例

現在,最 も大量に 日本語入力を行 ない,か つ ター ンアラウ ン ド方式を採用 して いる代表的例に,日

注4)
本 科 学技 術情報セ ンターの文献速報 自動作成 システム があ る。詳細 に関 しては第6章 に述べ られ

ている。 ター ンアラウン ドに要す る時間は校正サ イクルで,1サ イ クル1週 間 とされている。

(2)対 話形式 の例

これ は,1971年11月 に 日本 アイ ・ピー ・エム社 で完成 され た 自動編 集組版 システ ム(Japanese

注5)、
PublishingSystem;JPS)の 入 力 システ ムである。 これ も前例 と同様に第6章 に述べ られ てい る。新

聞な どの即時性を要求 され る トー タル システムには不可欠 である。 とくに この例 では,校 閲のみ でな

く,』組版をも対話形式で入力 している。

この二つの入力方式 の比較 は前記条件 によって決定 され るが,校 正,修 正処理 および処理時間,費

注6)

用 な どに,入 力方式におけ る問題点 が クP－ ズア ップされ,対 話形式 または,目 視 チェ ックを強化
'注7)

す る 目的で漢字 デ ィスプ レイ装 置に よる校正実験が行なわれ ている。 対 話形式 のさらに拡張 され た
'注8)

例 と しては,日 立製作所が その研究 の一端 を発表 した カナけん盤漢字 入力装置 が ある。 この詳細

は次 の項で述 べる。

3.1.2入 力 手 順

入力手順は次 の ような手順 で行なわれ る。
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1)原 稿 の用意(原 稿 フ ォーマ ッ ト)

2)入 力 装置に よる入力(一 般 に紙 テ ープに出力)

3)校 正 マスターテープ(校 正未 完の テープ),校 正 トランザ クシ 。ンテー プ(校 正 情報入力 のテ

ープ)へ の紙 テー プか ら磁気 テ ープへの変換
。

4)校 正 と訂正。次項に述べる校 正サ イ クルに したが って,校 正 と訂正を行な い,訂 正部分を所定

の手順に よって指定 して,訂 正 データの紙 テープを作 る。

5)電 子 計算機に よるマスターラープと トランザ クシ ョンテープのマージ。校正サ イ クル中で行な

われ るが,最 終的 には完成 した テープとな る。

以上 の手順の中で,最 も重要なのは校正,訂 正の具体的手法 と,そ のサイ クルであ る。

3.1.3校 正 サ イ クル

図3.1にJICSTで 行 なわれてい る校正サ イ クルの概念図を示 し,図3.2(=図6.8.3),に 日本

アイ ・ピー ・エ ム社 で行なわれてい るJPSの シ ステム図を示す。

新規

紙テープ

＼ 新規パンチ

づ 漢テ。,鈎

校正 ずみ
ゲ ラ

よ
校正

紙テープ

兀 了

カート
ー次校正完 了'

二次校正完 了

(一 次校正 パンチャニ次校正 情 報員)

校正

トランザクションテープ

校正
マスターテープ

セグ メン ト

チ ェ ソク

ー"/b

文献

トランザクションテープ

・ 図3 .1校 正サ イクル概念図(JICST)

校 正 サ イクルは,JICSTの 例 では原稿 と校 正 ゲラとは内容 と順序 を同 じで見や す くしてあ り,

訂 正 をす る場合 には,原 稿 と見 比べ られ てのち朱 筆がいれ られた原稿 によ り,図3.1の ご とく訂正 パ

ンチ作業 が行 なわれ る。訂正 レコー ドを指示す るためには,

1)原 稿 番号

2)セ グ メン トの種類

3)セ グ メン ト中の レコー ド番 号

を必要 とし,2字 訂 正す るのに26字 パ ンチす る とされて いる。訂正す る.のに要す る情報 量 お よび,

訂 正 の訂正誤 りを避け られ るような運用 が望 ましい。訂正 に要する校正サ イ クルの収れ ん速度 が きわ
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注9)

めて重要で,こ れを と くに考 慮 に入れた入力 システムもあ る。

3.1.4エ ラ ー

日本語情報処理 システムで,エ ラーの発生す る個所はお もに次の よ うに考 え られ る。

1)原 稿

2)オ ペ レータ

3)入 力 機器

4)校IE者

5)ソ フ トウエア

6)電 子 計算機

7)出 力 機器

この うちで,エ ラーの 出やす いのは いずれ も人間 に介在す るところで,1),2),3),4),5)で

あ る。入力 エ ラーは,入 力条件 で大 巾に異なるが,表3.1に 各 種 データの比較を示す。

エ ラーに対 す る対策 は ,入 力 システムの良否,関 係す る要員 の ワー グマ ンシ ップ(workmanship)

に までさかのぼ る必要 がある。`エラーに関 して 日本語入力は表3.1に 示 す よ うに多かれ少 なかれむず

か しさが存在す る。

入 力 手 段
L

エ ラ ー の 状 況 入 力 条 件 備 考

電 話 ダ イ ア ル 8/100件 誤 ダ イ アル『 7桁 ダイ ヤ ル

参 考 文 献
'

3)P.469

～P .470

4)P.12

7)P.22

キ ー カ ー ドせ ん 孔 機 1/1,500ス ト ・ 一 ク 経験半年

カ ナ タ イ プ 検 定 1級1/250,2級1/200,3級1/150字'

タ イ プ後 の 目視 チ ェ ッ ク 80%発 見可能

電 信 オ ペ レ ー タ 1/3,200字 昭和40年

電 信 時 チ ェ ッ ク 9.8/10,000→2.8/10,000字 〃38年

漢 字 ミ ス パ ン チ 1/100字

実 験 校 正 発生率(件)64%→3%

表3.1各 種 入 力 エ ラ ーの 比 較

3.1.5入 力 字 種,コ ー ドお よび 字体

一般的に 日本語情報 処理 システムに使われ る漢字 の字種につ いては次 の条件を考 慮 しなければ な ら

ない。

1)当 用 漢字

2)新 聞

3)雑 誌

4)大 漢 和字典(服 部)

5)康 煕 字典

1,850字

2,600〃

3,400〃

8,626〃

49,030〃

使用字種 の選定 については,入 力,出 力機器 とも装置 ハー ド・ウエア仕様 を決定す る上 で,細 密 な

解析調査 が必要 ぞある。JICSTに お いては,こ の よ うな解析が行なわれ,結 果 として表3.2,表
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3.3(=表6,1.1)の よ うにな った。

この例は科学情報 と範 囲が限 られて いる場合で,さ らに行政体組織,民 生業務な どに範囲を拡げ る

「lle

と,最 低3000字 種 は必要 とされてい る

コー ドは,字 種 数の使用 分野におけ る違 いな どか ら,新 聞社5社 の協定に よるCO-59が あ るだ

けで,漢 字 コー ド体 系はば らぼ らで,け ん盤配列 と同様 に,標 準化が きわ めて困難であ る。 ただ し今

後,日 本語情報 処理 シス テムが普及 す るに したが って,標 準化,規 格化が強 く望 まれ る ところであ

る。入出力機器に おいて,日 常,よ くわれわ れの 目にふ れ る字体 について もバ ラエテ ィに富 んでお

り,下 記 のよ うな系列に分かれてい る。

1)新 聞,雑 誌,印 刷所固有の字体

2)印 刷 装置 メーカに よる字体

3)字 体 家(レ タ リング ・デザ イナ ー)に よる字体

4)電 子 計算機 に適 した字体(た とえば ドッ ト,折 線字 体な ど)

入 力装置 に,人 間工学的 に見てどの字体が よいかな どの定説 はない。

編
抽出標本
記 事 数

抽出延べ
字 数

異 な り
字 数

異な り字数
/延 べ字数

物 理 136 8,625⑥ 687⑨ 0.08

機 械 208 16,760② 954② 0.06

化 学 370 19,227① 1,008① 0.05

電 気 120 10,580⑤ 788⑤ 007

金鉱地 122 10、837④ 783⑦ 007

土 建 83 6,705⑦ 824④ 0.12

経 営 75 5,934⑨ 784⑥ 0.13

原子力 53 6,484⑧ 701⑧ 0.11

国内化 130 14,324③ 883③ 0.06

小 計
(当用)

1297 99,476 全編1378

(表外) 295 150

合 計 1,297 gg,771 1,528

注)○ 付き数字は各欄数値の編別順位を示す

表3.2∫ICSTに おける編成異なり漢字表

3.2日 本 語 情 報 入 力 シ ス テ ム の ハ ー ドウ エ ア

この項 では,こ れ までに開発,製 品化 または発表 された入力 システムの装 置の まず方式的 な面 か ら

見 た分類 を述 べ,つ ぎにハ ー ドウエアを詳細 に,原 理,特 長な どについて説 明す る。

3.2.1エ ン トリー 形 式 の 分類

表3.4に 日本語情報 入力の方式分類 を示す。

-53一



〔

日本語情報入力は二つに分かれて,人 手 を介す る方式 と人手を介 しない方式 に分かれ る。現在 ,市

場 にある製品 または具体的に発表 され た ものは前者 が大部分 で,後 者は主 と して研究的段階 にあ る。

(1)数 字 コー ド方式

これは,前 もって漢字を数字 に よって,コ ー ド化 してイ ンプ ッ トす るもので,コ ー ドへの変換はテ

ーブルな どを用いて人間が行 な うもので
,テ ンキーボー ドな どを入力機器 として使用 しうる。

② フルキーボー ド方式

最 もあ りふれた入力方式 で,け ん盤のキ イ トップに文字 を配 置 し!シ フ トキーに よ り一つのキー ト

ップの うちの一つの文字 を指定す る。4シ フ ト位の シフ ト数 か ら,10シ フ トまである。

(3)'テ ー ブル ・,レ。クア 。プ方式

文字 を表 に配置す る点 では,外 観的 には フルキーボ ー ドに類 似す るが,全 文字 をA3版 大 に ま と

め,表 におけ るその文字をペ ンまたはス タイラスで指 示す るこ とに よ り入力を行な うもので,平 面的

に表 を設 ける もの と,円 筒状の ものがあ る。 目視すべ き面積が少 な くなる。

(4)マ ル チス トロー ク方式

フルキーボー ドや テーブル ・ル ックア ップの よ うに ,全 文字種か ら一字を選ぶ困難 さを多 くの指 の

ス トロー ク ・タッチで行な うものである。 カナ文字入力 に よって,電 子計算機で所定 の漢字 に翻訳す

る。直接全部 の音,訓 読みを入力す る もの と,電 子計算機 と対語を行な って,な るべ く少 ないキー タ

ッチで入れ よ うとす る対語型 がある。文字を"へ ん""つ く り"な どの構成要素 に分解 して入力す る

もの,音 によ りそれ の属す るフ ァ ミリー全部 を表示 し,そ の中か ら所定の一個 を指定す る もの もあ

る。表3.4に 字 形式 とあるのは,文 字 の特長 に よって,フ ァ ミリーに まとめた写真植字 に採用 され て

い るよ うな方式をい う。

日

本

語

情

報

入

力

方

式

人手を介する

エ ントリー方式

数字 コー ド方式

フルキーボード方式磯 忽

㌫ カレルックアツプ認=膓 ル,　 遮 曇1

人手介在音声入力(速記入方式)

オンライン手書 き漢字入力方式

:撚 壌 二:鷲 識入力

表3.4日.本 語情報入力方式の分類
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(5)人 手 介在 音声 入力(速 記入力方式)

会 話や議事を聞いて速記す るかわ りに,特 殊キ ーボ ー ドで入力す るもので,き わめて長 い訓練を要

す るが入力速度は早 い。

(6)オ ン ライ ン手書 き漢字入力方式

書かれ る文字の ス トロー ク,書 き順 などを用紙 の下 に置 かれ たタ ブ レッ ト装置で座標変 化 して送

り,文 字認識を行 な うものである。

(7)印 刷 漢字認識入力

前項 は書かれつつ ある文字を 自動認識す るのに対 して,こ の入力は印刷 され た漢字を認識 し入 力す

るものである。

(8)音 声 入力'

文 字 どお り人間 の発す る音声を認識 し日本語情報 を インプ ットしようとす るもので,ま だ研究の段

階であるが,そ の動 向を述 べる。

3.2.2人 手 を介 す る エ ン トリー方 式

(1)数 字 コー ド方式

この方式 は,前 もって準備 され た漢字 と数字 コー ドの対応 表を使用 して,人 手に よ り漢字 を10進 .

コ ー ドで変換す る。 これを さらにテ ンキーボー ド,キ ーカー ドさん孔機を使 って,紙,磁 気 テープま

たは カー ドに記録 す る。 この例を図33,図3.4に 示 す1正11UlO進 数4桁 を使 えば 最高1万 字種 を取

り扱い うる。 コー ドを人間が記憶す るのに便利な よ うに しておけば,翻 訳作業の限界はあ る程度軽減

し うる。 コー ドの決め方は次のふた とお りの考え方があ る。

IBMKANJIMESSAGEDATASHEET

トESSA圧 似SSＬKALELM～ITTENBY』 服 ⊥(茅 坐

MESSAC£NO._」 ≦]二_4三』LISTCHEα くBY

2nd(托(XL

L燵

}⑩.

蜘lME鋤GEDATA

1234.5、6.789110ユ112、13,141516

COHIIξ凧

1
1≡唱

・

毘入用 ll|1'1旅1行1だ μ1り1'llll}

2 コ1-1ス1書1号i:IKITI4141311111

3
泊lll1数1:151》 白161日llllll

4
交ll通ll引 ～1:1¥15151.12}510111

5 1大1阪1空1港H礼1幌{-1刻 笏1湖H白 毘 卜一

6
登1刃ll口1洞1新 潮 「=1ニ1セ1コ1=i岩i内1=1績1再

7 半;島1-}小1埠 』 同 視H千1歳 国 樹 一1大悟

8 豊凶llい 川1口llll

9
1ぐ1住1復1空|ピ[這1西1、i遣1南}の1施[>il

10
随1西 卜1遣 噛1を1中1心1と1し1た1則 どに1ろ

11
の1多1い1コ1-1ス1で1†1.11支1坊1・1洞1菊Hの

12
、 21っ1の1湖iを 胎1わ1、1創 老1の1ア1イ1ヌ 榔1落

13
、1奇1培1カqそ1そ1り1立[っ1積1再 」半1島1の 」景噸L

図3.3漢 字 文字印刷 レイアウ トの例
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図3.4漢 字 コー ドに変換 した文章例(図3.3の レイアウ トを変換 したもの)
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'メ ー カ ー 名 富 士 通 株 式 会 社 富 士通 株 式 会 社 谷村(株)新興製作所 谷村(株)新興製作所 日本電子産業㈱,谷村㈱新興 日本 アイビーエム株式会社 高千穂交易株式会社 沖電気工業株式会社

機 種 名 F6801A F6802B S-4000 SCK-200 KB202A
IBM漢 字 鍵盤機構付

29せ ん孔機
T-4112,T-4011,T-4012 漢字鍵盤 さん孔機

文 字 キ ー の 数 480十192(オ プ ション) 24町 48 192 192 240(spacebar含 まず) 256 650

シ フ ト キ ー の 数 8 12 1～3 MAX15 14 15 15 4

文 字キー当りの文字数 8文 字/キ ー 12文 字/キ ニ 文字/キ ー MAXl5文 字/キ ー 14文 字/キ ー 15文 字/キ ー 12文 字/キ ー 4

文 字 種 3,840種 2,880(細 目はユーザーによる) 細目はユーザー指定 細 目はユーザー指定 2,688種 3,500種 3,072種 2,600種

漢 字 2,808 1,912 2,950 2,808

ひ ら が な 86 85 87 83

カ タ カ ナ 103 87 86 83

英 数 字 62 62 62 62
㍉

記 号 ・232 150

170

42

特 殊 文 字 549 392 10

そ の 他 ユーザーの選択した145字

外 字 1,536 4,500 10,000(MAX) 5,120

入 力可 能 文 字 種 5,376 4,096種 2,880種 7,188 8,192 5,200

記 録 媒 体 紙 テ ー プ 紙 テ ー"プ 紙 テ ー プ 紙 テ ー プ 紙 テ ー プ IBMカ ー ド カセット型磁気テープ 紙 テープ ディスプレイ

コ ー ド
パ リ テ ィの 有 無

8bit

無

6bit

無

6bit,8bit

パ リ テ ィ可

6bit,8bit

無

8bit

無

EBCDICカ ー ドコー ド

(2Col/字)

8bit

有

6bit,8bit

有

モ ニ タ ー 無 無 可(SC-4000) プ リン ト可(SCP-200) 無 無 デ ィ ス プ ↓ イ デ ィ ス プ レ イ

打 鍵 速 度(MAX) 80文 字/分 120文 字/分 400文 字/分 400文 字/分 100文 字/分 通常60～80文 字/分 120文 字/分 500字/分

外字イ ンプッ ト方法
システムによる
一例 番号入力 テ ンキーによる番号 入力 パ タ ー ン 入 力 外字用連数 字キー(100種)

を2度Keyinす る事によって入力
コ ー ド入 力 方 式

使 用 環 境 常 温 常 温 常 温1常 温 通常のオフィス環境
T-4011:紙 テープせん孔

T-4012:デ ィスプレイモニターなし

温 度 5℃ ～35。C 5℃ ～35。C 10℃ ～30℃ 15℃ ～35℃ 5℃ ～35℃

湿 度 40%～80% 40%～80% 35%～85% 20%～80% 30%～70%

備 考
コード富士通漢字コー ド

書 体 明朝/ゴ シック切換あり

コー ドCO-59

制 御方式IC

価格 買取 万円
140万 円

160万 円(オ プション付) 未 定 110万 円 140万 円 約612万 円 488万 円 160～180万 円

レンタル 万 円/月 12万 円/月

発 売 年 月 昭和45年3月 出荷 昭 和47年12月 出 荷 昭和47年8月 昭和39年 昭和42年 昭 和46年4月
、

昭和43年12月

販 売 富 士 通 株 式 会 社 富 士 通 株 式 会 社 谷村(株)新興製作所 谷村(株)新興製作所 日本電子産業(株) 日本アイビーエム株 式会社 高千穂交易株式会社 沖電気工業株式会社

表3.5日 本 語情報入力装置(そ の1フ ルキーボー ド方式の代表的な例)





1)漢 字 の形を もと として決め る。}

2)漢 字 の音訓を もと として決め る。

記憶 の しやす さの点か らは後者 が有利 とされて いる。数字 コー ド方式 は どれだけの漢字 の コー ドを記

憶 で きるかにかか っている。 この方式 を使用す る場合,処 理 システ ム内ではメモ リ必要量 を節約す る

ため,10進4桁 よ りた とえば12ビ ッ トに変換す る必要がある。

(2)フ ルキ ニボー ド方式

日本語の入力機器 と しては最 も歴史 も古 く,さ まざまな ものが発表 されている。

表3.5は 現 在市場 にあ る製品の代表的な ものを示 してい る。 由来か ら見る と次 の三つが ある。

1)漢 字 テ レタイプ,い わゆ る"漢 テ レ"を そのまま入力 ど して使 う。 ・

2)自 動 モノタイプ用のけん盤を流用す る。

3)漢 字 デ ィスプ レイ とか,漢 字 システム可 用に設計 され開発 された もの。

自動 モ ノタイプ,漢 テ レの開発 は1920年 に始 ま りIEi2)長 い経 路を もつため採用 しやす い。表3.4に

示す ように,少 数お よび多数 シフ トがあるが,操 作上,価 格上 の優劣 はつけがたい。 キーボー ドの大

きさに関 しては,明 らか に多数 シフ トが小型にな る。 図3.5に 新 興製作所製漢字けん盤 さん孔機 の文

字配　i」を示す。 さらに大規模 な面積,機 能を持 った例 としてはFACOM6801A漢 字 入力 キーボ ー

ドがある。 その入力可能文字数 は3,840種 で あるが オプシ ョンで5,376種 ま で拡張 で きる。 またT

4112漢 字 鍵盤デ ィスプ レイ ・レコー ダーではその名 のとお り,入 力 した漢字64文 字 を ブラウン管に

表示 し,目 視 チ ェックがで きる。 出力は従来一般的に行なわれ て来 た紙テープ出力ではな くて,最 近

英数字の入出力媒体 として流行 してい るカセ ッ トテープに出す。つ ぎに漢字けん盤を キーボー ドさん

孔機を取 り付 けて,漢 字 入力 装置に した例を写真3.1に 示 す。 これ はIBMよ り発表 され た もの で,

IBM29穿 孔 機(カ タカナ付) 、を母体 と して漢字デー タ,英 数字 デ ータ入力が で きる。主要性 能 に

ついては表3.5の とお りであ る。漢字けん盤上 にない文字を入力す るには,外 字処理用連数字 キーが

用意 され,2け た連数 字を2回 キーインす ることに より,'4け た の文字番号を入力す る。

(3)テ ニ ブル ・ル ックア ップ方式 ,

表3.4に 示す ように,平 面 および 円筒面テ ーブル型 がある 従来 の和文 タイプライタの簡単 な改造

注2)

に よって,こ の二 つの型を実現 できることが提案 され たが,そ の変形は最近 日本電気 か ら発表 され

たC5110漢 字 入力装 置であ る。 写真3,2に 外 観,図3.6に 文 字盤 を示す。 この入力装 置の特長 は,

素人 でも直ち.に扱 い うる こ とと,日 本全 国に10万 人 に近 い習得者 がいる ことであ る とされ てい る。

原理的には片手でXYの 座 標 に配置 された文字盤 の入力 希望 の文 字 を探 して文 字指示具 を もって き

て,左 手 で印字 レバ ーを押す と トリガが働 くと同時に活字庫か ら指 定 した活字が拾われて印字 が行 な

われ るよ うにな って いる。文字 のXY座 標 は 、 し一・ド光源 を使 うホ ロタブ レッ トや高周波に よる電子

注13ノ,注1・い
タブレッ トに よ り文字 コー ドとして送 られ る。

次にIBMが,EXPO'70で 発 表 した スタイ ラスに よる漢字 入力装置 を述 べ る。 これは次 の点を

ぱ　
考慮 して設計 され た。 す なわち従 来の ものは,

1)3段 よ り最高12段 にわ たる シフ トキ ーと文字 キー両手 操 作は相 当の熟練 お よび専門化 を必
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図3.5漢 字 テレタイプの文字盤配列(新 興製作所)



要 とす る。

2)コ ー ド体系が確 立 してい ない。

3)不 特 定多数の人が使用で きるオフィスマ シンではない。

この装置のキーボー ドの表面形 状は,約84x33cmサ イ ズに ま とめ られ,使 用頻 度に したが?て320,

1,600,1,600文 字 の3区 画に分け られ ている。漢字 コー ドは,ス タイラス といわれ る鉄筆 の よ う

な形を したペ ンを使 って,所 定 の文字位置を軽 くお さえることに よって,2桁 の カー ドコー ドまたは

写真3.lIBM漢 字 けん盤機構付29穿 孔 機

写真3J2 NECC-5110漢 字 入 力 装 置

61一



●標準盤面活字表(2205字)

内 容 ひ らがな75字 ・ カ タカ ナ75字 ・ 数字30字

英 字52字 、記号 ・符号35字 、予備 欄60字

当用 漢 字1850字 、補正 漢 字28字
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12ビ ッ トの 計 算 機 コ ー ド を 出 す 。 文 字 ス イ ッ チ に は,EDST↓elnsticdiriphramswitchtechnology)

「E王5),汀 コ6[

とい う信頼性 の高 い長期間の使用 に耐 える新技 術を採用1て い る。 つぎに 日立製作所が発表 し

汀三9).tE17)
た 磁 気 ペ ン方 式漢 字入 力 装 置につ いて述 べ る。 図3.7に そ の原理 図を示 す。 この装 置 は,

multi-scanFS.S.に よ る漢字 デ ィスプ レイの入力部 と して開発 され た もので,2,400種 の 文字 の入

力ができるにもかかわ らず大 きさは52W×41D×14Hcmと 小 さ く,文 字表 はA3版 程 度 で小型 で

ある。原理は,ペ ンの先 に つけ られ た小型 永久磁石が,入 力 しよ うとす る文 字表 中の字 に近 づけ る

と,図 のよ うに配置 され た リー ドスイ ッチのONに よ り,ト ランス型ROMよ りコー ドを発生す るも

のであ る。磁気ペ ンが文字表 をな でただけでは入力 しな いよ うにな っている。表3.6に これ らの各種

の入力装置 の代表例を示す。

これ まで述べた テーブル ・ノレックア ップ方式 の入力装置はすべて平面的 な文字盤 または文字表に よ

文字表

磁気ペ ン

リー ドス イ ッチ

◎

◎

⑩
審ー

DC電 源

図3.7磁 気ペン入力装置の原理図

っているが,前 述の ドラム式 タイ プライタの概念に よる ものもあ る。 これは沖電気 か ら発表 され た も

ので,和 文 タイプライタの変形 ではないため,モ ニタ印字は行なわない。操 作は漢字 の表 を ドラムに

巻 きつけて,左 手 でハ ン ドルホ イルを回転 しなが ら左 右に移動 し,所 定 の ところへ指針 を持 って き

て,右 手で ユニバ ーサ ルキーを押す と コー ドが発生す る。 テーブル ・ルックア ップ方式 とフルキーボ

ー ドとの比較は困難ではあ るが概念的には次の ことが考 えられ る
。

1)入 力装 置をオペ レータ専用にす るか,素 人 にも向 くよ うにす るかによって装 置の設計思想が

変わ るが,日 本の社会 事情 か ら見て,オ ペ レータ専用 とな らざるを得 ない。

2)10数 段 シフ トに もなるとキーボー ドの大 きさは,文 字 表の大 きさに近づ き記憶 に も便利 と

なるが,シ フ トのため次の項 で述べるマルチス トP－ ク方式 に近 くな る。

3)原 稿 を見な いで打鍵す る ことを考 える と,テ ーブル ・ル ックア ップ方式は まった く困難であ

る。 目が原稿 と文字表 の間 を往復す る。

4)フ ルキ ーボー ド方式 の場合 は両手 が使え る。
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メ ー カ 名 日 本 電 気(株) 日本 アイ ・ピー ・エム(株) (株)日 立 製 作 所

機 種 名 C-5110漢 字 入力装置 (試 作) (試 作)

文 字 キ ー の 数 2205 3520 600

シ フ ト キ ー の 数 0 0 4

文字キー当りの文字数 1文 字/キ ー 1 4

文 字 種 2,145 >3520 2,400

漢 字 1,878 、

320種 頻度大な

〉 るもの

1,6002区 画

ノ

1,900

ひ ら が な 75 81

カ タ カ ナ 75 81.

英 数 字 82(数 字10種 ×3組) 62

記 号 35 115

特 殊 文 字 0 161
▼

そ の 他

外 字 60(文字盤面に固定的にセット)

入 力 可能 文 字 種 技術的にはほぼ無制属艮

記 録 媒 体 紙 テ ー プ カ ー ド 紙 テ ー プ

コ ー ド

パ リ テ ィ の 有 無

8bit

有

12bit

モ ニ タ ー タイプ印書(標準に装備)

打 鍵 速 度(MAX) 75文 字/分

外字 インプッ ト方法

外字 インプ ット方法

上記外字は打鍵入力,

それ以外はテンキーにより

コード番号を数字で入力

使 用 環 境

温 度 5。C～35。C

湿 度 45%～85%

備 考

電子タブレットによる

文 字 表 座 標 入 力

elasticdiaphram

switch

に よ る座 標 入 力

リー ドスイッチによる

座標 およびシフ トに

よる入力

価格 買取 万円 160

レ ンタル 万円/月

発 売 年 月 昭 和47年3月

販 売 日 本 電 気(株) 日本 アイゼ ー・エ ム(株) (株)日 立 製 作 所

表3.6日 本 語情報入力装置(そ の2,テ ー ブル ・ル ック ・アップ方式)
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(4)マ ル チス トP－ ク方式

ア.カ ナ文字入力

この方式 は,漢 字かな ま じり文を見なが らカナタイプで カナ文 字 と して インプ ッ トし,計 算機 の中

　

,で漢 字か なま じり文に変換 しよ うという方式 である。 この方式はいかに簡単 な装置で容易に インプ ッ

トす るか,お よび計算機 の中 でいかに正 しく,効 率 よく,変 換す るかである。一般的には次の方 法が

考 え られ る。

1)漢 字 か なま じり文をその ままタイプす る。

2)一 般 の分か ち書 き程度の手を加えて入力す る。

3)漢 字 で書かれて いる部分に特定の記号をつけるとか,音 訓で注釈を付 ける とか して,漢 字 へ

の変換を容易 に してや る。

4)計 算 機 と対語を行な いなが ら,カ ナ入力のあいまいさを避け る。

5)漢 字 読み音 どお りに入力 し,あ い まい さを避 ける追加の情報を入力す る。

カナ文字入力 の主体 となる ものは前述 のとお り,カ ナ文字 の入力列 と文脈に よ り,な るべ く正 しい 日

/

辞 童

索引表

プ ロ ツ ク

テ ー ブ ル

図3・8

局所的

文法処理

メイン

単純

意味処理

接 続*最 初の実行時 にコアにロー
*
テーブル ドし,以 下 コアに常駐

カナ漢字変換部のプログラム構成(NHK)
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減三18).tE19).注20ハロ三21}.注22).tE2:3)

本 文 に直す ことであ って,古 くか ら多 くの研究が続け られ,成 果 が上 って い

る。 図3.8に 代 表的な プログラム構成を示す。前述5)項 の うち,1),2),3)は ひ と口にい うと

カナ文字列 の日本文 としての自動認識で理想 とされて いるところであるが,漢 字への変換率,入 力に

要す る速度,計 算機費用などの問題が考 えられ る。そ の一つの解決法 として考え られ るのが4)項 で

注24)
あ る。 日立製作所 が発表 したものは,対 語において,フ ィー ド・バ ックと して次の情報 を使用 し

て いる。

1)・3字 目要 求

2)音 要 求

3)部 首要求

4)特 殊 要求(つ く り,濁 点な ど)

図3.9に け ん盤の配列 を示す。対語に要 す るメモ リ総 量は約12万 ビ ッ トで,半 導 体 メモ リの使用 に

よ り価格を下 げ うるとされてい る。

ユ」

ヌ フ 舟

2」夫劃 雨垂」ウ劃

ア 艮
牛馬

ウ 魚

エ
エ 紮ユ」よ旦や 戸 ヨ

ユ
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∋
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ン
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7
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互

ワ
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SL
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卜 　

D
T
ン 食

辞
L
旦
八 巾
貝
ノ ＼

巳
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九
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マ
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ノ
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り

小
ll
上
レ
竺

ケ
考

云
虫
A

i
手

旦寺
ツ4サ
五 シ L
ソ
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ヒ
沓
ヒ
旦
コ ネ

祁
w言
N

て
耳 吐身
モ

門⊥
ネ

⊥
ル
∠
メ

メ

冒 垂
干

SPACE(シ 真 字 ‡旨舎r)

図3.9対 話型 カナ文字 けん盤の配列(日 立)

次 に東芝の発表 した もので,日 本語1字 を入力す るのに必ず2打 けんす る とい う原理 の下 に、ラ イ

ンプッ ト入力装置な る従来 とまった く異 な る鍵盤 配列 を持 つ入力機器 と ,2週 間 か ら3ヵ 月間の訓練

で記憶 され る入力の約束の組 合わせ で行 なわれ る方式 がある。 この方式は6章 に詳述 され てい る。 図

3.10(=図6.9.2)に ラ インプ ッ ト入力装置 のけん盤配 列を示す。

イ.文 字分解 ス トP－ ク型

漢字 を分解 し構成要 素のス トロー クに分 けて入力す る方法 であるが,漢 字の読 み書 きにな じみの少

ない米国で主 と して研 究が行 なわれて い る 図3.11にRCAで 開 発 され たIdeographicComposing

注25)

Machineの ブPッ クダイヤ グラムを示す。 この装置 はほん らいはComposingの た めに開発 され た

もので,選 択 された21個 の ス トロー クと,20個 の完全 な シンボルによって フ レキ ソライタか ら入力

す る。 そ の後 さ らにRCAか ら 円板 の 円周上 に配 置 され た 多数 のホ ロ グラ ムに よ るComp・sing

目…26)a…27

machineが 発 表 さ れ,同 じ入 力 法 を 使 っ て い る そ の 他,米 国ITEK社 で 開 発 さ れ たChic・dvr・

IBMとMergentheler社 が 開 発 したSinowriしer注28}が あ る。 これ は 漢 字 を"へ ん""つ く り"な ど に

分 解 し,図3、12の よ う な キ ー ト ッ プ を 持 つFLEXOWRITERを 使 用 し,3ス ト・ 一 ク で 入 力

が 行 な わ れ,オ ペ レ ー タ の 前 面 に あ る ス ク リ ー ンに,同 じ字 画 を 持 つ 漢 字 の フ ァ ミ リ ー の 所 望 の 一 つ

を2ス トP－ ク の 打 け ん で 指 示 す る 。 こ の 方 式 は,漢 字 の な じみ の 深 い わ れ わ れ に と っ て は 回 り
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くどい入力 の方法 といわ ざるを得 ない。国 内では この種の研究,試 みは見 られない。

ウ.フ ァ ミ リー 分 類

こ こ で い う フ ァ ミ リー と は,音 訓 に よ る も の と

検査用

キネスコープ

〃,,,

写真植字 のよ うに字画に したが った グループを い

捜入用

〇

二次元

番 地

・8議 藁鞭

文字マ トリクス

レンズ

光学 トンネル

拡大用

キネスコープ

レ ン ズ

フ ィル ム

図3.llldeographicComposingMachine

国 璽園圃闇闇閣麗麗留口囲 闇

闇麗麗圏圏麗麗圏麗麗回 轡

国 国圏割闇闇闇闇闇闇国国 ⑳

團 圏恩顧麗麗闇闇團目團 圏一=
図3.12ChicoderSinowriterの けん盤配列

う。後者の方は分解 して考えずにその字 画をもつ一字 として考 える。入力機器 と しては,ほ とん どが

カナ文字 タイプ ライ タを使用す るが,前 途 のカナ文字入力 と異 なるところは下記 の入力 サ イクルを行

な う点であ る。

1)漢 字 の読みに したが った カナ入 力を行 な う。,

2)そ の 入力に対応す るファ ミリーがオペ レー タに表示 され る。

3)そ の 中か ら入力希望の文字 をなん らか の手段 で指定す る。

4)指 定 された特定文字の コー ドを出力す る。

次に丁業技術院電子技術総合研究所 で開発 した漢字入力装 置について述べ る。図3.13に そ の原理

lil2CJ,

を示す。 山径14cmの 円板 のまわ りに180枚 の マ イ ク,ロフ ィル ムが配置 され,打 け ん され た漢字 の

ファ ミリーが光源の前に止 ま り50倍 に拡大 され て漢字表示盤 に投影 され る。 表示盤上 で所望 の文字

一67一



が投影 され たキ ーを押す と コー ドが発生す る。表 示数は33文 字 であ る。 同 じよ うな原理bも のが,

電電公社武蔵 野電気通 信研究所か らも発表 され ている三30)こ の 他に,IBMが 発 表 した2760光 学 映

像装置 も漢字入 力装置 の機能をそな えてい る。 この装置 は電算機 の知識のない人 も,指 示ペ ンを使 っ

て会話 モ ー ドス ク リー ンに映 る映像の助けに よ り会話 モー ドで使 用できる。映像は フィルム カー トリ

注31)

ッジで発 生 され るが,フ ァ ミリー分類型 として使 える。(写 真3.3)

(5)人 手 介在音声 入力(速 記入力方式)速 記用 のけ ん盤装置 を漢字入力装置 として使用す る試み は内

外で行 なわれ てい るが,独 特 のけん盤を持 ち,音 声 を聞いて両手で必要 なだけ同時に打 けん しうる。

膨

大

な
記

憶

装

置

の
代

り

を
す
る
マ
イ
ク
ロ
ス

ル
ム
装
置

、7ρ ・ ・ズ

慾遮

半透明

・デ・h・・ラ1光 源な鏡
写真 、.31BM276。 光 翔 象装置

図3.13電 総研漢字入力装iの 原理図

装置 は音 がないのが特徴で,日 本語の速記の場合は ローマ字表に基づいて,母 音 と子音の略 号を決め

速記記 号を構 成 してい る。 オペ レータは中枢神経,運 動神経を最大限に利用 し,音 声を リアルタイム

で図3,14の よ うな出力 印字 テープに記録す る。従来 は このテ ープを記号 を解読 しうる速 記者 が平常

文に直 し(反 訳)て いたが,電 算機 で自動反訳が試 み られた。 これは最高裁判所で行な った例であ る

が,反 訳 に要 す る速記 時の6～10倍 の所 要時間 の問題 が解決 され た。 図3.15に システ ム概要 を示

注9)す
。 反訳 の アルゴ リズムは次 の機能か らな り立 ってい る。

1)速 記 符号を対 応す る訳 に反訳 し,分 かち書 きされてな い仮名文字 列に変換す る。

2)連 糸 辞書を探索 し,単 位語認定処理を行な って,漢 字化,カ タカナ化,数 詞化をへ て漢字仮

▼ 麓A

S

8

κ

Ψ

▼

τ

T

O

O

`

OTK

l{}丁 κ

v↑ 拭AO

NKY

IA

oASK↑

`NOSK

8

s

OムS

図3.|4ソ クタイプ出力印字テープ
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名混 じり文 に変換す る。最長の一致法を用い て誤 りを少 な くして いる。

3)同 音 異義語 の うち,前 後の環境で一意に決定で きる語は漢字を選択 している。

4)日 本 語文章 を速記録 の様式に編集 して漢字 プ リンタに出力す る

図3.15ソ ク タイプ速記 自動反訳 システム処理概要(日 立)

以 上,実 時 間の音声を取扱 うので,入 手介入音声入 力 として分類 した。

(6)オ ン ライン手書 き漢字入 力方式

注32)
1966～1967年 頃 か ら研 究 が 発表 され た。 これ は米 国のTheRANDCorporationのG.F.

Gronerな どに よるもので,CRTデ ィスプ レイ,ラ ン ドタブ レッ トシステ ムを使 って,リ アル タイ

ムで手 書 き漢字 を認識す ることを試み た。 この方法 では,タ ブ レッ ト上 に漢字を書 くと,そ れがCR

T上 に最大21文 字類 似文字が表示 され,そ の うちか ら正 しい字を選択す る方法を とって い る。 日立

製作所 が発表 したものでは,認 識 で きる文 字は,楷 書体 の教育漢字881字 と濁点を含む カタカナ文字

注33)

の計952字 で ある。入力装置 で楷 書体 を書 くと次の ステ ップで認識 が行なわれ る。

1)入 力 装置は筆点座標 入力 に よ り筆 点の座標 が刻 々計算機に送 られ る。

2)送 り込 まれたデ ータか らプログラムに よ りまず ス ト・一 クを分離抽出 して,表3.7の11種

の どの基本 ス トロークに相 当す るか決定す る。

3)画 数 は入力装置のペ ンの圧着 回数 を数 え,基 本 ス トP－ クの内の特定 のものの存在 と,そ の

個数 の組み合わせに よって表3.7(b)の よ うに大分類す る。-i義 的 に決 らない ものは文字 の

特徴を さらに詳細にた どって,最 終 決定 を行 な う。

4)カ タ カナと漢字 とは,非 常 に形 が似ているので,図3.16の ご とく付加情報 を特定 の領域 に

書 き込む。

5)全 文 字の書 き終 りを合 図す る と認識 が開始 され,平 均250msで 終 了 し結果を表示す る。

3.2.3入 手 を介 しな い エ ン トリー 方 式

(1)印刷 漢字認識入力

日立 製作所の発表 した研究結果につ いて述べ る。漢字認識 として次 の二つの方式が考え られ実験 が
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図1文 字 記 入 枠(Fig.1)

圃 。力陸 ㌫

回 。刀∵;評
図3.16文 字記入枠 と特定領域の記入

(a)基 本 ス トロ ー ク(Tablel) (b)分 類1列(Table2) (c)類 似 文 字(Table3)

コ ー ド 形 状

3 none

工土士才上下大川千三

エオキケサシチツテヲ

仮名 漢字 仮名 漢字 仮名 漢字

単
純
ス
ト
ロ
ー
ク

A
一 ノ

ア 刀

一

夕 タ ミ 三B 口
C ノ ・

4 P
支日月中内方欠友反戸

今分水ネ
工 工

1

チ 千 口 口D ＼ 、

複

合

ス

ト

ロ

ー

ク

P コ コ フ フ
オ x ナ †

6 PS 死池地雨安西Q 乙 工 一し

力 カ

`

二 二

1

R ラ5
9 QQ 飛,S ∠Lし レ

シ 三

1

ノ＼ ノ＼

1

T う |2 SSP 結 給
u 乏

15 PP 論 敵 課 諸 諸 確V 乏

表3.7基 本 ス トロークと文字分類

`ll3・1

行なわれた。

1)PatternInformationReduction

図3.17の ご と く漢字 をX,Y軸 の 方向に投影 して,濃 度,漢 字パ ター ンの空間周波数 を分析

して認 識す る。

2)MacrotoMicroMultistageProcessing

漢字 を二次元空間 フ ィルタ ロジ ックを通 して認識す る。す なわ ち,図3.18の ご とく4×4,16×1

6,32×32,とViewingmeshで 階 層的 に行な い,各 階層 で標準 パ ターンとマ ッチ ン グテ ス トを

や って認識す る。

実験結果は881字 の認識が可能 であった。

② 音声入カ

ー般的 な音声入力 または認識 は
,学 問的な興味か ら数多 く研究 されてい るけれ ども,実 用を 目的 と

して研究 され るには至 ってないのが現状 であ る。音声で入力で きるとなれば,シ ステム的に まった く

異な る発想がで きる。 しか し実 用的 には現在 の牲術か ら1撒ほ とんど不可能の ように見 える。そ の困難

i1三35

さ の 原 因 は 次 の よ う な も の で あ る と い わ れ て い る 。
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1)話 者 の変化に よる音声の特長の広範な変化

2)音 声 の内容(音 素環境)の 変化に よる音声の特長の広範な変化

本項では,音 声認識の内外の現状を表3.8に 示 すに とどめる。

以上 日本語情報処理の入力 システムにつ いて ソフ ト,ハ ー ドウエ アの面 か らシステ ムについて述べ

てきたが,こ れ らをま とめ るとつ ぎの ような ことがいえ よう。

1)操 作性,シ ステムお よび機器 の価格 につ いていまだに英数字 システ ムにお よぼない。

図3.17ExampleofProiectedPatternsonXandYaxes.

2)日 本 語入力機器 と して新規 のものが まだ考 え られ る段階で,い わ ゆ る"枯 れた"機 器が出て

こない。

いずれ も,つ きつめて考 えて見 ると表意文字の問題であることがわかる。 さいわ いわれわれ は表意

文字使用民族の うちで も,中 国 と異な り,カ ナ文字 がある程度問題を緩衝 して くれ ている。 カナ文

字 を逐行 しよ うと して,国 際性 を破 ったけん盤配列まで出現 した。 カナ文字文 か ら,漢 字 ま じ り文ヘ
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Reco9.

PartialOutputs.Result

図3.18NumberofCandidateCategories

'

項 目
研究機関 語 彙 1話 者 パ ラ メ ー タ 認 識 率 目 的 備 考

電電公社通研 1桁 数字音 男24名 乏パ ラ メー タ 99.8% 最尤推定,学 習

KDD研 究所 1桁 数字音 男10名 18チ ャネ ル ス ペ ク トル
誤:な し
Reject:3% 書き替え規則の応用

NHK総 合技研 5母 音 木特定多数 10チ ャネ ル ス ペ ク トル 96%以 上 主要因分析

日本電気中研 限定FORTRAN
(約50語) 男2名 8チ ャネ ル ス ペ ク トル 99.6% 音声による計算機入力

DPの 利用*
ほぼ実時間

富士通 制御語(約10語) 不特定多数 10チ ャネ ル ス ペ ク トル 機械の制御 万 博 用

日立中研 1桁数字音 男1名
ケ プス トラム

々パ ラ メー タ 99.8%

東北大通研 都市名(13個) 男1名 4チ ャネ ル ス ペ ク トル 96% 純 研 究 単語辞田の利用.

京大工学部 1桁数字音 男16名 18チ ャ ネル ス ペ ク トル 91～94% 純 研 究 シンボル系列の処理

,

ベル電話研 1桁数字音 不特定多数 音声エ ネルギ ー 100% 自動 ダイヤル 特殊な方法**

IBM研 究所 1桁数字音 男11名
女2名

8チ ャ ネル スベ.ク トル
初 回;87.9%

訓 練=96.4%
パ タ ー ンマ ッチ

RCA 数 字 音 小包区分機の制御 現在中止

ソ連科学アカデ ミー ALGOL60用
(203語) 男2名 4チ ャ ネ ル スペ ク トル 95.2% 計算機入力

ノ ポ シ ビ リ ス ク,

DP使 用

ス タ ン フ ォー ド大 学 192の 限定文章 男2名
3チ ャネルスペ ク トル
と零交差回数

～田% ロボ ッ'トの 制 御

*個人別に認識

林厳密には音声認識とはいえない

表3.8音 声認識研究の内外の現状

の変換 も集積回路 と,メ モ リの進歩に よって異なる局面に きてい るよ うに思われ る。 この ような時代

にあって,カ ナ文 字 と,世 界の標準語であ る英語 との組合わせで,合 理的な入力 システムの出現が期

待 できないだろ うか。

注1.高 橋達郎:日 本語 の機械処理,東 洋経済新報社p.173～188・

注2.長 井 坦:漢 字入 出力装 置の動 向 と技 術的 問題点,情 報処理,SEPT.196gP.320～332.'

注3.小 沢 暢夫:イ ンプッ ト研 究,日 本経営出版 会p.467～496.
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注4.不 破,西 尾:文 献 速 報 自動 作 成 シ ス テ ム に つ い て,情 報 管 理,SEPT.1969p.1～27.

注5.高 橋 義 毅:IBM漢 字 情 報 処 理 シ ス テ ム,ビ ジ ネ ス ・ コ ミ ニ ヶ ー シ ョ ン'72VOL.9NO.10

p.58～62.

注6.高 橋 達 郎:日 本 科 学 技 術 情 報 セ ン タ ー,5)と 同 誌p.52

注7.JICST電 子 計 算 機 室:漢 字 イ ン プ ッ ト ・デ ー タ の デ ィ ス プ レ イ装 置 を 用 い た 校 正 実 験 総 合 報

告 書

注&吹 抜 他:あ い ま い さ種 別 の フ ィ ー ドバ ッ ク を 有 す る カ ナ 鍵 盤 漢 字 入 力 装 置,電 子 通 信 学 会,電

子 計 算 機 研 究 会 資 料NOEC72-5(1972-05)

注9.鎌 田 素 明:日 立 の 日本 語 情 報 処 理,5)と 同 誌p,72～75,

注10.清 正 清:行 政 シ ス テ ム に お け る漢 字 処 理 シ ス テ ム,5)と 同 誌p.45.

注11.石 橋II三治:言 語 か ら み た コ ン ピ ュ ー タ と人 間 の イ ン タ フ ェ ー ス,オ ー ト メ ー シ ョ ン,第15

巻,第7号,p.45～52.21

注12.安 田 寿 明:わ が 国 の 新 聞 社 に お け る 漢 字 情 報 処 理,情 報 処 理,SEPT.196gP.340～347

注13.大 倉 信 治:日 本 電 気 の 漢 字 情 報 処 理 シ ス テ ム,5)と 同 誌p.65～68.

注14.同 上:日 本 電 気 に 於 け る 漢 字 情 報 処 理 シ ス テ ム,第2回1/O研 究 会 資 料,ll-3ge字 情

報 処 理 シ ス テ ム の ・・一 ド ウ ェ ア,p.70～78.

注15.M.Krakinowski他:DepressibleDiaphramOverlaySwitchforDisplay.US.PAT.

3,560,675,patentedFeb.21971.

注16.松 本 文 雄:ダ イ ヤ フ ラ ム キ ー ボ ー ドス イ ッ チ,電 子 材 料1972年8月p.101～105.

注17.長 井,村 井:漢 字 デ ィ ス プ レ イ に つ い て,昭 和46年 度 電 子 通 信 学 会 全 国 大 会 予 稿,S2-6

p.115～116.

注18.黒 崎 悦 明:カ ナ 鍵 盤 漢 字 表 示 方 式,昭 和43年 度,情 報 処 理 学 会 大 会 予 稿,p.117.

注19.黒 崎 他:カ ナ 文 の 漢 字 ま じ り文 へ の 変 換,43年 度 遠 大 予 稿

注20・H・ClnanagO:TransformationofphoneticsentencesintoideographicsentenceinJapanese,

日 米 科 学 ゼ ミナ ー1971年1月 予 稿p.264～275.

注21.相 沢 輝 昭:計 算 機 に よ る カ ナ ・漢 字 変 換,情 報 処 理 に お け る 日 本 語(漢 字)の 取 扱 い,

p,1～11.日 本 経 営 科 学 協 会 ゼ ミナ

注22.斉 藤 他:漢 字 の 機 械 へ の 入 力,情 報 処 理,SEPT1969p.294～298.

注23.保 原 他:和 文 入 力 に 関 す る一 考 案,情 報 処 理,FEB1970p.108～111,

注24.吹 抜 他:あ い ま い さ種 別 の フ ィ ー ドバ ッ ク を 有 す る カ ナ 鍵 盤 漢 字 入 力 装 置,電 子 計 算 機 研 究

`
会 資 料C72-5

注25.Pamphlet:ChineseldeographicPhoto'composerRCA

注26.W.F.Heagerty:Ideographiccomposingmachine20)と 同 稿P.73～93.

注27.ITEK:AnnualReport1964.

注28.桜 井 宣 隆:情 報 検 索 用 機 械,情 報 処 理,Nov.1966,P.346,
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注29.朝 日 新 聞:か な の キ ー で 漢 字 もOK,電 算 機 に 新 し い 入 力 装 置,46年7月8日10版

注30.日 刊]二1業 新 聞:3355字 を 収 容,電 電 武 蔵 野 通 研 が 漢 字 入 力 装 置 試f乍47,12.4.

注31.IBM:SystemReferenceLibrary,IBM2760,0ptica11mageUnitComponentDescription.

注32.G.F.Groner他'Onlinecomputerclassificactionofhandwritterchinesecharacterasa

日20)

translationaidと1司 文 献p.53～72.

注33.日 立 パ ン フ レ ッ ト:漢 字 ・カ タ カ ナ,オ ン ラ イ ン 手 書 き 文 字 認 識 装 置,p.4～5.日 米 コ ン ピ

ュ ー タ 会 議 展 示 会,

注34.K.Nakataothers:Prol)lemsinChineseCharacterRecognition,FirstUSA-JAPANConiput-

erConference1972P.296～301

注35.中 田 和 男:音 声 の 認 識 と発 生,情 報 処 理,APRIL1972p.247～255.

注36.倉 石 武 四 郎:漢 字 の 運 命,岩 波 新 書
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4.日 本 語 情報 処 理 の 出力 シス テ ム

電子計 算機を主 役 とした技術革新 に よ り今 日社会全 般が情報化社 会へ と飛躍 的 に発展 しつつあ る

が,さ らにデー タ通信網の利用に よ り広 く情報が容易にえ られ るよ うになると,日 本語に よる情報 の

処理お よび入出力に対 す る必要性 はます ます高 まって きた。電子計算機 システムその ものが米国にお

いて開発 され,英 数字情報 の処理 に適 した ソフ トウエ アお よび入出力装置 のハ ー ドウェアが設計 さ

れ,そ のま まの形 でわが国において広 く利用 されて きた ことと,英 数字情報 に比べ 日本語 を構成す る

文字が多種 であ るとともに,印 刷編 集が複雑 であ るな どの 日本語情報 の特殊性に よ り,そ の出力 シス

テ ムの ソフ トウェア,ハ ー ドウェアの開発 および利用が技 術的,経 済的 な面 で遅れを もた らしたため

であ る。 日本語情報処 理の出力 システムの処理内容については次 の三 つの レベルにわけて考 え ること

がで きる。

(1)デ ー タ処 理の レベル

(2)情報 編 集処理 の レベル

(3>言語 処理 の レベ ル

(1)のデ ー タ処理 の レベ ルは ライ ンプ リンタや タイプライタに よって英数字が データと して出力処理

され ると同 じよ うに,デ ータを漢字 で プ リン トす る レベルをいい,こ の場合漢字は文字 と して また文

章言葉 としての処理 は されていない。 この レベルでの出力 システムは漢字処理 と して最 もふ るく,昭

和30年 頃 か ら機械 印字方式 の漢字 テ レタイプライタが受信端末機 と して新 聞社を 中心 に現在に至 る

まで長 く使われ て きた。昭和42～43年 にかけて 日本電子産業 ・日立製作所 の両社か ら電子式 の高速

漢字 プ リンタが発表 され,昭 和45～47年 にかけて富士通 ・高千穂交 易 ・日本電気 ・沖電気な どの大

手各社 か らも漢字 ラインプ リンタが発表 され,こ の レベルでの 日本語情報処理 の出力 シス テムは文字

種,コ ー ド,字 形 の標 準化 な どの問題 を除 いて実用期に入 って きた。

② の情報編集処理 の レベルは漢字 をデータと してではな く意味 のある文字 として処理す る レベルを

いい,文 字 を集合体 としての文章,組 版,画 像な どとして とらえ,文 字 の大 きさ,組 み方 向,書 体,

字 詰め,禁 則 な どの行編 集処理,ペ ー ジ割 り付け処理な どの 日本語情報 としての編集処理 ソフ トウェ

アお よびハー ドウェア として電算植字装置 などを必要 とす る。 これ らの電算植字装置は機械式 の もの

ツ

として昭和44～45年 に富士通,写 研か ら,高 速電子式の ものは昭和42～43年 頃 に 日本電子産 業,

RCA,IBMか ら発表 され実用化 されて きた。

(3)の言 語処理 の レベルは漢字 の文字 としての問題の他に 日本語 としての表記法 の複雑 さ,お よび音

声処理 の技術的 な困難 さなどか ら研究段階 のものが多 く,こ れか らの レベルのものであ り,カ ナ漢字

変換,音 声入 出力,和 欧文翻訳,情 報検索 などが この レベルの処理 システムに含 まれ る。

4.1文 字

日本語情報の出力 システムの大きな問題点は日本語情報を構成する文字の複雑さにある。
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まず 日本語の情報 は多種文字か らな る漢字 とカナなどの和文情報 と英数字か らな る欧文情報が混在

して用 いられてお り,日 本語 の情報処理は世界 の文字情報処理について考えなければ ならないとい う

点 にあ る。 また,そ の漢字 の もつ文字種 の多 さ,複 雑 さな どの特殊性か ら文 字種,字 体,コ ー ド体

系,伝 送処理 な どの標準化 がお ぐれ てお り,発 展す る情報処理 システムの必要性に対応 できな くな る

おそれ もあ る。 したが って従来文字が文学的,教 育的,社 会的な面 か ら論 じられて きたが,こ れ らの

問題点について広 く情報工学的な面か らも考慮 しなければな らない時期 にきてい ると考 えられ る。

4.1.1文 字 種 お よび 文字 コ ー ド

日本語情報 で一般 に用 いられて いる文字種の数は応用分野に よってまちまちであ るが,そ の概略 の

値を表4.1に 示 す。 それ ぞれ の分野において文字の出現頻度 もまたまちまちで,平 均 した値 と して示

す ことはむずか しい ようであるが,お よそ2,000字 種 で99%近 くの値を示す といわ れてい る。

これ らの多種文字 か らなる 日本語情報の文字 システム内に用い られ ている文字や記号を含め た文字

分 野 使用文字数(字)

新聞報道記事等 約2,500

一般の書籍碧r品等
約4,500

'

日本の地域名(都 道府県市町村大字) 4,300

氏名等を含む情報および辞書百科事典など 8,000～10,000

表4.1分 野別使用文字数

6 〔1 o 1 1

'

0 1 0 1
4 」

, 1

0 0 0 0

//// α潮///,
フ ァンクションコード・

w

0 o D 1 i鴛i鑑総
!ノノ!

〔} o 1 0

当ノコ
0 D 】 1 文字コード,前 後51

0 1 0 0 絃せ誌 寸=2304

o 1 o 1

0 1 1 0

0 1 1 1

1 0 0 0

1 G o 1

1 0 1 0

1 G 1 1

1 1 0 0

1 1 0 1

1 1 1 0
^x× 、!//

シ ョ ン コ ー ド1

1 1 1 1鎌
懸 のファンクシランを前列にして後列文字
コードの組合せで文字コードにし得る,

図4.CO-59コ ー ド表
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群 もまた 多種 多様 であ り,外 国文字 がか な り頻度 の 高 い割合 で用 い られ てお り,全 体 の文 字種 を

5,000字 と した 印刷分野 におけ る文字 群の一例を表4.2に 示 す。

日本語情報 の文字 の中心 となる漢字 に対 しての文字種 の標準化の例は少 な く,し たが って漢字文字

コー ドの標準化が遅れ てお り,日 本語情報処理 の発展 の大 きなネ ックとなっているが,国 お よび団体

としてのい くつか の標準について表4.3に 示 す。

この文字種 の標準化 とあわせて漢字 文字 コー ドの標準化 が必要 となって きてお り,JIS化 の 努力

が情報処理学会 を中心 と してお こなわれているがい まだ成案 をみ るに至っていない。

漢字文字 コー ドの標準 と して有名な ものは昭和34年 に共 同通信社 を中心 と して各新 聞社 との間 で

作 られtgCO-59コ ー ドのみ であ り,こ れは図4.1に 示 され るよ うに6ビ ッ ト2列 の計12ビ ッ トで

1字 を表わす コー ド体系を とってい る。

現在,各 種の漢字 プ リンタが発表 され ているが,こ れ らは ほ とん ど8ビ ッ ト2列 の計16ビ ッ トで

'

漢

ひ

力

数

英

ギ

約

予

表4.2文 字 種5,000字 の ・・一 ドプ リン タの文 字 構 成 の 一 例

種 類 文字数 審 議 機 関 制 定 時 期

当 用 漢 字

人 名 用 漢 字

1,850

92

国 語 審 議 会

〃

日罐}
注1)

当用漢字補正案 29 〃 〃29年 注2)

常 用 漢 字 4,000 全日本漢字配列協議会 〃43年

標 準コード用漢字

(試案)
6,100 情 報 処 理 学会 〃46年

注1.)

2.)

いずれも内閣告示による制定。

当用漢字 から28字 を削 り,新 しく28字 を加 える。別に音訓 を加 える字1,

字 体 を改め音訓 を加 える字1字 がある。 なお,こ れは国語審議会の第20回

総 会の審議報告であり,こ れによって当用漢字 そのものが変更 されたわけ

で はない。

表4.3お もな漢字標準案
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1字 を表 わ してい るが,そ の コー ド体系の内容 は統一 が とれ ていな い。

漢字文字 コー ド化上 の システマチ ックな問題点 としては,文 字種を限定す ることに よ り将来の文字

種 の改廃 に対す る冗長性 の問題 と,文 字 の分類上 の ウエ イ トづけに部首順(康 煕字 典式,新 部首式)

音 訓順,画 数順 な どが応用分野 に よっていろいろ用 い られ,一 定 の基準が ない ことな どが あげ られ

る。

4.1.2字 体

漢字 の特殊性 は文字種 の多 さとともにその字体 の複雑 さにある。昭和21年 に 国語審議会か ら1,850

字 の 当用漢字 が発表 され,ひ きつづ き昭和24年 に 当用漢字字体表 が発表 され,字 体 が確実 に決め ら

れ統一 が とられ て きたが,そ れ以外の字体 については規準 がな く必要に応 じてい くつ かの異体字が用

い られ ている。表4.4に 字 体の分類を示す。

当用漢字字体表 の発表に よ り旧字体か ら新字体 へ と多 くの簡 略化が なされ,一 般 に画数 が減少 し,

と くに横線 の多 か った字 も是正 された。 その簡略化 の種類 を表4,5に 示 す。

、

分 類 内 容 例

新 字 当用漢字制定時に字体が新しくなったもの 剣 ・ド(格)(恭)

旧 字 当用漢字制定時に新字ができた旧字体 剣 聖

本 字 従来正字形として認められているもの

古 字 説 文 解 字 な どに所 載 のllぱ を構,L}形 に した もの 劔

別 体 字
ある体のもの,ま たは異なった しくみをもつが同音

同義の字 とすべきもの

俗 字 本字がくずれた形で通用 しているもの
、

劔 撃

誤 字
部分的に通用 しているが誤まった字形で使用 しては

いけないもの
収

表4.4字 体 の分 類 の －J例

当用漢字 以外 の文字 の字体 につ いては規準がな く,字 体の選定 も各種各様 にお こなわれ混乱をお こ

してい る。 オ ・一ソ ドックスな考 え方 と しては当用漢字は新字体を用い,当 用漢字 以外 の文字に ついて

は新字 体で とられた簡略化を しない字体を用い る。 この場合,当 用漢字 と半用漢字外 との間 でた とえ

ば,「 花」 と 「芯」,「 辺」 と 「辻」の よ うに同 じ部首 のパター ンが異な って くる。 この ようなオー ソ

ドックスの考え方に対 し,最 近 は当用漢字に採用 された簡略化を当用漢字外 の文字 の字体 に対 しても

採用す る動 きが多 くな ってきた。 しか しこの場合 で もその簡略化 の範囲は表4.5の 簡 略化 の種類 の う

ち,1と2に 属す る簡略化 は一般 に受入れ られ ても,表 に示す ようにその他の簡略化 に対 しては使用

者の使用に対す る抵抗が大 きい。
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したがって,一 般 に新字 と旧字,あ るいは正字 と異体字 が同一 の文字について要求 され る場 合が あ

るので,文 字種 が字体 の点か らも増加す る傾 向とな るぼか りでな く,文 字を出力す る場合 の選定 に規

準 がな く混乱が増加 され ている。

また,字 体 とはいえないが,日 本語情報文 の特殊性 として,た て書 き,横 書 きがあ り,カ ナの よう

音 ときつ音お よび句読点 などの約物 の字体 がそれぞれ異な り,こ れ も文字種の増 加の一因 とな ってい

る。普通,た て書 きと横書 きで用意 しなければ ならない約物 の種類は70種 程 度で ある。

分 類 例

1 デザ イ ン上 の ア クセ ン トを 改 良 した もの
者 ← 者

巻 ← ㊨

2 部首の形を簡略化したもの
花 ← 花

辺 く一 邊

3 素子の形を簡略化 したもの
仏 ← 佛

独 ← 濁

4 略字体を採用 したもの
体 ㎡　 農

会 ← 會

表4.5字 体簡略化の分類

4.1.3字 形'

日本語情報処理 の出力 システム として用 いられている漢字 プ リンタの出力文字に対す るデザ イン上

の字形には,モ ニタプ リン ト用 と しての簡易型 と,一 般 印刷 に用い られてい る電算植字用 の字形 とが

ある。

簡易型は もっぱ ら ドッ トの形で文字 が作 られ,そ の素子数は15×18～32×'32と い ろいろの もの
㌃

が ある。 ドット表現の簡易型 では細 ゴシック調であ るが,24×24以 上 の素子数 にな ると明朝体調 の

ドッ ト文字 をデザ インす ることが できる。

電算植字用の文字の書体 と しては 明朝体,ゴ シック体,教 科書体,新 聞書体が一般 印刷用 とおな じ

く用い られ てい る。一般に文字種が約10,000字 種 の場合,

明朝体5,000字 種

ゴシック体3,000字 種

教科書体900字 種

その他1,100字 種

の ような文字書体 のセ ッ トと して用い られ る例が多 い。 また これ らの文 字書体 は文字 の大 きさに よっ

て明朝体の場合は細線 と太 線の割合 ゴシ ック体の場合 は纏め太 さをデザ イン上変 えて用 いてい る場合

が多 く,し たが って電 算植字用 では使用す る文字 の大 きさの範 囲が広 くなる と,そ れだけ必要 とす る

文字種が多 くなる。

新聞書体の場合 は特殊 で,本 文 用の1倍 文 字は80%の 偏 平文字 を用 い,見 出 し用 の1.5倍 以上 の

文字は別にデザイ ンされ た普通 の正 方文 字を用 いてい る。電算植字 に よる新 聞を発行 してい る日刊ス
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ポ ーツ社の場合は電算植字装置 に収容す る文字種の増大 を防 ぐために,正 方 の1書 体のみを収容 し,

本文用 の1倍 文 字は文字発生装置 で偏平に して植字をおこなってい る。

なお,わ が国におけ るプ リン ト文字 の大 きさには用途 によって表4.6に 示 す よ うな3種 類 の単位が

用 いられてい るが,こ れ らも標準化の必要 な対象 となっている。

文字 のデザ インは文字 の印字品質を決め る大 きな要 素の一つで,日 本の文 字は手書 き書体か ら活字

書体にかけてい くつかの グル ープが あ ったが,現 在残 ってい る代表的 な ものに モ トや書体,岩 田書

体,日 本活字書体が ある他,各 新聞社専用の書体がある。以上のホ ッ トタイプの書体に対 し,写 真植

字用 の書体 として,石 井書体,モ リサ ワ書体があ る。

これ らの書体 は長 い間用い られて きたが,こ の数年来,活 字,写 真植 字共,新 しい デザ インの書体

作 りの動 きがあ り,モ トや書体を改良 した アポ ロ書体,写 真植字用 として まった く新 しい明朝体 と ゴ

シック書体 をあわせた よ うな タイポス書体な どが開発されてい る。

いずれに して も,書 体は印字機構に よってその品質 が影響 され るので,ノ ・一 ドプ リンタ,電 算植字

装置の各機構 にあわせて,書 体 の設計がお こなわれている。

単 位 使 用 分 野 ㎜との換算

ポ イ ン ト

級

倍

一般印刷活字

写真植字機

新 聞

0.3518

025

2,235

表4,6活 字 の単 位

4.1.4文 字 品 質

英数 字に くらべ 日本語情報 に用い られ る漢字の素子数は8～30倍 もあ り,そ れだ け出力文 字に対

す る解像力 の文字品質が要 求 され る。

一般に出カ プ リン トに要 求 され る文字品質は用途に よって表4 。7に 示 され る値が必要であ るといわ

れてい る。

一例 として商用印刷用の12ポ イ ン トの漢字1字 に対 しては10
,000ビ ッ トを必要 と し全体で5,000

分 類 解 像 力 文字 寄 り引'き 濃 度

モ ニ タ

軽 印 刷

商 用 印 刷

4本/㎜ 以上

10〃

20〃

1.0㎜ 以 下

0,2〃

0.1〃

2.0～2.5

2.2～2.5

2.5±0.1

表4.7文 字 品質の要求度合

字 の場合には50,000,000ビ ッ トの大量の文字記憶が必要 となる。

文字の印字品質 は文字の発生方式,印 字方式,記 録現像方式,記 録媒体 な どの総合的な性能 で決定

され るが,可 読 性などの要素 と して文字 のデザ イン設計上の問題は大 きく,ハ ー ドプ リン ト用,電 算
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植字用 の文字 はそれ ぞれ のハー ドウェアの特性に合 うように設計 されてい る。

4.2文 字 発 生 方 式

出力 システムの代表 的な もの としての漢字 プ リンタの一般的 な構成を図4.2に 示 す。 このなかでは

文字記憶部 と文字 ア クセス部 をあわせ た文 字発生装 置が多種 文字 か らな る複雑 な漢字を,い かに速

く,安 定 して,経 済的 に安価 でプ リン トできるかを決 める重要 なものであ る。

その文字発 生方式 には各種 のものが考案 され実 用化 され てお り,そ の分類を図4.3に 示 す。

文字記憶部

文字読出部 印字機構部 記録現像部

図4・2プ リンタの一般構成の ブロック図

文字信号発生

活字打鍵方式

デ・ジー<鷺 襟

字… 一 く ㌘ ご ツト方式

字母光学方式く 竺 ㌶
式

図4.3文 字信号発生方式の分類

4.2.1活 字 打 け ん方 式

この方式は漢字 プ リンタ として最初に用い られ現在 に至 るまで広 く使用 されている もので ,活 字を

ハ ンマで打けんす る純機械式の'もの であ る。

この方式の もの と しては沖電気 と新興製作所 の2機 種が有名であ る。

文字の収容方式に二つあ り,沖 電気製 の古い型 のものは タイプパ レッ トに活字 を2～4段 で24～

48列 の配列 で収容 し,活 字を差動歯車 による加算機構に よ り所 定位置 に移 動 させ打 けんす る。 も う

一つの方式は活字 ホイ ールに タイ プ活字を収 容 し
,常 時一定速 度で 回転 させ,ホ イール位置を選択

し,打 けん印字す るものである。

この方式 の ものは収用文字数 は2,500字 前 後 で,プ リン ト速度 が120字/分 程度であ る。
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4.2.2ド ッ ト方 式.

ドッ ト方式 は漢字を ドッ トに分解 して,各 ドッ トを ビ ットに対応 させ てデ ィジタル信号 として記憶

させ,出 力時 に記憶部か ら読 み出 して出力す る方式 で,漢 字 プ リンタとしては最 も多 く用 い られて い

る方式 である。

漢字1文 字 を表現す るのに必要 な ドッ トの数 は出力文字品質 に要 求 され る解像度 に よって決 ま り,

表4.8に 示 す よ うな値が用い られ てお り,ド ッ ト文字 の一例を図4.4に 示 す。

一例 として・・一 ドプ リン ト用 の ドッ ト文字 の場合 ,18×18の ド ッ ト構成 では当用漢 字では 「曇」

「警」 「響」 「襲」 の4字 は表現で きず略体 となる他 ,約4,000字 の漢字に対 しては約30字 の漢字が

略体 となる。文字 の ドッ ト構成 が24×24以 上 にな るとほ とんどの文字 に対 して略体 を使 うことな く

O

`

2

3

4

5

6

フ

8

9

0

1

2

1

1

「

l

I

I

`
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掩
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烈

≡
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図4.4英 数 字(7×9),た て 書 き活 字(18×22),横 書 き活 字(18×18)ド ッ ト文 字 の 例

/
分 野 ド ッ ト 構 成

ハー ド プリン タ 5×7

英 字 7×9

沖18×16

ハー ド プ リンタ 日 電24×24

高 千 穂32×32

漢 字 富 士 通18×15

IBMI8×18(22)

8ポ イ ン ト60×60
電 算 植 字

12ポ イ ン ト105×105

漢 字
(た だ し25本 血lmの と き)

表4.8ド ッ ト文字の構成例
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表現 で きる ようになる。

ドッ ト方式 の場合 の文字 の ドッ ト信号の記憶素 子 と しては磁気 コア,ド ラム,デ ィス ク,MOS

ICメ モ リな どが用 い られ ている。磁気 ドラム ,デ ィス クは大容量 で多種文字 の記憶素 子 と して適 当

で1ド ッ ト当 りの価格 も安価であ るが,ア クセスが遅 いので出力速度が100字/秒 以下 にな る。 これ

よ りも現在 は1ド ッ ト当 りの価格が高価 であるが,高 速 ア クセスが可能で,近 い将来の価 格が安価に

なる期待 のもて る半導体 メモ リのMOSICシ フ トレジス タやRAMが 有 望視 されてい る。

ドッ ト方式 の文字記憶の方法で特 徴のあるものに高千穂交易 のT4100漢 字 プ リンタで とられ て い

る方式があ る。T4100で は プ リン ト品質 として1文 字当 り32×32ド ッ トであ るが,文 字 の記憶 は

16×32ド ッ トの半分の記憶容量で,記 憶部か ら読み 出す際 に漢字のパ ターンの もってい る特性を利

用 し,特 殊な論理回路に よって補正 し,32×32ド ッ トに変換 してい る。

電算植字用の ドッ ト文字の場合は表4.8に 示 す よ うに,1文 字 で5,000～10,000ド ッ トを必要 と

し,多 種文字の場合には記憶部は大 容量 とな るの で,フ ァクシ ミリの帯域圧縮の方式 と同 じよ うな文

字の線素の ドッ ト位置を記憶す る方式 をとってい る。

この方式は ライン ドッ ト方式 ともよぽれRCA社 の ビデオ コンブで とられ た方式 である。

一般に ドッ ト方 式 は後 述の字母方式 な どのアナ ・ グ処理 の ものに比べ
,デ ィジタル処 理 され るの

で,出 力位置(字 並び)や 濃度 の二様性 などの特性の安定性にす ぐれている。 しか し,文 字 品位を上

げ るためには,記 憶 容量が高価 になることや,文 字の大 きさの可変に対 してはそれぞれ の大 きさの文

字の記憶 を必要 とす ることな どの欠点は あるが,将 来性や機器の設 計の しやす さか ら最 も有望 視 され

ている。

4.2.3ス トロー ク方 式

ス トロー ク方式 も ドッ ト'方式 と同 じくデ ィジタル方 式で,文 字の線素 の情報 のみをデ ィジタル量 と

して記憶 している。 このス トロー クの記憶方 法の主 なる もの として二 つの方 法がある。第一 の方 法は

文字 の各線素 に対 して,始 めの位置 と,方 向 と,長 さを記憶す るもので,第 二 の方法 は各線素 に対 し

て,始 め の位置 と終 りの位置を記憶す るものである。

ス トP－ ク方式 で文字 の分解能を ドッ'ト方式 の32×32ド ッ トに対応 させて設計す る と ,1ス トロ

ー クに約16ビ
ッ トの記 憶量 となる。漢字 の平均的な字画数は約12画 で,こ れを ス トロー クに換算す

ると約%の 記憶容量 ですむ ことにな る。

しか しス トロー ク方式 の場合は各文字の記憶容量が そのス トロー ク数に よってそれぞれ可変 とな る

他,出 力装置に対 しス ト・一 ク信号で動 作す るこ とが要求 され,装 置が複雑 で高価にな る欠点が あ る

ので,現 在は グラフ ィック表示機能 を もったCRTデ ィ ス プ レイや,COM装 置 な どに用 い られ て

い る。

4.2.4字 母 ア ナ ログ 方 式

字母 アナ ログ方 式に は図4.3に 示 す よ うに,フ ライ ングスポ ッ ト方式 とビデ コン方式 の二 つが あ

る。

フライ ングスポ ッ ト方式 に よる文字発生の原理を図4.5に 示 す。図にみられ るよ うに,平 板上の写
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真乾板に文字を多数配列 して撮影 した文字マ トリックス板を設け,こ れを高解像度 フライ ングスポ ッ

トCRTの ビ ーム偏 向走査 に よ り,必 要 な文字を選択 走査 し,文 字画像 の走 査 ビデオ信号 を うる。

この 出力信号を フ ライ ングスポ ッ トCRTの 走 査 信号 と同期 したCRT上 に 表示 し,プ リン トやデ

ィスプ レイに用 い られ てい る。
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フ ラ イ ン ゲ ス ポ ツ ト方 式 原 理 図

フライン グスポ ッ ト方式 を用 いた実用機 と しては,日 本電子産業のハ ー ドプ リンタや電算写植装置

があ り,こ の方式 に よる文 字 の解像力 は高 い。 同 システ ムの場合,ひ と組の フライン グスポ ッ ト系

で,ハ ー ドプ リン ト用 として,50×50ド ッ ト相 当の品質 で約10,000字 を,電 算植字 用 と して100

×100ド ッ ト相当 の品質で約5,000字 を 発生 させ ている。

フライン グスポ ッ ト方式の場 合,出 力文字 品質 が高 いほか,文 字 のア クセスが速 く,し たが って出

力速度 も速 い。 また,文 字発生が アナ ログ式 のため,文 字 の変形 出力(長 体,偏 平)や,文 字 の大 小

出力制御 が簡単 であ り,高 速 に良質で多種文 字 の出力を うるのに適 してい る。 しか し他の方式 に比

べ,装 置 が大 きくな り,ア ナ ログ式のため,デ ィジタル方式に比べ,出 力文字の字並びや濃度の安定

性 が劣 る欠点 を有 している。

字母 アナ ログ方式 のも う一つ の ビデコン方式は富士通 と電電公社武蔵 野通信研究所 によ って共 同開

発 され た もので,図4.6に そ のブPッ ク図を示す。

ビデ コン方 式では直 径160㎜ の プラスチ ック円板 に同心 円状に約5,760字 の文字 パ ター ンが配列 さ

れてい る。 この 円板は約130回 転/秒 で 回転 してお り,フ ラッシ ュランプのせん光に よ りビデ コン上

に1列15字 の文字 パ ターンを蓄積 し,こ の中か ら必要な1字 を選択 走査 して,文 字 の走 査 ビデオ信

号をえてい る。

この ビデ コン方式は フライングスポ ッ ト方式 に比べ速度は80字/秒 と遅 く,解 像度 も悪 くな るが,

偏 向系が簡単 で,現 状では最 も価格的に安 い方式 であ る。 フライングスポ ッ ト方式 に比べ解像度は劣
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るが,ド ット方式 の文字に比べ,ア ナ ログ式のため,自 然 な文字が出力 され 可読 性は良い。

4.2.5字 母 光 学 方 式

字母光学 方式 は機械式の写植装置に多 く用 いられている方式 で,富 士通,写 研 のそれぞれの システ

ムで採用 されてを り,そ の原理図を図4.7,図4.8に 示す。

両社の方 式 とも,回 転 してい る文字盤を フラシ ュランプで照射 し,必 要 とす る文字を レンズ系 に よ

りプ リン ト面に撮影す る方式であ るが,図 にみ られ るよ うに,構 造が異な ってい る。

富士通の方式 は回転文字盤に ドラムを使用 し,1系 列 に約4,000字 を 収容 し,最 大3系 列まで組み

込め るよ うにな って いる。文字は フ ラッシュランプに よ り,ロ ータ リ ミラで選択 されて照射 され,コ

リメーシ ョン レンズ系を通 して感光面 に投射 され る。文字 の出力速度は約20字/秒 である。

写研の方式は回転文字盤に 円板を使用 し,1枚 に 約3,200字 を収容 し,最 大4枚 まで組み込 める よ

うにな ってい る。文字は フラ ッシ ュランプに よ り,プ レー トセ レクター,オ プチ カル トンネルな どの

光学系に よって選択 されて感光面に投射 され る。文字の出力速度は約8字/秒 であ る。
!

これ らの字母光学式は電子式の写植方式 に比べ,出 力速度 は遅 いが,安 価で,良 好 な印字品質 を う

ることがで きる。

4.2.6そ の 他 の方 式

以上の方式は漢字情報 の汎用性 のある文字発生方式であるが,特 定の限 られた漢字情報 の文字発生

方式 と しては各種 の ものが実用化 され てい る。 た とえば電光 ニュース,交 通案内表示板,駅 の発車行

先案内,み ど りの窓 口におけ る切符情報 の発生,定 期券等 の切符情報の発生等が ある。

なお,日 本語 の文字発生に対 しては外 国で も多 くの開発研究 がお こなわれ,実 用機 と しては前述 の

ドッ ト方式のRCA,IBMの 電 算写植 システム,あ るいは富士通の字母光学式に似た フ ォ トン社 の機

械式写植装 置があ る。 その他Linotron(MergenthalerLinotype社),Stromberg-Carlson社,ベ ル

電話研究所な どの研究お よび文献が ある。

-85一



4.2.7外 字 処 理

日本語情報処理 の出力 システムで文字 に関連 して生ず る大 きな問題 に外字処理 がある。 これは収容
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文字種 を限定 して設計 されなけれぽな らない出力装 置にとって,現 状では さける ことので きない問題

点であ る。

それ ぞれ の文字発生方式で も,標 準の文字種 に収容 されてない外字 パ ターンを用意 して 、必要 に応

じて外字文字発生部か ら発生 させ る方式を とっているもの もあ るが,そ の場 合で も,用 意 してある外

字にない文字が要求 され た場合は処理不能 とな る。

この外字処理は システム的に不可欠の問題であるので,シ ス テム設計上,経 済性を考慮 した対策 を

ほ どこ してお く必要があ る。

4.3文 字 出 力 シ ス テ ム

前述 の ように',日 本 語情報は漢字の もつ特殊性 によ り,英 数字情報 の出力装置 に比べ,高 額 で開発

も遅れ ていたが,こ の1～2年 来,需 要 と相 ま って急激に各社 か ら漢字 プ リンタなどが発表 され,実

用期 に入 ってきた。

文字 出力 システムは応用の分野か ら,ハ ー ドプ リン ト,ソ フ トプ リン ト,COMプ リン ト,電 算

植字の四つに分け ることがで きるが,こ のなかでは,ハ ー ドプ リン トと電算植字 の分野の応用が最 も

進 んで いる。 これ らは前述の シス テムとしての処理 内容の レベル1と レベル2の データ処理 と情報編

集処理の レベルの ものであ るが,シ ス テムの利用機能面か らみ ると,通 信 回線の開放を迎 えて,日 本
■

語情報処理用の使いやすいオ ンライン端 末機 の出現が望 まれ ている。

4.3.1ハ ー ドプ リン トシス テ ム

従来の機械式 カナ英 数字 ラインプ リンタにかわ る電子式漢字 ライ ンプ リンタも各種 発表 され,速 度

も早 く,価 格 も低額 の ものが現 われ,使 いやす くなって きた。

ハー ドプ リンタの性能上 のキーポ イン トは 図4 .2の 構成 図に示 され る文字信号発生部 と印字部 とに

あ り,高 速電子 プ リンタとしては,そ れ に使用 され る用紙 の種類 と コピーの可能性が問題 とな ってい

る。 現在発表 され ている代表的 なハー ドプ リンタの性能一'覧表 を表4.10に 示 す が,プ リンタ制 御装

置 として,ミ ニ コンピュー タを用 い漢字 のもつ特殊性 を ソフ トウェアで処理す るケースが多 くな って

きた。 ミニ コンピュータはほ とんどが16ビ ッ ト1ワ ー ドの構成 で漢字 コー ド処理に適 しているほか,

ビ ッ ト処理 の必要 な漢字情報処理 の面か らもプ リン ト前処理用 として使いやす い。

表4.9に 各 種の ・・一 ドプ リンタの分類を,表4.10に そ の性能 を示す。

(1)活字 打鍵式

前述の文字信号発生の項 で説 明 した よ うに,代 表 的な ものは沖,新 興製 の もので,50BPS通 信

回線の受信端末機 と して,古 くか ら新聞社等で広 く用 いられている。

(2)ド ッ ト機械 式

ドッ ト機械式 の もの と しては,IBMと 日本電気製の ものがあ り,い ずれ も印字方式に インパ ク ト

な ワイヤ プ リン ト方式 を とってお り,い ずれ もコピーが とれる ことが特長 である。

IBM製 の ものは計 算機 の周辺装 置の漢字 ライ ンプ リンタと して設計 され ,1行 の 印字数は16字

と少 ないが,プ リン ト速度 は300～333行/分 と高速であ る。
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方 式 名 印 字 方 式 記録方式 代 表 機 種 名

イ ンパ ク ト
直

方 式

活 字 打 鍵 式 活 字 イ ン ク 沖漢テレプリンタ,新 興漢テレプリンタ

ド ッ ト 機 械 式 ワ イ ヤ ピ ン イ ン ク 日電(C5220),IBM(2245)

ノ ン

インパクト

方 式

ド ッ ト 電 子 式 多 針 電 極 静 電 記 録 富 士 通(6501B,6502A),日 電(C5210)

〃 FOCRT 湿式電子写真 高千穂(T4100)

〃 イオン流電界制御 イ ン ク 沖 エ レ ク トロ プ リ ン タ

字母 ビデ コ ン式 FOCRT 銀塩 安 定化 富士通(6521A)

フライングスポット式 FOCRT 銀塩 安 定化 日本電子産業(3100/750)

〃 CRT 乾式電子写真 日本電子産業(3100/800)

i 表4.9ハ ー ドプ リンタの方式の分類

日本電気製 の ものはヘ リカル ドラムを用いた特長のあ るワイヤプ リン ト方式で,プ リンタも小型 で

高速通信回線受信端末用 と して設計 されてい る。

以上(1),(2)の 機 械式の プ リンタは プ リン ト速度は以下の電子式 に比べおそ いが プ リン ト用紙 に普通

の紙が使え,コ ピーが とれ るところに特長があ る。

(3)ド ッ ト電子式

200BPS通 信 回線受信端 末用 として沖,東 芝製 の ものがあ り,沖 製 は記録方式 に感 熱式 を用い,

東 芝製は昭和44年 に 共同通 信社 との共 同で開発 された もので,静 電記録方式 を用いてい る。

富士通の新聞用漢字 プ リンタは新聞社 の集信 プ リン トシステムとして設計 され た もので,50～200

BPSの8～32回 線 をFACOM270-20計 算機 で集約制御 し,静 電記録方式で モニ タプ リン ト

を出力す る。 この プ リンタの特長 として,並 列 に3枚 の コピーが とれ,重 ね綴 じの処 理がお こなはれ

て出力 され る。

計算機周辺装置の漢字 ライ ンプ リンタとしては富士通,日 電,沖 製の ものがあ る。 富士通,日 電製

の ものはいずれ も多針電極 に よる静電記録方式 であ るが,富 士通製は電子式 ノンパ ク トプ リンタとし

て唯一の2枚 同時 コピーが とれ る特長 を もってお り,日 電製 のものは1,600行/分 と高速であ る。 沖

製の ものは最近発表 された もので,特 殊 な イン ク ミス ト印字方式 によ り,普 通紙に4,000行/分 の超

高速で プ リン ト出力す る。

高千穂交易製 の漢字 プ リンタは ドッ ト文字 と しては32×32ド ッ トと高品質 で,明 朝体調 の文字を

高速にFOCRTを 用 いて,乾 式電子写真方式 に よ り,プ リン ト出力す る特 長を有 す るほか,磁 気 テ

ープ入力に よるオ フライ ン方式 で ,各 種の アプ リケー ションソフ トウェアをそろえてい る。

(4)字母 ビデコン式

富士通の字母 ビデ コン式は文字発生 に簡潔 な同方 式を用 い,FOCRTに よ り銀塩安 定化方式 で印

字記録 して いる。文字発生 は アナ ログ式 なので印字品質は 自然 で,5,000字 を 収 容 し80字/秒 と高
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速なが ら価格 が安 い。

(5)フラ イングスポ ッ ト式

日本電子産業製の漢字 システ ムは フライ ングスポ ット方式を用 い,20,000字 種 の文 字を高品質で

高速に プ リン トできる特長 を有 する他に,文 字の大小,変 形,可 変文字 ピッチ,可 変行送 り等,高 度

な機能を もっている。 この漢字 シス テ ムは ミニ コンを制 御装 置内に もち,CRT印 字 方式を用 いた

プ リンタの他,次 姉以下でのべ るデ ィスプ レイ,COM装 置 も接 続 できる漢 字情報処 理用 のター ミ

ナル コンピュー タ的な設計がな されて いる。

漢字 プ リンタとしてFOCRTに よ って銀塩安定化紙に プ リン トす る機種、と,CRTか ら乾式電子

写真方式に よって一般普通紙に高速 でプ リン ト出力で きるプ リンタを有 して お り,電 子式 のプ リンタ

が一般に プ リン ト用紙が高価で,消 耗品経費がか さむ問題点を解決 している。

(6)応用 システ ム

日本語情報処理 のデータ処理 レベ ルの システムと しては,ハ ー ドウェアの価格面 でまだ問題点はあ

るが,性 能面 では実用的にほ とん ど問題 のないところまでにきてお り,最 大 の問題 は出力 システ ムの

それ よ りも,入 力 とソフ トウ ェアに ある。

応用 シス テムとしては,ま ず従来 カナあるいは コー ドで出力 され ていた氏名,住 所,品 名 な どを,

漢 字で出力する ケースと,宛 名印刷 に用 い られ る応用が多 い。いずれ に して も氏名 の印字 には多文字

種を必要 と し,外 字処理が さけ られ ない とい う問題はあるが,現 在広 くおこなわれ ているカナ書 きの

宛名印刷が漢字にかわ ることは,配 達 の能率化 の他,情 報 の確実 さお よびユーザへの大 きなサ ービス

向上 とな る。

新聞社におけ る漢字処理は最 も古 くか らおこなわれ,も っぱ ら受信端末 のモ ニタプ リン トに用い ら

れてい るが,ハ ー ドプ リンタの文章 出力 を軽 印刷用にす る応用 も多い。

いずれに しろ,漢 字情報 の入力は高価 であるので,重 複利用 され るもの,改 訂 の多 い情報処理な ど

に適 してお り,各 種 の応用に対す る ソフ トウェアの開発が必要 とな って くる。.

4.3.2ソ フ トプ リン トシ ス テ ム

ソフ トプ リン トの代表的 なハ ー ドウ ェア としてはCRTデ ィスプ レイ装置 であ るが,英 数字情報

用の デ ィス プ レイシステムも,応 用面 では これか らの ものである。 したが って漢字情報用 として も一

般的な システマテ ィックな製品がな く,沖 電気,東 洋通信機,日 立製 作所,東 芝,日 本電気 などの各

社か ら発表は され ているが,実 用機 と しては 日本電子産業製 の ものが数 例あ るにす ぎない。 表4.11

に 沖 電気 と日本電 子産業製な どの性能表 を示す。

デ ィスプ レイ文字 の表示方式 と しては ドット,ス トローク,字 母走査 の方式が あるが,今 後は ドッ

ト,ス トP－ クの方式 が有望 であ る。 表示CRTと して リフラ ッシュタイプとス トレー ジタイプの

ものがあ る。 日本電子産業製は字母走査方式(フ ライングスポ ッ ト方式)に よ り,放 送用 は リフラ ッ

シ ュタイプ,情 報処理用には ス トレー ジタ イプを使用 している。

デ ィスプ レイの応用分野 と して,

(1)情 報 照会,検 索用 などの オ ンライ ン端末利用
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(2)情 報 編集校正用

(3)テ レ ビ放送用

などがあげ られ る。

(1)のオ ンライン端末の例 と しては,漢 字デ ィス プレイが16台 用 い られ ている明治生命の例 のみ で,

これか らの分野であ る。 この場 合には漢字入力指示 の方法 も含めて,各 応用 システ ムご とにマ ンマシ

ンインタフェース機能 の設計 は慎重に取 り組 む必要があ る。

②の情報編集校正用 は大量情報,と くに文章情報の入力校 正に訂正 場所,訂 正法,訂 正 内容を指示

して プログラムでお こな うことが,一 般に採用 されてい るが,訂 正入 力 ミスな どのため;実 際的にそ

の正確 さに問題があ り,デ ィス プ レイに よる校正 システムの検討 が有望視 されている。

(3)のテ レビ放送 用 としては選挙速報 な どの電算機に よる直接 オ ンライン放送が有名 である。

この他,漢 字を画像 として,グ ラフ ィックデ ィスプ レイで表示処理 す る応用や,漢 字入力装置のス

ライ ド投影な ど各種 の ものがあ る。

4'.3.3COMプ リ ン トシ ス テ ム

COM装 置 の利用 も,ま だ マイ クロフ ィルムシステムそのものが システマテ ィックな レベルに きて

いないので,こ れ か らの分野 であ り,英 数字用 のCOMも 国産 機には な く,漢 字COMと しては 日

本電子産業製の もののみ で,そ の性能を表4.12に 示 す。

外国製 のもので,グ ラフィ ック機 能を もつCOM装 置 で漢字 を画像 と して処理す ることがで きる

ものがある。

日本電子産業製 の ものは プ リンタ制御部 は同社の ハー ドプ リンタとおな じもので,フ ライ ングスポ

ッ ト方式 の文字発 生に よ り,高 品質 の文字 を英数字の場合4,000行/分,漢 字の場 合,2,000行/分

の高速 で,16㎜ あ るいはマ イ クロフ ィッシュに プ リン トア ウ トす る。

同社製の ものの応用例 としては,キ ヤ ノン,総 理府統計局があ るが,本 格的なCOMと しては住友

信託銀行 の証 券代行業務 に コピー ・フローと組み合わせて使用 されてい る。

4.3.4電 算 植 字 シ ス テ ム

日本語情報処理 として,電 子計 算機に よって本格的に処理 され た最初 の例は,昭 和43年 に実 用化

され た 日本科学技 術情報 セ ンターにおけ る科学技術文献速報 の編 集印刷 シス テムであ る。 印刷分野に

おいては,人 手に よる活字拾 い,版 組み な ど,経 験的 な技能を必要 と し,こ れ らの労働力の不足,お

よび生産の合理化 に対応 した システ ム化 の要望が進み,電 算植字 システム導入の例が多 い。

電算植字 システ ムのハー ドウェアの方式分類を 図4.9に,そ の代 表的 な ものの性能 を表4.13に 示

す。第2世 代機 としては,機 械 式の字母 光学式文字発生に よる写研,富 士通の システ ムがあ り,植 字

速度は10～20字/秒 で あ る。第3世 代機 としてはRCA,IBM,日 本 電子産 業の システ ムがあ り,

RCA,IBMは ドッ ト方式,日 本電子産業は フライン グスポ ッ ト方 式の文字 発生で,印 字記録は いず

れ もCRT方 式 によ り70～150字/秒 の高速植字 である。

写研 の ものはSAPTONシ ス テム と呼ばれ,HITAC-10ミ ニ コンピ ュー タに よる編集処 理で,

1段 組 み の棒組み フィル ム出力をお こない,小 型 システ ムとして,お もに新 聞社 および印刷会社に数
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]
多 く採用 され,最 も実績 のあ るシステ ムである。

富士通 のPETYシ ス テムはFACOM270-20あ るいはFACOM-Rの 電 算機 に よってペ ージ レ

イア ウ ト編 集され,最 大A4版 の シー トフィル ムに出力す る本格的 なシステムで,大 手の凸版印刷を

は じめ,協 業化 あるいは共同利 用の電算 植字 セ ンタに多 く利用 され ている。

日本電子産業 の ∫EMシ ス テムはHITAC-10ミ ニ コン ピュータによ ってペ ー ジ レイア ウ ト編 集

され,最 大250㎜ 幅 のP－ ル フィル ムに高速 で出力す る全電子光学式 システムで,出 版社,新 聞社 な

どで利用 され ている中型 システ ムであ る。

IBMの シ ステムは グラフィックデ ィスプ レイに ょるペ ージ割付け,組 版 制御 な どを含 んだ大 型の電

算編集植字 システムで,朝 日新 聞,日 本経済 新聞な どに納入 され,シ ステム化が進ん でいる。

RCAの ビデオ コンブは欧米諸国で実績 のある システムで,印 字部 のCRTは 前2社 の ものが行 ご と

に植字す るのに対 し,ペ ージ植字 をお こな う特長 を もってお り,あ る大新 聞社に納入 され る予定 とい

われて いる。

電算植字 システムは まだハ ー ドウェアに も若干 の問題 はあるが ・システム全体・としてみ ると,編 集

処理 ソフ トウェアの充実,イ ンプ ッ トの簡 易化,有 効 な校正の方法の確立,ペ ー ジレイア ウ ト処理 の

確立な ど,ハ ー ドウェアの周囲の問題が大 きく残 っている。 このなかで当面 の問題 となる ものは有効

な校正法 である。 フ ァンクシ ョンの校正 を含 め,校 正入力 ミスに よるエ ラーの増加な ど有効な対策 が

望 まれて いるが,原 始的ではあるが,正 確な入力法 の確立 が第一の対応策 である とされ ている。 いず

れに しろ,こ れ まで システマテ ィ ックでなか った印刷 出版分野 におけ る電算植字 システ ムの成果 は,

これ らの問題点 のシステム化にかか っている とい うことが できる。

一 一 く
円板字母方式

ドラム字母方式

(SAPTON)

(FACOM6531C)

一一ぐ ∵1㌔ 一)

図4.9電 算植字 システムの方式分類

なお電 算植字 シス テムの性能 と して最 も重要視 され る文字品質は文字 のデザインを含めた ハー ドウ

ェアの性能 の他,フ ィル ムの性能,現 像処理,板 材 の製作,印 刷工 程などの総合 システムの性能で決

ま って くる ものであ る。
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4.4音 声 出 力 シ ス テ ム

音声 出力 システムも文字出力 システ ムとおな じよ うに音声 テープに記録す るハー ド出力 と,音 声 と

して出力す る ソフ ト出力の二つの形 式があるが,実 用的な用途 としては ソフ ト出力 が一般的 であ る。

音声出力は文字出力 の シス テムに比べ,空 間的 に広 い場所 で沢 山の人に一度 に情報 を伝達す る場 合

や,少 量のデ ータでない応 答の情報 出力 などに適 して いる。

音声出力 シス テムと しては長 い研究期間を過 ぎて,電 電公社 の時報サ ービス,電 話計算サ ー ビスの

応答に用い られてい る初歩 的な ものから,成 田新国際空港におけ る案内放送 システムな どと実 用的な

システ ムがい くつか利 用され るようにな って きた。

音声出力 システ ムの出力方式 としては

1)録 音 編集方式'

2)パ ラ メー タ合成方式

3)法 則 合成方式

がある。前二者 は実用化 の段階 にきてい る。 が,法 則 合成方式は研 究の段階 であ る。 しか しなが らい

ずれ も実用 はこれ か らの技術 で,

1)出 力 語 い数 の増加

2)出 力 品質 の 自然性,明 瞭性 の向上

3)安 価 な方式 、

な どが一般的 な条件 として要望 されてい る。

4.4.1録 音 編 集 方 式

録音編集方式は前述 の実用例 に用い られ てい る方式 で,磁 気 ドラム上 にあらか じめ標準 の発声者 に

よって,そ の システムで必要 とす る音声 の単語 お よび文 節を録音 してお き,処 理装置 か らの制 御信号

に よって切換 えて合成編集 し,文 章を組立 て る方式 であ る。

録音言語が 自然語な ので,自 然性は他 の方式 に比べ もっとも高いが,各 組合わせ単語 間の 自然性 や

時間的 な間隔 などの技術的な問題がある他記憶情報量 が多 く,語 い数 に制限があ り,数 百 語以下が実

用的 である。

この方式 の実用例 と しては前述の電電 公社 の応 答サ ー ビスの他,富 士通の成田新国際空 港の案内放

送,松 下通信 の札幌市地下鉄の案内放送 な どがあ る。

4.4.2パ ラ メ ー タ合 成 方 式

録音編集方式におけ る語 い数を増 加す るために,記 憶す る情報 を 自然 の音声ではな く,音 声の素片

を分析 し,音 声 の特徴要素(パ ラメータ)を 材料 として ドラムに記録 し,制 御信号に よ り必要なパ ラ

メータを演算 で合成 し,音 声を作 り出す方式 がパ ラメータ合成方式 である。

この方式の応用例 と しては 日立製 作所 が開発 してい る国鉄の座席電話予約 シス テムな どで,こ の場

合,語 い数は1,500語 を こえ るとい う。

パラ メータ合成方式 の中には音声素片 のパ ラメータの種類に よって ,IBMな どの チ ャネルボ コ一
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ダ方式や電電公社武蔵野電気通信研究所のPARCOR方 式などが他にある。

最後に,日 本語情報処理 システムは 日本語の もつ漢字 の文字種 の多 さ,複 雑 さ,文 章 としての編集

の複雑 さな どの特殊性に よ り,欧 文情報処理 システ ムに比べ大 きなハ ンデ ィを もって,そ の研究 開発

がス ター トした。 しか しなが ら,現 状 の技術的進歩 の レベルは,一 般 の技術 レベルの向上 と相 まって

数年前に考え られた よ り以上 の レベルに,こ れ らの問題点を克服 して到達 してい ると考 え られ る。

欧文の情報処理装置の代表的な タイプライ タは入力 と,出 力用のモ ニタが同時に とれ る,コ ンパ ク

トな装置 で,こ れ に匹敵す る漢字処理装置 の出現は 当分考 え られ ないが,文 字 の絵素 で約10倍,種

類 で約100倍 以 上 の漢 字出力装 置が,価 格的 には欧文用 の装置 の約数 倍以下の レベルに まで きて い

る。

日本語情報処理 の出力 システムのみの問題ではないが今後,文 字種,コ ー ド,字 体,伝 送制御手順

な どの標準化 が望 まれ る。
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一

メ ー カ ー 名 沖 沖 沖 日 本 電 気
一

型 式 ・ 名 漢字印刷受信装置 T300 エ レ ク トロ プ リ ン タ C5210

収

容

文

最 小 単 位 1,850 3,000' 2,209

拡 張 単 位 1,000 2,209

字 最大収容字数 2,600 10,000 8,000 8,836

文字 発 生方 式 活 字 打 鍵 ド ッ ト ド ッ ト ド ッ ト

ド

ッ

ト

文

字

ド ッ ト 数 18×16
一

18×16 24×24/15×10

大 き さ(mm) 4.0×3.6 4.7×4.0 4.23×4.22/2.7×18

記 憶 素 子 ワ イ ヤorコ ア ワ イ ヤorコ ア

字

母

方

式

形 状

1枚 収容字数

1字 大 き さ

'印 字'方 式
活 字 ド ラ ム 多 針 電 極 イオン流電界制御 多 針 電 極

記 録 方 式 イ ン キ 感 熱 イ ン キ 静 電 記 録

プ ブ

リ オ

ン|

ト膓

ト

行大 きさ(字) 10.5P×19字 10P×66字 12P×66字 12P×80字

字 間 隔mm 1/5〃 1/5〃 1/5〃 1/5〃

行 間 数mm 1/3〃 ・r1/6〃 1/3〃 1/3〃 1/3〃or1/4〃

プリント文字大 きさ 3.66×3.66mm 4・0×3・6mm 4.7×4.Omm 4.23×4.23/2.7×1.8mm

プ

リ速
ン度

上 、

一行/分
6 4,000 1,600

字/分 120 400 264,000

用

紙

大 き さ 8イ ンチ 8～15イ ン チ 16%イ ンチ Y18-Tl6/YIG300

ス プ ロ ケ ッ ト 無 有 有 有

給 紙 ロ ー ル シ ー ト シ ー ト ロ ー ル/折 畳

種 類 普 通 紙 感 熱 紙 普 通 紙 静 電 記 録 紙

コ ピ ー 枚 数 可

表4.IOハ ー ドプ リンタ性 能表(1)
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日 本 電 気 日本電子 産 業 日本 電子 産 業 谷 村 新 興 谷 村 新 興

C5220 3100/750H 3100/800 SCP-200 SC4000

2,960 5,000 5,000 2,544 4,096

1,000 2,500 2,500

3,960 20,000 20,000

ド ヅ ト フライング ・スポ ッ ト フ ライ ング・スポ ッ ト 活 字 打 鍵 活 字 打 鍵

18×18

4.23×4.23

平 角 板 平 角 板

100字 100字

1×1mm 1×1mm・

ワ イ ヤ FOCRT CRT 活 字 ド ラ ム 活 字 ド ラ ム

イ ン キ 銀 塩 安 定 化 乾式電子写真 イ ン キ イ ン キ

26字 12P×48字 12P×56字 12P 12P

1/5〃 1P毎 可 変 1P毎 可 変 5.08mm 5.08mm

1/3" 1P毎 可 変 最小11P
lP毎 可 変

8.5mm 8.47mm

4.23×4.23 4～24P 10～24P 12P 12P

100 平均400 平均750

180 180

214mm巾 A4B5巾 ・竺鍋
B5,A4,B4

A4巾 A4巾

無 無 無

ロ_ル ロ ー ル シ ー ト ロ ー ル 口_ル

普 通 紙 安 定 化 紙 普 通 紙 普 通 紙 普 通 紙

3枚 5枚
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メ ー カ ー 名 東 芝 東 芝 富 士 通 富 士 通

'

型 式 名 KF100/KF200 KF400/KF3000
'F6501B

F6502A

収

容

文

字

最 小 単 位 2,362 2,362 2,688 4,800

拡 張 一単 位 480 1,734 384

最大収容字数 2,842 4,096 7,200

文字 発生 方 式 ド ッ ト ド ッ ト ド ッ ト ド ッ ト

ド

ッ

ト

文

字

ド ッ ト 数 24×22 24×22 16×15 18×15

大 き さ(mm) 4.2×3.84mm 4.2×3.84mm 3.8×3.8 4.0×3.8

記 憶 素 子 変成器形 リー ド
オ ン リ メモ リ

磁 性 線 ソ レ
ノ イ ドメ モ リ 磁 気 ド ラ ム ROM

字

母

方

式

形 状

1枚 収容字数

1字 大 き さ

印 字 方 式 多 針 電 極 多 針 電 極 多 針 電 極 多 針 電 極

記 録 方 式 静 電 記 録 静 電 記 録 静 電 記 録 静 電 記 録

プブ

リ『

・㌻

ト ト

大 き さ(字) 15字 68字

字 間 隔mm 1.5㎜ 5.08/4.65mm 5.5㎜ 5.08㎜

行 間 隔mm 12mm 12/8mm 12.5mm 8.47/6.35mm

プリント文字大 きさ 4.2×3.84mm 4.2×3.84mm
.
3.8×3.8mm 4.0×3.8mm

z速

巨

行/分 26/53 107/600 121.5 600

字/分 400/800 1,600/12,000

用

紙

大 き さ 130mm×100m 仕 様 に よ る 182mm×250m 7～17イ ンチ

ス プ ロ ケ ッ ト 無 ,ノ 無 有

給 紙 ロ ー ル ロ ー ル ロ ー ル ロ ー ル

種 類 静 電 記 録 紙 静 電 記 録 紙 静 電 記 録 紙 静 電 記 録 紙

コ ピ ー 枚 数 並 列3部 2部

表4.10ハ ー ドプ リ ン タ性 能 表(2)

.
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富 士 通 高 千 穂 IBM

F6521A T4100 2245

2,048 7,525

512

5,376 8,192 10,000

字母 ビデ イコン ド ッ ト ド ッ ト

32×32 18×22/18×18

8～12P 4.6×5.8/4.6×46

LSI 磁 気 ディスク/ド ラム

円 板
・

5,376字 、

0.8×0.8mm

OFCRT OFCRT
'
ワ イ ヤ

銀 塩 安 定 化 湿 式電子写真 イ ン キ

gP×55字 64字 16字

3.2mm 3mm 5.08mm(1/5")

8.47/4.23mm 6mm
8.47mm(1/3"),
6.35mm(1/4")

3×3mm 3～12P 4.6×5.8/4.6×4.6

300,333

3,900 72,115

210mm B50rA4 90～480mm巾

無 無 有

ロ ー ル ロ ー ル シ ー ト

安 定 化 紙 電 子 記 録 紙 普 通 紙

可
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メ ー カ ー 名 沖 東 洋 通 信 機 日本 電 子産 業 日本電 子産 業

型 式 名 D1501 2420 3100

収

容

文

字

最 小 単 位 2,578 550 2,500

拡 張 単 位 2,500

最大収容字数 4,000 3,000 10,000

文字発 生 方式 ド ッ ト ド ッ ト フライ ング ・スポ ッ ト フ ライング ・スポ ッ ト

ド

ッ

ト

文

字

ド ッ ト 数 18×18 18×18

大 き さ(mm) 6×6mm 7×7mm

記 憶 素 子 コ ア

字

母

方

式

形 状 平 角 板 平 角 板

1枚収容字数 100字 100字

1字 大 き さ 1×1mm 1×1mm

表

示

性

能

素 子 CRT CR'T CRT ス トレージCRT

画 面 大 き さ

'

160×230mm 150×210mm 160×220mm 160×240mm

フ ォ ー マ ッ ト 32字 ×16行 32字 ×8行 18字 ×8行 32字 ×16行

文 字 大 き さ
・

10×8mm 8×6mm

フ レーム レイ ト 40 一

色 P39 P24 Pl

指

示

種 類 カ ー ソ ル カ ー ソ ル

コ ン トロ ー ル ラ イ ト ペ ン キ ー キ ー

入

出

力

制

御

オンライン入出力 1,200BPS 2,400BPS 2,400BPS

入 力 キーボー ド 漢 字 キ ー 2,688字 漢 字 キ ー 2,688字 漢 字 キ ー

入 力 機 器 紙 テ ー プ リー ダ 紙 テ ー プ リ ー ダ

出 力 機 器
'

紙テープパンチ 紙テープパ ンチ

ハ ー ド コ ピ 有

編 集 機 能

字挿 入,削 除

行 挿 入,削 除

全 面 消 去 等

字 挿入,削 除

全 面 消 去 等

字 挿 入,削 除

入 替'等

接 続 台 数 3台 32台

表4.llデ ィスプレイ性能表
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メ ー カ ー 名 日本電 子産 業 メ ー カ ー 名 写 研 富 士 通

型 式 名 SAPTON-A 6535
型 ・武 名 3100/150

収

容

文
字

最 小 単位

収
容

文

字

最 小 単位 5,000

拡 張 単位
拡 張 単 位 2,500

最大収容字数 6,400字 7,680

最大収容字数 20,000
文字 発生方式 字 母 光 学 式 字 母 光 学 式

文字 発生方式
フライ ング・スポ ッ ト

/ド ッ ト ド

ッ

ト

文

字

ド ッ ト 数

ド
ッ

ト

文
字

ド ッ ト 数 20×16 大 き さ(mm)

大 き さ(mm) OCRBフ ォン ト 記 憶 素子

字

母

方

式

形 状 回 転 円 盤 回 転 円 筒
記 憶 素 子 MOSIC

1枚収容字数 3,200字

字

母

方

式

形 状 平 角 板
1字 大 きさ 2.8×2.8mm

1枚収容字数 100字
印 字 方 式 フラッシュランプ露光 フラッシュランプ露光

1字 大 きさ 1×1mm 記 録 方 式 銀 塩 写 真 銀 塩 写 真

CRT印 字 方 式 プ

リ

ン

ト

《

↓

ζ

行大きさ(字) 240mm 210mm

記 録 方 式 銀 塩 写 真 字間隔(mm) 1/4級 0.25P

行間隔(mm) 0.5級 025P
プ

リ

ン

ト

フ
ォ

ー

マ

ッ

ト

ペー ジ大 きさ
AN132字 ×64行

漢 字66字 ×40行

文字大 きさ 9～18級6種 6～14P8種

字間隔(mm) 1CP可 変

文 字 変 形 可 可

行間隔(㎜) 1CP可 変

たて/よ こ 可 可

位 置 指 定
z速

(度

行/分

グラフィック機能 線 引 き 可 能 字/分 900 1,000

プリント文字 大 きさ 8～12CP
版

下,

弓
ル

ム

出

力

モニタプリント

プ速

リ
ン

ト度

行/分
AN5,000

漢 字2,500
大 き さ 10イ ンチ ×100フ ィー ト 8イ ンチ ×100フ ィー ト

フ イルム送 り ロ ー 戊レ ・片 パ ー フ オ ロー ル・アンパ ーフ オ

字/分
AN660,000

漢 字150,000

供 給 形 状 ロ_戊 レ100ブ イー ト ロ ー ル100フ ィー ト

使 フ

,1

用 ム

16～105mm

種 類 フ イ ル ム 安 定 化 処 理 紙,
自]画 紙 フ イル ム

、

ブ イ ツ ン ユ 105mm巾

入 力 装 置
`

紙 テ ー プ 紙 テ ー プ

表4.12COMプ リンタ性能表

編

集

シ

ス

テ

・ム

コンピュータ

プログラム

入 力 装 置

出 力 装 置

補 助 記 憶

HITAC-108KW

SAPCOL-H

紙 テ ー プ

紙 テ ー プ

磁 気 ドラム32KW

FACOMU-200

12KW

FCL-3

紙 テ ー プ

紙 テ ー プ

磁 気 ドラム65KW

表4.13電 算植字 プリンタ性能表(1)
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メ ー カ ー 名 富 士 通 日本電 子産業 RCA IBM

型 式'名 6531 3850 ビ デ オ コ ンブ 2680

収
容
文
字

最 小 単 位 5,000 10,000 自 由

拡 張 単 位 5,000 10,000 自 由

最大収容字数 12,762 20,000 40,000 外部記憶装置の
容量による

文字 発生 方式 字 母 光 学 式 フライングスポット ラ、イ ン ド ッ ト ラ イ ン ド ッ ト

ド

ッ

ト

文

字

ド ッ ト 数

大 き さ(mm)

記 憶 素子 磁 気 デ ィス ク

字

母

方

式

形 状 回 転 円 筒 平 角 板

1枚収容字数 50字

1字 大 きさ 2.8×2.8mm 1.2×1.2mm

印 字 方 式 フラッシュランプ露光 CRT CRT CRT

記 録 方 式 銀 塩 写 真 銀 塩 写 真 銀 塩 写 真 銀 塩 写 真

プ

リ

ン

ト

フ
ォ

ー

マ

ッ

ト

行大きさ(字) 210mm 240mm 296mm 210mm

字 間隔(mm) 0.25P 0.5P ⊥P
200

行 間隔(mm) 0.25P 0.5P ⊥P
32

2回以 上の分割出 力

で1イ ンチ以上 も可

文字大 きさ 6～12P6種 4～24P 4～96P 4～18P

文 字 変 形 可 可 可

たて/よ こ 可 可 可 可

プ速

膓
ト度

行/分

字/分 1,200 10,000 4200 135,000(英 文8ポ)

版

下
フ

ィ

ル

ム

出

力

モニタプリント 有 安定化紙
、

大 き さ A4,B5,A5,B6 250mm巾 9.44イ ンチ 巾

フ ィルム送 り XY送 り ロ ー ル ・パ ー フ オ無

供 給 形 状 シ ー ト300枚 ロ ー ル100m ロ ー ル ロ ー ル

種 類 フ イ ル ム フ ィ ル ム フ ィ ル ム フイルム/印 画紙

入 力 装 置 紙 テ ー プ 磁気/紙 テープ 磁気/紙 テープ

編

集

シ

ス

テ

ム

コンピュータ

プログラム

入 力 装 置

出 力 装 置

補 助 記 憶

FACOM270-20

(32K)

FCL-7

紙 テ ー プ

紙 テ ー プ

磁 気 ドラム131KW

HITAC-108KW

EDIC-1

紙 テ ー プ

磁 気 テ ー プ

磁気 ドラム131KW

HITAC-8400

(131K)

OCLPAGE1-」

紙 テ ー プ

磁 気 テ ー プ

磁 気 デ ィ ス ク

IBM360-40,

370-155な ど

JPS/OLS

紙 テ ー プ

磁 気 テ ー プ

磁 気 デ ィ ス ク

表4.13電 算植字プ リンタ性能表(2)
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5日 本語情報処理 の ための利用技術 と標準化

日本語情報処理 その ものの歴史の浅 さもあってか,そ のための ソフ トウェアは,ま ったく体系化 さ

れてお らず,基 本 的な考 え方 す らも固 まっていない。また,ソ フ トウェア ・パ ワー と して の蓄 積 量

も,現 在 の ところ,ま だまだ見 るべ き充実ぶ りを示すまでには至 っていない。

日本語情報処理 への関心 だ けにっ いてみてみ るならば,わ が国における電子計算機普及の初期段 階

か ら,一 部 には,か な り先進 的な挑 戦 もおこなわれており,そ の点 では,日 本語情報処理 の 歴 史 も,

浅 か らぬ ものがあるといえよ う。 しか しなが ら,世 間一般の関心 を集 めるよ うにな ったの は,1970年

代 に はい ってか らで あ り,そ れ まで は,ご く少数の研究者,実 務技術者によって,ほ そぼ そと実験 的

開発 が進 め られていたにす ぎな い。

従 って,そ の ソフ トウェアの内実 は,,質,量 ともに蓄積がないのは当然 のことであって,む しろ,

入 出力機器 や処理応用 シス テムが,あ る程度 の普及をみせてい るが,こ れか ら以後 に大 きな発展が予

想 される分野 である。

しか しなが ら,そ の体系化 にあた っては,十 分,か つ慎重に考慮 を払わねば ならない問題点が,す

でに いくつか存在 している ことを,こ れ までの試験的開発成果 が教 えてくれている。その根源的な問

題点 は,国 字(漢 字 を含む)と いう多数 のキ ャラクター ・セッ トを処理対象 に しなければ ならない と

いう宿命的 な もの であ り,そ こに既 存の ハー ドウェア ・ソフトウェア両面 の技術 との整合を はか るの

に特有 の困難 さが ある。以下,そ の い くっかの点を指摘 し,若 干 の分析を試 みることによって,今 後

の体系化 のための参考 に供 したい。

5.1鍵 盤 配 列 と符 号 化 規 則

漢字鍵盤入力方式 と して は,現 在,か ずかずの方式 が提案 されており,第6章 での報告 にも見 られ

るとお り,カ ナ漢字変換方式,ラ イ ンプ ッ ト方式 などのユニークな試み もあ る。 しか しなが ら現在の

と ころ,キ ー トップと漢字e .を1対1で 対応 させるかドあるいは,シ フ ト・キー操作 によ って対応 さ

せてい く,い わゆる 「漢字 テ レタイプ 鍵盤方式」が主流 を占めて いる。

漢字 テ レタイプ鍵盤方 式 の場合,鍵 盤上の文字 配列 と符号構成 とは,相 互 に密接 な関連が あり,そ

れぞれ,そ のどち らを とるかによ って,入 力以後の ソフ トgエ ア処理 への負担の度合 いが大幅に異 な

って くる。す なわ ち,鍵 盤上 のキ ー トップ配列を音訓順 にするか,あ るいは,出 現 ひん度を考慮 した

配列 にするか,に よ って,文 字符 号の構成規則 は,決 定的な影響 を受 けることになる。

ふ つ う,入 力段階での キーパ ンチ ャの操作性を重視 し,ス ピー ド・ア ップが最重要の 目標 とな る組

版処理 などの入力鍵盤で は,出 現 ひん度 を重視 した配列 どなる。 すなわち,漢 字 テ レ汐 イ ブ鍵 盤 で

は,盤 内収容文字種 が一般 に2,00b字 前 後 であるため,盤 面は大型化 し,両 手操作 に頼 らざ る を得 な

くなる。

打鍵時の手の動作範 囲を最小 にす るため には,日 常 の日本語文 で,最 もよ く使用 され る文字 群を中
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央部に配置 した方 が望 ま しく,CO-59符 号 を はじめとす る新 聞社,印 刷会社で用い られ る漢 字 鍵 盤

は,こ の方式を採用 してい る。ふっ う350～600字 種 の文字群を高 ひん度出現字種 とし,盤 面中央部か

ら手前 に配置 し,操 作性 の向上 を はか るとともに,打 鍵速度の スピー ド・アップを期 しているわけで

ある。

しか しなが ら,こ の方式 で は,後 述のよ うな理由 によ って,文 字符号の音訓順による構成 は:ほ と

ん ど不可能 とな る。印刷処理 のよ うに,入 力 された一 連の文字 ス トリングの配置 レイアウ トのみが対

象 となるソフ∧ウェア処理 で は,こ れで もほ とんど問題は生 じない。従 って印刷処理用鍵盤 が,操 作

性 を最重要視 して,出 現 ひん度別配列方式 を とるの は.そ こに理 由がある。一般に,350字 種 を打 鍵

者の手元近 くに配列 した場合,通 常の 日本文 の75%は,そ れによ ってカバーする ことがで き,配 列位

置の習熟記憶 も可能で ある。残 り25%が,盤 面上 に手を大 きく移動 させ,場 合 によ?て は,目 視 によ

る捜索が必要 とされ るわ けで ある。 このよ うな配列方式の模式 図を描 けば,図5.1の よ うになる。

←漢字鍵盤

低ひん度文字群キイ

高ひん度文字群キイ

人

←打鍵者席

図5・1ひ ん度順配列方式

この場合,当 然 の ことなが ら,符 号構成 と音訓順 との対応は,ほ とんどとれなくなって しま う。 た

とえば,英 文 テレタイプの鍵 盤の場合,鍵 盤文字配列 と符号構成 が最 も独立的に定 めやすいのは コー

ドバー符号化方式 で ある。 同種 の コー ドバー型漢字 テ レタイプ鍵盤では,8列 の コー ドバ ーに対 し,

192個 の キー トップを配 し,1キ ー トップに12～15文 字 を収容 する方式を採 っている。

12～15字 種 という1キ ー トップ上 の文字集合 ごとに,た とえば音訓順 ビット重みづけを とるな どと

いう論理関係 の対応 を とる ことは不可能であ る。また,マ トリクス ・スイッチ方式で も,文 字 配列 に

無関係 に符号構 成を とろ うと した場合,そ の必 要 とされ る論理素子 は,か りに包括 される文字 集合 の

η 、

大 きさを2`1とす ると Σiが 最低 限 の数 となって くる。 これは.現 状 のハ ー ドウェア生産技術 では,機
・Z=1

械 装置 と しての入力機器 の価格 を非常 に高価 なものに して しま うおそれがあり,ま った く採用 されて

いない。

以上 のことか ら,単 な る文字 ス トリング単位の処理 ではなく,そ の内容にまで立 ち入 りた い場 合,

た とえば,文 字単位,語 単位 の五十 音順分類 などとい う,ご くごく簡単 な処理例 を考えてみて も,ひ

ん度順別配列 での入力符 号 では,そ の ままでは内部処理 にかかれ ない ことになる。

従 って,単 なる文字 ス トリング処理で はな く,あ る程度 の内容 処理,た とえば五十音順分類 な どの
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程度 の処理 を対象 とす る場合 で も,鍵 盤配列には,音 訓順配列 キー トップを採用 して い る。 た と え

ば,国 立国語研究所,電 子技術総 合研究所 な どで採用 されている漢字 テレタイプ鍵盤がそ れ で あ る。

この場合,キ ー トップの位置 は完全 な音訓 順であ るため,い きおい,盤 面上での必要文字 キーの捜索

範囲は大 となり,打 鍵速度 は著 しく低 下す る。

通常,.内 部 処理 を考慮 しない印刷関係で は高ひん度別配列が用 いられ,打 鍵速度 をそれ ほど問題 と
＼

しない研究機関 では音訓順配列 が用 いられて きたわけだが,日 本語情報処理の普及 に伴 い,こ の面 に

ついての基本的 な整合 を考慮 すべ き時点 にさ しかか っているとい うことがで きよ う。

すなわち,印 刷関係以外 で も,こ と実務分野に関する限 り,打 鍵速度 が重視 されるとともに,音 訓

順符号構成 もまたなおざ りにで きな い問題で ある。たとえば,五 十音順 の住所氏名録作成 など,日 常

的な応 用業務 となる可能性 が強い。

こうした場合,高 ひん度別配列 を とるか,音 訓順 をとるかは大問題である。作業性 を考 慮 す れ ば,

高 ひん度別配列方式 がべ 夕一であ るが,後 処理の ためには音訓順符号変換 が必要 とされる。最近,提

案 されているカナ漢字変換方式,ラ イ ンプ ッ ト,ソ クタイプ漢字変換方式 なども,広 義の意味での符

号変換を必要 とするので,作 業性 重視の高 ひん度別配列方式の流 れを くむ もの とみてよか ろう。

いずれにせよ,こ うした符号 変換 は,目 下の ところ,全 面的に ソフ トウェアに頼 って い る。 しか

も,そ の変換 のアル ゴ リズムに は,対 象 キ ャラク ター ・セ ・ノトが2,000～6,000字 種,あ るいはそれ以

上 に及ぶため,そ れな りの くふ うを要 する。 たとえば,通 常の表引 きル ックア ップ手法 では,処 理速

度の低下 のおそれが強 く,変 換対象符号 の収容 されているアドレスをいかに して早 く見 つ け出 す か

が,ソ フ トウェア作成上 の テクニ ックとなって くる。一般に,高 ひん度別配列方 式では,ビ ッ ト重 み

の符号構成 の規則性 は,ま った く乱 れているので,い かに して ア ドレス算出のための アル ゴリズムを

見つ け出すかが,プ ログラム作 成で の コツになる。`

なお,ISOな らびにJIS情 報交 換用符号体系 では,図 形文字(英 数字 ・記号)の 符 号 構 成 の ビ ッ ト

重み はABC順 に'準拠 し,推 奨 鍵盤配列 では,ECMA規 格 事務用 タイプライタの操作性 を考慮 した配 列

を採 り入 れている。 その間には,ま った く独立の関係 となって いるわけだが,コ ー ドバー方式 の鍵盤

では両者 の整合 は容易 に実現 す るこ とができ,ま たマ トリクス ・スイッチ方式で は,LSIエ ン コ ー ダ

に頼 っている。 わが国 にあ って も,現 状 は ソフ トウェア依存の符 号変換方式 も,い ず れ は規 格 化 さ

れ,LSIに よ るハ ー ドウェア変換 を真剣 に検討 しなければならない時期が到来する もの と思われ る。

5.2情 報交換用漢字符 号

前節 では,配 列方式 か らみた符 号構成 にっ いての考察 を試みてみたが,情 報交換のための符号構成

について もゆるがせ にで きない問題 である。現在,わ が国では十 数種 の漢字符号体系 が存在 してい る

が,そ の うち,異 なる事業主 体間で の共通性 を,い くぶんでも考慮 し,か っ交換実績 を持 っているの

は,1959年 に共同通信社 を主 務機 関 として新聞社間で協定 されたCO-59符 号 だけである。

それ以外 の符 号体系 は,す べて実施当事者 にとってのみ,最 も便利 なよ う配列方式 と符号構成 を制

定 しているため,符 号体系 間の互 換性 はまった くない。 また,こ れによって,共 通 ソフ トウェアの開
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発促進 を著 しく阻害 して いるとい うこと もで きよ う。

さらに,通 信 線 による情 報交換 を考慮 してい るの も,い まの ところCO-59符 号 のみである。CO-

59符 号 は,専 用電信線網 によ る新聞言己事の送配信 を前提 として制定 されたものであるため,直 接 の伝

送制御 には関与 しない ものの,Stop,Bell,CariageReturn&LineFeedな どの機能符 号 は,国 内

6単 位加入電信 符号 に準拠 している。他の符号 体系 で,あ らか じめ電子計算機への入力を前提 として

制定 されたもの には,数 種 の機能符号 を備えている もの もあるが,JIS情 報 交換用符号の伝 送制 御 符

号 とは,ま った く無関係 であ る。

こうしたことか ら,漢 字符 号 は,将 来,公 衆通信網 によ ってデ ータ伝送を実施す ることが不可能 と

なる事態 も予想 され るわけで,ソ フ トウ ェア開発面 での共通基盤 の確立 とともに,伝 送基準 面 で も,

情 報交換用漢字 符号体系 の制 定が急務 とされ るわけであ る。JIS情 報 交換用符号の母胎 とな ったISO/

R646で は,6単 位 および7単 位 の文字符号が制定 されtこ れに準 拠 してJIS/C6220-69の7単 位,8

単位 符号が制定 され ている ことは周知 のとおりである。 これには32種 の制御符号 と94種 の 図形文字 が

含 まれ,JISの8単 位符号 の場合,94種 を1群 と してGO,G1の ふ たっのキ ャ ラク ター ゼ ・・トを制

定,SI(シ フ トイ ン),SO(シ フ トアウ ト)の 選択 によ って,英 数字,記 号,カ ナ文 字 の キ ャラ ク

ターセ ッ ト選択 をお こな って いるわ けである。

ISO,お よ びJISの 規 格 で は,こ のSO,SIの キ ャラクターセ ッ トを基本 として,NUL,SO,SI,C

AN,SUB,SP,DEL,ESCの 制 御符号 を除 いて,図 形文字 セ ッ トの 拡張 が で きる こ とに な って い

る。 この場合,ESC(エ ス ケ ープ;拡 張)制 御符号によ って,図 形文字(こ の場合は国字)セ ッ トの

シーケ ンスを呼 び出 してい くわ けで あるが,そ の拡張方法の標準化 については,な おISO技 術 委 員 会

で審議中で ある

しか し,い ずれ近 い将来,そ の標準方式 も制定 され,そ れとともに,国 字の標準符号化 が急がれ る

ことはまちが いない。 ひ とっの試案 と して注 目されるの は,71年10月 に情報処理学会漢字 コー ド委 員

会が発表 した 「標準 コー ド用 漢字表」 である。 これには,一 応6,100字 種 の漢字 を収 容 して い るが,

ま った く問題が ないわ けでは ない。

その第一 に,は た して6,100種 もの国字 の標準化が必要 であるかど うか とい う点。現在のCO-59符

号体系 で表現で きない文字 の出現字種 は,新 聞記事 の場合,100万 字 につ いて380字 種 程度 であり,そ

の出現確率 は,い ずれ も,!0万 分 の1を 越え ることはない。6100番 目 の出現確率 はきわめて低 い もの

であ り,そ の オーダーは10程 度 であると思 われ るが,少 なくとも,そ こまでカバーす る必要 が あ る

.かどうかとい うこと。

第二 に,そ の選定 の基準 であ り,辞 典,各 種文字統計調査 を参考に選定 されているが,当 用漢字

1850字 種 の選定 について も,国 語審議会 への批判が存在 する現在,字 種の増大 は批判 の自由度 を増大

さす ことになる。

これ らを総合 する と,将 来 に想定 され る情報交換 用標準符号 は,音 訓順,あ るいはそれに準 じるな

んらかの規則性 を もた さね ばな らな いが,そ の際,標 準字体表 との整合性 を確立 するのに,著 しく困

難が伴 う。 また配列 との関連 を考 え ると,そ の整合性の確立は絶望的 といって もよか ろう。
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したが って,情 報交換 用漢字符 号 と して は,日 常的に必要欠 くべか らざる字種,た とえば教育用漢

字表程度の字種 を最大限度 と して制定 し,そ れ以上の拡張 キャラクターセ ットは,標 準拡張にの っと

って,ユ ーザ自体に選択 を まかせ た方 が無難であると思 われる。

む しろ,そ うした方 が,ハ ー ドウェア的には,入 出力機器,あ るいは,符 号変換用論理素子の量産

体制 も整 いやす く,か っ,ソ フ トウ ェアの標準化 も推進 しやす い。量産化 ・標準化 によるコス ト・ダ

ウンを 目標 とするな ら,情 報交換用 漢字符号体系の制定 には,十 分に慎重 な態度 であるべ きであると

いえよう。

なお,現 状 で最 も普及 して いる漢字符号体系 は,6単 位2列 さん孔による計12ビ ッ ト/字 がふ っ う

であるが,上 述の よ うな情勢 か ら8単 位2列16ビ ッ ト/字 コー ドも普及 を一は じめており,さ らには多

重 バイ ト・・キャラクター セ ッ トの方 向 も十分,考 え られることであ る。

5.3日 本 語 情 報 処 理 の た め のCPU

現 在,実 用化 され てい る日本語情 報処理 システムに用 いられて いる電子計算機 中央処理装 置 ・には,

中 ・小型機 では,一 般 にバイ ト・マ シ ン,キ ャラクター ・マシンの汎用事務用計算機 が用 いられて い

る。また大型機 でのアプ リケー シ ョンもい くっかあ るが,こ れにはワー ド・マ シンやバイ ト・マシ ン

が使用 されている。

しか し,台 数 か ら見 た場合,最 も数が多 いのは,PDP-8,HITAC-10,FACOM-Rな ど,い わ

ゆる ミニコンピュー タを利用 した システムであ る。 しか も,シ ステムの処理内容 としては,常 識的 に

は大型機 の分野 での適用業務 とされて いるところにまで,大 いに活 用 されているのが特徴である。 た

とえば,人 名 ・住所録 などの五十音 順分類編集 や,辞 典の項目分類 や整理 などに,ミ ニコ ンピュー タ

が進出 しているのが,そ の典 型例 であ るということができよう。

その理 由はtお およそ,次 の よ うに考え ることがで きる。っ まり,漢 字 テ レタイプ符号は,6単 位

制の場合,12ビ ッ ト/字,8単 位 制 で あるなら16ビ ッ ト/字 であ るが,こ れ に対 し,ミ ニコンピュー

タは,一 般 に!語12ビ ッ トか16ビ ッ トで ある。っまり,1語 と1字 が対応 し,き わめて簡素化 された

プ ログラムを作成 しやす くな る。

内 部処理 は,一 般 に ミニ コ ンピュー タの場合,語 単位 で行なわれ るので,処 理 速 度 も大 型 機 に対

し,遜 色ない。 そこで,た とえば組版 処理 などとい うジョブの性格 がは っきり定ま り,シ ステムの目

的 自体 が,わ りあいに単能 的で あ る場合,ミ ニコンピュータの方 が,総 合性能 としては偉力 を発揮 す

ることが多 い。

現在,ミ ニコ ンピュー タ ・シス テムが,総 数 的には,最 も普 及 している理由 も,こ の あ た り に あ

り,主 として組版処理 に用 い られ て いるのがめだっている。もちろん,磁 気 テープなどの外部補助記

憶装置 を付加すれば,前 述 の通 り,項 目別分類 などの高級処理 も十分 に可能であ る。 しか し,そ の際

に考慮 せねば な らな いの は,一 般 に,ミ ニコ ンピュータ関連の周辺機器 は,低 速 ・低容量がふっ うで

あ るので,シ ステムと しての総 合性能 は,周 辺機器の処理能力 によ っておさえ られる傾向がある。比

較 的に ジョブの対象が はっ きり定 ま ってお り,か つ,単 能的 ・小規模 である場合,ミ ニコンピュー タ
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・システムが ,圧 倒的 に有利 となる。

バ イ ト・マ シンの場合,2バ イ トがち ょうど漢字1字 分に相 当 し,半 語長(2バ イ ト語)単 位 のア

ドレス機構 を持 って いると,内 部処理 では,ミ ニコ ンピュータに匹敵 す る能力が期 待 で き る。 しか

し,汎 用事務 目的の小型 バ イ ト・マ シ ンでは,む しろ ミニコン ピュー タと同列 に考え,単 能 的に利用

し,し か もプログラムは,機 械 語 か アセンブラ ・ベースで考え た方 がベ ターである。

中型機以上のバ イ ト・マ シ ンは,汎 用 目的のための漢字情報処理 システムに適合するが,そ の際注

意 せねばな らないの は、 コンパ イ ラの構造 によ っては,あ る特 定の処理 ステップに対 し,処 理時 間が

きわめて大 き くな るとい う傾 向が ある。漢字情報処理 では,1回 の処理作業量が200万 字 を突 破 す る

ことも,往 々に して生 じるので,こ う した大量 デー タ処理の場 合,思 わぬ時 間を必要とすることがあ

る。そ うしたことか ら,中 型以 上 のバ イ ト・マ シンにあ っても,プ ログラム言語 は,ア セ ンブラ ・レ

ベルに依存 した方 が ベ ターと いえ よ う。

内部処理速度だ けに着眼 す るな らば,大 型 ワー ド・マ シンが最優位 とな る。 ところが,そ の言吾長単

位 は,必 ず しも12ビ ッ ト,あ るいは16ビ ッ トの整数倍 とはならない。 こうした場合,n文 字 を1語 に

パ ックし,残 る ビッ トに ダ ミー ・デー タをお くという手間 を必 要 とす る。処理段階の進行 に応 じて,

プ ログラム的 には,パ ック ・ア ンパ ックをひんぱんに繰 り返さなければ ならない ことが多 いが,そ の

際,ダ ミー ・データの介在 に よ って,プ ログラム手順は,か な り複雑 になるおそれがある。

こうした状況か ら考 えて,現 状 では,漢 字情報処理に最適のCPUシ ス テムは存在 しないと断言 して

よかろう。小規模 ・単能的 システ ムに対 しては,ミ ニコンピュー タの適用が最適 であ り,大 規模 ・汎

用 目的に対 しては大型 バイ ト ・マ シ ンが適 しているとい うぐらいの ところであろ うか。実用 システム

において も,期 せず して,こ の よ うな傾向をたどっているようである。

5.4漢 字 情 報 フ ァ イ ルの 編 集

漢字 キャラク タ・セ ッ トは,た とえばパ ンチ ・カー ドのHセ ッ トなどにくらべ,圧 倒的 に字 数 が 大

きいのが特徴 である。 したが って,そ の入力情報 ファイルには,ミ ス ・パ ンチや,そ の他 の原因 によ

る誤字の存在 する確率 も,圧 倒的 に大 である。また,入 力デー タは,一 般 に文章情報であ るので,文

字単位,パ ラグラフ単位,の 追加 ・訂正 ・削除要求 も,ひ んぱんに発生 する。

当然,フ ァイル中 のあ る任意 の ス トリング単位 で迅速 な更新 を実施す るプ ログラムの存在が必要 と

な って くる。 すなわち,一 般 に 「エデ ィター(編 集 プログラム)」 と呼 ばれている ものを漢 字 向 け に

機能強化 した ものである。

現在,日 本語情報処理 シス テムで,数 多 く存在す る実用 システムの うち,最 も弱体 なの は,こ の エ

ディター ・プログラムで ある。 これは、主 として,プ ログラムの能力 にあるのではな く,周 辺 装 置,

さ らに システムの運用 能力 を加 え た,い わゆる ファームウェアに,ま だまだ大 きな問題点 が存在 して

いるためであ る。

エデ ィターには,オ ンライ ン処理 とオフライン処理の二種類 がある。 この うち現段階では,最 も進

んでいるといわれてい るオ ン ライ ン処理 にっいてみてみ ると,こ の場合,現 状では非常 に高価 な周辺
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機器である漢字 ディスプ レイ装 置の存在が絶対条件 となる。

すなわち,コ アメモ リ,ま た はラ ンダム ・アクセス ・ファイル中の任意 のス トリングを漢字 デ ィス

プレイ画面上 に表示 し,付 属 した漢字入力装置 を対話 モー ドで操作 しつつ,追 加 ・訂正 ・削除 ルーチ

ンとともに対話 モー ド管理 のための ソフ トウェアを付加 する必要 がある。また,処 理 はほぼ完 壁に行

なわれ るが,大 量 デー タの連 続処理 には不向 きである。 さらに,デ ィスプ レイ操作 に,特 別な訓練 を

終 えた専門 オペ レータを必要 とす るなどの欠点がある。少量のデー タを対象 と して、絶対 にま ちが っ

ては困 るという作 業対象 に適 した システムで あるといえよ う。 それに しては,周 辺装置の価格,関 連

ソフ トウェアの開発負担 があ まりに も大 きいのが現状である。

オ フライ ン処理 の場合 で は,次 の処理 が必要 となる。つまり対象入力 ファイルのプルーフ ・リス ト

の高速漢字 プ リンタによる打 ち出 し,人 手 による校正 ・訂正情報 の入力,プ ルーフ ・リス ト再 プ リン

トによる確 認の手 順で ある。 この うち,問 題があ るのは訂正情報 の入力である。

一般 に ,訂 正情 報 は,次 の よ うに して作成 され る。すなわち,該 当するファイル名,ス トリング所

在位置の所在情 報,訂 正情 報の三 つによ って,1ト ラ ンザクシ ョンを形成する。 ス トリング所在位 置

は,行 番号,文 字 番号 を アイデ ンテ ィファイヤと して用 いる。 その際,追 加 され る訂正情報の性質か

ら,当 然,漢 字 入力装置 が使 用 され るわけだが,た とえば,1字 単 位 の追加 ・訂正 ・削除 がひん発 し

た場合,そ の さん孔作業量 はぼ う大 な ものとなる。

このような点 か ら,エ デ ィターの ソフ トウェア的機能 は,ソ フ トウェア能力よりも,む しろフ ァー

ムウェアへの依 存度 が高 く ,周 辺装 置の改良 ・低価格化 をも含めて.処 理 システム,と りわけ人員.シ

ステムをも含む,総 合的 な システムの見地 か ら,解 決 をはかって い くべきであろう。

5.5配 列 プ ロ グ ラ ム に つ い て

一般 に日本語情 報処理 の対象 とな るデー タは ,文 章情報が主 体で あるといってよい。従 って,そ の

出力のプ リント様式 は,フ ォーマ ッティ ングに,か な りのウェイ トがかか って くるのは当然 で あ る。

その フォーマ ッテ ィングにっ いて も,ア ルファ・ニューメ リックの ラインプ リンタ・アウ トプ ッ ト様

式を漢字 ・かな によって打 ち出 した程度 の簡単 な書式から,高 級 商業印刷の版下 となる複雑 な ものま

で,そ の形態は さまざまで ある。

いずれ にせよ,ア ウ トプ ッ ト用 ソフ トウェアと しての必須条件 のひとつに禁則 処理 ル ー チ ンが あ

る。国字の キャラクタ ・セ ッ トのなかに は,文 字 ス トリング中で,行 頭,行 末には存在 してはな らな

い文字群が ある。句 読点 や カ ッコ類 がそれであり,こ れ らのサ ブセ ットを 「約物」 と通称 して い る。

行頭行末 に約物 が存 在 する場合,ス トリング中 の位 置関係を1字 分 シフ トし,不 足字詰め分 を文字 間

空白によって調整 しなければ な らな い。 この調整 マー ジンは,周 辺 ハー ドウェア能力に大 きく左右 さ

れるが,そ の能 力限界 まで活用 するよ うス トリングの フォーマ ッテ ィング処理 をす るの が禁 則 で あ

る。

また,印 刷用版下 作成 の ための処理 ルーチ ンは,一 般 に植字 プ ログラムと呼ばれてい る。 これ は,

1ペ ー ジという限 られ た領 域内 に ス トリングを十分に考慮 され たフ ォーマ ッティングによ って配列処
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理す るもので,そ の使用 目的 に応 じて種 々の形態が ある。一般 に,い くつかの副集合で ページ単位 に

ひとつの集合形態を とる新聞 と,場 合 によ ってはページ単位での完結 した集 合形態 をとらない書 籍形

態 とに大別す ることがで きる。

この場合,便 宜的 にペー ジ単位 の処理形態 を考えてみると,文 字 によって構成 され るス トリング ・

セ ットだけではな く,ケ ィ線,写 真,カ ッ トなどの サブ ・セッ トも処理対象 として存在す ることにな

り,ま た余 白も印刷 デザイ ン上 で は無視 で きないサブセッ トで ある。

これ らのサブセ ッ トが,そ れぞれ閉 じた領域(例 ・コラム文,写 真,カ ットな ど)と 開 いた領 域

(例 ・本文,余 白など)を 形成 し,相 互 の位置関係 によ って,デ ザイン的感覚を表示 して いるのがっ

ねであ る。従 って植字 プ ログラムは、あ る意味 ではCADの 変形で あると見 なす ことも可能 である。

従 って,そ の処理 ソフ トウェアに もCADと 同 じくグラフ ィック ・デ ィス プ レイ表 示 に よ る対話

モー ド・ソフ トウェアと,図 形 ア ウ トプ ット・テクニ ック併用 によるオ フライ ン処理 とがある。いず

れ も,各 サ ブセ ッ トに共通 な エ レメン ト領 域(こ れの定義基準 は,ソ フ トウェア開発者 によって異な

る)を 設定 し,そ の エレメ ン トをサ ブセ ットごとに集積配置 してい くこと が考 え られ る。 その 際,

ペ ー ジ・セ ットの大 きさ、各 サブセ ットの大 きさ,種 別 などのいずれかを目的関数 と し.残 りを制約

条件 とみなす と,最 適化 アル ゴ リズムが存在す るはずである。

しか し,こ の点 について は,い まだ完全 に解明 されておらず,完 壁な意 味での自動化配列 ソフ トウ

ェアは出現 していない。 オ ンラインの場合,グ ラフィック・ディスプ レイ ・ター ミナルによ って,オ

フラインの場合,座 標化 パ ラメー タに よって,そ れぞれ,人 間が各 サブセ ットの位置関係 を入力指示

し,処 理 してい るのが現 状で,芸 術 的創造性 は低 いにもかかわ らず,人 間の介在 に大 き く依存 してい

る分野 である。
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6.日 本語情報 処理 の応用

6.1JICSTに おける科学技術文献速報編集 システム

6.2工 業技術 情報 に関する日本語情報処理の一例

6.3出 版社 における自動編集 システム

6.4日 本語 によるオンライン情報検索 システム

6.5物 品管理 システムの漢字 出力の試み

6.6生 命保険会社 における日本語「青報処理

6.7電 算写植セ ンターにおける文字組版の事例

6.8新 聞業界 における日本語情報処理

6.9日 本語記録 システム

6.10電 子計算機 による国語研究

6.11計 算機 によるカナ漢字変換の一手法

6.12日 本語 情報処理ユーザー一覧表





6日 本語情報処理の応用事例

6.1JICSTに お け る科 学 技 術 文献 速報 編 集 シ ステム

6.1.1導 入 の 経 緯.

日本科学技 術情 報 セ ンター(以 下JICSTと い う。)が コ ンピュータを導入 して、文献情報 の処 理を 全

面的に機械化す る計画 を 開始 した のは,昭 和41年 の ことであ る。JICSTに お けるコ ンピュー タ化 の

最終 目標 は,科 学技術情報のい わ ゆる総合情 報提供 サー ビスシステ ムの確立で あることには異論が な

か ったが,実 行面か らみると多 くの問題が山積 してい た。

情報提供 サー ビスには,大 別 して二 つの形態 がある。一 つは時 々刻々発生する情報を整理 して,で

きるか ぎりすみやか に提供 す るカ レント・アウェアネス ・サー ビスで,も う一 つは要求によ り過 去の

情報を探 索 して提供 する遡及検索 サー ビスであ る。前者 はマスコ ミ形,後 者はカ スコ ミ形で,と もに

情報検索の一環 をな してい る。

情報 サー ビス機関 には この両者 が要求 され,JICSTも 昭和33年 以 来,前 者の形 と して抄録誌(科 学

技術文献速報)お よびその索 引を刊行 し,後 者 の形 として依頼 によ る調査 サービスを続 けて きた。 し

たがってコ ンピュー タシステムも,こ の両者を包含 した システムとして形成 され,そ の メ リッ トをあ

げねば な らないとい う前提 があ った。

もっとも将来 は ファクシ ミリも含めて,オ ンラインで,こ の両者が総合 された システムとなるであ

ろ うが,当 面 は コス ト面 か ら困難で ある。

さて上述 の考 え方 にた って コ ンピュー タ化を進めていた情報機関の代表は,米 国国 立 医 学 図 書 館

(NLM)で あ った。索 引誌 と してIndexMedicusを 刊 行 しっつ情報を蓄積 し,MEDLARSと い う医

学情報検索 システムを着 々と整備 しっ っあった。 この システムは現在すでに実用に供 されている。

NLMの 一 つの特 色は,索 引誌 の発行 のために コンピュー タの出力装置 と して,PhotonZIP900

とい う高速電算植字機 を導入 し,コ ンピュー タで直接印刷用の版下 を作成 していたことである。 この

方式 の成功 がJICSTの シ ステム設計 に,も っとも大 きな影響を与えたのである。

JICSTで は,す でに世界 各国か ら収集 した科学技術情報の,日 本語の抄録 を作成 し,抄 録誌 を刊 行

していたが,日 本 において不特定多数 に情報提供 サービスを行 な うには,日 本語である ことが絶対 に

必要 な条件 であ った。

か くしてカ レン ト・アウェァネ ス ・サー ビスを含む機械 システムを計画すれば,必 然的 に日本語処

理 に立 ち向 かわねばな らな い状況 とな った。 日本語の インプッ ト機器については,当 時 すでに既成 の

ものがあったの で,焦 点 は高速の出力装置,し か も植字機 にしぼ られることとなった。

欧米 においては,当 時 すで に前出 のPhotonを は じめ,Digiset,Videocomp,Linotronな ど が 開

発途上 にあ り,こ れ らの 日本語へ の適用可能性 につ いて調査中 のところ,日 本電子産業KKの 全 面 的

な協力 が得 られ,後 述 す るJEM3800を 導 入す ることに決定 し,JICSTの シ ス テ ムが完 成 したの で あ
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る。

現在 すでに抄録誌編集 システムは軌道 にの り,日 々大量 の版下が アウ トプ ットされてお り,次 の段

階の遡及検索 シス テムの実 用化 に努力を そそいで いる。 しか し日本語処理 についてはなお今後改善を

要す る問題点 が多 く,本 システムの評価 は後 日を またなければ な らないであろう。

6.1.2字 種 の 選 定

本 システムは インプ ッ ト装置 と して,新 興製作 所の漢字鍵盤 せん 孔機 を用 い るこ とに した ので,

ハ ー ドウェアの面 か ら使 用で きる字種 は2 ,496字 に限定 された。 この制限内で最 も効率 の よ い字種 を

選定す るために各種 の調査 が行 なわれた。

まずすでに発行 され た抄録 か ら実 際に使 われた漢字 字種 の調査 を行 なった。調査対象 は昭和40年 の

抄録誌 各編 か ら層 別抽 出で1,279件 を 抽出 し,そ こで使用 され た漢字約10万 字 を調査 した。 そ の結 果

1,528字 種 が求 め られ,そ の うち150字 が表外漢字(当 用漢字外)で あった。

抄録の原稿 はもともとJICSTで 作 成 したもので あり,表 外漢字 は極力制 限 していたので当然の結 果

であるが,こ の結果か ら本 システ ムの前 途は明るい ものとなった。標本数が少 な い こと を考 慮 に 入

れ,種 々検討 の結果,最 終 的に当用漢字 か ら1,781字 種 を選定 し97字 を削除 した。

一方
,科 学技術文献 を植字 す るためには英 欧文字 や記号類は欠かす ことはで きない。 これ らは別途

調査 し,必 要 と思 われる もの は全部 収容 す ることに した。 この ほか カタカナ,ひ らがな,数 字 は全部

収容 し,な お余裕 があるので表外漢 字を とりあえず80字 種 収容 した。

表外漢字で最 も必要 な もの は,文 献の著者名のための人名漢字 である。 このため日本人 の著者名索

引か らの字種 調査 を行 ない,そ の他地 名および雑誌名 の調査 と合わせ,ま た唯一の例外 として,「 凸:

凹 」の2字 を加 えて80字 種 を選定 した。

以上 の結果 をま とめて字 種一覧表 を表6.1.!に 示 す。

字 種 イ ンプ ッ ト ア ウ ト プ ッ ト

漢 字 L861 1,861(明 朝)

カ タ カ ナ 81 162(明 朝,ゴ シ ック)

ひ ら が な 77 154(〃 )

英 欧 文 字 65 195(ロ ー マ ン, イ タ リ ック, ボ ール ド)

ロ シ ア 文 字 66 198( 〃 )

ギ リシャ文字 33 99( 〃 )

ア ラビア数字 10 30( 〃 )

ロ ー マ 数 字 20 40(ロ ー マ ン, ゴ シ ッ ク)

記 号 199 248(ロ ー マ ン,一 部 イ タ リッ ク,ボ ー ル ド)

ス ペ ー ス 6 6

予 備 78 78

合 計 2,496 3,071

表6・1・1使 用 字 種 一 覧 表
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表中予備機 は将来 の拡張,た とえば医学 文献 の処理などが予想 され るので,空 白に してある もの で

ある。実際の使用経験 か らみ ると,著 著名に少 しの欠字(か なで インプッ ト)が あるほかは何 らの障

害 も生 じていない。

以上の ほかに植字 にお いては さらに書体(ゴ シック,イ タリックなど),上 っ き,下 っ き文字(xL),x,,

など),合 成(石 な ど)が 必要 であるが,こ れ らを始めから鍵盤 に収容 してお く ことは不 可 能 で あ

ったので,漢 字 プ リンタの機 能 を拡張 し,イ ンプ ッ トに際 しては、フ ァンクションコー ドで処理 する

方法 を採用 した。 この機能 にっ いて は後 に詳 しく説明する。 したがって表6.1.1で ア ウ トプ ッ ト側 は

異書体を含めて延 べ3,071字 と な ってい る。、
6.1.3漢 字 入 力 装 置'

コ ン ピ ュ ー タ の ハ ー ド ウ ェ ア シ ス テ ム はMT8台,デ ィ ス ク2台 の,FACOM230-50を 中 心 と す る 普

通 の 構 成 で あ り,と く に 説 明 す る こ と は な い で あ ろ う 。 この ほ か に 日 本 語 処 理 用 と して イ ンプ ッ ト用

に 漢 字 鍵 盤 せ ん 孔 機,ア ウ ト プ ッ ト用 に オ フ ラ イ ン の漢 字 プ リ ン タ が 用 意 さ れ て い る 。

JICSTで 使 用 し て い る イ ン プ ッ ト装 置 は,新 興 製 作 所 製 の,「SCK-201形 漢 字 鍵 盤 せ ん 孔 機 」 で

あ る 。 本 機 は鍵 盤 部,パ ン チ 部,リ ー ダ 部,イ ン ジ ケ ー タ,カ ウ ン タ,見 台,機 械 台 か ら な り,8単

位 紙 テ ー プ(幅25.4mm)に,文 字 一 字 に っ き8単 位2列 の コー ドを せ ん 孔 す る 。

鍵 盤 は 図6.1.1の よ う に3種 の グ ル ー プ か ら な る 。

圖
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図6・1・1SCK-201の 鍵 盤 部

文 字 キ ー24列 ×8行192個

識 別 キ ー]3個

機 能 キ ー14個

文 字 キ ー に は そ れ ぞ れ13個 の 文 字 が 収 容 さ れ,全 部 で13個 ×192:2,496字 が 収 容 され て い る。 文 字

30の 選 択 は,そ の 文 字 が 収 容 さ れ て い る文 字 キ ー と そ の 中 か ら必 要 な 文 字 を 選 択 す る識 別 キ ー を,両 手

で 同 時 に打 鍵 して せ ん 孔 を 行 な う。

紙 テ ー プ へ の せ ん 孔 は 図6、1.2の と お り で,こ れ は文 字 「点 」 の せ ん 孔 で あ る。

2,496文 字 を 表 わ す に は12ビ ッ トを 要 す る が,図 のX1～X6,Y1～Y6の12ビ ッ ト が 文 字 を 表 わ し,

X8とY7ビ ッ トは そ れ ぞ れX列,Y列 で あ る こ と の コ ー ドで あ り,し た が っ て パ リテ ィ ビ ッ トは設 け て

一111一



な い 。

この よ う にX,Y列 の 判 定 ビ ッ トを 設 け た 理 由 はtシ ス テム 導 入 の 初 期 に お い て ハ ー ド エ ラ ー に よ

るXま た はY列 の 脱 落 が ひ ん 発 し た た め で,こ れ を 目 検 に よ っ て も発 見 で き る よ う に工 夫 し た も の で,

ま た 紙 テ ー プ リー ダ で の 読 み 取 り に あ た っ て も こ の ビ ッ トを 利 用 して チ ェ ッ ク を 行 な い.イ ン プ ッ ト

の 万 全 を 期 して い る 。 し か し 、 さ らtf万 全 を 期 し てY7を パ リテ ィ ビ ッ ト と す る 方 法 も あ る 。

xY

8eo

70・

600

50・

イ　む

3。6

2● ●

1■ ●

図6・1・2紙 テ ー プ のせ ん 孔

T-101
デー タ ライ タ

H-10J

中 火制御 装 置

PC-3800

プ リン タ

制 御袋 田

MT'-100B

紙胆 勇 叫PT-…PT-…6・St・ 一プーN・,1
フ イル ム ソフ ト

レ コー ダ プ リ ンタ

図6・1・3JEM3800の 構 成 図

機能 キー としては,と くに設 計 して次 の3種 の機能 を設けてある。

① 書体 シフ ト(ゴ シック,標 準,イ タ リック)

② 上下 シフ ト(上 っき,正 常,下 っ き)

これらの機能 キーを用 い ると,そ れに続 く文字 は次の シフ トキーを押 すまでは,指 定 され た形 でプ

リン トアウ トされる。

③ 合成 シフ ト

この機能 キーを用 い ると,そ れに続 く文字 は直前 の文字 に重 ねてプ リントされる。以上 の3種 の機

能 は重複使用が可能 であ る。 たとえば

固X田2aSCE]i

とせ ん孔 すると 「X,]とプ リン トされ る。

機能キーはそれのみで8単 位2列 の せん孔 が行 なわれる。なお機能 キーはその コー ドをせん孔 するの

みで,そ れ らの機能 に従 って プ リンタを作動 させるのは,コ ンピュータ側 のソフ トと漢字 プ リンタの

ハー ドウェアとである。

6.1.4漢 字 出力 装 置

日本語用のア ウ トプ ッ ト装 置 と して は,日 本電子産業K.K.の 高 速漢字 プ リンタ ・システムJEM3800

を用 いてい る。 この システムの構成 を図6.1.3に 示 す。FACOM230-50で すべ て編集 が 終 ったMTを

か けて.プ リント・アウ トの みを行な う。

JEM3800は 文字発生部 に フ ライ ングスポ ッ ト方式 を用 いた全 電子式 の高速植字機 である。文字発 生

部 は,PC-3800プ リ ンタ制御装 置 に内蔵 され,文 字 コー ドによって偏向 されたフラ イ ング ス ポ ・・ト

により文字板上の所定の文字 を走査 し,光 電子増倍管により映像信号に変換 し,プ リン タCRT(ブ

一112一



ラウン管)上 に文字 を画 かせ,こ れを撮影 して プ リントするものであ る。

文字板を持 ち写真方式 によ って プ リン トを行な う点では,機 械式 の写植機 とまったく同 じ考え方 で

あるが,文 字 の選択 を電子 式 に行 な う点が大 きな相違 で,こ れによ り200字/秒 以上の高速 な プ リン

トを可能 と している。

プ リンタにはPT-200フ ィ ルム レコーダと,PT-700ソ フ トプ リンタの2種 があ り,そ れぞ れ切 り

換えて使用で きる。前者 は感材 と して フィルムを用し)印刷版下 の植 字用,後 者は銀塩安定化紙を用 い

て即時 に現像す るもので,校 正 ゲ ラ用 として用 いている。両者 の性 能の概要を表6.1.2に 示 す。

フ イ ル ム ・レ コ ー ダ ソ フ ト ・プ リ ン タ

PT-200 PT-700

記 録 媒体 フ イル ム 銀塩安定化紙

媒 体 幅 92㎜ 282～257㎜

媒 体 長 さ 100m 同 左

文字サイズ 6,7.5,10.5ポ 10,5ポ

1行 の長さ
max30パ イ カ

(126㎜)

max30パ イカ

(126㎜)

6ポ:60em 10.5ポ:34em

10.5ポ:34em

行 間 隔 0.5㎜ 単位 可 変 5.0㎜ 固定

印 字 速度
6～12行/秒

(200～600字/秒)

6～12行/秒

(200～350写/秒)

現 像 外 部 湿式内蔵

解 像 力 20本/㎜ 以上 8本/㎜ 以上

表6・1・2漢 字 プ リ ンタ の性 能

印字の1行 の長 さは30パ イ カ(12ポ の 文字30字 分)で,1行 分 の印字 時間 は一定であるので,文 字 が

小 さ くな ると印字速 度 は早 くな り,6ポ の場合 は10.5ポ に比 して約2倍 となる。 また印字の状況 は,プ

リンタ制御装置 に設 けたモニ タ用CRTに よ って,目 検が可能であ る。

6.1.5抄 録 誌 編 集 シ ス テ ム

次 にJICSTが 編 集発行 してい る抄 録誌 「科学技術文献速報」の,コ ンピュー タによる編集 シス テ ム

の概要を紹介 する。

JICSTで は,国 内 およ び国外 で発行 された科学技術文献を網羅的 に収集 し,こ れを もとに 日本 語 で

抄録を作成 してい るが,こ の抄 録原稿 がその まま インプッ ト原票 とな る。原稿 には抄録 のほかに分類

コー ド,キ ー ワー ド,雑 誌番号,巻,号,ペ ージ,発 行年,使 用言語,文 献 に掲載 され て い る図,

表,写 真,参 考文献 の数 などが記入 されている。

この原稿 を もとに漢字 鍵盤 せん孔機 で インプ ット用の紙 テープを作成 するが,一 方,国 外誌 の原文

標題,著 者名 には 日本 語が使用 され ていないか ら,こ れ らは別途原文献か ら英字せん孔機 で紙 テープ

を作成 している。図6.1.4に 編 集 システムの フローチャー トを示すが これは大別 して,漢 字 コー ド変

換,校 正処理,編 集処理 の3っ の工程 に分かれる。
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校正 ゲ ラ
プ リン ト

校正完 了

指定 カー ド

校正ゲラ川
磁気テープ

文 速 トラ ンザ クシ 曽ン

テープ

1`it文le .Llil

箔 打名(欧'文)

漢字 コー ド変換

ファイ ルイ乍成

漢 テ レ
・ア一 夕 ・ラ イ タ 「

校正 トラ ンザ ク シeン
テープ

3了正.・ 累 桶

unc

fi誌",名付 加

校 」Eゲ ラii,玉薬

硯.派出,
シ リー ズ抽出

2己牢 番・号付 番

校 正マ ス ター
テーープ

川 デー タ抽 出

縄集処理 田 集処理
・枠111・ 枠1「1

版 下

プ リン ト

索引槻集
テープ

図6・1・4編 集 シ ス テ ム フ ロ ー チ ャ ー ト

{1)漢 字 コ ー ド変 換 と フ ァ イ ル 構 成

イ ンプ ッ トに は2種 類 の 紙 テ ー プ が あ り,ま た 前 述 の よ うに 機 能 コ ー ドを使 用 して い る の で,こ れ

らを プ リ ン タ側 で 要 求 さ れ て い る 漢 字 コ ー ドに 変 換 す る。1漢 字 コ ー ドは 図6.1.5に 示 す よ う にr字16ビ

ッ トで 構 成 さ れ て い る 。X1～6,"Y1～6の12ビ ッ トは 文 字 コ ー ドで,こ れ は書 体 シ フ ト 「標 準 」 の 場

合 の せ ん 孔 機 の コ ー ドと 同 じ で あ る 。

書 体 シ フ トが イ タ リ ッ ク ま た は ゴ シ ッ ク の 場 合 は,書 体 が 異 な る こ と は プ リ ン タ側 で は 別 文 字 と な

る の で,そ れ ぞ れ 新 た な 文 字 コ ー ド に 変 換 さ れ る 。 上 下 シ フ トと 合 成 はX7,8,Y7,8の フ ァ ン ク シ ョ ン
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ビ ッ トを 図6 .1.5に 従 っ て オ ン に す る6

ま た 本 シ ス テ ム は 最 終 的 に 版 下 を 植 字 す る た め 各 文 字 に 文 字 幅(ピ ・・チ)が 与 え られ て い る が,こ

れ を フ ァ ン ク シ ョ ン ビ ッ トに よ っ て 指 定 す る 。 ピ ッチ6/6は 全 角(縦 と 横 の 長 さ が 同 じ)で 日 本 文 字

は す べ て6/6で あ る 。

/
A

晟
・

・

ト

8

彰
6

多
言

＼
ピ

ッ

チ
ビ

ッ

ト

文

字
ビ

ッ

ト

5 5

4 4

3 3

2 2

1 1

XY

X7 Y7 Y8

0 0 0 ピ ッチ6/6

0 0 1 〃5/6

0 1 0 〃4/6

0 1 1 〃3/6

1 0 0 〃2/6

1 0 1 〃1/6

1 1 0 上ツキ

1 1 1 下ツキ

図6・1・5漢 字 コ ー ド

英字 せん孔機 で イ ンプ ッ トされた文字 の コー ドは,同 じ文字 の漢字 コー ドに変換 され る。以上 の変

換 によ りすべての文字 は内部漢字 コー ドとな りこの コー ドによ って最終的にプ リンタへ送 られ る。

フ ァイル構成 は文献情報 には可変 長の デー タが多 いため,セ グメン ト方式 をとっている。かか る方

式を とったのは,FACOM230-50が ワー ドマ シンであるためであ る。文字 からフ ァイ ルま で の構 成

を図6.!.6に 示 す。

セグメ ン トは文献 の内容項 目によ り定め られてお り,イ ンプ ット段階か ら指定 されている。

A

B

C

D

E

F

G

H

I

②

原稿 番号 など

雑誌番号,巻,号 など

分類 コー ド

ペー ジ

著者名

原文標題'
/

/和 文 標題
/

キ ー ワー ド

抄録

校正処理

'

フ ァ イ ル 化 の 終 っ た デ ー タ は,UDC(分 類 コ ー ド)と 雑 誌 略 名 を 付 加 し て 校 正 処 理 に 入 る
.。 本 シ

ス テ ム で は,せ ん 孔 に あ た っ て 検 孔 を 行 な っ て い な い の で,デ ー タの ミス の 訂 正 は す べ て 校 正 処 理 に

よ って 行 な う。

ノ

まず'ゲ ラ の フ ォ ー マ ッ ト編 集 を 行 な い 、PT-700で 図6.1。7に 示 す ゲ ラ を プ リ ン トア ウ ト す る 。 こ

れ は セ グ メ ン ト,レ コ ー ド別 に 表 示 さ れ,さ ら に 各 レ コ ー ドの 中 を10文 字 ず っ の ア イ テ ム に 区 切 っ て

あ る。 図6.1.7に 示 し た よ う に,1レ コ ー ドの 情 報 領 域 は20Wか ら な り40字 分 で あ る か ら,各 レ コ ー ド
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は4つ の ア イ テ ム か ら な っ て い る 。

文 字

(16bit)

212;6i61
1

X7 .. Y7.・ Y卜 ・lxい`/
'

'

/
'

'

Werd

(36bit)

レコー ド

(28W)

セ グメ ン ト

(可 変 長)

, !

2; 16
.1

,2'
` 16 1

享 1ダ
一']

ダ
、
、 1文 字 】文 字

/

〆

抄'蓑

(9セ グノ ン ト)

フ ァ イル

(可 変長)

1

、
、
、 、

、
、

、 、
!

!
'
1

!

(BCDモ ー ド)
、
、.
、

!

/

!

ノ

、 '

'1

,1 :
1 1

一・レ コ ー ド
、
、

" 司"

'
'

'
''

、
、
、

ノ
'

入

AIBIC : :ll
1. `

↓/、
●

グ ノ ン 、ト.■
" ,".1"'

、
、
、

〆'
'
〆

、

|
〆

{ : {
一 抄録 " " "

図6・1・6フ ァイ ル構 成

校 正 は ゲ ラの 目 検 に よ っ て 行 な う。 図 で は1010レ コ ー ドの ⑯ ア イ テ ム に 誤 り が 発 見 さ れ て い る 。

こ れ を 訂 正 す る に は 誤 り の 個 所(ア ド レ ス)と 正 し い デ ー タを,紙 テ ー プ に せ ん 孔 し て イ ン プ ・,トす

る。 本 シ ス テ ム で は ア イ テ ム を 単 位 と し,ア イ テ ム の 内 容 全 部 を 正 し い デ ー タ と 入 れ 換 え る方 式 を と

10っ て い る 。

し た が っ て 訂 正 の せ ん 孔 は 次 の よ う に な る 。

巨]・ ㊨03769002⑪538201◎ ・

[SM]1010⑭ レス鋼線の搬 的

1行 目 はこの原稿 の ア ドレスで,1字 の訂正 に36ス トロークの せん孔が必要 となっている。

15訂 正 紙 テープを イ ンプ ッ トして ファイルを訂正 した場合には,そ の部分のみの ゲ ラ(訂 正 確 認 ゲ

ラ)を 出力 して確認 を行 な う。校正 は2校 まで行 ない,ま た校正 処理 は2日 分をまとめたバ ッチ処理 で

行 なっている。

校正 が完了 す ると,]件 ご とに校正完了指定 カー ドによ って編集工程 に入 る。

(3)編 集 処理

20親 重 出:'文 献 速報 は化学,機 械 な どの8シ リーズの分冊 で発行 され るので,2っ 以 上の シ リー ズに掲

載 され る記事 は複製 され る。

一116一



シリーズ抽 出:版 下作成 日が くると文献速報1冊 分の記事が抽出 される。

記事番号付番:1冊 分 の記 事 を分類 コー ドによ って掲載順 に配列 し,一 連の記事番号を付 ける。

子重出:1つ の シ リー ズの中 で,記 事の内容 か ら2っ 以上 の分野に関係あ る記事を複製 する。

編集 と枠組:印 刷形式 に整 え る段階 で,前 もって定 められた フォーマ ットに従 って,必 要 な デ ー タ

を各 セグメン トか らもって きて,1行 単 位の印刷 イメージ形式 の レコー ドを作 る。処理 と して は文 字 ・

ピッチの計算 と行末 そろえ(1行 は 全角31文 字 分),図 形 スペースの確保,欧 文のハイフン付 け,禁 則

処理,化 学記号 などの分離禁 止処理,見 出 しの漢字 コー ドの挿入,文 字の大 きさの指定 などが含 まれ

る。

AO3600253201c5 036－
BO2① 000000400600014

風Dl剛11rlOII旧llll㊦126ト1313国

風E「1011110111U山 川 【Dl闇1き1θdllllllllllllll⑬1関1根1義1行 國

囲IGIIOlllllOlllllllll㊦1特1L輿1:1スllテ1ン11レllス噛1姻 ⑥1ヒ1の 幽 幽 ㈱ 況lllねlll⑪1用llス1

〕llllllllll目lllテllンllレllス ・一 一'

図IllOlllllOlllllll川 ㊦1スllテllンllレllス1ね1ヒ1の1成形 ⑥ 加 田 憎 最llも1胸囲llし ・K圃冷

川山川1旧 日 日1旧 聞1田蹟1囲1ヒ1用llスllテレ1胸1レllス1鋼㈱ のH蹴1な1感 囚'一一
1030 1U24U217・62・31r19'u

L〕⊥LLLLL-、一ーーー一
021 ス ー ン レ ス コ

CO10 KOOO110▲ ▲621

CO20 A1000110 661401

図6・1・7校 正 ゲ ラ

禁則処理 は主 として行 頭 および行末 の体裁 を整えるための,禁 止事項の処理 である。以上の処理 で

1行 ごとに レコー ド化 され,JEM3800側 で は この レコー ド単位 にプ リン トするのみでよい。 行 の編 集

が終 ると文献速報1ペ ー ジ分 ごとの,ペ ージ枠組 の処理 を行なって完了する。

以上が抄録誌 としての編 集処理 で あるが,こ の他 に記事番号付番 に続いて,キ ーワー ド索引の編集

も行 ない文献速報の末尾 に掲 載 され る。 また1年 分の記事をまとめ た年間索引の編集 も行な ってい る。
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35図6.1.8にJEM3800で 植 字:し た 記 事 の サ ン プ ル を 示 す 。 年 間 の 処 理 件 数 は 抄 録 約40万 件 で あ る 。

62L311.2/.4.004621.311.16.00442026388

電 力 系 に お け る 水 ・ 火 力 発 電 所 間 の 負 荷 配 分 決 定 の2方 法 〔a① 〕

(lnt)F

Deuxmethodespourdeterrninerlarepartitionde

la.chargeentredescentraleshydrauliquesetdes

centralesthermiquesdansunsystemeelectro--energ-

etique.POZARH,KEGLEVICJ:H323Trans

WorldEnergyConfエth〔15〕197-225(シ69)

累 積 貯 水 池 を 備 え た 水 力 発 電 所 間 の 負 荷 配 分 を決 め る方 法 を示 し

た。 両 方 と も,同 一 条 件 か ら 始 め て 最 小 経 費 を 得 る よ う な 方 法 で 負

荷 配 分 を 決 め る と い う 同 一 目 的 を もっ て い る 。 そ れ に は 漸 近 的 に で

き る限 り最 適 な 解 答 を得 る よ う に 進 め な け れ ば な ら な い 。 最 適 の解

答 へ の 接 近 の み な らず.所 望 の 繰 返 し数 に 関 して も数 値 的 実 例 を示

して 両 者 を比 較 し た;表11参4

図6・1・8記 事 の 写 植 サ ン プ ル

6.1.6今 後 の 問 題 点

冒頭 にも述 べたよ うに 、文献速 報の 自動編集 システムは,JICSTの 総 合情報提供 サー ビス ・シ ステ

ムの一環であ り,情 報 検索 とい う面か らみ るとその蓄積工程にあた っている。 したが って この蓄 積

テープを用いて,分 類 または キー ワー ドによる情報検索が可能 であ る。

しか し現状 では,一 般 に漢字 モー ドによる処理 は困難であるので,情 報検索用 としては上記蓄積 の

中か ら,抄 録以外 の デー タを,BCDコ ー ドまたはEBCDICコ ー ドに変換 したファイルを作成 し,実 験

的提供 を開始 してい る。

わが国においては コ ンピュー タによる情報検索 は,や っと実 用化の時代 を迎えたばか りで,そ の評

価 もまちまちであ るが,実 用 化 には2っ の問題点 がある。1つ は磁気 テープに収録 されている情報の内

容が,従 来印刷 された形態 で存在 していた内 容 よりも希薄であ ること,1つ はわが国の特 殊事 情 と し

て 日本語の取 り扱 いが困難 で ある ことであ る。

この2つ は ともに コン ピュー タ側の制約 に由来するものであるが,前 者 は今後ハー ドウ ェア上 の大

きな発展が あって,初 め て解決 され る性質 の'ものである。後者 については,コ ンピュー タの制約 を打

破す るか,ま たは日本語 を欧米 なみの表音文字 にょ る表記 に変革 するかで,議 論の分 かれ ると ころで

ある。

しか しこの問題 にっ いて は,表 音 文字 っ まりカタカナまたは ローマ字 でインプ ットして,必 要 な場

合 には漢字 かなま じりの 日本語 で アウ トプ ットするとい う.巧 妙 な方法 の目鼻がついているので将来
●

として は大 きな問題 とな らない と思われ る。 しか しいずれにしろ,日 本語 という面か らみて,現 在 の

情報検索 には問題点 が多 い。 苛

次 に本論 で述 べた文献 速報 の編 集 システムにおける問題点は,校 正 システムである。ゲ ラ出 し→校

正→訂正パ ンチ→ ゲ ラ出 し… と繰 り返 される工程 のため,校 正 完了 とな るまでの デー タの コンピュー

タ滞留時間が非常 に長 く,1ヵ 月 以上 かかるもの もある。

このネ ックを解消 す るため,漢 字 デ ィスプ レイ装置を用 いた校正実験な ども行 なわれているが,コ
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ス ト面か ら実用化 は当面 困難 であ る。理想的1こは インプッ ト以前 に ミスを取 り除 けばよいわけで,そ

の方面 からの アプローチもいろい ろと考 え られているが,植 字 システムとい う面か らは1回 の校正 は

必要であろう。 したが ってその ときまで に,機 械的な ミスが絶無 となるよ うな方式が目標 で あ ろ う。

将来 の人件費の上 昇,マ シンコス トなどか ら考えて,日 本語処理 を確立するために も,最 も努力 を

傾 けねばならな い課 題で あ る。

最後 に本 システムも本格稼働 か ら約3年 を経過 し,文 献速報の編集植字 も軌道 に乗 って きて お り 、

各号のキーワー ド索 引,年 間索 引 の発行期間 の短縮など,ユ ーザ ・サー ビスに大 いに役立 って いると・

確信 している。

またその間,環 境公害文献 集の発 行な どに も,機 械化 システムの威力 を発揮 し,現 在 日本語 シソー

ラスの編集 に も活躍中 であ る。

'
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6.2工 業 技 術情 報 に関 す る 日本語 情 報処 理 の一 例

6.2.1・ 日本 語 に よ る 技 術 情 報 処 理 の背 景

昨今,社 会情勢の変革 す る加速度 は大 きくなりつつあり,!970年 代 に至 って激動 の 時代 と まで い

われている。技 術の進歩 は単 に物 の盛衰 のみにとどまらず社会情勢 を も左右 し,さ らにそれが フィー

ドバ ックされて再 び科 学技術 の進展 に関係す るとい う複雑 な輪 廻の様相 を呈する ことになる
。製 品 と

は直接関係 のない製造途 上 の処理 工程で生 ず る外部環境 との接点 での問題 も従来無関心で あった もの

が,昨 今公害問題 と して提起 され る次第 とな ってい る。

・1別1 特 許 実 用 新

年 別 数 件 数 指 数 件 数 指

昭和7-ll年 15,532 100.0 37,476i
平
32
均 (6,817)
33.1881 213.7

1

(1,120),
581759

(7,896)i (1,145)
1 33 385181 284.ol 7α719

(9・613)i 1・(997)

1

i

∵

34

35↓
.

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

4L537
(1L587)
43,484
(13,659)
48,417
(16,101)
60,127
(1;・㍑1

(ll緒ll

:1竃1

11議

灘i
130,8311

267468,102

280.o(;鼎i

311.,.(羅 引

(1264)ト 『

387.68L858

(1,424)
462.2、99,627

(1,712)
482、7102,995

r(2,118)527
.4108,553

(2,071)

5540119,061

(1,909)1

549'6tl11,060

62、.,鍋l!

・…i㌶1

842.31142,0361

数`

1・b万1

15681
、

18&7「

　　　　

1683!

17S.3P

、2
18.4…

265.8

2748

289.7

3177

296.3

306.3

331.3

表中の(!内 の数字ほ外国人の出願件数

表6・2・1 、 昭 和7～11年 平 均 に対 す る

.出 願 件 数 指 数 表

379・11

種別 特 許 実用新案

別
月別

44 45 44 45

1 7,032 8,415 8318 9,710

2 71990 8,588 9,369 9,826

3 9,315 9,943 10,827 10,942

4 8,897 9,839 10,889 11,623

5 9,194 9,578 11,036 10,926

6 9,034
-10
,500 11,260 11,872

7 8,905 10,140 10,882 11,409 蒔

8 8246 8,946 9,647 10,142

9 9,133 9,574 10,854 10,409

10 9,508 10,314 10,288 11,24了

「11 8,380 9,577 9,890 10,688

12 9,952 25,417 10,910 23,272

総 計 105,586 130,831 1・24,170 142,066

対前年比 109.2 123.9 108.2 114.4

年間平均 8,799 10,903 10,348 11,839

表6・2・2月 別 出願 件 数表

また,一 方 では企業 の国際化1労 働力不足,通 貨関税問題,さ らには資源枯渇による原料 コス ト高

あるいは入手困難 とい う複 雑 な社会 環境 の中で,企 業が発展 してい く所産 と して生 ずる膨大 な量 の情

ト

報を いかに処理 してい くかが企業 の盛衰のひ とっの大 きな鍵 と して問題 となっている。現 に最近 の技

術 の特許 出願 を見 て も増加 の一途 をた どり,テ ンポの早い社会情勢変化 に鑑み日本 でも1971年 を境 に

公開公報 と公告公報の2本 立 て とな り,出 願 および公告 の件数 の年度別推移 な らびに最近2カ 年 間 の

月別の推移 は表6.2..!お よ び表6.2.2の よ うにな っている。 この様子 をグ ラフで示 すと図6.2.1の と お

りである。年度 によって増加 率 は負ピ な ってい ることもあるが、全般的 な傾向 として変化率 は正勾配

となっているのが 明瞭 であ る。

このような大量 な情 報 に対 す る索引作 成等情報 サービス業務 が,従 来 と同様人力に頼 っていたので

は'仕 事量の増大 に は が ・.て デー タの信頼性 が失われる危惧 が生 じて くる.ま たその処理 を徽 化

していっても!こ れ までの よ うに常用言語表現 をわ ざわざコーデ ィング し直 し了カナ化 していたので

L
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は 、 な お さ ら エ ラ ー が 増 大 し,か っ 同 音 異 語,同 音 異 人,同 一 語 の 読 み 違 い に よ る同 一 語 裏 話 発 生,

読 み 難 さ,音 標 文 字 に よ る 直 感 力 欠 除 等,,カ ナ文 字 処 理 の 欠 陥 が か な り 目立 っ て い る 。 さ ら に ユ ー ザ

・サ イ ドの 情 報 処 理 機 械 ,機 材,形 態 が 多 様 化 して い る 。

そ こ で ユ ー ザ ・サ イ ド,ド ナ ー ・ サ イ ド双 方 に よ っ て,一 貫 し た情 報 処 理,サ ー ビ ス 管 理 の 行 な え

る 新 しい シ ス テ ム ・ イ ン タ ー メ デ ィ ア を 用 い た シ ス テ ム が 要 求 さ れ る よ う に な っ た。
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図6・2・1特 許 、 実 用新 案 の』出願 お よ び 登録 の 推移
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しか しなが ら,あ る程度 まで自動化 された漢字文字 処理機材 は,本 来情 報処理機材 と してよ りもむ

しろ図6.2.2に 示 すよ うな経 路を たどって組版 印刷 の自動化が行 なわれてきた所産 として生 れ て きた

ものだ けに,そ れを情 報処理 イ ンターメデ ィアと して汎用 するためには種 々の工夫を必要 とし,問 題

点 も多 くあ った。

写 真 技 術 活 版 組 版

、'

.

'

写 植 技 術
モノタイプ

組 版

1925モ リサ ワ

1929写 研

'

■

、

東 京機 械

日木 タイ プ ライ ター

京 都」:作機械

'

ファクシ ミリ

漢 テ レ伝 送

沖漢 テ レプ リ ンター

東芝 漢 テ レプ リン タ_

新興 漢テ レプ リ ンター

富 士通 漢 テレプ リンター

電 子 計算 機

自動制御技術
自動モ ノタイプ組版

日本タイプ ライター

中川 機械

東京 機械FAMキ ャス

池貝鉄 」111AMキ ャス
'、 '

自 動 制 御 組 版 シ ス テ ム

FACOM-6521A

高 千 穂T-4100

NEACC-5210

、

耳 石汗SAPTONA-N5265JEM～3800

FACOM65311BM-2680

PHOTON71:う_JANEX

FalrchlldFSS-JRCAVideoComp

700/800E

'

FACOM6502A

東 芝TEIO40

1BM漢 字LP

電子計算機入出力

イ ンターメデ ィア

図6・2・2自 動 組版 シ ステ ム と情 報 処 理 イ ンタ ー メデ ィ ア

6.2.2シ ス テ ム 設 計

ω シ ス テ ム の 特 徴

㈱ 特 許 デ イ タ セ ン タ ー で は,組 版 印 刷 の 自 動 化 の た め に 発 展 し て き た漢 字 文 字 処 理 機 材 を,新 しい

情 報 処 理 の イ ン タ ー メ デ ィ ア と 見 な し,技 術 情 報 サ ー ビ ス処 理 お よ び 管 理 シ ス テ ム に 組 み 入 れ,大 量

な 特 許,実 用 新 案 技 術 情 報 の 索 引 作 成,情 報 サ ー ビ ス,販 売 管 理 等 の デ ー タ汎 用 シ ス テ ム を,1970年

夏 に企 画 し,1971年!月 の デ ー タ か ら こ の シ ス テ ム に 切 り換 え た 。

こ の 工 業 技 術 情 報 汎 用 情 報 処 理 シ ス テ ム(GIIPSY:GeneralizedIndustria1InformationProce -

ssingSystem)の シ ス テ ム 設 計 上 の 重 要 な ポ イ ン ト,は 図6.2.3に 示 す よ う な3項 目 の 最 適 化 条 件 に

基 づ い て 計 画 さ れ た 。

/
/

/

一122一



10 2。 3。

ダイ ナ ミカル フ レキ シ ビリテ ィー

(イ ン ターナ ル コリ レー シ ョン)

出力形式 販売在庫
変換 管理 麟

関連す る内部業務 に対す る

デー タの有用性

システ ム リ ンケ ー ジ

(エ クス ターナ ル コ リレー シ ョン)

関 連 す る外 部 業 務 に 対 す る

シス テ ムの 有 用 性

情 報
分析
システム

情 報
検 索
システム

図6・2・3シ ス テム設 計 に おけ る最 適 化 条件

その矛1は,シ ステムで扱 うデー タを単 に情 報サー ビスのための インター メデ ィアと して 用 い るだ

けでな く,そ の情報 サー ビスに関連 する業務 の管理に も役立て,シ ステムの ダイナ ミカル ・フレ.キシ

ビリティを高 めること。

矛2に ユーザの情報処 理 システ ムの多様性 に対 してもデータが十分役立つよ うな出力形 式 を と る こ

とがで き,処 理 ハー ドウェアの システ ムの限定 を極力避 けること。

矛3に このGIIPSYで 作 成 された システムが関連す るデータも処理 で き,書 誌 的事項に内容 デー タと

しての単語ない し要約 が付加 され得 る汎用 デー タ処理 システム として,見 出 し語 レベルを越えた常用

言語(含 漢字)に よる技 術情 報分析 ・検索 システムとシステム ・リンクされ得 ること等であ る。

システムを企画 した当初 は,漢 字文字処理 の行 なえる商用機 として可能性のあ ったもの はF社 の シ

ステムのみであ った。 それゆえ システム構成 の焦点を,組 版印刷用 に稼動 されている ンステムを,い

かに汎用の情報処理 システムの中 で有利 に用い るかとい うことに向 けなが ら検討を加 えた。その主 な

点 は,作 業能率,コ ス ト・パ フ ォーマ ンス,信 頼性,他 社 ない しは他の形式の漢字文字処理 システム

出現時の流動性 であ った。その結果,組 版 用に設計 されたFCLシ ス テムの持つ頁処理用中型 計 算 機F

-270-20お よ び出力装置制御用 ミニコ ンF-R等 の電子計算機 は ,ユ ーザに公開 されないシステ ム イ

ンターフェイスを合 わせ るための みに用 い,編 集機能等 は汎用 め電子計算機で,デ ー タ処理 として扱

った。 したが って入力 か らすべて の処理 を汎用機 を用いて実行 するように し,MTベ ー スで シ ステ ム

間 インターフェイスを合 わせ た。

② 文字種 の選定

このGIIPSYで 必 要 とす る文字種 は特許 という特 殊な情報の性格 か ら,か な り種類を多 く要求 され,

出力時 には科学記号 の表現 まで可能 でな ければな らなか ったが,そ の要求 が自動組版 の機能性 とマ ッ

チ してかな りの必要度 が リカバ ー されて いたので,他 の入力機器の選択性 を許 されない環境下で必然

的 に決 まって しま った格好 で あった。 それで も後続 の他社 のシステムよ りも好都合であった。字 種の

問題 よりもむ しろ,ベ リフ ァイ機能 のな い入力 システムで入力 したデータをどの様 に メンテ し,デ ー

タの信頼度を高めるか とい う,ソ フ トウェア上 に もたせ る機能 の設計に苦慮 した。

6.2.3GllPSYシ ス テ ム 構 成 概 要

GIIPSYシ ス テムの使 用す るハー ドウ ェアおよびそのソフ トウェア構成 はそれぞれ次の よ うに な っ,
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工 業 技 術 情 報

書誌事項 ファイル

`

入力 デ ー タフ ァイ ル管 理 システ ム

デ ー タPT入 力 シス テ ム

チ ェ ッ ク&リ ス トシス テ ム

デ ー タメ ンテ ナ ンスCD-iI1シ ス テ ム

シ ー クエ ン スチ ェ ック システ ム

ダ ミーMT-RECメ イ ク シス テ ム

マ ー ジ ン グ シス テ ム

・

↓

デ ー タMakeUpシ ス テ ム

デー ト挿入 システム KW-RECデ ブロ ッキングシステム

レコー ド展開 システム KW-MATRIX-Cシ ステム
'

ページ管理 システム KW-MATRIX-Rシ ステム

CLチ ェック&リ ス トシステム

SORTシ ステ ム1・0・ 皿

コー ドユニファイシステム

CL-RECデ ブロッキ ングシステム

AP-RECデ ブロッキ ングシステム
.

コ ー ドイ ン ター フ ェー ス ア ダプ タ ー コ ー ドイ ン ター フ ェー ス ア ダプ ター

↓
出 力 デ ー タ フ ァ イ ル

管 理 シス テ ム

ボリューム管理 システム

インデ ックスエデ ィター

9MT7MT

7MTgMT

7MTLP

9MTgMT

マイクロメーシ ョンシステム

デfス プレイシステム

↓

経営管理システム

顧客マスター入力システム

納品七レク ト&ビ ル

マ ス ター フ ァイ ル
メ ンテナ ン ス システ ム

SORTシ ステムAB.C

在庫管理指示システム

販売結果統計システム

↓

情報自動分析システム

パ ラメータ制御システム

自動分類分析 システム

リス ト&グ ラフ システム

、'

情報検索システム

質問応答システム

検索情報ファイル

制御 システム

図6・2・5 工業技術情報の漢字文字処理による汎用情報処理

システムのソフトウエア構成

・
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て い る 。

{1)ハ ー ド ウ エ ア 構 成

GIIPSYシ ス テ ム で は,デ ー タお よ び シ ス テ ム の 汎 用 性 を持 た せ る た め'に,プ ロ グ ラ ム ・ ソ フ ト ウ

ェ ア お よ び プ ロ セ ス を 大 別 し て"デ ー タ入 力","処 理"、"出 力,,の3ス テ ッ プ に 分 類 し,現 在 商 用

ベ ー ス の 漢 字 文 字 処 理 シ ス テ ム が ,出 力,印 刷 を 主 体 と した オ フ ラ イ ン機 構 で 汎 用 デ ー タ処 理 機 能 を

持 た な い こ と か ら,す べ て の デ ー タ処 理 を 行 な う部 分 と出 力 部 分 と を と く に 分 離 した 。

入 力 処 理,デ ー タ処 理,出 力 処 理 に 用 い る ハ ー ドウ ェ ア 構 成 は,図6.2.4に 示 すA.B.C.D.4っ の ブ

ロ ッ ク か ら な っ て い る 。PT/CD漢 字 デ ー タ入 力,デ ー タ管 理,出 力 管 理 等 デ ー タ処 理 は す べ てFAC

OM230-25を ベ ー ス に し て お り,出 力 は 適 宜 用 途 や デ ー タの 必 要 と な る 時 間 的 タ イ ミ ン グ に 合 わ せ

て,FACOM-FCL-AFTSシ ス テ ム,T-4100シ ス テ ム,JEM-3100シ ス テ ム の 各 シ ス テ ム ヘ デ 一 夕

を 落 す よ う に な っ て い る 。 そ の 概 要 は 次 の よ う で あ る。F-FCL-AFTSは 印 刷 用 下 版 フ ィ ル ム,T-

4100は ゲ ラ な い し は ペ ー パ=・ コ ピ ー 出 力,JEMはMICRO-FILM出 力 用 に 用 い て い る 。

(2)ソ フ ト ウ ェ ア 構 成

この シ ス テ ム は 図6.2.5に 示 す よ う に,デ ー タ お よ び シ ス テ ム を 種 々 の 角 度 か ら利 用 で き る よ う に,

全 体 で5ブ ロ ッ ク の プ ロ セ ス か ら な っ て お り,各 プ ロ セ ス は処 理 を 円 滑 に 進 め る た め に,図62.5の 各

プ ロ セ ス の テ ー ブ ル に 示 す よ う な サ ブ シ ス テ ム か ら な っ て い る 。5ブ ロ ッ クの シ ス テ ム は

① 入 力 デ ー タ ・ フ ァ イ ル 管 理 シ ス テ ム

② デ ー タMakeUpシ ス テ ム

③ 出 力 デ ー タ ・ フ ァ イ ル 管 理 シ ス テ ム

④ 経 営 管 理 シ ス テ ム

⑤ 情 報 分 析 ・検 索 シ ス テ ム

で あ る 。 こ れ らの シ ス テ ム は す べ て 汎 用 機FACOM230-25を 主 体 と し て 作 ら れ て い る 。 使 用 言 語 は

ア セ ン ブ ラ お よ び コ ボ ル を 主 と し て い る が,情 報 分 析 シ ス テ ム は フ ォ ー トラ ン を 基 本 と し て い る 。

シ ス テ ム 中 で は 処 理 を 効 率 的 に 行 な う た め,お よ び コ ンパ イ ラ で は 稼 動 さ せ 得 な い 部 分 に 対 し て

は,適 宜 ア セ ン ブ ラ と の リ ン ク を 行 な い,シ ス テ ム 作 成 の 合 理 化,速 度 向 上 等 に 効 果 を 発 揮 し て い

る。 漢 字 文 字 処 理 の 結 果 の 出 力 の 主 流 を 占 め る の は,イ ン デ ッ ク ス作 成 に 関 す る 出 力 デ ー タ ・ フ ァ イ

ル管 理 シ ス テ ム で あ る 。 図6 .2.6の フ ロ ー チ ャ ー トは,"入 力","MakeUp","出 力.の 処 理 ル ー

トを 通 っ て 索 引 デ ー タ処 理 を 行 な い,索 引 を 編 集 作 成 す る プ ロ セ ス で あ る 。

6.2.4漢 字 入 力 デ 一 夕 ・ フ ァ イ ル 管 理 シ ス テ ム

日)漢 字 入 力 装 置

入 力 装 置 の 選 定 は,企 画 当 初 意 図 的 に 選 沢 で き る商 用 ベ ー ス の 漢 字 処 理 シ ス テ ム と して,一 貫 し た

機 能 を 有 す る も の が と く に な か っ た が,字 種,使 い や す さ の点 か らFACOM-6801Bを 選 定 し た 。 始

め は この 紙 テ ー プ さ ん 孔 装 置 の み に よ っ て す べ て の デ ー タを扱 う つ も り で あ っ た が,穿 孔 ミ ス等 に よ

る デ ー タ ・ エ ラ ー一の 修 正 等 の こ と を 考 慮 し て,少 量 の デ ー タを 扱 う場 合 は,IBM-・029パ ン チ ・ マ シ

ンを も 使 用 し ・ カ ー ドに よ る 入 力 も 可 能 に し た 。 し た が っ て 入 力 装 置 と し て は ・F-6801B漢 字 せ ん
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孔 機 お よ びIBM-029カ ー ドパ ン チ 装 置 を シ ス テ ム に 組 み 入 れ た 。 と く にALPHA－ か な －NUMERIC

表 現 の デ ー タ ・ ア イ テ ム の 場 合 に は,カ ー ドで 入 れ た方 が 能 率 的 で ベ リ フ ァ イ機 能 も あ る の で,エ

ラ ー を あ ら か じ め 防 ぐ こ と が で き,信 頼 度 が 高 く,速 度 も速 い 。 漢 字 せ ん 孔 機 の 中 で ベ リ フ ァ イ機 能

の あ る も の が な い の で,入 力 デ ー タ の チ ェ ッ ク に 負 担 が か か る 。 パ ンチ 能 力 は3000～3500字/時 間

(6カ 月 以 上 の 経 験),2500～2800字/時 間(3ヵ 月 程 度 の 経 験)で あ る 。 入 力 デ ー タ レ コ ー ド数 に 対

す る エ ラー ・ レ コ ー ド数 は,漢 字:数 字/30:30ほ ど の 文 字 比 で 漢 字 の エ ラ ー の 方 が 率 が 高 い 。 ち な

み に 図6.2.7に 最 近1年 間 の デ ー タ 件 数 に 対 す る エ ラ ー ・デ ー タを 含 む レ コ ー ド数 の 比 を 示 し た 。

20%

フ

レ

コ

llO%

比

率

△__._△ 毎 月 の デ ー タ レ コ ー ドに し め る
エ ラ ー レ コ ー ド

×x漢 字 デ ー タ レ コ ー ドに し め る 漢

字 デ ー タ の エ ラ ー レ コ ー ド
O「 一一一〇 漢 字 デ ー タ レ コ ー ドに し め る 数

字 デ ー タ の エ ラ ー レ コ ー ド

ゾ㊦

し

づ}》
.
㌻㌦

'71/1112'72/1
.10

図6・2・ 了 最 近1年 間 に お け る デ ー タ件数 に対 す る エ ラ7レ コ ー ドの 比 率

10,000

② 入 力 デ ー タ ・ フ ァ イ ル 管 理 シ ス テ ム

種 々 の デ ー タ ・ソ ー ス に 対 し,多 角 的 汎 用 化 を 可 能 に し,関 係 の あ る一 連 の 業 務 の 機 械 化 処 理 の

ソ ー ス ・デ ー タ に 役 立 て る こ と が で き る よ う に,入 力 シ ス テ ム に 機 能 的 な 柔 軟 性 を 持 た せ て あ る 。 し

た が っ て こ の 入 力 シ ス テ ム で は,書 誌 的 事 項 以 外 の 文 章 内 容 を 有 す る漢 字 デ ー タ も 入 力 で き,シ ス テ

ム相 互 の 関 連 を は か っ た 。

図6.2.8は 書 誌 的 事 項 入 力 リ ス トの 一 例 で あ り,要 約 情 報入 力 リ ス トの 一 例 は つ ぎ の よ う な も の で

あ る 。

1001.銑 鉄,噴 霧,ガ ス流,衝 突,帯 域,炉 床,排 出 孔,ス ラ グ,向 流,鉄 粒 子,酸 化 鉄 。

!002.噴 霧,精 製,耐 火,ラ イ ニ ン グ,損 耗,溶 銑,ガ ス流,炉 壁,排 出,冷 却,霧 化 。

こ の 入 力 デ ー タ ・ フ ァ イ ル 管 理 シ ス テ ム は 次 の6セ ク シ ョ ン の サ ブ シ ス テ ム で 構 成 さ れ て お り ,
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デ ー タが た だ ち に 業 務 に 利 用 で き る よ う デ ー タ メ ン テ ナ ン スま で こ の シ ス テ ム で 行 な う 。

、

4-1727 昭和47年1月11日 発行 の実用新 案 出願公 告目次47-8

公 告 出 願 人

番 号
分 類 願 書番号 実 用 新 案 の 名 称 都府県

国 籍
氏 名(名 称)

弼 " 4い 一88889 電動機鉄心の黄装用保持具 畑 三洋電機株式会社
外1名

田 55A田 ω 一20305 回転電機 鯨 三菱電機株式会社

搬 55Aα51 19860 大容量直流機の整流子カバ ー浪 岡 棟式会社日立 製作所

国 " 23281

置

固縮 ・・パー鑓3閣 醇 ・

マi爾 臼 田 ▲(昂 辞 別2 琴抜け止め装置を傭え允模 ¶ζ同 ≧阿

音
頭 55A3" 38-99025 単相同期電動機 頬 松下電器産業株式会社
審
渦 55A44 37-74180 インダクタ型多極同期電動機 同 同

審
587 55B1 39-52854 自励複巻発電機励磁調整回路 神奈

川
富士電機製造株式会社

田

暗
部

55C2

108D11

④BO11

41-89234

38-26624

電動機を信号毎に定量回転せ し
める装置

コー ドリール

愛知

大阪

愛知時計電機株式会社

松下電器産業株式会社

図6・2・8書 誌 的 事 項 入 力 リス ト

①

②

③

④

⑤

⑥

デ ー タ紙 テ ー プ 入 力 シ ス テ ム

チ ェ ッ ク&リ ス ト シ ス テ ム

デ 一 夕 メ ン テ ナ ン ス カ ー ド入 力 シ ス テ ム

デ ー タ ・ シ ー ク エ ン ス ・ チ ェ ッ ク シ ス テ ム

ダ ミーMT-REC作 成 シ ス テ ム

マ ー ジ ン グ 「 シ ス テ ム

入 力 シ ス テ ム の 中 で と く に 綿 密 な 機 能 を 考 慮 し た の は,入 力 シ ス テ ム と デ ー タ ・チ ェ ッ ク シ ス テ ム

で あ る 。2Byte1文 字 と い う漢 字 コ ー ドの 特 殊 性 か ら,パ ンチ ・マ シ ンの ス ル ー ・ エ ラ ー や 入 力 エ

ラ ー に よ る 後 続 文 字 デ ー タへ の デ ー タ ・ キ ル を 避 け る た め,バ イ トず れ 検 出 ・修 復 機 能 に と く に 注 意

し て あ り,図6.2.9に 示 す よ う に,数 文 字 の キ ル で 後 続 デ ー タの リ カ バ ー が 可 能 で あ る 。

チ ェ ッ ク シ ス テ ム で は,人 間 の 視 覚 を 補 助 す る た め の 種 々の デ ー タ ・ チ ェ ッ ク を 自 動 的 に 行 な っ

て,リ ス ト ・ア ウ トす る よ う に な っ て い る 。 資 料 の 図6、2.10,図6.2.12に そ の 一 例 を 示 した 。 図6.2.

9は 入 力 ソ ー ス ・ デ ー タ ・チ ェ ッ ク ・ リ ス トで 、 レ コ ー ド番 号582の 右 の"N"は 出 願 人 ア イ テ ム に エ

ラ ー が あ る こ と,"?.は こ の レ コ ー ドに 外 字 が あ る こ と を 示 し,583の"#"は582と583の 間 に レ

コ ー ドが ひ と っ,な い し そ れ 以 上 抜 け て い る こ と を 示 して い る 。 ち な み に 図6.2.Uの 漢 字 チ ェ ッ ク ・

リス トを 見 る と,レ コ ー ド番 号582の583デ ー タの 出 願 人 ア イ テ ム に エ ラ ー が あ る こ と が わ か る 。 図6.

2、13は メ ン テ ・ デ ー タの チ ェ ・ソ ク1リ.ス トで,図6.2.12と 合 わ せ て み て,修 正 し た 項 目 の フ ラ グ が リ

ス ト上 に な け れ ば,正 し く 修 正 さ れ て い る こ と を 示 す 。 マ ー ジ後 の リ ス ト図6.2.14を 見 る と 正 し く メ

ン テ さ れ て い る 。
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図6・2・9バ イ ト ず れ 検 出 の た め の リ ス ト
、
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図6・2・10入 力 ソ ー ス ・ デ ー タ チ ェ ッ ク リス ト

"

.」

図6・2・11漢 字 チ ェ ッ ク リ ス ト
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図6・2・14マ ー ジ後 の リス ト

6.2.5漢 字 デ ー タ ・フ ァ イル 管 理 シ ス テム

(1)漢 字 出力装置

108D11.

41-88889

40-2030う

19860

23281

59492

38-99025

37-74180

39`う2854

41●89234

38●26624

GIIPSYの 出 力 装 置 は 入 力 装 置 をFACOMに 選 ん だ こ と と,出 力 リ ス ト が 単 物 と 複 物 と が あ っ て,

複 物 は 印 刷 を 必 要 と す る こ と か ち,印 刷 に も む い て い る シ ス テ ム と い う こ と で,F-6531自 動 写 植 装

置 を主 体 と し た も の と な っ て い る 。 しか しな が らF-6531は 少 量 で 簡 易 印 刷 下 版 作 成 を 行 な う に は 非

常 に精 度 の 高 い も の で,コ ス ト ・パ フ ォ ー マ ン ス が 良 くな い と い う こ と も あ っ て,他 社 の 漢 字 文 字 出

力 装 置 を 用 い る試 み の 必 要 性 が 生 じ た 。 そ ヒ で 出 力 シ ス テ ム は,図6.2.4のB.CD.の ブ ロ ッ ク に あ る

次 の3社 の ハ ー ド ウ ェ ア を 共 用 す る こ と が で き る よ う に し た。

ブ ロ ッ クB.FACOM全 自 動 写 植 シ ス テ ム

F-270-20.F-R-6531,F-KLP,F-KPR

C.高 千 穂 漢 字 処 理 シ ス テ ム
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T-4100

D.日 本 電 子 産 業 漢 字 処 理 シ ス テ ム

JEM-3100

図6.2.15はFACOMシ ス テ ム で 出 力 し た も の 。 図6.2.16は 同 じデ ー タを 高 千 穂 シ ス テ ム で 出 力 し た

索 引 誌 の 例 で あ る 。

実用新案

第55類

昭和47年 出願公告細分類別総目録

分 類 公告番号 公告日 願書番号 実 用 新 案 の 名 称 出 願 人

55AO 1567 1.20 136No:{ 小 型 電動 式 加1圧 ・ … し装i'～ ↓ ン タ.."!・ ∫・1ら ・'}」

☆103C238 ラロfト ・CORP

☆55Anつ1 579 Ll】 3958834 鉄心溝を備えた電気機器 凄 電機㈱
☆55AO2 580 lll 4188889 電動機鉄心の塗装馴㈱!! 三群電機㈱外1名

☆55AO34 1149 ll7 ・}37928 回転電機の電気接続端 ア 日本電装㈱

☆55AO34 1150 1.17 、1319767 '.?一 の ・ ラ.{1長 持 装 置 三汀電機㈱

☆55AO34 1779 1.21 .12HK)99 .'仁 ・ ・`な の …'装 置 鞠{・ 葉電機製作所
55A.12

☆55AO5 581 111 to20305 1・11軽電 機 三菱電機潤

☆55AO51 582 1.11 4019860 大容 量 〔r|:流機 の 幣 流子 ・り… 装1" ㈱ 日1フ、製1年 所

☆55AO51 583 1.11 4023281 ll・1転電 機の か ・・装 置 (刷 け 製1乍所

☆55AO51 1151 L17 431755・ 】 電 動 機点 検 り・・ ㈱1ぱ 製作所
63働B:川38《 〕co

☆55へ051 2093 1.25 ・1255686 電動機 ㈱安 川電機製作所
55A122

☆55AOsl 209・1 L25 ・3318480 り・・ 鎖 錠装 置 ㈱日`ヒ製作所
53E353E.1

55AO52 16:{3 L20 4272955 電動機 こ汀・電機㈱外1名
★511B1253A2}

55AO53 599 1.11 4416167 電気井戸ホ ン ノ 松 ト'電器産 業㈱
☆63(:{)Fll53E3

図6・2・15FACOMシ ステ ム に よ る出 力

実 用 断 案

第55類

昭和47年 出願公告日金類別8目 録

分 類 公告番号 公告日 願 書 番 号 実 用 新 富 の 名 称 出 口 人

55AO 1567 1.20 43-61403 小型電動式加圧同一ル装置
「

インターナショナル.ポ ラロイ ド,CORP

★103C238

★55AO2 579 1.U 39-58834 鉄心溝を傷えた電気機器 三菱電機(掬

費55AO2 580 1.ll 41-88889 電動機鉄心の塗装用保持具 三洋竜田{掬 外1名

★55AO34 ll49 1.17 43-7928 回転電機の電気接続端子 日本電装{掬

費55AO34 U50 1." 43-19?67 モーターのブラシ保持装置 三洋電機(柳

吉55AO34 1779 1.21 42-10099 ワイパーモータのブラシ装置 {掬 三ツ葉電顕 隔

55A42、

★55AO5 581 lu 40-20305 回転電機 三菱電機{掬

★55AOsl 582 1.11 40-19860 大容量直流機の整流子カバー装置 (掬 日立製作所

★55AO51 583 1.口 40-23281 回転電機のカバー装置 (掬 日立製作所

カ55AO51 U51 1.17 43-17554 電動機点検カバー {掬 日立製作所

図6・2・16T4100シ ス テ ム に よ る 出力
㊨

ハー ドウェア上 の問題点 と しては ,出 力装 置その ものが完全 なデータ処理機能を持 たず,中 央演算

装置 と直結 されて いるケースが少 ないので,シ ステムの体系にか なりの工夫を要求 され ることであろ
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う 。

② 出 力 デ ー タ ・ フ ァ イ ル 管 理 シ ス テ ム

こ の ブ ロ ッ ク の 機 能 は 次 の6っ の サ ブ シ ス テ ム か ら構 成 され て い る 。

①

②

③

④

⑤

⑥

索 引 編 集 シ ス テ ム

ボ リ ュ ー ム 管 理 シ ス テ ム

7ト ラ ッ クMT/9ト ラ ッ クMT相 互 変 換 シ ス テ ム

フ ァ イ ル 変 換 シ ス テ ム

マ イ ク ロ メ ー シ ョ ン ・ シ ス テ ム

ビ デ オ ・ シ ス テ ム

こ の ブ ロ ッ ク の シ ス テ 』ム は,デ ー タMakeUpシ ス テ ム に よ っ て 作 成 さ れ た フ ァ イ ル を,

途 に マ ッ チ し た 形 式 の 出 力 を 得 る た め の 機 能 を 果 す 。

種 々 の用

出 力デー タ
フ ァイ ル管理

シス テム

乙
Ψ

ソク分類
&
頁制御

9TR

索引デー タ

ファイル

↓

入 力

遷 ・・

分 類デ ー タ
チ ェック

エ ラ ー デ ー タ

チ ェ ッ ク ア ウ ト

リ ス ト

、/一

文字配列計算

↓

頁 制 御 処 理

チェック分類
&
新頁制御
ファイル

、' ↓

出 力デー タ
デ ー タ変換 フ ァイル管理

システ ム

、 ,↓

7TR

下版済編集済

ファイル

印刷面付指示
リスト

_/・ }

図6・2・17編 集 シ ス テ ム フ ロ ー チ ャ ー ト.

索 引 を 編 集 す る イ ン デ ・ソク ス ・ エ デ ィ タ で は,図6.2.17の フ ロ ・一チ ャ ー トに 示 す 手 順 で バ イ トマ シ

ンに よ っ て 索 引 誌 編 集 を 行 な い,キ ャ ラ ク タ ー ・マ シ ン に デ ー タ を 渡 す 処 理 を 行 な う。 本 シ ス テ ム で
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使 用 す る3種 の 出 力 シ ス テ ム ・ハ ー ドウ ェ ア の 中 で,FACOM-FCLは7TR-MTを 必 要 と す る の で,バ

イ ト/キ ャ ラ ク タ ー の デ ー タ変 換 を 行 な う こ と に な る 。 デ ー タ量 が 増 加 す る場 合 の た め の マ イ ク ロ

メ ー シ ョ ン 出 力 シ ス テ ム に,JEM-3100を 稼 動 さ せ る 。VTR,EVRが 普 及 す る と ,MICRO-EVR・VT

R相 互 利 用 す る こ と が 必 要 に な る と考 え ら れ る 。

6.2.6シ ス テ ム の 運 営

GIIP・SYSTEMは1971年1月 の デ ー タ か ら入 力 ,出 力 を 実 施 した 。 デ ー タ 入 力 は月 単 位 で 区 切 り,

マ ン ス リ ー ・ イ ン デ ッ ク ス を 発 行 し て い る 。 処 理 は 汎 用 電 子 計 算 機 で 出 力 で き る部 分 は極 力 そ れ を 用

い て 行 な う た め,デ ー タ の 性 格 上 漢 字 部 分 と数 字 部 分 の デ ー タを ,そ れ ぞ れ 別 途 に 扱 う こ と が で き

る 。 運 営 状 況 を 項 目 別 た 説 明 す る 。

(1)入 力 デ ー タ量

毎 月,特 許 ・実 用 新 案 公 告 の 平 均8,000件 か ら10,000件 の 書 誌 的 事 項 を,目 次 リス トに よ り 入 力 す

る 。1件 当 り の 平 均 文 字 数 は50～60文 字 程 度 で 漢 字:数 字/3:2く ら い で あ る。

{2)出 力 デ ー タ量

索 引 作 成 に 用 い る デ ー タ は,分 類 項 目 に し た が っ て デ ー タ展 開 を 行 な い,15,000～23,000レ コ ー ド .

の デ ー タ量 に 転 写 し,図6 .2.18の'ご と き フ ォ ー マ ッ トのB5版 サ イ ズ で 編 集 ・頁 管 理 さ れ て 出 力 が 行

な わ れ る 。

鏑襲
櫛
総

繊

図6・2・18編 集 済 フ ォ ー マ ッ ト

毎 月 の 真 数 は 平 均700～1.OOO頁 と な る。 印 刷 は 限 定150部 でK－ オ フ方 式 で 刷 られ る 。 印 刷 の 段 階

で 出 力 下 版 図6.2.18に 罫 線 を マ ス キ ン グ し て,図6.2.15の よ う な 索 引 誌 と して 出 版 す る 。 毎 月,当 月

の デ ー タが 翌 月15日 ま で に 出 版 さ れ る 。

(3)デ ー ダMakeUpシ ス テ ム の 機 能

この ブ ロ ッ ク の シ ス テ ム は,入 力 デ ー タ ・ フ ァ イ ル管 理 シ ス テ ム で 入 力 メ ン テ さ れ た デ ー タ を ,こ

の ブ ロ ッ ク の シ ス テ ム に 連 携 す る 次 の よ う な

① 出 力 デ ー タ ・ フ ァ イ ル 管 理 シ ス テ ム

② 経 営 管 理 シ ス テ ム

③ 情 報 分 析 ・検 索 シ ス テ ム

の3つ の シ ス テ ム で そ れ ぞ れ デ ー タ が 利 用 で き る よ う に,オ リ ジ ナ ル デ ー タに 加 工 を ほ ど こ し 、 フ ァ

イ ル を 編 成 し直 す 機 能 を 有 す る 。 出 力 機 器 に対 応 す る コ ー ドに 変 換 す る の も この シ ス テ ム の 中 の サ ブ

シ ス テ ム で あ る 。

(4}経 営 管 理 シ ス テ ム の 機 能
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索引の編集 印刷 の目的で入力 され たデー タを,公 報の販売管理 ・在庫管理 に用 い,販 売情 報の検索

選出;伝票作 成;販 売指示書,在 庫管理 指示書等 の作 成をす る。 この システムを付加 し,索 引作 成 マ ン

ス リー ・データを転 用す る ことによ って,月 間処理 を行なっていた ものを,バ イマンス リー15日 区切

りで入力管理 をす る必 要 にせ まられたが,逆 に索引作成上 のデー タ管理が スピー ド・ア ップされ,ス

ムーズに実行 され ることにな った。 また従来3万 枚 ほどの伝票を人 手 で作 成 して い た もの を,索 引

データを転用 して自動作成 す ることができる。 したがってこれ まで この3万 枚の伝票 を数 日 ごとに集.

計 手計算 し,さ らにCDパ ンチ して いたものがほ とんど割愛 され るに至 った。

㈲ 情報分析 ・検索 システム

書誌的事項の デー タ処理 を行 な っている入力 システム,デ ー タMakeUpシ ステムを そ の ま ま応 用

し,技 術情報の内容 を入力 し,フ ァイルを作成する

)レ1001レ 銑鉄

>1002レ 噴 雀

レ1003レ 溶 銑

レ1004Dレ 精 製

レ1005レ 機 械

力。 レ レ

噴 霧 。 精 製。 ガ ス 流。 衝 突。 帯 域 炉床 。 排 出孔 。 ス ラ グ。 向流.鉄 粒 子 。 酸 化鉄 。 レ ●

精 製 。 耐 火 。 ラ イニ ン グ。 損耗 。 溶 銑。 ガ ス流。 炉 壁。 緋 出。 冷 却 。霧 化 。 レ レ

連 続 。 精 製 。 噴 霧。 貯 蔵 。 銑鉄 。 ス ラ グ。 電 磁 。運 搬 。 ガス 湾。 添 加 剤。 レ レ

ガ ス流 。 噴 霧 。 液 状。 銑 鉄 。 衝突 。 帯 域。 石 灰 。 自 由。 落 下 。吹 付け 。 ラン ス。窪 化 。 レ レ

加 工性 。 溶 接 性 。 時効 。 硬 化 性 。 ニ ッケ ル。 ク ロ ム。 鉄 。 合 金 。 原 子 量 。 リン グ。 圧 力。 容 器。 高 温 。 応

図6・2・19入 力 シ ス テ ム を 用 い て 入 力 し た 意 味 デ ー タ

0012

0013

0U16

000002

UOOO99

UOOO20

001UO2㊤ ㊤01

0014100005

0010600008

OOOOIZOuOOO3UOIOO30004

ρ000ユ4UUOO400GIO8nO(,11

UOOOユbOUOO4400】0840010

図6・2・20分 析 用 デ7タ フ ァ イ ル

00UO120(」OOO40UIOO40003

0000ユ50000410010810011

00001600006000110000iO

図6.2./9は 入 力 シ ス テ ム を 用 い て 入 力 し た 意 味 デ ー タ,図6.2.20はMakeUpシ ス テ ム で 処 理 さ れ

た 分 析 用 デ ー タ ・ フ ァ イ ル,図6.2.21は 分 析 処 理 前,図6.2.22は 分 析 後 の 関 連 デ ー タ ・ フ ァ イ ル 例 で

あ る。 相 互 に 類 縁 関 係 の 強 い 情 報 か ら順 序 立 て て 出 力 さ れ る。

従 来 の カ ナ ーALPHA-NUMERIC表 現 の デ ー タ ・ フ ァ イ ル で は,デ ー タ と シ ス テ ム を 相 互 に 連 携

さ せ た 有 機 的 な シ ス テ ム 利 用 が 困 難 で あ る が,漢 字 文 字 処 理 に よ る 場 合 に は,シ ス テ ム ・パ フ ォ ー マ

ン ス を 体 系 的 に ま と め る こ と が 可 能 で あ る 。

6.2.7シ ス テ ム の 評 価

〔1)GIIPシ ス テ ム の メ リ ッ ト

漢 字 を 含 む 技 術 情 報 を,電 子 計 算 機 で 処 理 す る こ とが 従 来 の 方 法 と比 較 して,ど の 程 度 の シ ス テ ム

・パ フ ォ ー マ ン ス を 持 っ て い る か を 検 討 し た 結 果 ,次 の よ う な 点 に メ リ ッ トが あ る と い え よ う。

①

②

③

④

⑤

従来手作業 で行 な っていた索 引作成 に要 する時間 の1/4～!/6で 発 行で き,処 理 速度 が速 い。

機械処理 を行 なえば,一 度 の入力でデー タの分解,結 合,転 写,展 開等デー タの変形加工 が容

易 で,手 動 タイプ打 ちよ り入力量 も少 な くてすむ。

デー タの有機的 な転用 が可 能。

デー タの信 頼性 が高 い。

保管蓄積 デー タの スペー スが小 さい。
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.

」鵠?▲4 N.OL 8.CL TXTLE

1 102工21 ii4△512 磁気テープ保持装置

2 io2B21 5502554B4519ス9B5 回転ヘッ ド制御方式
102工0

5 99●71 蓄積装置

4 102工21 9■85 ら旋 案内 テ ー プ さ ふえ装 置

5 102●4 114▲5i2102星5105BO デ ー タ貯 蔵装 置

6 102B51 10282¶ テー プレ コー ダ ーの テ ープ リフ ター装 置

7 102BO 102墨5102冗954B11 語気録音装置

8 997125 99●12〔 目 キ ネス コ ー プお よびそ の 制作 方 法

, 102■5 磁 気 ヘ ッ ド

10 100DO 104GO レ ーザ ー装 置

11 ¶02B8 102・BO55c239フ ⑤BO 磁気媒体転写方式

12 12▲41 i2▲4812▲562お51 高耐熱性を冷する電気絶縁性被 唄をけい素鋼板表面に生成 しむ
る方法

15 102221 回転ヘッ ド制御方式

り4 9●LO1 99●123 カ ラーテ レ ピジ ■ン受 信機
'

15 "4▲516 104GO 電気光学的情報変換装置

16 102工52 9禰B59×9D24 記録再生方式

17 102851 62B7 立方結晶構造を有す る焼結酸化物ぎ'性材料から ト,ン ジユーサ
を製造する万法

18 94⑤86 102B21 電臣自動応対録音装置

1, 100DO 高周波に よる多電極放電モー ドを利用 したレーザ装置

20 102B21 550259天9B39ス5)B5 回転ヘッ ド¶御方式
102xO

21 102B21 55c29?【5}85102xO 磁気記録再生方式

22 ,97ハ 直視垣蓄積管

25 ⑱00DO 10400 ジャ イ ア ン ツパル ス レー ザ装 置

24 102エ5 磁気ヘッ ドの製造方法
■

25 98⑤82 98⑤8¶ 自動周波数を引発振若

26 102昆8 磁気媒体 に写方式

27 100DO 1040099GO ガス レー ザー 管

28 9澗 ▲22 114▲5119フ ⑲ ▲Oio4GO 光学的伝達江置
9)⑤B1

2, 102●5 空隙高さを精密に規定 した複合磁気ヘ ッ ドの製遭方法

50 102夏52 9ξ(8▲0102×219ス5}B5 複数信号 のジッター～C去及時間差補正方式

,2【具 耳69ズ …∋H4

5り 102×5 電磁ヘ ッ ドの製造法

52 102互2†55c2597【 ⑤B354B45 回転ヘ ッド統御方式
102兄0

55 102x2¶55029欠5B5102兄9 磁 気記録再生装置

54 102x52102225102E5114A512 情報配憶装置
54B8

86 102B21 テ ー プ ソ コー ダ の反 転 機構

56 ¶02■91 〈02菖21 磁 気 テー プカ ー トリッジ

57 102821 102兄09π ≡〕B5 多 ヘ ツVビ デオ 乎 一 プレ コ ーダ め テ ー プ ガ イ ドエ,一 槍 幽 方式

58 9ハ⑤D24 9抱D5102正52 磁気配録再生方式

59 102R21 114ム512 磁気記憶装置

40 io280 102E21102菖5 磁気記録再生装置

4i 10232¶ 55c2354B459フ(925 回転ヘッ ド制御方×
`

102蕗0

42 102田24 磁気シー ト録音再生産置

45 "4▲5" 101×9 表示装置`

44 99⑤ 区2 9賃9×109賃 ヨP52 固体映像表示装置
1

図6・2・21情 報 分析 前 順 不同 情 報
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D▲Ψ▲4
一 X.CL 8.CL
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T工 丁 二二

2フ 100DO 104GO9900 ガヌ レー ザ 一 管

14 9π5LO1 99,125 カ,一 テ レ ビジ ョ ン受信 捨

8 99P125 99P12田 キ ネス コ ー プお よび その 制作 方 法

¶9 ¶00DO 高 周 波 に よ る多電 極 放電 モ ー ドを利 用 した レーザ 装 置

5 99●71 蓄 積装置

12 12▲41 12▲4812▲5 .62B51 高耐熱性 享有する冠気絶娘性被膜 を叶い真個板裏面に生成 しむ
る方法

22! 99.71 直視型蓄積管

10 100DO 104GO レーザ ー装 置

15 114▲516 10400 電気光誉的情報度題整吸

25 989エ2 98…∋Bi
'

自動周波数掃引発振器

11 io2■8 102×055c2394⑤BO 磁気媒体 転写方式

26 102罵8 磁気 媒体 転乳∵∫式

44 9鶏x2 9賜K109気9P52 固体映像表示元惚

25 ¶00DO 104GO ジャ イ ア ン ツパル スレ ーザ莫{置

|

59 1C2■21 "4▲512 磁気配慌捗〔

:

¶ 102コ21 114▲512 磁気テープ泓持装賢

5 10284 114ム512102E5105BO デ ー タ貯 薫 芸 恒

.

28 9題 ▲22 114▲5119天 ∋ △0104GO 光学的伝辻:ξ畳
9ハ⑤81

45 i14▲511 101且9 表示装置

9 10285 ! 磁 気 ヘ ッ ト'

24 10235 磁気 ヘッ ドの翌造方法

2, 102玉5 空隙高さを門字にぢ二 した複合 冷気 ヘッ ドの製造方法

17 102■51 6287 立方結贔構迭?有 ナる⊆結酸化物強性材料か ら ト,yジ ューサ
s

を製 造す るフニ法

51 io2B5 電磁ヘッ ドの輿遭法
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情 報 配 三二決 さ

ら旋 棄 民 ⇒ 一 プ さ 〉 え14;ii,{

磁 気 テ ー プ カ ー・一ート1㌧'ジ 、

磁 気 シ ー ㌧今 吾再tir;1.竺

テー プレ コ ーダの 反 紅 絵抱

磁 気 母妥 装 ≡

テ ー プレ コーダ ー の テー プ リ フタ ー笈鰻

記 録 再 生 方 式

磁気 配 録 ㌧ 生装 坐

磁 気記 録 再 生方 式

磁filLiCv:'/生 方式

多 ヘ ッ ドビデオ テ ー プレ コー ダの テ ー ブ ガイ ドエ,一 検 出 方 式

磁 気 記録 再 生 学恒

1ii話 〔戸L応 射 タoド「':㌻'『P「

複数 信号 の ジ ・ンター"去 及 時 竪 差梓 正 方 式

回転 ヘ ッ ド聖1御方 式

回 転 ヘ プ ド骸御 方 式

回 転 ヘ ッ ド今∵御 方 式

回転 ヘ ツ 、'戎御 方 式

回転 ヘ ッ ド胱 筏 方 式

図6・2・22情 報 分析後の情報相関線型距離関係

表中にある情報に注目した場合、上下に離れるほど相関 は低 くな

る。 したがって最上端と最下端の情報がいちばん相関が小さい。

一137一



② システムの問題点

メ リットと同時に デメ リッ トとなる点 もい くっか挙 げることが出 てきて,そ の対策 を考慮 する。

① 手作 業に比較 して,デ ー タ修正 に時間.経 費,手 間がか かる。(時 間の流れの中 で小 まわ りが

きかない。)

② デー タ ・チ ェ ックを厳 重 にする必要があ る6(小 まわりのきかない点の フォローのため)

③ 経費 が割高 となる。

(デ ー タおよび システムのアベ イラビ リテ ィを高めることによ り帰零 する。)

④ 出力装置 のオ フライ ン稼動 による'タイム ・ロスがあること。

6.2.8将 来 の シ ス テ ム展 開

これまで述べ たGIIPシ ス テムは,既 存のハー ドウェアの機能の アベ イラビィリテ ィの低 さを,ソ

フ トウェア的 な面か ら工夫 を加 えて汎用化 を試 みて きたが,デ ー タ構造 が新 しいため、従来蓄積 され

ているデー タ,な い しは出力装置 の使 用 ルー トを持 たないユーザに対するデー タ利用 の無用 な点等 を

解決 するために,従 来の カナ表現 デー タと漢字文字表現 デー タとの相互利用のはかれるカナ/漢 字 翻

訳 システムを開発 し,こ の一連 の システムの中に組 み入れて,さ らに利用度を高 め る方 向 に 進 め た

い。'・

現在,カ ナか ら漢字,漢 字 か らカナへの翻訳 システムについて,種 々研究 されているが,ま だ実用

に耐 える システムは開発 されていな いのが現状 のよ うである。 も しカナ ・データが漢字 に直 せ れ ば,

漢 字文字処理 システムは一段 とその普 及度 を早 めることと考え られ る。

ノ
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6.3出 版 社 に お け る 自動 編 集 システ ム

6.3.1沿 革

数万枚 の カー ドに,1枚,1枚,項 目を記入す る,50音 川頁にカー ドを配列す る,昨 日も,今 日 も.明

日も,重 苦 しいほど単調 な 日々……。

しか し,百 科事典 や辞典 の編 集に とっては,さ けることのできない大切 な仕事だ。 当 時(昭 和39

年)こ の単調な手作 業か ら編集 者を解放 し,内 容 の充実により力 を向 けることがで きるか とい うのが

編集部門の大 きな課 題であ った。 この課題の解決方法 として、我 々は コンピュー タを利用で きないか

と考えた。

一般 に編集業務 にお ける コ ンピュー タの利用 は ,以 下のような ものが考え られる。

ア.編 集製作 における製作 日程管理,統 計管理 への利用

イ.編 集製作 における情報 の活用

(情 報検索,デ ー タバ ンク)

ウ,編 集製作技術へ の利用(自 動 編集)

当 社では,コ ンピュ=夕 に よる編 集業務の合理化 として上述 したうちの イ.と ウ,の 業務 を手 は じ

めに手が ける ことに した。 まず始 めlor昭 和40年 に開発 した 「学研古語辞典」作 成 に関 す る パ ンチ

カー ド利 用がその第一歩 で ある。

②

③語彙が入る

頁 数

図6・3・1古 語 辞 典 編 集 用パ ンチ カ ー ド

fO

1

2

3

4

5

oL

囚[司

薗 同 歯
き・㌘回回回

薗田圃

餉 圃

6 ]

7 2

3

4

5

l
l

ー
・川

`

見㍑ 語

これ は,古 語辞 典の用例 の収集,検 索 を目的 としたもので,図6.3.1の よ うに④ の部分 に書 き込 ま

れた見出 し(カ ナ文字)を ① の部分 にパ ンチす る。①には、その他,出 典 頁数.桁 数 などがパ ンチ

されている。 この① のパ ンチ され た部分 をOUK-1004で 数 字:および英字 に変換 し,分 類 機 にか け る

と50音 順 に酉己列 され る。③ には用例 を複写機で プ リントしてお く。 この カー ドは,現 在 ・45万 枚 に達
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、

している。

その利点 は,'

① 形 式が定 まり,規 則的 かっ体系的 に保管で きる。

② コンピュー タおよ びPCM(パ ンチカー ドマシン)が 使用 で きるので,分 類,追 加,削 除.検

索が,ま た,50音 配 列 も容易 である。

③ 保管,管 理 が比較 的容易 で ある。

な どというメ リッ トを生 ん だ。

しか しなが ら上言己の方法 は,間 接 法 といわれ,文 字情報を直接 コンピュー タのメモ リーに記憶 す る

のではな く,パ ンチカー ドに印字二されて いるのにすぎない。

一方 ,こ の方法 とは別 に直接 コ ンピュータに文字情 報を記憶 させる直接法 とい う方 式 を考 え た場

合,漢 字 プ リンタが必要 となる。 この直接法 は,間 接法 に比べ て

①1/0の ス ピー ド

② デー タの保 管

③ 検索 ス ピー ド ・

などいずれ も優れて いる し,ま たデー タを磁気 テープ,磁 気デ ィスクに記憶 させることによって将 来

の情報産業 に直結 す ることがで きる。

気

プ「

磁

テ

マ イ ク ロ

フ イ ル ム

図6・3・2出 版 事 業 に お け る コ ンピ ュー タ処 理 の概 念

当社 もカー ド利用 の次の開発 目標 として,漢 字 プ リンタ(電 算植字 システム)の 利 用 に ふ み き っ

た。

6.3.2電 算 植 字 シス テ ム の 開 発

前述 したよ うにパ ンチカー ドシステムの開発を一応終了 し,次 に漢字 プ リンタを中心 と した電算植

字 システムの開発 にふみ切 った。

我 々と しては,最 終 の目的 と して,編 集の合理化 と編集 デー タの デー タバ ンク利用 という面 を考 え

ていた。 その場合,必 要条 件 と して漢字 プ リンタを開発す る必 要があ った。

しか しなが ら,昭 和41年 当 時 は,我 々の要求 にこたえる漢字 プ リンタはなか った。

当時,我 々の望 む漢字 プ リ ンターの条件 は,
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⑧ コンピュー タの1/Oと して十 分な プ リン,ト速度を もつ こと。

⑮ モニ タ(校IE用 ゲ ラ)が とれ ること。

◎ 文字 の縦横,大 小,ピ ・ソチ付,行 間の自動処理など文字 を自由に扱えること。

⑥ 印刷用 の シャープな版下 が とれ ること。・

な どである。

一方 ,発 表 されて いた漢字 プ リンタの方式 には

・ 印字 を目的 に した もの(単 な るモニ タプ リント用)

① 純機械方式

② 光学方式

③ ドッ ト方式

・ 印刷用 の植字 を 目的 に した もの

④ 光学 一機械方 式

⑤ 全電子方 式

などがある。

＼当難 ⑧ ⑤ ◎ ⑥

射
プ

リ
ン

タ
の

方
式

⑦ × ○ × ○

⑦ △ △ × . ○

◎ ○ ○ × ×

㊥ × × ○ ○

㊥ ○ .△ 10 ○

○ 条件をほぼ満たすもの

△ 条件をやや満たすもの

× 条件を満たさないもの

図6・3・3漢 字プリンタの評価

当社の要求 す る漢 字 プ リンタの条件 を,漢 字 プ リンタの方式 にあてはめた。その結果,図6.3.3に

示 され るよ うに,全 電子方 式の ものが もっとも条件 に満足する ことがわかった。 したが って,そ の焦

点 を電子方式 に しぼ る ことを決定 した。

その結果,当 時,電 子方 式 と して 日本科学技術情報 セ ンタで稼動 していたJEM3800に 注 目 し,メ ー

カと4年 間の共同研究 開発 の結 果,昭 和45年8月 ここに商業印刷用漢字 システム、学研電算植字 システ

ムの導入 にふみ切 った。

6.3.3学 研 電 算 植 字 シ ス テ ム の 概 略

(Dハ ー ドウ エア

当社 における電算 植字 システムは,JEM3850漢 字 プ リンタを中心 に して,つ ぎのよ うなハ ー ドウ

ェア群 によ って構成 されて いる。

・ 漢字鍵盤 さん孔機15台

(SCK-200D-4型)
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・ 手 動 写 真 植 字 機1台

(MD-C型)

・HITAC-10汎 用 シ ス テ ム

16KW,MT(3台),DR(131KW)tPTR,CR

・IBM370-145汎 用 シ ス テ ム

256KB,DS(9台),MT(7台),PR(2台),CR(2台),PTR ,PTP

・.JEM-3850電 算 植 字 シ ス テ ム

8KW,MT,PTRモ ニ タ ・ プ リ ン タ,ハ ー ド プ リ ン タ

OUK

9300

汎

用

ζ
テ

ム

新興漢字テレタイプ
モリサワ手動写植機

IBM

370-14ξ

汎

用

ζ

z

JEM-3850電 算 植 字
シス テ ム

HITAC－ 汎 用
シ ス テ ム(編 集 専 用)

図6・3・4電 算 植 字 シス テ ム の構 成

{2)ソ フ トウェア

ハ ー ドウェアの開発 とともに我 々が苦心 したの は,ソ フ トウェアの開発 であ る。 それ は,編 集 と

い う頭脳作業の パ ター ン化 か ら始 まった。

以下,代 表的 なものを述べ てみたい。

ア.GEMS

GEMSと は,ゼ ネラル ・エデ ィ トリァル ・マ ネジメ ント・システムの略で,コ ンピュー タを介 し

た漢字情報 処理 システムを,効 率 よ く運用 す るための ソフ トウェア・システムであ る。

現在,実 用化 されて いるGEMSは,HITAC-10ま たはOUK-9300の 磁気 テープ フ ァ イ ル シ ス

テムによ って運用 してい る。GEMSは,漢 字情報を コンピュー タを も って正確 か っ迅 速 に処理

し,漢 字 による情報 の デー タバ ンク化 をはか り,そ の情報 の提供 サービスを行な うことを目的 と

す る。

とくにGEMSと は,当 社 の編 集部門 と共同研究で開発 したもので,あ らゆ る出版物,名 簿 な ど

の作成 ・検索 にす ぐれた効果 を発揮す るよ うに,総 合的な角度 から検討 された汎用 ソフ トウェア

である。

さ らにJEM3850高 速 漢字処理 シス タムとの結合によって,漢 字を含む印刷物 の版下や名簿 ・顧

客台帳 などの汎用 プ リン トも可能 であ る。GEMSの お もな機能 は,次 の とお りである。

① 入力処理(GEMS-1)

漢 字 テ レタイプか らイ'ンプ ・ソトされた紙 テープのデータに対 して,文 字種変換,文 字の大小,並

びの たて,よ こな どの フ ァンクシ ョン処理 お よび英数字 ・特殊文字 などの ピッチ付加処理な どを
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行 な う 。

② 棒 組 調 整 処 理(GEMS-ll)

入 力 処 理 を 得 た デ ー タ は,こ こ に お い て1行 単 位 を も って 字 詰,禁 則,ル ビ,ジ ャ ス テ ィ フ ィ

ケ ー シ ョ ン,行 頭,行 末,中 央 揃 え,分 離 禁 止,数 式 合 成,な ど の 処 理 が な さ れ る 。

③ 組 版 処 理(GEMS-1)

こ こ で の 処 理 は,文 章 全 体 の 編 集 処 理 で あ り,図 版,写 真,見 出 し,ペ ー ジ割,ノ ン ブ ル,柱,
㌻

処理 などが行 なわれ る。
、

④ 校正 ゲ ラ ・版下作成処理(GEMS－ 皿)

校 正用,版 下 プ リントを中心 に した,各 種 モニ タおよび台帳 などのプ リント処理を行 な う。

ワ

{交「トケ ラ

版 卜t'1成処 刑

一
ト
ク

ン
ニ
リ
モ

ソ

各
合

図6・3・5ソ フ トウエ アGEMSの 機 能

イ:項 目検索 「50音項 目整理 」 システム

事典 ・辞典 を中心 に した漢字 カナ湿 り文項 目を,5暗 シーケ ンスt分 野,図 版情報,グ レー ド情

報,人 ・地名情報 な どの条件 によ り検索 する システムである。
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コンピュー タによ り,カ ナ文字(20桁),漢 字(5桁)の 漢字 カナ湿 り文 を濁音 、 半 濁 音,促

音,抑 音,清 音,な どを加味 し,7桁 の完全 な50音 変換数 としてアウ トプ ッ トす る もの で あ る。

システムの概要 は

① 訂正処理:編 集部門か らの原稿 を漢字 テ レタイプでパ ンチ し,漢 字 プリンタによって モ ニ タを

取 り,校 正を行 なって完全 な形で磁気 テープに保管す る。

② 外字 処理:原 稿 にあ る文字 で漢字 テ レタイプ上にない文字種 の処理。
◆

③50音 配列処理:項 目(カ ナ ・漢字 ・キー コー ド)を 数字 の形 に変換 し,コ ンピュータ ・サ イ ド

で50音 分類 で きる形 にする。

④ 項目 ・'分野処理:総 項 目の50音 分 類,分 野,担 当者 ごとの50音 分 類をアウ トプ ットす る。

この システムに よって整理 されてい る項 目は,現 在約50万 語 ある。

ウ.そ の 他

漢字 かな湿 り文 を中心 に したSORT,LISTER,各 種CODE,CONVERSION,IR汎 用 パ ッケ ー

ジ,カ ナ文字→漢字 か な湿 り文変換 システムなどがある。・

6.3.4漢 字 入 力 装 置

当社が電算植字 システムの研究 を始 めたのは41年 で あるが,こ の当時の代表的な漢字入力 装 置 は,

両 手で インプ ッ ト操作 す る谷村新興方式 と両手,両 足で インプ ット操作す る方式がよ く使用 されて い

た。 この両機 を検討 した結果,パ ンチ スピー ド,性 能,ど れを とって も前者 の方 が勝 って いるとい う

結論に達 した。'

イ ンプッ ト文字種 に関 しては,社 内外 の文献 を調査 し,出 版 向 きに検討 した結果,合 計4,992字 の

文字を選定 した。

その結果,漢 字 テレタイプ上 のけん盤配列 も,当 社独 自のものにな っている。 ところで 日本語の文

字種 は,4,992字(自 由 に交換 で きる文字192を 含 む)で はとうて いた りない。

字 種 イ ンプ ッ ト ア ウ トプ ッ ト

ひ ら が な 164 254(明 朝、 ア ンチ、 細 ゴ ジ)

カ タ カ ナ 84 188(明 朝、 ア ンチ)

欧 文 文 字 50 180(ロ ーマ ン、イタ リック、ず 一ル ド)

アラビア数字 40 60(〃)

記 号 類 101 229

ス ペ ー ス 4 4

漢 字 3885 3885

外 字 192 192(自 由 に定 め られ る)
.

計 4520 4992

表6・3・1入 出 力 文 字 種 の 内 訳

しか し,一 般の出版物 に対 しては,4.992字 の 文字種を もっていれば,約99%以 上 カ バ ーで き る。

そのため,・な い文字 に対 しては,手 動の写真植 字機 で切 りぬける ことにした。SCK漢 字 テ レ タ イプ

は,す でに約5年 の使用経験 が ある。一方,MD-C型 手 動写真植 字機は2年 目である。最 近,漢 字 イ
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ンプ ット機器 も'

・ コン ピュー タと直結 して デ ィスプ レイイ ンプ ットする方 式

・ 手動写植機 を基本 とす るもの でモニ タもとれ る方式 ・

・ けん盤 キーをペ ン方 式の もので指示 する方式

・ システム タイプを変形 した方式

な ど,各 種 の ものが開発 され ている』 しか し

●

●

■

●

●

●

パ ンチ スピー ド

インプッ ト文字種 の大小

コス トの問題

マ シ ンの機構上 の問題

パ ンチ ャー育成 の問題

漢 テ レコー ド不統一 の問題

な どを100%満 足 す る機種 は,ま だ まだであ ると思 われる。 いずれにしても,上 述の 問 題 点 を満

足 させ るよ うな インプ ッ トマ シンが早 く開発 され ることを望 みたい。

6.3.5漢 字 出 力装 置

当社導入 の漢字 出力装 置 ・JEM385Q導 入 の経過 にっいては6.3.3で 述 べたとお りである。 こめJEM

3850の 使 用経験 も3年 目を迎 えてい る。 ここでJEM3850の 機 能について述べておきたい。

磁気テー プ装置

紙テープリーダ

インプット部 分

文字 発生装置

(CG)

制 御 用

HITAC_10

PT_200

フ ィルム プ リン タ

PT-750

ソ フ トプ リ ン タ

プロセス部 分'ア ウトプット部分

図6・3・6漢 字 出 力の プ ロ セ ス

〔イ ン プ ッ ト〕

・ 磁 気 テ ー プ 装 置

・ 紙 テ ー プ リ ー ダ

〔プ ロ セ ス〕

・ 文 字 種4 ,992字(交 換 可 能 文 字 種192字)

・ 文 字 サ イ ズ6級 ～32級

文 字 の 幅8/8～1/8cm

送 り 量.空 間 ・行 間 と も0.5mm
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・ 組体裁 縦 ・横混植可

・ 変 形 プ リント 長平 体お よび上っ き下 つき

・ プ リント速 度!50字/秒

・ 文字 書体 モ リサワ"

〔アウ トプ ッ ト〕

・PT200フ ィ ルムプ リンタ

ライ ンプ リン ト方 式,プ リン トサ イズ(30パ イ カ),100mm×30m印 画紙

・PT750ソ フ トプ リンダ

ライ ンプ リン ト方 式,B4×100m印 画 紙,200～400mmカ ッ ト可

である。

漢字入力装置 の項 で前述 したよ うに,ア ウ トプ ・,ト文字 は4,992字 あ り,う ち192字 が 自由 に文字 を

交換 できる。漢字 プ リンタにない文 字 は,最 終 アウ トプ ットの段階でアウ トプ ット用紙 にゲ タで表示{

し,手 動写真植字 機 で タイプ した文 字を貼 り込み完成 させ る。 そのため手動写真植字機 は,漢 字 プ リ

ンタにない文字 を約10,000字 も って いる。つ まり,何 百字 に1回 しか出てこない文字 をコ ン ピュ ー タ

に所有 させた り,イ ンプ ッ トで苦労 するよりも,手 動写真植字機で貼 り込み したほうが,コ ス ト的 に

も安 いためである。

現在我 々がかかえてい るアウ トプ ッ ト問題点 は,

・ 文字品質 の向上

・ プ リントスピー ドの ア ップ

・ 文字 変換手段 の簡便 化

などであ る。

6.3.6電 算 植 字 シス テ ム の 利 用 状 況

当社に おいて,編 集 部門へ の コンピュー タ利用 は

① 編 集の合理化

② 編 集情 報の収集 ・検索

の二大 目的であ ることは前 に述 べた。前 者においては,コ ンピュータシステムを利用 する ことによ っ

て編集作 業の ス ピー ド化が はたされ,可 能なか ぎりの業務をコ ンピュータに代 行 させ る こと に よ っ

て,編 集者に時間の余裕 を与 える。 そ こで得 られた時間の余裕 は,編 集者 の本来業務である創造的 な

企画業務 などに還元 して,製 品 の内容の充実を はか ることがで きるなどが最大 のメ リッ トで あ ろ う。

一方 ,後 者で は,デ ー タを コン ピュー タの媒体である磁気テープに収集することによ り,常 に最新

のデー タを蓄え ることが可能 にな り,日 々に蓄積 される情報に対す る検索,分 類,追 加,削 除 など も

自由自在 に実施で きる。 さ らに大量 の情報の蓄積が果 されれば,将 来は教育 デ三 夕バ ンク』としていろ

いろな面 での応用のみ ちが開 かれ ることになる。

当社の出版物 に は,雑 誌 と書籍 の二本柱があ る。 これまでの ような諸条件 でのメ リットを得 るため

に,現 在 この システムで処理 する業務 と しては,基 本的 な情報 の蓄積が可能であり,将 来の デー タバ
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ンクとして活用す る ことが最適 である百科事典,辞 典,な どを中心 と している。学研電算植字 システ

ム利用 による最初 の アプ リケー ションは ,昭 和45年 当時,当 社,創 立25周 年 記念出版 として出版 され

る百科事典 「グ ラン ド現代 」を のせ ることであ った。

この 「グラ ン ド現代」百 科事典 は,全21巻,そ こに収録 される総項 目数 は,実 に25万 項 目にも達す

るぼ う大 な情報量 を もるもので ある。 その刊 行に要 する期間は45年10月 にオ一巻を発行 してから、全

巻完成 までに は2年 半 かか る。また,最 終25万 項 目を選定 するためには,実 に40～50万 項 目の 基礎 情

報を必要 とす る。 これを従 来の手作業で分野別処理,専 門家および編集者 による検討,50音 配 列 、相

関処理,と い った一連 の編 集作 業を行 な うとな ると,そ れ は気 が遠 くなるよ うな作業量である。

そこで まず,こ のぼ う大 な情 報量 をもっ 「グラン ド現代」百科事典の作成 目的を しぼ った。 そのオ

一歩 として
,昭 和43年5月 か ら50音 項 目整理 が コンピュー タ処理 によ って開始 された。現在,電 算 植

字編集 システ ムで処 理 されて いる業務 は,「 グラン ド現代」百科事典,「 学習 ワイ ド図鑑」,「 ホ ー

ム百科事典 」,「 平家物語 索引集」 などを中心 に,進 行中 の辞典,名 簿,顧 客 台帳,社 内 各種 情 報 な

ど約25点 近 くの業務 を処理 して いる。 これに必要 なイ ンプッ トは,1カ 月約400万 ～450万 で あ り,J

EM3850,HITAC-10,他 の コ ンピュー タの利用状況は,お のおの約300～350時 間 におよんで いる。

次 にJEM3850を 利 用 した 「グラ ンド現代」百科事典の業務概略 を述べる。

{Dデ ー タ作成処 理

1編 集部 門よ りイ ンプ ッ トされた原稿 は,漢 字 テ レタイプによって紙 テープにせん孔 される。せん

孔 された紙 テープは,校 正 しゃすい ようにHITAC-10を 使 用 して,シ ーケンス付,ピ ッチ付,ル ビ

処理,行 末,行 頭,な どの処理 を行な う。紙 テープよ り磁 気テープ(初 編用)に 変 換 され た デ ー タ

は,JEM3850に よ り初編 モニ タとして アウ トプ ッ トされる。 この校正用モニ タは,各 項 目 ごとに50音

順 キー,分 野,担 当者,図 版,グ レー ドなどのキー(編 集部門か らイ ンプ ッ トされる原稿 に記入 され

てくる)お よび各行 に コ ンピュー タによ って付加 された番号がつ いて いる。

校正用 モニ タは,編 集 部門 に返 され,赤 字校正が行なわれる。訂正 は,校 正用モニタについている

行の頭 の数字(キ ー番号)ご とに行 なわれる。

キー番号 によって起 こされた訂正原稿 は,紙 テープにさん孔 され ・完全 なデータになるまでチェ ッ

クされる。完全 なテー プと して完成 された訂正 テープは,磁 気 テープ(訂 正 テープ)に 書 き込 まれ 、

初編 テープと組 み合 わ され コン ピュー タにかけ られ る。 コンピュー タはキー番号で文中1行 分 の区分

を行な う。つ まり,初 編,訂 正,両 磁気 テープの キー番号 が一致 したとき初編 テー プの内 容 を訂 正

テープの内容 と入 れ替 え る。 これが訂正処理 である。以上 の作業 が従来の活版での赤字 に したがって

の文選 と直 しにあたる作 業で ある。

(2)自 動 編集処理

訂正処理の終了 したデー タは、校了済磁気 テープとして,全 デー タに対 する自動編集処理 が行 なわ

れ る。 つまり組版,棒 組,図 版処理 などである。(前 述 した 「GEMS」 を参照)

(3)版 下 作成処理

自動編集処理の終 った デー タは,各 ペー ジ,段 ごとに版下 と してアウ トプッ トされる。JEM3850
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にな い文字 は,ゲ タで処理 を してお き,そ の部分の文字は手動 写真植字機で別途作成す る。

(4)デ ー タバ ンク処 理

編集出版 の終了 した磁 気 テープは必要 に応 じて,分 類,検 索 され る。 たとえば,百 科 事 典 で あれ

ば、50音,分 野.専 門に分類 され,縮 小版,各 区分版などの版下 に利用 され る。

6.3.7シ ス テ ムの 評 価

学研電算植字 システムによ って得 られ るメ リッ トを,「 グラン ド現代 」百科事典 について述べてみ

ると以下のよ うにな ろう。

① 編集 デー タを豊富 に蓄積 し,必 要 に応 じて迅速に検索で きる システムが完成す る。

② 入稿 してか ら校正 し,レ イア ウ トし,製 版 するまでの工程 が一貫作業 となるため,製 作 日程 が

たやす くたて られ るよ うに な り,作 業上の ム リ,ム ダ,ム ラを ぺ幅 に短縮 す る こ とが可 能 に なる。

③ 校正 に際 して,文 字 の加筆,修 正,削 除,処 理が自由,迅 速,正 確である。 したがつて,印 刷

用版下 の作成 が容易 であ る。'

④ 辞典,事 典 の改定版,年 度版 の作成が きわめて容易で低 コス トにできる。 また.対 象別,分 野

別,地 域別な どあらゆ る専 門事典 の作成 も容易 であ る。

ただ一方 にお いて,訂 正処理 に従来 よ りも人手がかか っている。 この解決が今後の課題 であろ うと

思われる。

6.3.8今 後 の 方 向

当社 の電算植字 システ ムの現状 をいろいろ述べて きたが,我 々には さらに研究開発 を続 けなければ

な らない問題が い くっか あ る。

① 訂正処理の改良

② 文字品質の向上

③ 各種 アプ リケー ショ ンソ フ トの開発

などである。

マシン導入3年 弱 であ るが;改 良 に改良 をかさね,一 応の成果 はあが っている。現段階では十分 に

システムを使 いこな してい る自信 はあ る。 しか し,ハ ー ド,ソ フ トの技術はそれが終 りになることは

ない。 コンピュー タの欠点,全 電子方 式漢字 プ リンタの欠点,ソ フ トの欠点 をいかに カバー し,コ ス

ト的に も,シ ステム的 に も最上 の成 果を得 るかは,今 後 さらに研究 を続ける必要があろ う。

そのためには,デ ィスプ レイや他 の周辺機器 の活用が今後の大 きな課題 になろうρ

最後 に将来の方向 として,こ の システムの最終 目的は,印 刷版下の作成 ではな く,あ くまで も編 集

の合理化 であり,脱 活字 の ための人 手不足の対処 という副産物で あって,デ ー タバ ンクの完 成 こ そ.

我 々のめざす大 きな目的 で ある。将 来は,デ ィスプ レイおよびファク シミリ,マ イクロフイルムによ

って,辞 典又事典の あ り方 も大 きく変わ って くるであろ う。

日本 に漢字の あるか ぎり,漢 字 によ る情 報伝達 を必要 とする分野 は.無 限に存在す ると思 わ れ る。

今後 ともコンピュー タによ る漢字処 理の有効な利用のために,電 算植字を含めた副広い漢字入出力装

置 をおおいに利用 したい。
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6.4日 本 語 に よ る オ ン ラ イ ン情 報 検 索 シ ス テ ム

ここに紹介 する内閣調査 室の計算機 システムは,昭 和48年1月 よ り稼動の もので,十 分運用の経験

を経 ている ものではない。 この システムは,基 本的 には、日本語 によるバ ッチ処理の情報検索 システ

ムとして設置 することを承認 され てい るものである。

しか し日本語処理 の問題 を効果的 に解決 するため,関 係 メー カとの間にオ ンライ ン情報検索の共同

研究開発 を行 ない,そ の第一 次成果 として,CRO-VOを 作成 した。 この システムによ って,実 務 の

運用を行 ないっっ,さ らにCRO-V1の 研 究開発 を行なっている。

6.4.1沿 革

{D資 料 処理の問題点

資料処理の最 も単純 なサ イクルを考 えると,初 段階は,あ らか じめ分類要求者 によ って定 められた

基準に従 って分類整理 する ことで あ り,次 には,逆 に この分類 を組み合わせて,指 定 した分類項 目に

属す る資料 を再収集 し,関 係 資料群 を得 る ことであ り,最 終的 には,こ の群 が ら目的に応 じて,所 要

の形態に資料 を再構成 し情 報 と して提供 する ことである。 この サイクルについて ・第2段 階の再収集

は,機 械処理 に適 して いるが,な お初段階 は,事 前処理す なわ ち,機 械入力 のための記入作業 として

残 り,全 作業力の軽減 にな らな いの である。 また最終段階 は,資 料内容 の主観的編集処理の機械化が

困難であり,事 後 処理 と して手 作業 に依存 する ことになる。

② 機械適用処理 の拡張

この様 な事前,事 後 の手作業 を軽減 する方法 と して,資 料処理者が,常 時機械を利用 できる状態に

あることが必 要であ る。す なわ ち手作業時間帯 に合致 した機械処理が可能 で,そ の作業 を軽減 した形

で,容 易 に機械操作 に転換 で きる機能 が必要 である。さ らにこ の機械処理 は,「 考えなが ら操作」す

るために機械 占有が長時間 にわた り,ま た,遂 次条件 の変更を指示 し,機 械 と応答で きるように機能

的 に配慮 されてい ることが望 ま しい。

オンライ ン会話処理 の システムは,以 上 の諸点の設計 に適合 するもの として,採 用 されたもので あ

る。なお蓄積 データの検索 効率 を高 めるためには,デ ー タに付与 され た索 弓1言吾の修正が必 要 で あ る。

蓄積 データの情 報価値 は,索 引語 によ って抽出 され るかどうか にかか っている。情 勢の変化 に応 じ適

切な索引語の追加修正 を行 な うことは,関 係 ファイルのメ ンテナ ンスを意味 してL'・る。'しかも資料処

理者の立場か ら実施 で きるために は,オ ンライ ン・ファイルメ ンテナ ンスの機能 を必要 とする。 この

ような問題 は,CRO-V1の 課 題 と して残 されて いる。

6.4.2シ ス テ ム設 計

ω 業 務 の 流 れ

処理業務を大別す ると,入 力 フ ロー(資 料収集 一機械入力デー タ整備 一機械入力)と,検 索 フロー

(質 問要求 一機械 入力質問語作 成 一機械処理 一回答確認 と試行),お よ び統計 フロー(統 計作 業 要 求

一デー タ整備 一処理)に 分類 され る
。

入力 フローは,機 械室内 の共用入 出力端末機 で,せ ん孔 した紙 テープデータを,セ ンターバ ッチで
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仮編集 フ ァイルに編集 す るか,ま たは資料処理者 の専用端末機 を使用 して,直 接 データを伝送 し,仮

伝送 フ ァイルに入力 す るかを,選 択 で きる。 またデータ伝送の段階では,指 定 した入出力端末 に,単

純 な転送 も考慮 している。なお マイ クロフィルムへの撮影 も並行 して行 なう。

統計処理 伝送データ
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/

/
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図6・4・1処 理 業 務 の ブ ロ ック チ ャー ト

b

仮伝送 デー タを含 む,各 種 の更新 データを総合 し,仮 編集 データを作成,こ れより,デ ータ ・フ ァ

イル.キ ー ・ファイル(索 引語 とデー タ番号 の対応) ,辞 書 ファイ'ル(索 引語 と分類上 の代 表 語 の対

応)に 対 して,新 規入力 に伴 うメ ンテナ ンス,あ るいは,更 新入力,辞 書分類の更新に伴 うメ ンテナ

ンスを実施 する。

検索 フローは,原 則的 に入出力端末機 か ら随時実施で きるが,質 問者 コー ドによって,回 答を制 限

している。 また回答出力 は,質 問開始時 に出力機器を指定 し,任 意 の入出力端末機,セ ンターの高速

漢字 プ リンタ,あ るいは,漢 字 デ ィスプ レイ等 によ り出力 する。 この段 階で出力 データに記入 されて

い るマイク ロフイルム ロケー シ ョン番号 によ って ,マ イクロ リーダか ら映像 サー ビスおよびハー ドコ

ピーの提供 を受 けることが で きる。

回答の編集 は,質 問の段 階 で指定 し得 る4種 の形式 に限定されて いるが,最 終要求者 の需要 に合致
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す る よ う,い わ ゆ るQA処 理 に 結 合 し て,編 集 処 理 を 開 発 し,選 択 指 定 で き る よ う研 究 して い る 。 こ

の 課 題 は,フ ァ イ ル メ ン テ ナ ン ス と 同 様 に,デ ー タ形 式,デ ー タ ・ベ ー ス の 問 題 に 還 元 さ れ る 。

統 計 フ ロ ー は,バ ッ ク グ ラ ン ド ・ ジ ョ ブ と し て,行 な っ て い る が,こ の 限 り で は,漢 字 情 報 処 理 と

数 値 情 報 処 理 の 問 題 は 発 生 し な い 。 こ れ を,CRO-VOの モ ニ タ ・ シ ス テ ム で あ るCRJE(Convers・

ationalRemoteJobEntoryの 略)の 本 来 の 機 能 の 下 に.端 末 よ り の 伝 送,処 理,回 答 を 期 待 す る

と,基 本 的 に は,単 純 な こ の フ ロ ー が,漢 字 モ ー ドと英 数 モ ー ドの 変 換,デ ー タ ・ベ ー ス の 設 計 等 の

複 雑 な 問 題 と な り,CRO-V1に 残 さ れ た 研 究 と な っ て い る。

質 問

4
質問人力

↓

質問形式
のチ ェック

額田処 理

(
辞
lll
フ
ァ
イ
ル
)

(
キ
|
フ
ァ
イ
ル

1

＼

＼
)一
デ
1
タ
z＼
イ
ル
ー

検索指示

データ

質 」

問1
デF

|

タ

指 仮

示 フ
デ ア

1イ

タ ル

、( 回仮

答フ〆
デ ア
1イ
タル

ー
lul仮

丘〆 答 フデ
ア
1イ
タル

)

■

第1次 検索

(論理校索)

1

第2次 検索

(構成検索)

1

分 類

図6・4・2検 索 処 理

タ、ノブ速

力

デ ィス プ レー

出 力

② フ ァイルの形式

ア.情 報検索用 デー タ

情報検索用 の データの形式 は,標 準形式 と して,標 題部.識 別部,構 成部,索 引部の各 セグメ ン ト

か ら構成 され る。標題 部 は,資 料提供者 に関 する事項 とデータの概括的 な性格 を.28個 の漢字(ま た

は数字)で 表現 した資料番 号 よりなる。識別部 は,文 章形式での デー タ内容であるが,こ れを20～79

まで の約50個 の 識別 セ グメ ン ト符号 で分類 し,内 容の基本的な区分を行 なった もので出力の単位 とな

るものである。構成部 は,デ=タ 主 題の附属事項で,出 典名称,出 典時点,マ イクロ番号等 で あ る。

本来 この部分 は,識 別部 の各識別 セグメン トごとの内容 に対応 す るものであるが,現 状 ではデー タの

全内容 に対応 してい る。検 索部 は,情 報項目,索 引語等 の名称 で分類 される検索用 キー ・ワー ド群で

■
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ある。

識別部の1セ グメ ン トに許 される最大 レコー ト数 は35で あ り,同 一 セグメント符号 は,1デ ー タ内

で35回 まで重複記 入が可能 で ある,1レ コー ドはコー ド部分を除 き30漢 字 より構成 される。検索 部の

検索 コー ドは、少 な くも1個 の選択記入 を必要 とし,最 大25個 を 限度 とする。標題部,構 成部の各 セ

グメン トの構成 は単一 で ある。 またデー タ最大文字 は4.000漢 字 まで可能である。

イ.検 索 コー じ

検索 コー ドは,情 報項 目 と,索 引語 よりなる。情報項目は,国 際十進 分類表(UDC)等 を 参 考 と

して作成 された もので,主 分 類表 と補助分類表(国 籍,地 域 コー ド)が あ り,資 料の客観的 な分類基

準を示 すものである。 しか しなが ら,資 料処理 者は,な お主観 的 な基準 で,動 態的 な資料 の細分類を

必要 としてお り、 この為,細 分類 を随時索引語 として使用 し,段 階的に情報項目体系 との体系的関連

を辞書管理 に定義 して組 み入 れて い く。 これ らの階層分類 の体系 に従 って,質 問時の情報項 目とデー

タに付与 された情報項 目 との関連 を随時拡張指定 することを考 慮 して いる。 また資料の記述表現を再

現する形で選定 するのが,索 引語 であって,当 初自然語処理の必要性か ら,類 語 の処理 を行 ない,代

表語を指定 している。 これ ら代 表語 の体系的な分類 のために一 部 は情報項目との関連,一 部 は新 たな

体系基準 いわゆ るシソー ラスが必要 となる。

辞書 ファイル,デ ータ ・レコー ドは,25字 の 検索用語の前半9字 を第1次,後 半 を第2次 の索引対

応 とし,こ れに代表語 を付属 す る。 当初代表語 には階層的機能 は与 え られていない。

キー ・データ ・レコー ドは 、検索用語 の前半9字 の コー ドに対応 して,デ ー タ登録番号 が10個 まで

与え られる。同一 コー ドの レコー ドは,約1,000レ コ ー ドまで許 容 されている。

13)設 計 目 標

以上 のような設計 思想 か ら,CRQ-vOの 設 計目標 と して.ま ず,オ ンライン・ジョブとして実 施

したものは,

①端末 より検索 の処理 要求 伝送

②QA処 理(検 索処理)回 答 の一 部編集

③各種漢字 出力機 器へ の出力

④QA処 理 回答 のデ ィスプ レイ映像 を漢字 鍵盤 より修正編集改行等 を初期 に完了 し,続 いて,

⑤端末機器よ り直接 デー タ伝送,

⑥受信 デー タの転 送,

⑦ 各種 デー タの デ ィス プ レイによ る修正編集 と再入力

等を行 なう。な おオフ ライ ン ・ジョブと して,各 種 ファイル ・メ ンテナ ンスの処理,統 計処理を実 施

し、これ らのオ ンライ ン化 は,CRO-Vrの 課 題 としている。

6.4.3シ ス テム 概 要

〔1)機 器 の構成 と機能

機器の運用 は,大 別 して,4群 で 行 なって いる。A群 は,セ ンター内の処理であり,NEAC-2200

-500の 基 本構成か らな り
,中 央処理装 置,付 加記憶装置 を合 わせ,CRJEシ ス テ ム 約40万 ス テ ッ
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プ,ジ ョ ブ プ ロ グ ラ ム 約15万 ス テ ・ソプ の 処 理 を可 能 と す る容 量 を 持 つ 。N3200は,高 速 漢 字 プ リ ン

タC5210お よ び 漢 字 デ ィ ス プ レ イ の 制 御 を 行 な っ て い る 。 集 団 デ ィ ス ク装 置N274Bは,8ス ピ ン ド ル

で,約2,8億 キ ャ ラ ク タ の 容 量 を 持 つ が,こ の う ち シ ス テ ム制 御 フ ァ イ ル2,用 語 管 理 フ ァ イ ル

/,障 害 予 備1を 充 当 し,デ ー タ ・ フ ァ イ ル は4,す な わ ち,7千 万 漢 字 の 容 量 と な る 。 磁 気 テ ー

プN204D-2は 、 各 種 フ ァ イ ル ・ メ ン テ ナ ン ス伝 送 用 仮 編 集 に7台 を 設 備 す る 。 コ ン ソ ー ル ・ タ イ プ

ラ イ タ お よ び ラ イ ン プ リ ン タ は 主 と し て ジ ョ ブ ・ シ ス テ ム運 用 管 理 用 に 用 い る 。

B群 は,谷 村 新 興SC-ilOOO入 出 力 端 末 装 置 を 設 置 し,共 用 端 末 と して,デ ー タ作 成,質 問 検 索 処 理

を 行 な う。 こ の 時 マ イ ク ロ撮 影 処 理 も行 な う。C群 は,緊 急 検 索,各 種 デ ー タ の編 集 の た め に 漢 字 デ

ィ ス プ レ イ を 中 心 と した 処 理 を 行 な い,ま たD群 は,SC4000を 専 用 端 末 と して 設 置 す る ダ ル ー プ で あ

る 。(6.4.4図 参 照)

「 一一『一一司 「 一ーー一一一一一二=一 ー 一一 一 三 「
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図6・4・4機 器 構 成

(2)ソ フ ト ウ エ ア の 機 能

CRO-VOシ ス テ ム は,CRJEシ ス テ ム を 適 用 して い る 。CRJEシ ス テ ム は,RJE機 能,狭 義 のCRJ

E機 能 、 実 時 間 処 理 機 能,利 用 者 管 理 機 能 等 に大 別 さ れ て い る 。 この う ち,狭 義 のCRＬE機 能 は,CRJ

Eデ ー タ ・ ベ ー ス 管 理 機 能 を 基 本 と し て 作 成 さ れ た フ ァ イ ル 処 理 機 能 を オ ン ラ イ ンで 操 作 し,各 種
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の フ ァ イ ル 管 理,登 録,修 正,削 除 等 が 行 な わ れ る。 しか し な が ら,CRO-VOで は,検 索 処 理 の 設

計 にBIRDiEnシ ス テ ム の 思 想 を 基 本 と して 改 造 した もの で あ る た め,シ ス テ ム の 対 象 と な る フ ァ イ ル

構 成 は,CRJEデ ー タ ・ベ ー ス を 適 用 せ ず,BIRD方 式 で の フ ァ イ ル 設 計 が 行 な わ れ て い る 。

r-一 一 一 〔CR』E)rr-一(」 ξlj寺llll処王EII)-1

〔RIJE・lll
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lRECEIVE
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…
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EXEC

(実時間処理)
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CRO.デ ー タベ ー ス

DATAFILE制 御

デー タベ ース

L_____」

________」L______」

SC-4U(X)受f言

L_______」

図6・4・5CRO-VOのCRJE適 用 機 能

CRO-VOシ ス テ ム に 適 用 さ れ る の は,基 本 的 に は,RJE機 能 と,MODIVベ ー ス 機 能 が 中 心 と な

っ て い る 。 今 後 の 開 発 の 目 標 と し て,出 力 編 集 処 理,フ ァ イ ル メ ン テ ナ ン ス 処 理,さ ら に,数 値 情 報

の 実 時 間 処 理 等 の オ ン ラ イ ン処 理 の た め に,狭 義 のCRJE機 能 の 適 用 が シ ス テ ム の 発 展 を 確 保 す る た

め に 必 要 で あ り,標 準 形 デ ー タ形 式 の 再 検 討 と と も に,CRJEデ ー タ ・ベ ー ス へ の 総 合 処 理 を 考

慮 して い る 。(図6.4.5参 照)

(注1)BIRDはBibliographicInformationSystemUsingRandomAccessDeviceの 略 で

あ る 。

入 出 力 端 末 装 置 か ら の 伝 送 メ ッ セ ー ジ は,ま ず 通 信 制 御 機 能 の 制 御 を 受 け る 。DSR(端 末,回 線

制 御)の 段 階 で,12ビ ッ ト漢 字 外 部 コ ー ド系 よ り6ビ ッ ト内 部 コ ー ド系 に変 換 さ れ る 。 ラ イ ンMCP

に よ っ て,COMMIOFILE上 の1/O処 理 待 ち キ ュ ーRTPQ(RealTimeProcessingQueueの 略)

に 登 録 さ せ る 。 漢 字 コ マ ン ド解 析 プ ロ グ ラ ム の 処 理(コ マ ン ド ア ナ ラ イ ザ)に よ り,コ マ ン ド,パ

ラ メ ー タ の 解 析 を 行 な い,結 果 は,MCPに 再 度 与 え られ る。 ロ ー ル1/Oコ ン ト ロ ー ラ は,会 話 待 時
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間,伝 送 デ ー タ量 処 理 等 の 管 理 の た め,ロ ー ル1/O処 理 を 通 し て 各 種 コ マ ン ドの 並 行 処 理 を 制 御 す

る 。 か く て,検 索 要 求 コ マ ン ド ・ プ ロ セ ・ソサ 等 に 制 御 が 移 っ た と き,各 種 コ マ ン ドの 処 理 が 実 施 さ れ

る 。

検 索 要 求 コ マ ン ド プ ロ セ ・,サ はCOMMIOFILE上 の メ ッセ ー ジ か らJIFを 作 成 す る 。 ス ケ ジ ュ ー ラ

に よ っ て 処 理 可 能 な ジ ョ ブ をJIFか ら選 択 す る 。 ト ラ ン ジ シ ョ ナ ル モ 三 夕 は ジ ョ ブ ・ リソ ー ス を 収 集

し て 検 索 ジ ョ ブ ・ プ ロ グ ラ ム の ロ ー ド要 求 を す る。 そ し て 検 索 ジ ョ ブ ・プ ロ グ ラ ム が ロ ー ドさ れ.検

索 実 行 に移 る 。

検 索 実 行 プ ロ グ ラ ム は 結 果 をJOFに 出 力 す る 。 回 答 要 求 コマ ン ドを 受 け て,回 答 出 力 がJOFか ら 回

答 要 求 コ マ ン ド プ ロ セ ッ サ に ょ っ てCOMMIOFILEのCOQに 一 時 登 録 さ れ る 。 こ の あ とDSRを 経 て

検 索 出 力 要 求 端 末 装 置 に 出 力 さ れ る 。

人出力端末 入出力端末

DSR

ラインMCP

COMMIOF1LE

v

処理プログラム管理ルーチン

研

RTPQ

漢字コマンド

解析プログラム

Ｔ

COQ
-"L「刀「 丁

罫㌫
開始コマンド処理プロ七ッサ

終了コマンド処理プロセッサ

アラートメッ七一ジ処理.

検索要求

コマンドプロ七ッサ

回答要求

コマンドプロ七ツサ

㌃;ト 」IF JOF

繁 ム
漢字ディスプレイ出力

漢字プリンター出力

1 1

(;碑
、
データファイル

1

、

ノ

図6・4・6メ ッセ ー ジの制 御
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なお,漢 字 デ ィスプ レイあるいは漢字 プ リンタ出力 は,そ れ ぞれのア ウ トプ ット・ライク出力を経

て出力 され る。 また,伝 送 デー タの メ ッセー ジ交換 は入力デー タと してRTPQ登 録 後.転 送 コマ ン ド

の処理 を受け,COQの 伝 送端末指定 を変更 する措置 を行 なう形 で実施する。(図6.4.6参 照)

(3)検 索 手 順

標準的 な検索処理手順 を示 すと以下 の よ うにな る。

<開 始

レ ど うぞ

レ指示 は 検索要求△T,L

レ 準 備完了

く01質 問

02氏 名

03標 題

04情 報

.05索 引

06論 理

07出 力

08時 点

山口]一郎

国際通 商会議 の開催状況

Ol=国 際,02=政 治,03=通 商

04=通 商 協議

(Ol+02+03)*04

会 議
)

>QAO726※OOl

治指 示 は く回答要求A

レ 回答件数QAOO]=Ol

*回 答 出力*

レ 指示 は く終了

レ了解

(注)〈 端末か らの入力'〉 端末 への出力

以上のよ うに コマ ン ド処 理 を簡易 にす るため に,で きるだけ単純な会話処理 と している。 また コマ

ン ドおよび メッセー ジを一 部漢字 で表現 している。

6.4.4漢 字 入 出力 機 器 の 概 要

{D漢 字 入出力端末装 置

ア.通 信 伝送方式

漢字入出力端末装置 はCO-59(全 国新 聞社 メッセー ジ送信符号)を 基準 と し.こ れに 拡張 文 字 を

選択 し,合 計3,800の 文 字符 号 を用意 している。なお この拡張文字 の選択 にあたって,頻 度 分析 の ほ

かに,処 理担 当者 の主 観 によ って選定 した文字二を加 えている。

さらに伝送制御用 と して,SOH(宛 先 開始),STX(テ ギス ト始,ブ ロック始符号),ETB(デ ー

タブロック終符号),ETX(テ キ ス ト,終 符号,ブ ロ ック終符号),EOT(送 信 終),ENQ(応 答 要

求),ACK(受 信 側確認 応答),NAK(不 正 受信応答),INT(割 込 み)等 を使用 し,こ のほか文 字 フ
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●

アンクションとして.ESC(コ ー ド変換)、 操作用 と してCR(復 改),BC(後 退),CAN(削 除)等

を装備す る。

通信開始時,端 末 装置の開始 キーの押下 げによ りENQシ ー ケ ンズを送信 し,計 算 機 よ りのACK,

また はNAKを 受 信 して,送 信 または再度 開始手川頁を行な う。端末装置よりの割込 みは,INTキ ー 押

下げにより割込 み信 号 に対 するEOTの 受 信 で送信 権を得 る。またCPUは,EOTを 送 信 して,端 末 側

に送信権 を与え受信 可能状態 にす る。通信 の終結 は,CPU側 よ り,EOTを 送信 し,端 末 側 か らEOT

受信 後,再 度CPUがEOTを 送 信 して完了 する。以 上の処理は,伝 送制御上6種 の パ ッケ ー ジに分 割

し,そ れ を随時組合わせ る ことに ょ ってSC-4000漢 字 端末を制御 している。

なお,ア ラーム処 理 は,端 末受信 中 の場合 には媒体 アラーム ・コー ドをCPUに 伝 送す る。以後端 末

側は、ア ラーム原因を復旧 させ,復 旧キニを押 し,CPU側 よ りアラーム・デー タを再受信 す る。端 末

送信 中ア ラームは,CPU伝 送 を停止 し,原 因復旧後,開 始を押 し,現 在入力中の1プ ロ ・・クデ一 夕を

再入力 する。

電文伝送形式に は,標 準形 デ ー タ入出力 ブロックサ イズが,35漢 字 を最大 とする方法を とってい る

ため,35漢 字 を もって 自動復改 し,自 動的 にETBが 付Dr]さ れて伝送単位 と しての1デ ー タブロックを

構成 する。なお、第1文 字 を読 み取 りSTXを 自動発生 し,そ の デー タを送 信す る。 手 動,自 動 の 別

は下記の ようにな る。

S

T

X

自 動

S
T
X
-

C
K
2

C
K
l

E

T

B

l

N

n
L

－

夕

n

デ

手 動 自 動 動

c
K
L

自

」

鋤

S
T
X
l

C
K
2

C

K
.-

動自

E
T

B

ー㌔
]醐

イ 機 器 性 能

漢字入出力端末装 置 は,谷 村新 興製,SC-4000型 漢 字印刷電信装置である。鍵盤部 、 印 字 部,せ

ん孔部,読 取部,制 御部 を有 し,TC-50伝 送 制御装置を付属 する。通信速度50BPS,一 調 歩 同期 方 式

であ り,半 二重専用回線 に接続 され ている。 出力印字幅35字 で,こ れによってA4版 出力帳票 を作 る

が,識 別 コー ドを除 き内容印字 幅 は30字 で ある。

鍵盤部 は,48個 の 文字符号 キ ーと,17個 の ファンクションキーを有する。文字符号 は,2操 作 によ

り,2,304種 の文字 を作成 し,さ らにESCキ ー との組み合 わせによ り1,500文 字 を拡張可能 であ る。 そ

の機能 は,ESCユ とESC2の 組 み合 わせで は次の文字のみ拡張,変 換 してESC3は 次 にESCOが く る

まで この状態を保持 す る。

標準的 な経常打鍵速度 は,1分 間 平均100字 程 度 である。

② 漢字 プ リンタ

NEAC-C52/0S高 速 漢字 プ リンタの名称で ある。高速漢字 プ リンタ制御部 ・文字発生部増設付加 機

構,外 字記憶部,印 字 文字:拡張部等 よ り構成 され る。字種 は4,096を 可 能 とする。印字速度 は,1,600

行/分 であ り,印 字方式 は,多 針電 極 による静電記録方式をとる。なお連続折 りたたみ式 の静電記録
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紙 を採用,文 字 の構成 は,24×24ド ッ ト,文 字 の大 きさ12ポ イ ン トである。

{3)漢 字 デ ィスプ レイ

NEAC-C5310S漢 字 デ ィスプ レイの名称 である。制御部,表 示部,キ ーボー ド部 、ハー ドコ ピー部

か ら構成 される。画像表 示部 は11イ ンチ,画 面表示字数21×21=441文 字 である。表示部 は,N3200

-!0制 御 部 のデ ィス ク上 の ドッ トパ ター ンを移送 して表示する。

漢字 入力装置 は,文 字盤 拡張付加機 構 と,テ ンキー盤 よりなる。文字 盤 は,2,205文 字 のNEAC

コー ドを操作 し,そ のほか は,テ ンキーによ る外字処理 を行な う。ハー ドコピーは,A4版 で ドラ イ

シルバ ・ペーパ ーであ る。

フ ァンクションキーは16種 あ って,受 信 は,表 示の指示,送 信 は画像完了後 ジョブに転 送,復 元

は,元 の画像 の復元,削 除 は,行 面 共に カーソルの処理 で指定 して実施 する。 播入 は キー ボ ー ド入

力,置 換は,入 れ替 えを示す 。障害発生時には,JOFか ら再出力 して復 旧する。

6.4.5オ ン ラ イ ン シ ス テ ム の 評価 と問題 点

dROシ ステ ムの基 本目的 は,デ ー タ収集,管 理作業をデータ提供者の機械操作に還 元 して,デ ス

クか ら,機 械 に対応 で きる システムを設計す ることであ った。 しか しこのよ うな運 用方 式 に対 す る

デー タ提供者 の利用意志 と,検 索 要求者の評価が,シ ステムの 目的 と調和で きるまで,か な りの時間

を要 すると思われ る。な おCRO-VOの 設 計上 に関連 した問題 点を列挙す る。

文字符号,伝 送符 号の標準 化 は,シ ステムの コス ト,端 末機器 の コス ト・ダウンに貢献す るもので

ある。

CROシ ス テムで は,ア ラーム処理 と,割 込機能が問題 となった。 これ らは,ユ ーザ側 の 運用 に 関

す ることで あるが,電 電公社 の標準仕様 の中 である程度 ユーザ間 の標準基準を設定する ことが必 要で

ある。

通信制御機能の標準化 は可 能 ではないか と思 われ る。他の端末装置 間のメ ッセー ジ交換 は,コ ー ド

系,伝 送手1順が標準化 されれば問題 はないが,重 要な ことは,周 辺機 器を介 しての制御の機能 と範囲

が明確 にされることである。

オ ンラインデー タ ・ベー スの問題 は,日 本語特有の ファイル形式 と開発 され るモニ タ・システムの

管理方式下 にあって,多 様性 をおびて きて いる。 このよ うな点 か ら,デ ー タ ・ネ ットワークの設定 の

ため には,ネ ッ トワー ク集団 とその内での データ ・ベースの互 換性が必要 となる。

システムの開放 に伴 い デー タ保 護 の問題が重要 となり,こ れ らは,運 用上 の取 り決 めや,こ れよ り

発生す る諸 問題 の法制上 の措置 が考慮 されねばな らない。
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6.5物 品 管 理 シス テ ムの漢 字 出力 の試 み

6.5.1沿 革

いまの ところ電子計算機 で処理 で きる文字 は,英 字,数 字,カ ナ文字 などが一般的である。 しか し

事務処理 などの場合,漢 字 が扱 え ることがで きれば,非 常に有効 であ る。

現在電子計算機利用 に関 す る技 術研究会の物品 システム開発研 究班が川,物 品管理資料作成 サ ブ シ

ステムを作成 していて,そ の際多 品種の種 々雑多 な物品の管理 を計算機で行 なう作業が試み られてい

る。 この際,物 品名,業 者 名,内 容 などを漢字 で表わすことがで きれば,物 品管理者 にとって,物 品

の保管維持 が容易 になる ことをね らって,漢 字 プ リンタを使用 してみ た。 この物品管理 シス テム は,

全 官庁を対象 に して共通 に使用 で きることを目的 に している。 しか し各官庁 で使用 している計算機 に

はメーカも大 きさもいろい ろあ り,ま た同一 であ って もシステムの構成は大分異な っているのが普通

である。 したが っていろい ろな機種 に共通に使用 できるようにソフ トウェアを考慮 しなければな らな

い。 さらに各官庁 がいま まで に物 品管理のや り方 の違いなどをどの ように処理 するかなどの問題 があ

る。

このような物品管理 システムの もとで漢字 プ リンタ出力 は,や は りいろいろな機種 に共通 に使用で

きるよ うに考慮 す ることが必要 であ り,そ の ソフ トウェアを作成 しテス トして,経 験 を得 たので報告

する。

物品管理 システムでは従 来 どお り,英 文字,カ ナ文字 による出力形式の まま磁気 テープにファイル

化 されるが,こ れを漢字 出力 す る場 合 、あらか じめ作成 した漢字 コー ド・テー ブルを参照 しなが ら漢

字出力 イメー ジ・テー プに変換 す ると同時 に,漢 字 プ リンタにて出力結果が得 られ るよ うに編集用 ソ

フ トにて編集処理 して結果 を得 るよ うに している。

(注!)政 府 省庁 の電子計 算機利 用上 の技術的諸 問題を研究することを目的 とした研究会 で,現 在27

省 庁 が参加 してい る(上 田陸 奥夫 主査:社 会保険庁)。

6.5.2シ ス テ ム設 計

{1)物 品管理 システム

官庁の物品管理 は,物 品管理法等 に基 づ く物品管理の適正かつ効率的 な運用 をはか るために,正 確

かつ迅速 な管理 が要求 され てい る。 このため電子計算機の利用 によ り,事 務の簡素化,合 理化を はか

り,ま た不 用物品,遊 休物 品,代 替 物品 の活用な ど物品の効率的使用 という付随的 な効果 をねらって

設計 したもので,将 来性 に富 んだ標準 システ,ムであ り,汎 用性,拡 張性 および有機性を も って い る。

この システムは5つ の ブ ロックか らなり,そ れぞれの目的を分担 し,相 互 の独立性 を保 ちなが ら有

機的 に結合 してい る。各 ブ ロックの 目的,機 能,内 容を表6.5.1に.各 ブロック関係 を図6.5.1に 示

す。図6.5.2は システム フロー チ ャー トである。

② 字 種

電子技 術総合研究所 で使 用 してい る物品管理 のための字種は表6.5.2～6.5.10の よ うなものである。
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＼ 保 管 出 納 ,調 達
`

計 画 統 制

物品の保有状況の 物品の供用および 物品の調達と納期 物品の需給計画の 計画と実績との比

目 的 把握一 返納一 管理
}

立案一 整
照 会 シス テ ム 法 定 帳 簿 、 命令 書 、 物品の運用計画の

機 能 単一備品毎の管理 報告書の作成
一

立案一
オ ン ・ ラ イ ン化 帳票類の一元化

。保 管 マ ス ター の ・保 管 マ ス タ ー二 ・受 入 マ ス ター の 。需要計画の作成 。購入計画と購入

初 期 フ ァイ ル作 次 引 当 フ ァイ ル 初 期 フ ァイ ル作 。運用計画の作成 実績との比較

成 の更新 成 。購入計画の作成 。運用計画と運用

。物 品 の点 検 、 棚 。物 品 の 受 入 、払 ・物品の取得 。購入限度額の設 実績との比較

卸 出 。物 品 の修 繕 ・改 定
。物品の保有状況 。物品の異動状況 造 。物 品 カ タ ロ グの

.

表の出力 の記録 。物 品 の貸 付 ・寄 作成
。物品の保管現在 ・物 品 の 売 払 ・廃 託
高の照会 棄 。物品の保管

。物品に対する問 。納期遅れに対す

合せ照会 る督促

内 容
。単一物品毎の管

理に適 した保管
マ ス タ ー フ ァ イ

.

ノレ

。物 品 管 理 官 、 物

品出納官、物品

供 用 官 、 部課 、

使用職員別に管

理.

。保 管 マス ター は

ダ イ レ ク ト ・ ア

ク セ ス ・ フ ァ イ

ノレ

物品保有状況表 ※供用請求書 ※管理換通知書

(チ ェ ッ ク済) 取消請求書 ※取得通知書
棚卸差異分析表 ※返納報告書 契約措置済通知

入 力
(調整済)

※物品管理簿

供用換通知書
※分類換通知書

書
納 品 書

.

帳 面 ※物品供用簿 ※管理換通知書示

棚卸検査報告書 契約措置済通知
書
※不用決定承認書
物品取得査定書

.・

保管 マ ス タ ー 二 次 引 当 フ ァ イル 受入 マ ス ター 支 出 計 画 フ ァ イル

初 期 フ ァイ ル 本 日分異動状況フ 本日分異動状況フ 事 業計 画 フ ァイル

フ ァイ ル ア イ ル アイ ル 需 給 計 画 フ ァイ ル

累積異動状況ファ 累積発注受入ファ 運 用 計 画 フ ァイル

イ ル イ ル 購入計画ファイル

物品保有状況表 ※物品出納命令書 物品受入予定表 需給計画表 運用状況

棚卸差異分析表 ※分類換通知書 督 促 状 運用計画表 購入状況

物品取得算定書 ※物品管理簿 購入先一覧表 購入計画表
物品払出予定通知V ※ 物品出納簿 , 物 品 カ タ ログ

出 力 書 ※物品供用簿
※使用者別物品供

資 料 用簿

※物品増減及び現

在額報告書
部門別備品請求
額表

(※印の入出力資料は法定帳簿及び命令書、通知書である)表6・5・1物 品管理のためのブロックと目的機能
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図6・5・1 物品管理システム関連図
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プルーフ.リ ス ト

文字 て一ぶる

文字 コード表

電 総 研

文字

ア ルファメーター

キー

4CI

アーク安定度測定装置

暗視装置

安定度測定器

表6・5・2物 品コードの例

3EV

3PB

5AD

事 由 内 容一
コ ー ド

事 務 用 品 01

運 搬 02
、

不 用 03

余 り 04

使 用 不 能 05

単 位 コ ー ド 単 位 コ ー ド
一 一

び ん 01 食 30

木 箱 02 q－ ル 31

セ ンチ メ ー トル 03 セ ッ ト(揃) 32

か ん 04 枚 33

ボー ル 箱 05

表6・5・4事 由 コ ー ド表6・5・3単 位 一 覧 表

場.所 コ ー ド

、

水 田 町

木 挽 町

田 無

大 阪

100

200

300

400

物 品 区 分 コ ー ド

重 備 品

普 通 備 品

消 耗 品

1

2

3

表6・5・6場 所 コ ー ド表6・5・5物 品 区分 コー ド
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,;「 〆i

受入マスター

OLD

L__受 入マスター
NEW

受入マス ター更新

物品修繕・改造済

通 知 書

累積発注
受入

麗

が
朋

物品
カタログ

本日分
異動状況

備 品マスター

OLD

備品マスター
NEW

累積
異動状況

部門別

部品請求額表

物品増減及び
現在額報告表

年度累計

OLD

年度累計
NEW

本 日分

異動状況

V

本 日分

異動状況

管理簿

OLD

管理簿
NEW

図6・5・2メ イ ン ブ ロ ッ ク チ ャ ー ト

保管 マ ス タ ー

累積
異動状況

請求マスター

OLD

請求マスター
NEW

物品払出予定通知書

使用者別

物品供用簿

使用者

供用簿

OLD

使用者

供用簿

NEW
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●

電 総 研 文字 て一ぶ る

文 字 コー ド表 プ ル ー フ.リ ス ト

9999

キ ー

0001

0002

文 字

石川 島 磨重工業(株)

田 無市 向台町3-5

0424-62-2111

巻田 実

ゼ ネラル(株)

中 央 区H本 橋通 り2-2東 京 支店

271-5392

塩 田 史郎

表6・5・7業 者 コー ドの例

1整 理 区 分 コ ー ド 整 理 区 分 コー ド

購 入 01 月 計 30

寄 付 02 累 計 31

譲 受 一 〇3 翌 年度 へ繰越 32

借 受 04 前年度 より繰越 33

生 産 05 雑 件 99

表6・5・8整 理 区 分 コー ド

会 計 分 類 コ ー ド 会 計 分 類 コ ー ド

　　

一 般 会 計 01 ア ル コ ー ル専 売 事 業 32

造 幣 局
ヨ

10 輸 出 保 険 33

印 刷 局 1ユ 機械類賦払信用保険 34

資 金 運 用 部 12 木 船 再 保 険 35

貴 金 属 13

表6・5・9会 計 コ ー ド

、
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省 庁 名 コ ー ド 省 庁 名 コ ー ド 省 庁 名 コ ー ド

会 計 検 査 院 01 大 蔵 省 40 中央労働委員会 76

内 閣 02 国 税 庁 41 公共企 業体等
労 働 委 員 会 77

内 閣 法 制 局 03 印 刷 局 42 建 設 省 80

人 事 院 04 造 幣 局 43 自 治 省 85

国 防 会 議 05 文 部 省 45 消 防 庁 86

総 理 府 06 文 化 庁 46

表6・5・10省 庁 コ ー ド

6.5.3シ ス テ ム の 概 要

(1}ハ ー ド ウ ェ ア

こ こ で使 用 す る 漢 字 プ リ ン タ は フ ォ ン トメ モ リに 文 字 パ ター ンを 記 憶 し,こ れ を ア ド レ ス化 し て お

い て,磁 気 テ ー プ か ら 入 力 さ れ る デ ー タ と 一 致 す る 文 字 を,フ ァ イ バ ー チ ュ ー ブ ・デ ィ ス プ レ イ に よ

っ て,電 子 記 録 紙 に・印 刷 す る 装 置 で,高 千 穂 交 易(株)のT4100漢 字 情 報 処 理 シ ス テ ム で あ る。

写 真6・5・1T4100漢 字 プ リン タ シス テ ム

(左 ・磁 気 テ ー プ装 置 中 ・フ ォ ン トメモ リ装 置 右 ・プ リ ン タ)

ア.フ ォ ン ト ・メ モ リ装 置

フ ォ ン ト ・ メ モ リ装 置 はT4100シ ス テ ム の 中 核 を な す も の で 文 字 パ タ ー ンを 記 憶 す る 。 こ の フ ォ ン

ト ・メ モ リに はLSIを 用 い て 文 字 単 位 に ラ ン ダ ム ア ク セ ス が で き る 。 文 字 パ タ ー ン の 高 速 読 み 出 し,

書 き込 み が 可 能 に な っ た た め,小 容 量 の フ ォ ン ト ・メ モ リで多 量 の 字 種 の 取 り扱 い が 可 能 で あ る 。 こ

れ を フ ロ ー テ ィ ン グ ・ ア ド レ ス方 式 と よ ん で い る 。
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写 真6・5・2T4112漢 字 鍵 盤 デ ィスプ レイ ・ レ コ ーダ

フ ォ ン ト ・ メ モ リ に 記 憶 さ れ た 文 字 を 読 み 出 す た め に,文 字 ご と に ア ドレ ス が つ い て お り,こ の ア

ド レ ス は2バ イ ト(=16ビ ッ ト,ヘ キ サ デ シ マ ル)で コ ー ド化 さ れ て い る 。

し た が っ て,入 力 デ ー タ ・ テ ー プ に は こ の ア ド レ ス(文 字 コ ー ド)が1文 字 当 り2バ イ トで 記 録 さ

れ て い る し,漢 字 鍵 盤 穿 孔 機 の キ ー ボ ー ドか ら 打 鍵 す る こ とに よ っ て も,こ れ らの 文 字 コ ー ドが 得 ら守

れ る わ け で あ る 。

⑳
電子記録紙

○

}。,ス フ レイ

乾燥
(

ペー ジ・マー ク

、検 出

→ ▽裁断 ⑳
り

ス タッカ ー

ミ

フ ォ ン トメモ リに よ る漢 字 プ リンタの 原 理 図

イ.磁 気 テ ー プ 装 置

磁 気 テ ー プ 装 置 は,フ ォ ン ト・・ メ モ リ装 置 に

磁 気 テ ー プ は9ト ラ ッ ク,800BPIを 使 用 す る 。

ウ.プ リ ン タ

,文 字 パ タ ー ン と 文 字 コ ー ドを 入 力 す る 装 置 で あ る 。
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"KAPED2"

ノ
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閨

一＼

SPEC&

ERROR

LIST
1

図6・5・4KAPEI}2

A
巳払

〔 一－
SPI℃CARD

/'

/

EDPS

sKAPED4"

/
β

処理済

テープ

/ ＼
Spec&・

ERROR!

しLIST
¶!

/

図6・5・5KAPED-4
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プ リ ン タ は オ プ テ ィ カ ル ・ フ ァ イ バ ー.チ ュ ー ブ を 用 い た 電 子 記 録 方 式 に よ る 高 速 度 プ リ ン タで,印

字 結 果 を ペ ー ジ単 位 に 裁 断 し て ア ウ ト プ ッ トす る 。

{2)ソ フ ト ウ ェ ア

T4100シ ス テ ム の ユ ー テ ィ リ テ ィ ・プ ロ グ ラ ム と し て 用 途 別 に 次 の よ う な も の が あ る 。

ア.FG(FONTGENERATOR)

文 字 パ タ ー ン を 磁 気 テ ー プ(フ ォ ン ト ・ マ ス タ ・テ ー プ)に 記 録 す る:

イ,FMMP(FONTMASTERMAINTENANCEPROGRAM)

FONTMASTERTAPEの 内 容 の 追 加,変 更.削 除 を容 易 に 行 な うた め の70 .ロ グ ラ ム 。

＼
引

色

ξ

＼

/
㍑
L

m臼C宮正門O

■

/

＼ ↓

ノ　 　 ひ

_,.,。1
_____」

//
/

/
EDPS

ttKAPED6"

」
/
処理引≡

＼
＼

Spec&

ERRoR

LIST

_} ＼
＼」

図6・5・6KAPEI}6

ウ.KAPED-2

レ コー ド上 の任意 の部分
.を編 集指 示 カー ド(SPECCARD)で ペー ジ単位 に編集する。宛 名 ラ

ベル ,電 話帳,名 簿等 の作成 に適す る。

エ.KAPED-4

一 定 の フォーマ ッ ト(固 定項 目
,枠 組,表 題等,各 頁に共通の もの)に,任 意の場所 にSPEC

CARDの 指 示で デー タを活人 しペー ジ単位 に編集する。伝 票等 の編集に適 す。

オ.KAPED-6

KAPED-4の 機 能 を拡張 して汎用性 を持 たせた もので連続的 に リス トで きる。一覧 表,統 計

表等 の編集 に適す る。

(3)フ ァ イ ル
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ア.文 字 コ ー ドテ ー ブ ル フ ァ イ ル

各 コ ー ド別 に デ ィ ス ク 上 に フ ァ イ ル と して 作 成 した 。 フ ァ イ ル の レ コ ー ド形 式 は 次 の と お り で あ

る 。 な お1文 字 は2バ イ トで あ る 。

i業 者 コ ー ドだ け は 次 の よ う に し た 。

コ ー ド' 業 者 名 住 所 TEL 代表者名

4バ イ ト
20文 字

40バ イ ト

25文 字

50バ イ ト
14文 字78バ イ ト 9文 字18バ イ ト

iiそ の 他 の コ ー ドは す べ て 次 の よ う な 共 通 フ ォ ー マ ・・ トに し た 。

コ ー ド 文 字 部

4バ イ ト 14文 字78バ イ ト

iiiデ ィ ス ク 内 に お け る フ ァ イ ル 名 と テ ー ブ ル の 対 応 は 表6.5.11の よ う に す る 。

イ.漢 字 処 理 シ ス テ ム へ の イ ン プ ッ ト フ ァ イ ル

漢 字 処 理 シ ス テ ム へ の イ ン プ ッ ト フ ァ イ ル は 物 品 管 理 シ ス テ ム の ラ イ ン プ リ ン タ へ の 出 力 を 磁 気

テ ー プ に 変 換 し た フ ァ イ ル で,ラ イ ン プ リ ン タの コ ン ト ロ ー ル バ イ トが 先 頭 に っ く。(図6.5.7参 照)

}
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＼
＼

＼

＼

＼

各 テ ー ブ ル 名
デ ィス ク中に 登 録 され て い

る フ ァイ ル名

物 品
TABLE(9001)

名 ▼DK-01▼

省 庁
TABLE(9002)

名 ▼DK-02▼

会
TABLE(9003)

計 ΨDK -03▼

人
TABLE(9004)

名 ▼DK-04▼

分 類 、 細 分
TABLE(9005)

類 ΨDK-05▼

単
TABLE(9006)

位 ΨDK-06▼

物 品 区
TABLE(9007)

分 ▼DK-07▼

整 理 区
TABLE(9008)

分 ▼DK-08▼

w「一

事
TABLE(9009)

由 ▼DK -09▼

場
TABLE(9010)

所 ▼DK -10▼

所
TABLE(9011)

属 ▼DK-11▼

業
TABLE(9999)

者 ▼DK-12▼

()内 の コ ー ドは ダ イ レク ト・ア ク セ ス 用 キ ー で あ る。

表6・5・11デ ィス ク内 に お け る フ ァイル 名 と テ ー ブル の 対 応

(4)作 業 手 順

① まず出力す る文字 の種類,内 容 と各種 の コー ドについて指示す る。

② 文字 イメー ジを作成 し,コ ー ド化 して フォン トメモ リに ロー ドする。同時に各種 コー ドを文字

コー ドで テーブルを漢字 テ レタイプで作成 する。

③ 提供 され たテー ブルを媒体変換 する。

④ 出力 ルーチ ンか ら得 られ る英文字,カ ナ文字 の出力 イソ ー ジを,テ ーブルを参 照 して文 字 出

力,テ ープフ ァイルを作成 す る。

なお出力 ルーチ ンで漢字 コー ドテーブルを参照 して一気に漢字 出力 テープファイルを作成 してもか

まわない。

⑤ 提供 され るユーテ ィ リティプ ログラムで,漢 字処理装置 で処理で きるよ うに編集す る。
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物品管理簿

コ ン ト

ロ ー ノレ

1

省 庁 コー ド

2

会 計 コー ド

2

管 理官
コー ド

4

分 類 コ ー ド

2

コ ー ド

2

細分類1物 品。.ド

3

品 目

20

単 位

2

空

66

物品区分

1

作成年月 日

正0

コ ン ト

ロ ー ノレ

1

異動年月日

10

整理 区分

2

証書番号

7

異 動 高 現 在 高

増加数量

6

増加価格

17

減少数量

6

減少価格

17

その他

6

供 用

6

貸付寄託

6

保 管

6

合計数量

7

合計価格

18

物品 出納簿

⑩
卜
[

コ ン ト

ロ ー ノレ

1

省 庁 コー ド

2

会 計 コー ド

2

管 理 官
コ ー ド

4

1

出 納 官
コ ー ド

4

分 類 コー ド

2

細 分 類
コー ド

2

物 品 コー ド

3

品 目

20

単 位

2

空

18

物品区分

1

作成年月日

10

コ ン ト

ロ ー ノレ

1

異動年月 日

10

整理区分

2

証 券番号

7

異 動 高 現 在 高

20増加数量

6

減少数量

6

供 用

6

保 管

6

計

7

図6・5・7イ ン プ ッ トフ ァ イ ル の フ ォ ー マ ッ ト



⑥ 編 集 さ れ た フ ァ イ ル を 漢 字 処 理 装 置 に セ ツ ・トし て,オ フ ラ イ ンで 結 果 を 得 る 。

㈲ 出:力 例

物 品 管 理 簿,・ 物 品 出 納 簿 の 例 を 表6.5.12,表6.5.13に 示 す 。

ユーザからの指示

一 一一

、

漢字コード
一覧表

/

ノ

漢 テ レ

'パ
ン チ

一 _y－ 二 、一 「

一

一 、

.

コ ンピ ュー タ

テーブル作成

漢字コー ド

テー ブル

'

.

0'コ ン ピ
ュ ー タ ー

媒 体 変 換

》
漢字コー ド

テーブル

」

ユ ー ザ か らの指 示 ・
,

フ ォン イ トイ メー ジ
一 覧害

、/

、'

一

カ ー ドパ ンチ

パ ン チ

、

〔・一 夕か

7

、 '

コ ンピュ ー タ

フィントマス タテープ作 成

■

「'

フォント

マrスタ

、'

漢字処理.装置

メモ リロー ド

、 "

フォント

メモ リ

「 一 　 一 一 一 「

ll

l物 品管理 システムl
ll
L--T-一 」

`

出力イメージ

嚥 カが

連勢7、

、

図6・5・8漢 字処 理 シス テ ム

6.5.4運'営 状 況

漢字 プ リンタを使用 す るため,一 昨年7月 か ら電総研2名,高 千穂交易2名 が参加 して実質期間2

カ月位 で所期の 目的の出力 を得 る ことがで きた。その結果,漢 字 プ リンタのユーテ ィリティルーチ ン

も'vく つか整備 され,今 後漢字 プ リンタを使用 するユーザは,コ ー ド変換 プログラムが約300ス テ ッ

プ,媒 体変換 プログラムが約100ス テ ップの コボルプ ログラムで作成 できるよ うにな った。

文字 テーブルが作成 され れば,漢 字 の入力 はな くな り,文 字 テーブルは修正だけになる。 これは年

度初めに行 なわれ るが,量 は100品 目以下で ある。
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様式番号308
物 品 出 納 簿

省 庁 名 1会 計 名 管 理 官 出 納 官

工業技術院 一般 会計
吉江清 鈴木芳雄

物品区分 作 成 年 月 日

普通備品 S.4333

分 類 細分類 物 品 名 単 位

1工業技術院用品
1

備品
ll

プラズマ発生器 一式

計高

一

一

一一

1
1
1
1
1
1
2

》

/
/

'

管在

/'

.

呆f

1

1

1

1

1

1

う一

9"

ワ一

用場供最高数少減動

l

l

量数異加増号書番証分
理

区

繰
繰

繰

繰りりりり

整

よ

よ

よ

よ

受縫

件
件
鞭受

件
鍍

譲
前
前
雑
雑
前
議
雑
前

ーー

一

一
1

0

1

1

1

1

1

0

0

1

勤
口

3

3

3

2

2

3

4

4

3

3

4

1

1

4

月
異
年

3

3

4
に∨

5

5

6

6

6444444444

■

◆

◆

◆

●

◆

…

S

S

S

S

S

S

S

S

S

/

oD
↑
一

表6・5・13物 品 出納 簿 出力 例(原 寸 大)一一一'一/



＼

獣 番t}307
物 ..

t■1 煙 筒

一 一1省庁名1会 計－
lJl'LR!技 術院

1
名lnT理 官 1分 類

1一 般 会 訓' 1;:ti〔消

一
1maeiUil物 品

に1※ 技tt・ipniV.'、 二ELS{妓

名
－llit位1

プラズマ鍛 ヒ器 一=式

　{

1

『
⑩

1

異 動 .竪 理 証 書 .異 動 高 i 現 在 高

年 月 日 区 分 番 輪} 増加改口 増 加 価 格 減少欽匪 減 少 価 格 そ の 他 供 用 貸↓・r編e 保 管 合計 数量 A
,. 計 価 格

s.43 330 λ殴 1 1,050,OOO 1 1 1, 050,000
S.43 41 前¶度より繰越 1 1 1. 050,000

S,44 41 川¶度より織色 1 1 1, 050,000

S.45 331 冶.件 80,OOO 1 1 1 130,000
s.45 331 雑件 602,600 1 1 1 732,600
S.45 41 前年度より繰越 1 1 1 732,600
S.46 120 `殴 1 5,237,550 2 2 6 970,150
S.46 120 推件 「. 600$000 2 2 7 570,150
S.46 41 前年度より繰越

・

2 2
、

馳

7 570,150

.

.

表6・5・12物 品 管 理 簿 出 力 例(縮 小≒1/2)



物 品管理は月一度 のバ ッチ処理 で あるが,備 品数は約2,000,レ コ ー ド数 は40,000以 上 で,こ れ ら

すべてが処理 される。漢字 システムへの入力 は,シ ステムから ライ ンプ リンタ・イメ ー ジで,磁 気

テープ ファイルよ り行 なわれ る。

6.5.5シ ス テム の 評 価

(1)出 力 装 置

1文 字ずつ ア ドレスがっ いていて,1文 字32ビ ッ ト×32ビ ッ トなの で,文 字 の形 を 自由 に変 え た

り,文 字体系 を自由に定 め る ことがで きる。

また浮動 ア ドレス方式 を用 い ることがで きるので,特 殊な文字 も処理で き,字 種 が豊富 に扱 え る。

{2)ソ フ トウェア

漢字編集用 アプ リケー シ ョンがそ ろっているので,出 力編集 が文字 だけでな く,枠 組み,絵 などの

用途 が広 く自由である。

また文字 テーブルはキー と単語 で作成 で き,英 数字 コー ドでテー ブル処理 が行なえるので,従 来 の

システムを漢字処理 に変更 す る ことなく適用 でき,英 数字 コー ドか ら漢字 コー ドへの変換 も,ど んな

デー タで もキーで処理 で きるので容 易にすみやか に行 なうことがで きる。

(3)コ ー ド 体 系

デー タの コー ド体系 は単 語 を単位 と して定 めることがで きるので,従 来 システムとは変 わ らな い。

しか『し,文 字1字 にっいて考 え るな ら,多 量で,種 々の体系 があるので容易 に定めることがで きな

く,文 字 テー ブルを容易 に作成 で きなくなる。

6.5.6将 来 の 構 想

研究情報管理 システムは図6.5.9の よ うなハ イアラキシステムが考え られている。現在実 務 担 当 者

レベルで,会 計 システム,人 事 システム,物 品 システム,技 術情報 システムの一部が稼動 して い る。

ミ ドノレマ ネジ メン ト

チ ーフ

スーパーパ イザ

実務担当者

研究 目標・

設定用情 報

研究 目1票,ソ ロジ ・クトttど の

意 志 決 定 川 竹 粁

シ人 シ物 シ技
ス術

・9・ ・"lhア2

}{ll↑ ↑

・内部デー タ(総 務部,研 究部)

・外部デー タ(技 術情報,関 係官庁,大 学 ・研究 所)

図6・5・9研 究 情 報管 理 シス テ ム のハ イ ア ラキ

定期報告't
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しか し物 品管理 を除 い た他 の システムはまだ漢字処理 を行なっていない。

漢字処理 システ ムは英数字 で処理 した後 に漢字処理 を行な うので,現 在稼動 しているシステムおよ

び上級 レベルの システムすべてに適用する ことは容易 である。

したが って,こ の システ ムの基 本 は,従 来 のプログラムで処理 された結果を漢字 に して出力 す るだ

けであるが,今 後 の問題 として入力の段階か ら漢字処理 することが検討 され,研 究所の科学用 デー タ

バ ンクへの適用 にっ いて も調査 している。

r
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6.6生 命保 険 会 社 に お け る 日本 語情 報 処理

6.6.1沿 革

(1)保 険 契約管理 事務 システム

生命保険会社 にお ける日本 語情報処理 の対象 としては,保 険契約 に関す る顧客 の氏名 ・住所 に関す

る漢字情報処理 が主 であ り,各 生命保 険会 社において顧客情報の カナ文字化 あるいは漢字化が計画実

施の段階 にきて いるが,昭 和46年 に生命保 険業界で最初に漢字情報処理 システムの実用化 をおこな っ

た明治生命の事例 について紹 介す る。川 治

t生命保険契約管理 システムの基本 とな る事務 は,保 険契約を20年,30年 とい う長期にわたって維持

管理 し,保 険金支払 いを可能 とす る ことにあ り,そ のため長期 にわたる保険料 の払込み記録の完備 体

制が必要 となる。

これ らの徴収保金事務 は当社の場合,全 国に散在 する支社(約100店),営 業 所(約1,500店),代 理

店(約2,000店)な どの集金機 関の事務組織 で遂行 されており,図6.6.1に 示 すように新契約,継 続 分

の契約内容 の異動等 の契約記 録の更新 は膨 大な事務量 とな っている。

▽

新 契 約

第1回保険料入金

契約者

一

一集 金

・・儲

¢

既 契 約

保 険 料 入 金 掛

金

言己フ

録 ア
イ

ル

自記

動銀

張 フ

替 ア
貸 イ

付1レ

契

約

貸 フ
什 ア

己イ

,乗1レ

イ主

所

z

イ
ル

清 夜

(淫其日,症1約)

一

一

一

三険 料

払込室内
領収証
一

→
`

ゴ当今
　一 －L,A

計 蔓
D

→ 契 約 マスタファイル保 険 金 減 額

延長定期 ・松茂

保険 へ の変更

→

[〉

△

昭 国
会 叉ム ロ

三ールスマン
・≧与 ヨ戸 田

∨
契 約 貸 付

自動振替貸付

契約者
}

各 種
Σえ三寸 ・料払 方 変 更

(月・…1二年・半年掛)

[〉
一

一住・所 変 更 .
担当集金

者 変 更

{田lt.、}図6・6・1生 命保険契約管理事務の概琴

当社の普通保険契約 の件数 は,普 通 の月掛契約 が330万 件,年 掛 ・半年掛契約が120万 件,集 団月掛

契約 が1!0万 件,合 計560万 件,こ の ほかに延長 ・松涛契約や団体保険,企 業年 金保険な どを合計す る

と1,000万 件 にもおよぶ。

これ らの膨大 な件数 の契約 管理 の ために,当 社 では昭和37年 にPCSか ら コンピュータ処理 に切 り換

え,昭 和42年 にIBM360/40を,昭 和44年 に同360/65を 併設 し,図6、6.2に 示 されるシステム構 成 に

よ って処理 されている。
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契約者に
領 収 ≡

交 付

金

票音

入

15
〒

-つ

」
ー

が
ぷ

}.「
に

挙
、
社
「日
工

∩0

0

a

r

l

C

e

n
.1

7

u

可

2

m

獣

㌫

恥

角く自電話て文社 と

言文所需フ)連培

⑳プ烹

C頁」又証NEAC
入金 報告票2200/250

璽一⑳

NEAC

22CO/250

B|II
Tape

口

'

2321

DataCel1

232]

D3taCell

2321

Dat∂Ce|1

232]

Dat∂Cell

23]4

Disk

本社(イ ン ・ハ ウス ・オ ンライン)

コ
酷 纏 ㌧営業所 ⑯ 一 坐 壁一一⑳

太社各部鯉

図6・6・2契 約管理システム

とくに この うち,契 約 マ ス ターフ ァイルは本社店頭,大 阪 ・名古屋両総局店頭 で,ビ デオ ・デ ィス

プ レイ,タ イプ ライ タ通信装 置 にオ ンラインで接続 され,契 約内容 その他の自動的 な照会応答 システ

ムが確立 されている。

(2}漢 字 情報処理 システムの必要性

一 般に生命保険会社 にお けるデー タ ・ベースの一つである顧客の契約 マスター ファイルは証券番号

(数 字 コー ド8桁)を 基本 と したイ ンデ クス ド・シークェンシャル(IS)フ ァ イルの構成で,証 券 番

号がな くては ファイルの検索 がで きない。

店頭あ るいは電話 などによ る顧客 か らの契約内容の照会 は,ほ とんどが氏名 だけによって要求 され

る場合が多 く,現 在 では顧 客氏名索 引 カー ド制を手作 業で抽出 し,証 券番号を得 てから契約内容 の検

索をお こな うとい う方法 が とられ ている。

ところが顧客氏名 その ものが漢字 ファイル として完備される と,次 のような ことが可能 となって く

る。

'

① 顧客氏名 を直接漢字 テ レタイプ端末機 か ら漢字 そのままのイメージでキ ー ・イ ン して照 会 で

き,し か も漢字 で ビデオ画面 に応答表示 す ることにより,証 券番号が不明 でもただちに契約内容 の照

会回答 が得 られる。

② 一契約 ごとの顧客氏 名を名寄 せする ことにより,同 一契約者の複数加入契約 が一元的 に把 え ら
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れ,保 険金の加入 最高限度調 査が コンピュー タで求められ る。

③ カナ支字 による種 々の払込案内,領 収書,配 当金支払明細 が漢字化 され,顧 客サー ビスの向上

がで きる。

④ その他 、現 在数字項 目 を機械 プ リン トした資料 に顧客氏名 を手書 きして きた種 々の帳票 は,す

べて コンピュー タでプ リン トされ るよ うになる。

照 合 コ ー ド,姓 、名,生 年 月 日の み

キ ー イ ン

⑦ ノ契り内容 〔
⑥/(
◎.三 三瑚 項

つ ㌔円 ス 声 _

④(
漢 字
ヒ オ

司 口答 ⑨- 9ン

字 ピ

処 コ『|

門 夕

照合

頃 ＼

②
1

婆 券 番 号 司

一ー一氏 名 ・

一
/① ③

,.)
←

い討 ・鍾;!引 ● /・

〔生年 月 日)

漢字ビデオ,テ レタイプライター

図6・6・3漢 字 による契約照合応答の流れ

以上のよ うな単 な る事務的 な見地か らした漢字情報処理 の必 要性の ほかに経営情報面での次の よう

な活用が考 え られる。

コンピュー タによ る事務処理 の機械化が定着 して くると,省 力化後の機械化 は徐 々に経営情報而へ

の活用 に指向 され る。 この場 合,コ ンピュータのア ウトプッ トの経営情 報資料が英 ・数字 ・カナ文字

だけでプ リントされて いる とすれば,き わめて見難 いものである。

これ らの資料 が コ ンピュー タか ら直接親 しみやすい漢字 ま じりの日本語でプ リントされ,も しくは

ビデオ ・ディスプ レイ上 に要 求 した情報が表示 されることは利用者 にとって きわめて理解 しや す く,

デ シジョン・メーキ ングの助 けとなる ことがで きる。

また,当 社 の もう一 つ の大 きな必要性 と して,年 ・半年掛保険料 の徴収 は郵便(銀 行)の 窓口振込

みや代理店,支 社 扱 いで あ るため,昭 和36年 か ら契約者住 所,氏 名 のカナ文字 ファイルをもっている

が,一 般の月掛契約 は担 当 セール スマ ンによる集金が主体のため,顧 客氏名の本社 ファイルがなか っ

たので,カ ナ文字 の氏名 フ ァイルを作成 する労力を,一 足飛びに漢字 で持つ結論 に達 した こともあげ

られ る。

(注1)生 田 勝 彦:τ漢 字 の イ ンプ ッ ト・アウ トプ ット方式の設計"

事 務 管理,Vol.11,No,8,PP65～73(1972)

(注2)生 田 勝 彦 ゴ`明治生 命 における漢字 情報 システム"

ソ フ トウェア科 学,Vol.4,No.3,PP37～45(1972)

(注3)被 保 険者 名や契約 者名か ら証券番号を索 引できるカー ドで,同 姓同名 を区 別 す るた め にt

生年 月 日,そ の他 契約 日,住 所 などの記載 をもつ カー ド。

6.6.2シ ス テ ム設 計

当社では前述 の要 求に対処 しうる汎用性 のあ る漢字情 報 システムを調査検討の結果JEM-3100s":inii

/」)1セッ トおよびF6502A漢 字 ライ ンプ リンタ付FACOM230/25「ELn1セ ッ トを導入 する こ とを決定 し,

シ ステム設計 を行な った。

〔1)文 字 種 の選定
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使用文字 の対象 は主 と して氏名 ・住所 で,氏 名に関 しては6.OOO～10,000字 種 が必要で あ る と いわ

れてお り,規 定 をす るこ とがで きない。

一方
,住 所 に対 しては,都 道府県,市 町村字 までで約4,400字 種 の漢字が必要 とされて お り氏 名 ・

住所をあわせて6,000字 種 以上 が最低必要で ある。

JEMシ ス テムの場合,文 字 の収容能 力は20.OOO字 種 まで拡張で きるので,初 めは漢字 に対 して は,

住 所地域に使用 される漢字 を含 むJEMの 標 準6,500字 種 を採用 し,そ の後必要 に応 じて文 字種 を拡 張

す ることと した。

その結果,文 字種 として は下記 の7,847字 種 を第1次 として決定 した。

明 朝 漢字6,451明 朝 両 仮 名204

ゴ シ ック漢字520ゴ シ ック両仮名204

英 欧 字228約 物 ・ 記 号260

数 字20

1

② 漢 字 コ ー ド

漢 字 コ ー ドはJEMシ ス テ ム 標 準 のEXEKコ ー ド'11T)とし,IBMシ ス テ ム 内 も漢 字 はEXEKコ ー ド を 用

い,FACOM漢 字 プ リ ン タ で プ リ ン トす る 場 合 はFACOMシ ス テ ム 内 でEXEKコ ー ド とFACOM漢 字 プ

リ ン タ コ ー ドと の 変 換 を 行 な っ て い る 。

(3)FACOMプ リ ン タ シ ス テ ム の 用 い 方

JEMシ ス テ ム の プ リ ン タ は,後 述 す る よ う に 銀 塩 安 定 化 紙 を 用 い て い る の で,コ ン ピ ュ ー タ出 力 の

よ う に フ ォ ー ム 印 刷 を ほ ど こ す こ と が で き な い の で,FACOM漢 字 プ リ ン タ シ ス テ ム の 特 徴 を 活 か

し,対 外 フ ォ ー ム 印 刷 用 紙 へ の 漢 字 ア ウ トプ ッ トの 専 用 機 と して 用 い る こ と と した 。

(4)JEMシ ス テ ム の 用 い 方

JEMシ ス テ ム は 漢 字 処 理 用 の タ ー ミナ ル コ ン ピ ュ ー タ と して,次 の 三 つ の 用 い方 を も つ シ ス テ ム 設

計 と し た 。

ア.入 力 紙 テ ー プ か ら磁 気 テ ー プ へ の 変 換

後 述 す る よ う に オ フ ラ イ ン漢 字 鍵 盤 で さ ん 孔 さ れ た紙 テ ー プ を,IBMコ ン ピ ュ ー タで 編 集 処 理 す る

た め の 磁 気 テ ー プ へ の 入 力 処 理 を,JEMシ ス テ ム で 行 な う。 入 力 処 理 の 主 な 内 容 は,さ ん 孔 紙 テ ー プ

のEXOKコ ー ド㈱ か ら内 部 コ ー ドのEXEKコ ー ドへ の 変 換,お よ び 漢 字 辞 書 処 理(6.6.4漢 字 入 力 装

置,参 照)で あ る 。

イ.デ ィ ス プ レ イ ・ ン ス テ ム と し て

デ ィ ス プ レ イ ・ シ ス テ ム の 用 途 と して は,シ ス テ ム入 力 用 の さ ん 孔 紙 テ ー プ を,デ ィ ス プ レ イ に ょ

る検 定 を 行 な い な が ら さ ん 孔 す る 入 力 用 と,窓 口 タ ー ミナ ル と し て 契 約 照 会 デ ィ ス プ レ イ の 出 力 用 と

し て の 二 つ の 用 途 が あ る 。

前 者 はJEM-3100シ ス テ ム 内 で の オ ペ レ ー シ ョ ンで,各 タ ー ミ ナ ル で 鍵 盤 入 力 → ビ デ オ 表 示 検 定 →

紙 テ ー プ さ ん 孔 の 入 力 オ ペ レ ー シ ョ ン,あ る い は,紙 テ ー プ入 力 → ビ デ オ表 示 検 定 → 紙 テ ー プ さ ん 孔

の 校 正 オ ペ レ ー シ ョ ン が 行 な わ れ る 。

一185 一



後 者 で はJEMシ ス テ ム はIBMシ ス テ ム と2、.100BPSの 通 信lltl線 で オ ン ラ イ ン で 結 合 さ れ ,IBMシ ス

テ ム内 の2260/2848デ ィ ス プ レ イ装 置 と 同 等 の 取 扱 い が で きIBMの オ ン ラ イ ン用 プ ロ グ ラ ム で226〔}と

同 じ オ ペ レー シ ョ ンが な さ れ る よ う にJEMシ ス テ ム が 設 計 され て い る。

ウ 。 プ リ ン タ ・ シ ス テ ム と し て

JEMシ ス テ ム の プ リ ン タ は 特 殊 な 銀 塩 安 定 化 紙 を 用 い て い る の で,コ ン ピ ュ ー タの ラ イ ン プ リ ン タ

出 力 の よ う に フ ォ ー ム 印 刷 を ほ ど こ す こ と は で き な い が.そ の プ リ ン ト品 質 は 鮮 明 で ,ゴ シ ・ソク 体 や

文 字 の 大 小,行 間 隔 の 編 集 等,フ ォ ー マ ッ トが 編 集 で き る の で 、 各 種 の 経 営 情 報 資 料 の プ リ ン ト出 力

や,原 稿 と の 照 合 校 正 プ リ ン トに 用 い る こ と に し た 。

こ の 場 合,プ リ ン ト入 力 磁 気 テ ー プ は ,IBMン ス テ ム で 編 集 し た磁 気 テ ー プ を 使 用 す る よ う に し

た 。

(注4)伊 達 巌:"JEM-3100/tllOOシ ス テ ム"

印 刷 雑 誌Vol.55,No.3,PP57～62(1972)

(注5)早 瀬 敏 夫:"JEM-3100漢 字 情 報 シ ス テ ム"

情 報 化 設 計Vol.2,No.8,PP39～44(1972)

(注6)海 住 喜 彦 他:TACOM6502A漢 字 ラ イ ン プ リ ン ダ'

FUJITSU,Vol.21,No.7,PP145～168(1970)

(注7)JEMシ ス テ ム標 準 の 漢 字 コ ー ド シ ス テ ム で,旦;panded旦ditedKanjiCodeの 略 で ,漢 字

の 編 集 に 適 し た 内 部 コ ー ドで,2バ イ ト(16ビ ッ ト)で 漢 字1字 を 表 わ し ,20,000字 種 ま で

表 現 で き る。

(注8)JEMシ ス テ ム 標 準 の 入 力 漢 字 コ ー ド シ ス テ ム で 、ExpandedoriginalKanjicodeの 略

で,漢 字 鍵 盤 の ハ ー ド ウ ェ ア に 適 した 入 力 コ ー ドで,2バ イ ト(16ビ ッ ト)で 漢 字1字 を 表

わ し,3,600種 ま で 表 現 で き る。
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6.6.3シ ス テ ム の 概 要

当 社 の シ ス テ ム はJEMシ ス テ ム とFACOM漢 字 プ リ ン タ シ ス テ ム と か ら な り,そ れ ぞ れ の 構 成,主

要 性 能 は 下 記 に よ る。

(1)JEMシ ス テ ム

ア.構 成(図6 .6.4参 照)

1
「

360/65
2701

通 信 制1卸
ぎ

IBMシ ス テ ム

モデム モデム

コ

.」

(24(,oボ ー)

MT.IOOD

磁気 テ ー プ装 置

CG-3100D

文 字 発 生装 置

(10,00〔 〕字)

PR_350

紙 テ ー プ リー ダ

!

r

「

一

一

ー

1

TC-3100E

ター ミナ ル
逢

'、

ww
ー

1

-

l

l

l

|

1

[

ー

PR.200

紙 テープ

リー ダ

DM-301

デ ィス プ レ イ

モ ニ タ

PR-2{〕0

紙テープ

パ ンチ
KB-2り2B

漢 字 キ ー ボ ー ド
` '

'一 『 　 一 一 ー ー ー ー ー ー ー ー 一 一
＼

、
、
-
ー

-
-

ー

ー

ー

-
ー

ノ

CC-3100D

中 央 制 御装 置

(HITAC-10

8kwpSFj蔵)

DT_101

デ ー タ ラ イ タ

EM-100B

石強気 ドラ ム

倒kw

－

P'1、_750

ソ フ トプ リ ン タ

TS-3100E

ディスプレイ

ター ミナルステーション

' ・一一__一_(T .S.31副;の 構成)_一__一 ノ …1

図6・6・4JEM-3100Sシ ス テ ム 構 成

{2)FACOM漢 字 プ リ ン タ シ ス テ ム

ア.構 成(図6.6.5参 照)

TS-3100E

デ ィスプレイ ー ー ー ー ー 一一

ター ミナルステーション

No.2 (No.3～16)

F-1716A

{滋気 テ ー プ

制 御 装 置

F-603F

磁 気 テー プ ・装置

F-666S

カー ドリー ダ

F_3200F

中央 制 御装 置

(64KB)

F-642K

ライ ンプ リン タ

F-628L

磁気 ドラム装 置

F-792A

コ ンソ ー ル

タイ プ ライ タ

F-481

リー ドオンメモ リ

F-1634

漢字ラインプリンタ

制御装置

i-6502A

漢 字 ライ ンプ リ ンタ

図6・6・5FACOM漢 字 プ リ ンタ シス テ ムの 構 成
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(注9)長 谷 川 実 郎:「t高 速 漢 字 プ リ ン タ"情 報 処 理,VoLlO,No.5,PP279～284(1969)

6.6.4漢 字 入 力 装 置

シ ス テ ム へ の 原 始 デ ー タ を 入 力 す る装 置 と し て は,シ ス テ ム と は オ フ ラ イ ンのKB-202漢 字 鍵 盤,

あ る い は,JEM-3100シ ス テ ム の デ ィ ス プ レ イ ・ タ ー ミ ナ ル ・ ス テ ー シ ョ ンの 前 記 漢 字 鍵 盤 を 組 み 込

ん だ 漢 字 ビ デ オ 表 示 装 置 付 漢 字 鍵 盤 が 用 い ら れ る 。

この漢字 鍵盤 は谷村新 興製作所製 の もの をJEMシ ス テム用に改造 したもので,前 者 はオ フライ ンの

さん孔入力用に,後 者 は ビデオデ ィスプ レイによる表示検定を行 ないなが らのさん孔入力用 に用 い ら

れる。

この漢字 鍵盤 は全 体で192キ ーあ り,1キ ー に14字 が 配列 され,全 体で2,688字 を 入力 す ることがで

きるが,そ の内訳 は下記 の よ うにな っている 。

漢 字

部 首

パ タ ー ン

ファンク ション

氏 名

約 物

C
U

O

O

∩
0

0

1

ーヤ

な

シ

字

リギ

が

・欧
■

両

英

数

63

44

48

56

50

21

　
ロ

　

　

L

この入力漢字鍵盤 は,JEMシ ス テム特有 のパ ター ン入力方式 を採用 しており,鍵 盤上 に直接 ある漢

字1,963字 と合成 パ ター ン素子48字 と部首144字 と によって,盤 外文字約7,000字 を容易 に入 力 す る こ

とがで きるよ うにな ってい る。

パ ター ン入力方式 の入 力方法 は ,例 を図6.6.6に 示 したが,「 湘」 の字を入力す る場合,図 の よ う

に合成パ ター ンキーを まず打鍵 し,続 いて 「ン」,「 木」,「 目」 の順にキーインすることによ り・そ

の四つの コー ドが紙 テープにさん孔 され,そ の さん孔紙 テープを入力 したときJEMシ ス テム内の磁 気
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ドラム内 の漢字辞書 プ ログラムに より,「 湘」の コー ドが索引 され るようになっている。 この方 法 に

よれば,読 めない外字 に対 して も容易 に入力 オペ レー タがパ ター ンを分解することによって,全 体の

速度 を落 とさず,さ ん孔入力 す ることがで きる。

なお,当 社 の場合,氏 名 の入力 が頻度的 に多 いので,前 述の よ うに頻度の高 い姓50種 を あげ,文 字

キーの1文 字 と置換 し、 これ もJEMシ ス テム内の磁 気 ドラムにテーブルを設 け,入 力 は1タ ッチで 行

なえ るよ うに考慮 した。

1.合 成 パ タ ー ン素 子 の 例

田[三 囲 団 団 囲 口
2.パ タ ー ン入 力方 式 の 例

左 か ら順 に キ イ イ ンを す る も右 端 の 文 字 に な る。

例1

例2

例3

231

[田口 困
231

田[]回
231

田 圃 困

4

回 一 回

一 一 国

4

田 一一[割
図6・6・6パ タ ー ン入 力 方 式

6.6.5漢 字 出 力 装 置

(1)FACOM漢 字 プ リンタ ・システム

前述 のよ うに本 システムは対外 用 のプ リン ト出力 に用 いられ,次 のよ うな特徴を有 している。

・ プ リン ト文字 は15× ユ8の ドッ ト方式で ,小 型 文字 の英数字 ・カナに対 しては7×9の ドッ ト文字

が用 い られるほか,OCR文 字 もプ リントで きる。

■

●

●

●

{2)

En刷 速 度 が600行/分,(40,800字/分)と 高 速 で あ る 。

用 紙 はjEMシ ス テ ム と異 な り,特 殊 な 静 電 記 録 紙 を用 い て い る が,あ らか じ め フ ォ ー ム 印 刷 が

で き る ほ か,2枚 ま で の 複 写 が と れ る 。'

用 紙 幅 が17イ ン チ と 広 く と れ る 。

シ ス テ ム の 内 部 標 準 漢 字 コ ー ドEXEKとFACOMプ リ ン タ コ ー ドと の 変 換 は,230/25の 中 央 制

御 装 置 の コ ア メ モ リ内 で テ ー ブ ル 変 換 さ れ る 。

JEMプ リ ン タ ・ シ ス テ ム

⑨
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前述のよ うに本 システムは,社 内の経営情報資料の プ リン トに用い られ,次 のような特徴を有 して

いる。

・ プ リン ト品質 は ,解 像度8本/mm程 度 で軽印刷用 と して用 い られ る鮮明 さである。

・ 給紙 はスプロケ ッ トな しの100mロ ー ル紙で ,1分 間 にA4版 サ イズで5枚 の速 度 で カ ・,ト ・

アウ トされて出力 され る。

・ 書体 ,文 字 の大 きさ,行 間隔,字 間隔が可変で,適 当な フォーマ ット編集ができる。

{3)JEMデ ィ スプ レイ ・システム

本 システムはデ ィスプ レイ検定 を しなが らの入力用,お よび契約照会応答出力用 に用い られ,次 の

ような特徴 を有 している。

・IBMシ ス テムの2260デ ィ スプ レイ ・コン トロール用のソ フ トウェアが ,そ のまま使用で き るよ

うにJEMシ ス テムの ソフ トウ ェアが組み こまれている。

・JEMの 中 央制御装置(8KW)で ,最 高32台 までのディスプ レイ ・ステー ションを同時処 理 す

る能力を もっている。

・ ディスプ レイCRTが ス トレニ ジ方 式なので ,ち らつ きが まったくない。

・ 表示文字の大 きさを可変 にす ることがで きる
。

・ 表示情 報の摘入 ,削 除,訂 正等 の校正編集 をすることがで きる。

6.6.6運 営 状 況 お よ び シ ス テ ム の評 価

当社では,と りあえず普通保険金契約 にっいて,証 券番号 と顧客氏名 を結びつけた漢字 ファイルめ

完成が当面 の課題 であ り,ま ず顧客 台帳 か ら証券番号 と被保険 者姓名(生 年 月日),契 約 者 姓 名(生

年月 日)を 紙 テープにせん孔 する作業 か ら始 めている。せん孔 された紙 テープは,'JEMの ソ フ トプ リ

ンタで校正 プ リン トし,修 正 ランの過程 を経 て完全 なデ三 夕とな ってか ら,旧Mの 契約管理 マ ス ター

フ ァイルにEXEKコ ー ドの ま ま収納 し,徐 々に漢字氏名 フ ァイルの蓄積がなされている。

昭和47年5月 には対外用 と して初 の試 みで,集 団月掛契約の漢字氏名 ファイルを使 って,同 契約 の

配当金支払明細書約60万 件 分を漢字 プ リン トし好評 を得 ている。従来 の方法 であれば,普 通 の ライン

プ リンタで数字部分 を印刷 してお き ,そ の うえで契約 台帳か ら60万 件 について,1件 ご とに顧客氏名

を手書 きで転記す るとい う膨大な事務量が あったわけで,こ れ らが漢字 プ リンタにより省力化 で きた

ことは,大 きなメ リッ トとしてあ げる ことがで きる。

システム全体 と しての評価 は,シ ステムが現在 なお ビル ド・アップ中であるので,こ れか らの問題

であるといえ る。

、
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6.7電 算 写 植 セ ン タ ー に お け る 文 字 組 版 の 事 例

6.7.1漢 字 情 報処 理 にお け る文 字 組 版 の 特 徴

漢字情報 処理 として,一 般印刷用文字組版 のアプ リケーシ ョンを考えた とき,そ こには一般の情報

処理 とは異なるい くつかの特微が見出 され る。

第一に,昭 和21年 よ り漢字制度 が施行 されは したが,一 般書籍関 係では,相 変 らず一 万数千字 に

お よぶ文字種 が使用 され てお り,さ らにシステム収容外の特殊 な文字については,い わゆ る外字処理

が要求 され,入 力 され る文字種 が きわめ て多 いとい うことである。

第二 に,一 般 の事務処理 では,入 力 データは固定長で,出 力形式 も固定 の ものが多いが,文 字組版

では,入 力 データは可変長で,そ の出力形式は多彩を きわ めている。

文字組版 におけ る出力制 御 としての字詰 ・割付な どは,外 部指示に よることが多いが,文 字 の字体

(明 朝,ゴ シ ック,ア ンチ ックな ど)や 種類(ル ビ文字,上 つ き下つ きな どの添字),文 字 サ イズ,位

置関係 を制御す るファンクシ ョンコー ドは,原 稿 入力時に,文 字 と関連 させ てパ ンチす る内部指示 に

よる。

そのため に,'フ ァ ンクションコー ドは,一 般事 務処理 に比べて,は るか に多 く必要 とな り,文 字種

が多 いことと相 まって複雑 な入力 デー タの作成を要 求され ることである。

写真6・7.1に 示 すFACOM6801A漢 字 入力キーボー ドでは,総 収容文字数は10,752文 字 で,フ

ァンクシ ョンとして最大114の 機 能 が もうけ られ ている。

写 真6.7.FACOM6801A漢 字 入 力 キ ー ボ ー ド
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第三に,以 上の事柄か ら,入 力に際 しての配慮は,一 ・般事務処理 よ りも多 く要 求され る。 なぜ な ら

ば誤入力の訂正は単 なる文字情報 の訂正 以外 に,出 力制御情報 の訂正がか らんで くるか らである。 し

たがって訂正処理は重要 な処理 コニ程 とな り,シ ろテ ムを効率 よく運営す るためのキーポイン トとな っ

ている。 また従来 の活字組版 では,組 版 の仕上が り経過 を確認 しつつ作業 が進 行させ られたが,電 算

写植では,こ の処理過程 が機械 内部 の もの として取 扱われ るこ とであ る。

第四に,単 に組版がで きれ ば よい とい うわけではな く,そ れ が製版 され,印 刷されて は じめて評価

され るわけで,製 版工程が容 易にな るとともに,印 刷物 として高 い印字品質を有 していなけれぽな ら

ないことである。 印字品質 と しては,漢 字 パターンの忠実 な再現 と共に,字 並 び精度,印 字濃度 の均

一一さな どの要素がか らみ あ ってい る
。

以上 の ように電算写 植 システムは,原 稿 の入力か ら始 ま り,印 刷 までの一連 の工程 を含む 巾の広

く,底 の深 い システムの基礎 をなす ものであ り,新 しいハ ー ドウェアと ソフ トウェアがつ ぎっ ぎと開

発 され,漢 字情報処理 システ ムと して,新 しい市場を創造 しつつあ る。

印刷の需要は,年 々増加 してお り,反 面労働集約型の文字 組版関係では,熟 練 を要す る組版]二は不

足 し,か つ鉛活字を使用す る ことに よる鉛害,熱 気,騒 音な どを ともな う作業環境 の改善のため,今

後,.印 刷 業界は活字を用 いないいわ ゆる コール ドタイプ組版 にすすむであろ う。

この文字組版 の自動化 のため開発 され たFACOM全 自動写植 システ ムは,FACOM6801A漢 字

入力 キーボー ド,FACOM270-20/30編 集 システム,FACOM6531写 植 シス テムの ハー ドウェ

アと ソフ トウ ェア と してFACOMCompesitionLanguage(FCL-7)よ りな り,FCL-7は,組 版

機能の拡張,シ ステム運用 効率の向上 のために,数 度にわた る レベルア ップが行なわれ てお り,ペ ー

ジア ップされ た フィルムまたは印画紙 に出力 され,そ の印字品質は きわめて高 く評 価 され ている。

6.7.2日 本 船 舶 明細 書 の 組 版 事 例 に つ い て

電算写植セ ンターにおけ る文 字組 版の事 例 として,日 本船舶 明細書の組版処理経過 について紹介す

る。

(1)日 本船舶 明細書 について

発行所 社 団法人 日本海運集会所

日本国籍を有す る100総 トン以上の鉄鋼船(た だ し500総 トン未満 の第1種,第2種 漁船を除 く)

の毎年6月 末 日におけ る実 態を表6,7.1に 示 す各項 目につ いて調査 し,集 録 した もので,毎 年1回 発

行 され る約2,000頁 の 出版 物で ある。

わが国は,実 質 的には世 界第一位 の船腹を保有す る海運 国であ り,こ の 日本船舶明細書は,船 舶 の

総合 ガイ ドブ ックとして貴 重な 出版物であ り,1973年 度 版では約9,000隻 の デー タが,総 トン数順

に配列 されてい る。

組版形態は,1隻 分 データが見開 き頁にわた る複雑 な表 であ る。

② 電算写 植化 された理 由,目 的

この 日本船舶明細書の出版 が電算写植に よって行なわれ るよ うにな った理 由,目 的 の第一は,こ の

本文 が,総 トン数 順に配列 され てお り,新 造,売 買,修 繕 な どで,毎 年配列が変わ り,し か も1隻 分
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のデー タが見 開 き頁にわ たる表 のため,置 版(い ったん組版 した版 を保管 してお き,再 版 の とき使

う。)さ れず,毎 年新 しく組版 され,全 データにつ いて校正が行 なわれ て いた こと。 しか し実際 の訂

正は全 デー タの10%程 度 であるので,組 版 を電算写植化す るこ とに よって,部 分訂正 を行 ない,訂

正 のあった ところだけを出力 して校正す る方式 を と り,校 －ilF.作業 の省力化を計 ることである。

第二は,部 分訂正す る ことに よって,全 デ ータを新組す る場合 よ り,よ りデ ータの正確性 を保 てる

こ とである。

第三は,総 トン数順 の配列は,電 算機にて処理す る ことに よ り,従 来行なわれていた原稿 の並べか

え作業を はぶ き,原 稿 を ランダムに入力す ることで,組 版作業 を短縮 し,発 行期 日を早 め,新 しいデ

ータを よ り早 くユニザに提供す るこ とにあ る
。

第四は,組 版処理 の結果得 られ る船舶 マス ターファイル よ り,船 腹統計処理 を行 な うこ とである。

第五は,さ らに船舶 マスターファイルの利 用に よる各種 の情報処理サ ー ビスが考 え られ たこ とであ

る。

第六は,目 次,索 引(船 主所有船表)を 自動的 に作成す るこ とであ る。

以上の いろいろの 目的 と理Ehの も とに,(社)日 本海運集会所 は1971年4月 に,本 出版物 を電 算写

植化す ることに決定 した。

(3)電 算 写植処理の経過

発行所(社)日 本海 運集会所 の電算写植化 の決定に よ り,入 力 お よび印刷を担 当 した㈱天理時報 社

組版処理 を担 当 した ㈱ 日本 コンブ(日 本活字 ㈱が 協力),ソ フ トウェアの 作成 を担 当 した ペ テ ィ㈱

(当時は東洋 イ ンキ製造 ㈱PETY事 業 部)の 各社の協力 に よ り,電 算 写植に よって最初 に組版 され

たのが1972年 度 版 日本船舶 明細書 である。

翌,昭 和47年 に,2回 目の組版処理をす るにあた り,わ が国 保有船 腹の詳細 を,的 確,迅 速 に把

握す るための統計 用資料 と して,日 本船舶 明細書 のデータを使用す ることが,運 輸省 な らびに(社)

日本船主 協会 とで決定 されたら

そのためデ ータの正 確性を期すべ く,明 細書記載 の船舶 につ いて,運 輸 省の協力を得 て,船 舶原簿

との照合 が行 なわれ た。

か くて よ りデー タの正 しくな った1973年 度 版 では,本 文 と索引 であ る船 主所有船表(表6.7.2)

が電 算写植 にて組版 され,組 版処理 の結果得 られた船舶 マスターファイル よ り,わ が国で初めての電

算機 による船腹統計処理 が,(社)日 本船主 協会にて実施 され,昨 年11月 に 表6.7.3に そ の一部 を示

す 日本商船船腹統計 の第1号 が刊行 され た。

1974年 度 版 については,現 在計 画が進行中であ る。

(・1)シ ス テム概要

システムは,4つ の サ ブシステム より構成 され,図6.7.1に そ の フt・一を示す。

1.イ ン プ ッ トデータ収集 システ ム

2.マ ス ターファイル作成 システ ム

3.写 植 システ ム
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,

日 本 海 運 集 会 所 編 纂
『日 本 船 舶 明 細 書 』 用 船 舶 明 細 記 入 用 紙(新 造船 及び購 入船) No.

1

英文船名(計 造年次}(船 積)

(前名)

船 名

船 主船舶番号

〔英 文} .

2

甲 板 数

、航行区域

信号符字

船 籍 港

3

起工

進水

竣工

4

総 ト ン数

5

載貨重量

(夏期)
英 ト ン
キロ トン

6

燃料消費R

航 海〔い
碇 泊

7

(速力)

(k/n)
満 載

8
寸法(m}

全 長

登 録 長

垂線間艮

型 幅

型 深

9

'口均

吃 水

〔m)

満 載

10

タ ン ク

7レ ソンユ ・

ウ寸ター《``・

ウ ォ タ≡ ・

バラ スト{t)

カ ー ブ ・

デ↓-7(剛

11

旅 客

12

ほ貨[

!3

⑰ 等法 、。吸 ぷ

14

荷 役 装 置

15

船 体 製 造 者
船 型

建 造 番 号

16

主 抱 型 道 者

主 機 製 造 年・月

17

無線装 置

途{、漕 〔W)

18

1汽 罐¶式・IE力〔kg/(.mい数

2発 電 機 の 種 類 ・容 量

3航 海 機 器 ・特 殊 装 置

4運 航 者 ・運 航 形 態

デ リ ・!ク

ウ イ ン チ

純 ト ン数

,...・ ・

ハ ッ チ

カバ ー

の覆 類

受 信 機最 高
..

航続距離

(M}

L.A'－A',,

乗u {油1タ ン ク別 容 積mい

貨油 ポンプ型式 能 力
(m'/hl及 び救

主貨油連結管1=】径∫吋,

次 期 検 査 年 月

中・{ほ
定 期

型 式 権 類

連 続 最 大 出 力
船級

載貨容積

〔mり
ベ ー ル

グレーン

種 類 別

燃料収容量

〔t)

満載排水量

(t}

一ーー－A⌒ 一.

軽 荷 船舶電話

.一・・一.

船首 薮・一,・ ・一

船底構造

記

載

例

↑anaka⑳ 撒

(吉田丸)

田 中 丸

99423山 田 海 運
YamadaKaiun

3層

遠 洋

JXYZ

東 京

72.1
72.4

72.6

9,203.45

5,274.36

11,495.31

11,676.ε5

171604.60

18,975.47

⑱206〒82

⑲465

⑥28

㊧{⑬1:;
15.7 151.25

143.12

140.00

19.40

12.20

8.77
F.W.64

W.B.63W

C.D、14困

11 無
LA・ ・.

753x450

1268×700

1040×700

880×700

1280×700

880×700

電 動
山 里 重 工
三 島 型
SNo,1234

-.

山 里 重 工

1965年9月

短1kW

中短500W

1乾 燃 室1エ1`E10kg×2

2AC450va340kW×2

3回 回 囲固 目圃

4山 田汽船 定

18.2

・.

賃
デ6×1020×2

ウ3×105×2

」

短16球
t乏中8球
全13球

「一一、-一 字一.

◎13

⑧35

①72年10月中

②71年m月

足74年10月

SgZW75/150

D12000PS

A285.1

B

C1523.5

計1808.6

3」5NK

LR 18,340.00

一

12000

,,

全部 二重底

.一 一.'・.

6
.w-一.A-.-■

31-1234

年 月
.

L,T. ⑭

㊨⑫
全 FW. 主 機 駆 動 ・電 動 ・

電 動 油[E・ 内 燃

機 駆 動 ・ 汽 動

SNo.

.

19年 月

「

登年 月
.

K,T. WB. 一ー一.一 一

〕‥・.一..

垂
年 月

.

,

B

.・

A

B

C

計

.一一.一 －A.

⑳

・.吟手

中 ① 年 月

② 年 月

定 年 月 .

C,D.
巾

L'一 ーー－W---

・

G
⑧深

一

船 主 名 〔英文名又はローマ学田)

,

郵便番号 住 所 電 話

購 入 先

氏 名 住 所 電 話

運

航

形

態

自 営

i

:

1・

定期傭船先

裸傭船 先
共有船の相手方

1

郵便番号 住 所 電 話

購 入 年 月
運航委託先 ・

外航スクラ・1プ アンド ビル ド船 有 無 年 度
.・ 「「

内航登枯船 許可番号'

|

お願い:ご 多用の ところ恐縮 なが らご記 入の上は同封返信用封 筒にて 迄に当所に必着す るよう.':返送方 お願い します。

表6.:7.lEl本 船船蛸細書記載例

社 団
法 人
日 本 海 運 集 会所 婬

、
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01

30
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21
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ト

32

田

μ

初

旬

47

臼

12

88

21

内

59

57

Φ

田

田

66

冊

刷

珊

四

棚

矧

11

砺

田

醐

肥

四

品

ぴ

ω

m

口

触

仇

旺

H

ぴ

田

聡

1

1

3

50

橋

3

0

区

1
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7
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本
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木
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日

日

目
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千 代 田3-12

3-1911『
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重 量 トン 数 真 数

983.3193

1,181.6194

193459

133542

2,490.9

N2750

-249

300302

306303

304304

135.85498

126.64519

121.34541

、50745
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N2760
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8
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・
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‥品
‥

日

日

日

表6.7.2船 主 所有船表(索 引の一部)

1.船 穂 ‖男 構 成

艦 船 腹 量 う ち 内 航 登 録 船
船 種 別

鰍1 総 トン 1鑓 ト・ 構成比 隻数 総 トン 重 量 トン

油 送 船 ① 1,978 12,527,786 23,081,580 43.7 1,439 691,406 1,288,565
,

油/乾 貨 物 兼 用 船 ② ～⑤ 34 1,881,518 3,246,844 6.1, 1 497 1,083

オ ア ・バ ル クキャ11ア ⑥ ～⑬ 295 6,068,629 10,331,814 19.5 69 12L653 217,396

木 材 専 用 船 ⑭～⑯ 211 1,743,156 .2,520,283 4.8 16 16,945 32,260

カー ・バ ル クキャ リア ⑰ ～⑱ 143 1,097,676 1,530,690 2.9 55 52,115 39,978

そ の 他 専 用 船 ⑲ ～⑳ 640 789,290 1,171,304 2.2 299 200,473 339,259

化 学 薬 品 船 ⑳ 313 147,137 222,901 0.4
'246

100,049 150,571

液 化 ガ ス 船 ⑳ 112 478,081 541,255 1.0 79 55,889 46,647

フ ル コ ン テ ナ 船 ⑳ 28 642,003 572,837 1.1 2 27,009 26,759

一 般 貨 物 船 ⑳ 3,396 5,849,682 9,297,793 17.6 2,011 872,741 1,669,443

旅 客 船 ⑳～⑳ 583 570,803 201,580 0.4 17 10,263 3,816

そ の 他 特 殊 船 ⑳ 457 95,361 14,440 0.0 72 13,828 586

不 明 48 129,138 130,590 0.2 17 5β69 9,973

合 計 8,238 32,020,260 52,863,911 100.0 4,323 2,168,237 .3,826,336

(注)① 船種別欄の数字は下表基礎分類船穂の躯合を示すもので.2,3,4,5.6表 のいずれも同じ。②構成比t±P匝mト ンによる。

表6.7.3日 本商船船腹統計例((社)'日 本船主協会発行1972年 度版 より)
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4.統 計 システム

ア.イ ンプ ッ トデ ータ収集 システム

システ ムにとって,良 質 のデ ータを短 時 日に収集す ることは,最 も大 切な要 件であ る。本事 例 で

は,(社)目 木海運集会所 において,表6.7.1に 示 す よ うに,既 に集 録 され た船舶 につ いては,前 年

度のデ ータを台紙に貼 りつけ,約6,000社 の船主に送付 し,補 正デ ークの記入返送を もとめ る。新造

船,購 入船 については,同 じ様式で,記 載例をつけた アンケー ト用紙を送付 し,船 主 よ りのデータを

入手す るとともに,各 造船 所か らもデー タを入手 して,チ ェックす る方式を とられている。船主 の中

には一・隻船主 で,し か も家族 ぐるみ で船上生活 を してい る場合が あ り,デ ー タの収集 は困難を きわ

め,あ る時点を限 って,全 国に ちらば っている船主に対 し直接電話をかけた り,訪 問 した りして デー

タの収集 にあた るとい う努力がは らわれ た。

船舶統計処理にか らんで,船 舶 原 簿 との照合 が行 なわれた こ とは,こ の点 で大 きな力 とな ってい

る。

イ,マ スターフ ァイル作成 システム

(社)日 本海運集会所 にて収集 され たデータは,入 力を担 当 した㈱天理時報社にて,出 力制御用 のフ

ァンクションコー ドのチ ェ ックが行 なわれ,FACOM6801A漢 字 入力キ ーボー ドに よってパ ンチさ

れる。 パ ンチされた原稿テ ープは,㈱ 目木 コンブで入力処理 され,船 舶 マスターファイ・レが作成 され

る。

つ いで校IE用 ゲ ラ作成 の ため に,FACOM270-20に て ゲラ用 に出 力処 理 が され,FACOM

6531写 植 システムに,そ の出力 テー プをかけることに よ り,棒 組形式 の ゲラ用 フ.fル ムが得 られ る。

マスターフ ァイルは ,図6,7.2に 示 す ように,1隻 分 の レコー ドは区切Aの フ ァン クシ ョンコー ド

で区別 され,レ コー ド識別用 に入力順に レコー ド番号 が割当 て られ る。 レコー ドを構 成す る18コ の

大項 目,52コ の 中項 目,125コ の 小項 目は,各 々の レベ ルごとに 区 切B,区 切C,区 切Dの ファ ン

クションコー ドで区別 され てい る。 大項 目は,1レ コー ド中必ず18コ あ るが,中 項 目,小 項 目は大

項 目ごとに異な ってい る。

入力時には,明 朝,ゴ シ ックの書体の切 り替え,ポ イン トサ イズの指定,出 力位置の指定 などは行

なわず,す べて プログラムで処理す ることと し,フ ァンクシ ョンコー ドとしては,組 版制御用に最小

限必要な もの と,レ コー ドお よび各項 目を区切 るファンクシ ョンコー ドのみを入力 した。

直 しは,小 項 目単位 に処理 で きる。校正用 ゲラは,本 文の表組形 式でな く,棒 組 出力 とし,直 し指

示のために,レ コー ド識別番号,大 項 目番号,お よび入力 した各種 の ファン クシ ョンコー ドは,コ ー

ド変換を してすべ てゲ ラに 出力 し,文 字 とファンクションを同時にチ ェ ックす る方式 をとった。

この方式 では,文 字校正は割合 に容易であ るが,フ ァン クシ ョンコー ドに よる組版制御の規則を習

得す るのに若干の時間を要 した。 しか し,本 事例 のよ う,量 がま とま ってい る場合 には,規 則を よ り

かんたんに し,出 力形式を よ く検討すれ ば,複 雑 な表組の場合で も,運 用 可能 と考 え られ る。

校正済 ゲラよ り,一 度直 し指示 の コーデ ィングが,㈱ 天理 時報社 で行なわれ た。 それ はやは りファ

ンクシ ョンの入力エ ラー防止のため であ るe作 成 された直 しテ ープに よ り、FACOM270-20に て

一197一



マスターファイルが修正 され るが,直 し処理 の結果は,直 しが行なわれ た部分 のみを出力 して ,校 正

作業の合理化を計 った。 この部分出力は,効 果があ り,電 算写植 の メ リッ トとして,十 分その 目的を

達 している。

コ ロ 　
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図6.7.2マ スターファイル レイアウ ト

ウ.写 植 システム

作成 され たマスターファイルは,本 文 出力用には総 トン数順 に分類 され,組 版処理 に まわ され る。

組版処理 は,レ コー ドが見 開 き頁にわ た り,し か もかな り複雑 では あるが,同 一形式 であるので専用

プ ログラムで処理 された。

専用 プログラム開発の段 階で,表 組 としての標準化が(社)日 本海運集会所 の協力に よってな され,

処 理の統一化が行なわれた。 標準化 され な くては,専 用 とはいえ プログラム化は困難 であ り,こ の標

準化が棒組 出力 ゲラに よる校 正処理 とともに,電 算写植化 を成功 させ た要 因の一つ とな っている。

索引出力用 には,マ スターフ ァイル よ り船主所有船表作成 に必要 な項 目を抽出 し,分 類 し,こ れ も

専用 プログラムにて処理 され,表6.7.2に 示 す船主所有船表 が作成 され た。

電算写植に よる索引の 自動作成は,原 稿 の作成が不要 となるばか りでな く,内 容 も正 しく,電 算写

植の効果的利用方法であ る。

写植出力は,FACOM6531写 植 システ ムに よ り逆 ポ ジの印字 フ ィル ムが 出力 され,罫 線は全員

同一形式 のため マスキ ングす るこ ととし,オ フセ ッ ト製版 時に処理 され た。

エ .統 計 システム

統計用 として必要 な項 目が,マ ス ター ファイルよ り抽 出 され,コ ー ド変換処 理 され た ファイル よ

り,そ れ ぞれ隻数,総 トン数,重 量 トン数 な どの統計処理が(社)日 本船主協会 にて行 なわれた。
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総計処理 を行 な うにあた って,運 輸 省の船舶原簿 との照合が行なわれ たが,さ らに統計用 と して必

要なデ ータを付 加す る作業が,一 般 の直 し処理 と同時 に行 なわれ た。 そのため マス・ターフ ァイルに

は,本 文 出力以外の統計用だけの項 目が存在 してお り,ゲ ラ出力時にはこれ らもすべ て出力 して直 し

が行なえ るシステムとな ってい る。

船腹統計 と しては,11種 類 の統計表が作成 され,今 後 も必要 に応 じて,新 しい統 計表が作成 され

ることにな ろ う。 〆

(5)シ ス テムの評価

本事例を成功 させ るに最 も大 きな力 とな ったのは,発 行所 の(社)日 本海運集会所 をは じめ,関 係

各社の絶大な協 力が得 られた ことであ り,電 算写植 システムの実用化に対 し,一 つの方 向が示 され た

もの と考 え られ る。

システムの開発は,専 用組版 プ ログラムの開発 に加 えて,シ ステムの発展,運 用性 の改 良などによ

り,当 初の計画を上 まわ る開発工数 を要 したが,ソ フ トウェアの開発に よ り,電 算写植化 の初期 目的

は,逐 次はた されて きた。

組版制御用の フ ァンクションコー ドの入力エ ラーの防止 のため,直 し指示では,コ ーデ ィングす る

方式を とったが,直 接入力す る方法の検討 を要す る。

ラスターファイルと しては,ほ ぼ完成 されてお り,船 腹統計 以外の多角的利 用の検討 段階に あ り,

新 しい展開が期待 され る。

(6)む す び,

日本船舶明細書の処理は,電 算写植の応用 としては,多 くの新 しい試みがな され,そ れ が関係各社

の一致協力にて処理 され,成 功に結びついた事 例であ り,関 係各社に対 し心か ら敬意 を表す る次第 で

あ る。

しか し,シ ス テムは これで完成 したわけではな く,さ らに より一・層 の検討を加え,よ りす ぐれ た漢

字情報 処理 と して発展す ることが期待 され てい る。
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6.8新 聞 業界 に お け る 日本 語 情 報処 理

6.8.1沿 岸

15世 紀 の中頃 ドイツ人 グーテ ンベ ルグによ り,鉛 合金の活字 を並べて版を作 り,紙 に印刷 する活版

印刷 の方式が完成 され たといわれる。 この活版 印刷 システムは,そ れ以来約500年 を 経 た今 日で も,

基 本的 にはほとん ど変わ らず,あ らゆ る文字 印刷物 の基礎 とな って いる。

このように長い間,活 版 印刷 システムが印刷方式 として存続 して きた大 きな理由の一 つ として,人

手 と活字 によ る組版 が,字 の差 し替 え,摘 入,版 の組 みあげ,組 みかえなどに対 して,非 常 に融通性

に富 んで いることがあ げられる。 この活版 印刷 の メ リッ トは,時 間の制約のなかで最新 の ニュー スを

描入 する機動性,多 彩 な レイア ウ トな ど新 聞業界における要求 に対 して も,大 量の人手作業 に支 え ら

れて,そ れに こたえて きた。

しか し,今 日,社 会 環境 の変化 とともに,大 量 の人手作業と鉛 を主体と した活版印刷 システムは問

題 となりは じめて きた。す なわ ち,

① 若年労働力の不 足 によ り,こ のよ うな経験 とカンに頼る作業 における熟練作業者の養成 や確保

が困難 とな って きた こと ・

② 高熱,騒 音,重 量作業,鉛 毒 で代 表 され る作業環境の問題

③ 情報化社会 に呼応 して,年 々増大 し複雑多様化 する情報 の迅速な処理 と多面利用の要 請に対

して,活 版 印刷 シス テムはその限界 にあること

など,一 言 に して いえば,経 営 近代 化 に対処 できなくなってきていることである。

新 聞製作工程の場合,そ のあ る部分 は戦後急速 に機械化が行 なわれてきた。1960年 代 の初 めに確立

された,漢 字 テ レタイプと キャス ター(自 動活字鋳造機)に よ る,本 社 と本社間,本 社 と地方支局間

のニュースの送受信 と自動活字 鋳造 の一貫 した システムなどは その代表例である。 しか し新聞 にとっ

て重要 な編集 あるいは組版 の部分 は,活 字 による工芸的性格の ため,ほ とんど手つかずのままで いる

のが現状 である。

このよ うな問題 を抱 えた新聞 ・印刷業界 において,最 近CTS(ColdTypeSystem,あ る い は,

ComputerizedTypesettingSystem,以 下CTSと い う)が 脚光 をあびている。 その大 きな理 由 と し

ては,全 自動写真植字装 置 の登場 によρ,こ れまで大量の人手 を要 していた.漢 字 カナま じりの文章

の編集 ・組版 などの処理,お よび商 品 として使 える品質の版の作成 を,コ ンピュー タで行な うことが

可能 とな った こと。 これ に伴 い,騒 音,高 熱,重 量作業,汚 れ など鉛につきものの欠点 を除去 し,快

適な作業を行なえ る職 場環境 へ整備 で きること。 さらには,コ ンピュータの導入により,将 来 、複雑

多様化す る一方 の情 報の蓄積 ・加工 ・多面利用への可能性が開 けて くることなどがあげ られ る。

このように,多 くの問題 を抱 えて大 き く変革 しよ うとしてい る新 聞印刷業界 に対 して,そ の解決の

手段 として開発 され たのが,自 動編集組版 システム(JapanesePublishingSystem,以 下JPSと い

う)で ある。JPSは,CTSの 実 現 に対話 形式 をとり入 れた トー タル ・システムであ'り,編 集 と製 作 に

コ ンピュー タを本格的 に利 用 し,原 稿 を・コンピュー タに入力 して,校 閲,レ イア ウトを行ない,写 真
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植字装置 で印刷用 フィルムを出力 す るまでの作業を,オ ンライ ン ・システムで一貫.同 時並行処理 す

る システムである。

6.8.2現 在 の新 聞製 作 工 程

図6.8.1は,現 在 の新 聞製 作工程 の例 を示 す仕事 の流れ図で ある。以下 にその概略を説明する。
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新聞の紙面 に載 せ られ る記 事 は,そ のほとん どが記者 による取材 か.通 信社か らの提供 によ って作

られる。 これ らの記事 は,一 度 出稿 部門に集 められ,そ こで内容 の重要性がチェックされ,あ る程度

取捨選択が行なわれ る。

出稿 され た記 事 は,'漢 字 テ レタイプによ り紙 テープにせん孔 され,必 要に応 じて他本社 にも送 られ

る。一方,支 局,支 社,他 本社 で取材 された記事が,や はり紙 テー プに変換 されて送 られ て くる場合

もある。 このよ うに,記 事 を紙 テープに変換することにより,漢 字 カナま じりの文章 が電気信号の形

で処理 され,通 信 回線 を介 して遠隔地へ記事を送 ることや,キ ャスター(自 動活字鋳造機)に よる活
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字の製作,そ して記事 の プ リン ト(モ ニ タ・プ リン ト)な ど一 連の作業 が同時に進 め られ る。 モニ タ

・プ リントは ,す ぐ原稿 と読 み合 わ され(校 閲),紙 テープせん孔時の誤 り,出 稿上 の誤 りが モニ タ

・プリント上 に記入 されて ,整 理 ・編 集部 門にまわされ る。

整理 ・編集部門 では,ペ ー ジ内 の記事量 を考 えなが ら,記 事 の扱 い方 を検討 し,適 切 な 「見 出 し」

をつけた り,一 部 を箱形 など に小組 みす るよ うに指示 したり,締 切時間のギ リギ リまで レイアウ トの

検討が行 なわれ る。

整理 ・編集 は,新 聞製作工程 の中 で,も っと も重要,か つ複雑 で手間のかかる作業 である。校閲に

より記事の モニ タ・プ リン ト上 に訂正 がな される上,編 集担当 の指示によ り,す でに作 られた活字 を

新 たに組み直 したり,ま たその結 果 の検証 を行 なった りする。活字の直 しに して も,小 組 み に して

も,鉛 でで きて いる活字 を配列 す る作業 には,禁 則処理 と呼ば れる作業上 の定石 など,多 くの規 則が

あり,か な りの熟 練を要す る。1ペ ー ジ大の組み(大 組)が 行 なわれ る段階 で,写 真 、広告が組 み合

わ され,さ らに,そ の組み版上 に イ ンクが っけ られ,数 紋のコ ピー(ゲ ラ刷 り)が 最終校閲用 として

作成 され る。活字 が人手 によ って動 か され る都度,誤 字,誤 植 を防 ぐため校閲作 業 が並 行 実施 され

る。

1ペ ージに仕上 げ られた組み版 か ら 「紙型」を とり,そ の紙型に溶解 した鉛が流 しこまれて半 円筒

上 の輪転印刷用鉛版 が作 られ る。

このよ うに して刷 られたい くっ もの鉛版 が ,新 聞社特有の高速輪転印刷機 に装着 され,新 聞が作 ら

れていく。

6.8.3シ ス テム の 特 徴

JPSの システムのお もな特徴 と して,次 のよ うな点をあげる ことがで きる。

・コール ド・タイプ ・システム

・オンライ ンによる一貫 ・同時並行処理 システム

・対話形式 の システム

・柔軟性 のある システム

6.8.1沿 革 で述 べた ごとく,新 聞 印刷業界 において,鉛 活字を用 いないですむ 、コンピ ュー タと写

真植字装置 によるCTSの 実 現 は,求 人難 への対処,職 場環境の整備,経 営近代化 などに対する解決 を

与え るもので ある6

オ ンライ ンによる一 貫 ・同時並 行処理 とは,原 稿 をコ ンビュー タへ入力 してか ら以降 、校 閲,レ イ

アウ トを行 ない,写 真植字 装置 へ最終 の印刷用 フィルムとして出力 するまでの一連 の作業を,た とえ

ば,工 程 の中間結果の出力,校 閲,訂 正 デー タの紙 テープへのせん孔,再 入力な どの手作業 をな くし

て,コ ンピュータ内部です べて処 理 す ることである。 これは,人 手 の介在 により生 ずる誤 り,作 業の

繁雑、非能率化をで きるだ け少 な くす ることを可能 にす る。

この一貫 ・同時並行処理 を実現 す るためには,コ ンピュータと人間が互 いに対話 し.なが ら作業 を進

め ることが必要 であ る。す なわち,新 聞 を製作 するには,大 きく分 けて,次 のよ うな作業工程 が考え

られる。
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・記事 自体の価値判断 とその取 り扱 いに関す る指示

・誤 りのない文章 の作成

・紙面 の割付 け ,お よび定 め られ た規則 に したが って文章 を流 してい くコンポ ジション

・高品質 な原版の作成

これ らの作業工程 の一 つ一 つは,本 質的 に"は,す べて人間が直接手を くだ し,作 業進行上 の仲介者

とな ってい くもので あるが,次 の よ うな作 業 は,人 間の指示 さえ あれば,コ ンピュータ ・システムが

処理で きる作業で ある。

・文章 というデー タ・ス トリー ムに対す る更新/追 加

・指定 された区域 に文字 ,カ ッ ト等,ま ちまちな大 きさを持 った要素 を,定 め られた規 則に したが

って配列 して い くこと

・最終結果 を印刷原版 上 に出力 す ること

JPSは,こ れ らの作業 を処理 す る ソフ トウェアと,人 間からの指示入力,お よび各種 の情報 処 理 装

置 を統 合 して構成 された システムであ り,人 間 とコンピュータが,そ れぞれの役割を分担 して,対 話

形式によ り作業 を進 めて い くシステムを実現 している。 ことに,編 集,組 版 は,新 聞製作 の うえ で,

最 も重要 かっ,複 雑 な作 業で あり,こ の部分 にデ ィスプ レイ装 置を用 いた対話形式 に よ り,コ ン ピ

ュータを本格的 に使 ってい るのがJPSで あ る。

最後 に柔軟性 ある システムにつ いては・新聞製作工程 は・大 まかには各社同 じであると いえ るが,

実 際には,細 部 において各社 それ ぞれ異 な っているのが実情である。 そのため,シ ステム と して は,

基 本的 な部分 に付加 して,そ れぞ れ各社 の工程 の特徴を盛 りこむ ことのできる柔軟 な システムであ る

ことが望 ま しい。JPSの ソ フ トウェアで は,100以 上 のパ ラメー タにより,禁 則処理 の方 法 と該 当 文

字,命 令の形式,レ イア ウ トにお ける紙面構成要素の基本的な性質,あ るいは,デ ー タ・ファイルの

構成配置の方法 などを,使 用者側 で指定で きるので,非 常に柔軟 な機能 を持 っているといえ る。 さら

に,新 聞製作 システムは当然 の ことなが ら,漢 字を扱 うことを前提 としているので,漢 字 の多様性 に

起因す る,文 字 の数,外 字 の処理,字 体,文 字 サイズ,文 字の デザイン,文 字 コー ドな どの問題 に対

処 できることが必要 であ る。JPSで は,こ のため,文 字をディ ジタル ・データとして保有 し,文 字 の

生成,追 加,削 除,文 字 コー ドと文字 の ディジタル ・データとの関係 などを,ソ フ トウェアで制御 す

ることによ り,上 記 に対 す る自由度 を提供 してい る。

6.8.4シ ステムの概要

(DJPSの 主 要端末装置

JPSを 構 成す る端 末装置 の うちお もな もの は次の とおりである。

ア.IBM4280映 像 発生装 置/IBM4510映 像 表示装置

」PSで 校 閲用,レ イアウ ト用 に使 用 され るのがIBM4510映 像 表示装置(以 下DTVと い う)で,IBM

4280映 像 発生装置 に接 続 されて働 く。4280映 像 発生装置 は,16×16の ドッ ド・マ トリックス ・パ ター

ンで表わ された4 ,096の 文 字 イメー ジを収容 し,ま た内蔵 した2台 の固定ヘ ッ ド・デ ィス ク に画 面 を

構成す るデー タを蓄 え る。 なお4280映 像 発生装置には14台 まで の4510DTVが 接続可能であ る。
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L

写 真6・8・11BM-4510映 像 表 示 装 置

4510DTVは,21イ ン チ のCRTを 使 用 し,1画 面 に2,916文 字 の 表 示 が 可 能 で あ る 。 ま た,英 数 字

キ ー ボ ー ド,32キ ー の プ ロ グ ラ ム ・ フ ァ ン ク シ ョ ン ・キ ー ボ ー ド、8箇 の ト グ ル ・ ス イ ッ チ を 持 ち,

さ ら に 漢 字 キ ー ボ ー ドの 接 続 も可 能 で あ る 。DTVに は,ラ イ ト ・ペ ン の か わ り に ジ ョ イ ・ ス テ ィ ク

と い う操 作 レ バ ー が あ り,こ の 操 作 に よ り,画 面 上 の カ ー ソ ル を あ や つ り,位 置 の 指 定 を 行 な う。

写 真6・8・21BM-2740タ イプ ラ イ タ通 信 装 置2型

イ.IBM2740タ イ プ ラ イ タ ー 通 信 装 置 一2型

JPSで4510DTVと 同 様 に レ イ ア ウ ト用 と し て 使 用 さ れ る 。

ウ.IBM2680写 真 植 字 装 置

最 終 出 力 を フ ィ ル ム ま た は 感 光 紙 上 に 印 字 す る た め の 装 置 で あ る 。2680で 使 用 さ れ る漢 字 ・か な 文

字 は,デ ィ ジ タ ル ・デ ー タ と し て,フ ォ ン ト ・ フ ァ イ ル あ る い は コ ア に 蓄 え ら れ て い る 。 こ れ ら の 文
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字 イメー ジは,必 要 の都度CRT上 に組 みあげ られ.レ ンズを通 して フィルム上に印字 される。

写 真6・8・31BM-2680写 真 植 字 装 置

2680写 真 植 字 装 置 の 機 能 は 次 の と お り で あ る。

・印 字 ス ピ ー ド:英 文8ポ2 ,250字/秒

・印 字 文 字 の 大 き さ:1回 の 出 力 で4～18ポ ,2回 以 上 の 分 割 出 力 で1イ ンチ 以 上 も可 能

・印 字 文 字 の 形 態:自 由

・収 容 文 字 数 .:外 部 記 憶 装 置 の 容 量 に よ る 。

・印 字 方 法:CRT上 に 表 示 し た も の を 行 印 字

・使 用 感 材:フ ィ ル ム ・印 画 紙(ロ ー ル 状)で9 .44イ ンチ 幅

・印 字 密 度:800ス キ ャ ン ・ ラ イ ン/イ ン チ

図6.8.2はJPSの ハ ー ド ウ ェ ア ・ シ ス テ ム の 構 成 例 を 示 す もの で あ る 。

{2)JPSの ソ フ ト ウ ェ ア

JPSの ソ フ トウ ェ ア は 大 き く わ け て 、 オ ン ラ イ ンで 使 用 す る プ ロ グ ラ ム(JPS/On-LineSystem,

以 下JPS/OLSと い う)と オ フ ラ イ ン で 使 用 す る プ ロ グ ラ ム が あ る 。JPS/OLSはDOS(DiskOper・

atingSystem)の も と で 働 き,約750の プ ロ グ ラ ム ・モ ジ ュ ー ル,約10万 ス テ ップ か ら な っ て い る 。

最 も大 き な 特 徴 は,シ ス テ ム の 特 徴 の と こ ろ で 述 べ た とお り,汎 用 性 の あ る シ ス テ ム に して あ る こ と

で あ る が,こ の ほ か の 特 徴 と して パ タ ー ン と ユ ー ザ ・プ ロ グ ラ ム ・ イ ン タ ー フ ェー スが 挙 げ ら れ る 。

パ タ ー ン と は ,あ る 程 度 決 ま っ た 形 を 持 つ 箱 物 ・見 出 しな ど に 対 し て,単 独 機 能 を 持 つ レ イ ア ウ ト

・ コ マ ン ドを 用 い て ,レ イ ア ウ トを 定 義 す る コ マ ン ド群 を 作 り,こ れ を あ らか じめ カ ー ドに よ り 入 力
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し,フ ァ イ ル(シ ス テ ム ・パ タ ー ン ・ フ ァ イ ル)に 記 憶 した も の を い う。 こ の パ タ ー ン は,レ イ ア ウ

ト時 に!箇 の コ マ ン ドに よ り呼 び 出 さ れ,パ ラ メ ー タ を 与 え る こ と に よ り,箱 物 ・見 出 し な ど を 一 挙

に 作 り あ げ る 。 こ の パ タ ー ン の 使 用 に よ り,コ マ ン ド入 力 ミス を 防 ぎ,作 業 を 簡 略 化 す る こ と が 可 能

で あ る 。

ユ ー ザ ・プ ロ グ ラ ム ・ イ ン タ ー フ ェ ー ス は ,ユ ー ザ に よ り異 な る 記 事 の 入 出 力 な ど を 自 由 に 処 理 す

る た め,ユ ー ザ ・プ ロ グ ラ ム をJPS/OLSの 中 に'組 み 込 み,JPSの 他 の プ ロ グ ラ ム と ま っ た く 同 じ よ

うに 働 か せ る こ と を 可 能 に す る 。

JPS/OLSは 次 の よ う な サ ブ シ ス テ ム か ら 構 成 さ れ る。

・ タ ー ミナ ル ・ サ ブ シ ス テ ム:4510DTV ,2740タ ー ミナ ル か らの コ マ ン ドの 処 理,デ ィ ス プ レ イ 画

面 の 制 御,校 閲 オ ペ レ ー シ ョ ン の 処 理 を 行 な う 。

'イ ン プ ッ ト/ア ウ トプ ッ ト ・サ ブ シ ス テ ム:記 事 テ ー プ の 処 理 を 行 な う 。

・ コ ン ポ ジ シ ョ ン/レ イ ア ウ ト ・サ ブ シ ス テ ム:紙 面 の レ イ ア ウ トの 処 理 を 行 な う。

・ フ ォLト プ リ ン タ ・ サ ブ シ ス テ ム:2680写 真 植 字 装 置 に よ る 印 字 の 処 理 を 行 な う。

・そ の ほ か に キ ュ ー ・ サ ー ビ ス ,デ ー タ ・ サ ー ビ ス ・ ユ ー テ ィ リ テ ィ な ど の プ ロ グ ラ ム が あ る 。

こ れ らの サ ブ シ ス テ ム は,JPS/OLSのSCP(シ ス テ ム ・ コ ン ト ロ ー ル ・プ ロ グ ラ ム)の 制 御 の も

と に 働 く。

JPSの オ フ ラ イ ン ・ プ ロ グ ラ ム と して は,2680写 真 植 字 装 置 の フ ォ ン ト作 成 ・維 持 の フ ォ ン ト ・ ジ

ェ ネ レ ー シ ョ ン ・ プ ロ グ ラ ム,JPS/OLSの シ ス テ ム生 成 サ ポ ー ト ・プ ロ グ ラ ム,そ の 他 が あ る 。

6.8.5JPSに よ る 新 聞 製 作 工 程

図6.8.3はJPSに よ る 新 聞 製 作 工 程 を 示 す 流 れ 図 で あ る 。

青

図6・8・3JPSに よ る新 聞製 作 工 程
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(1)デー タの入力

各取材部門か ら出 され た記事原稿 は,取 捨選択,日,面 、版 の指示が行なわれたあと,紙 テープに

せん孔 される。紙 テープにせん孔 され るデー タは,記 事本文のみでな く,組 み方 の指示,文 字 の大 き

さ ・形の指示等 も含 まれ る。 また組 み方指示 デー タのみを入力 することもでき,こ れはと くに レイア

ウト・パ ター ン(JPSの ソ フ トウ ェアの項 を参照)の 入力 として有効 である。

せん孔 された紙 チーフsは,IBM1017紙 テ ープ読i取装置 により システムに読み こまれ,外 部記憶 装 置

に記憶 される。

'②校 閲

校閲 オペ レー ションは.4510DTVを 使 って行 なう。各DTVは 校 閲用 とレイアウ ト用 に使 われ,ど ち

らのモー ドで作業 を始 めるかは,オ ペ レー タが作業開始時 にモー ドの指定 をすることによ り決 められ

る。

DTVを 校 閲 モー ドに指定 し,入 力時 に記事 本文 に与 えた識別番号をDTVか ら入力 すると,漢 字 か

なま じりの記事 と必要情報 が画面 に表示 され る。オペ レータは,校 閲か ら出された訂正指示書 にもと

づき,画 面上 の記事 を読 んで,DTVの 各種 キーボー ドを利用 し,文 字 の挿入,削 除,入 れ換 え,移

動 などの訂正 のためのデー タ入力 を行 な う。訂正 はまず ジョイ ・ステ ィックで訂正箇所 を指 し,プ ロ

グラム ・ファンクション ・キ ーによ り命令 を与 える。 この命令(コ マ ンド)は,JPSの コマ ン ド解 析

プ ログラムによ り解析 され,コ マ ン ド実 行の該 当プ ログラムに コ ントロールが渡 され,そ のプ ログラ

ムにより,呼 び出されてい る記事本文 が訂 正 され る。

鰯

熟

写 真6・8・4DTV画 面(校 閲) 写 真6・8・5DTV画 面(小 組 み)

{3)レ イ ア ウ ト

記 事 デ ー タ が 校 閲(訂 正)さ れ た あ と 、1ペ ー ジ の 紙 面 を 構 成 す る た め の.レ イ ア ウ ト ・ オ ペ レ ー

シ ョ ンを 行 な う。 ま ずDTVま た は2740タ ー ミナ ル を レイ ア ウ ト ・ モ ー ドに 指 定 して,あ ら か じ め 整

理 の 時 点 で 作 成 さ れ た 割 り付 け 図 に 従 っ て レ イ ア ウ トを 行 な う 。 レ イ ア ウ トの 方 法 に は .2種 類 あ り ・

1つ は 単 独 機 能 を 持 つ コ マ ン ドを 入 力 し,1ス テ ップ ご と に レ イ ア ウ ト し て い く方 法 で あ る 。 他 の 方
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法 は,あ らか じめ フ ァイルに記憶 されて いる レイアウ ト・パ ター ンを呼び出 して,必 要なパ ラメー タ

を与 えて一挙 に レイア ウ トす る方 法であ る。後者の方法 は,形 の決 まっている見出 しや.箱 物 に対 し

ては有効 で,オ ペ レー ショ ンの簡略化が はかれる。

すでに校閲ず みの記事 は,レ イア ウ ト時 に作 られる指定 された区域 に流 され る。 このときに ∴禁則

処理,ル ビ処理,倍 数変換 処理等の操作 が同時に行 なわれ る。 オペ レータは,そ の結果が うま くい っ

たか どうかを確認 し,も し記事 が枠 内で余 ったとき,ま たは,は み出 したときには,記 事 デー タを表

示 して記事 の追加,削 除をす るか,レ イアウ トをや りなお して枠の拡大,縮 小 をはかる。小組 みの結

果 は,い ったん外部 記憶装置(シ ステム ・コンポージング ・フ ァイル)に 記憶 され,以 後識別番号 を

使 うことによ り,必 要 なと きに呼 び出す ことができる。新聞1ペ ージ大 の レイアウ ト(大 組 み)時 に

は,小 組みの結 果が呼 び出 され,割 り付 け図に従 って仕 置づけが行なわれる。写真,カ ット,見 出 し

などは,レ イアウ ト時 にその スペースの割 り付 けが行 なわれる。

これ らの作業 は,人 間が大組 み台上で 目で確認 しなが ら並べて いく作業 と基 本 的 に は同 じで あ る

が,人 間の場合に発生 しやすい ミス(活 字の脱落 やひっくり返 りなど)が 防げるという大 きな利点 が

ある。

写 真6・8・6DTV画 面(大 組 み)
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(4)フ ィルム出力

大組が終わ ると,オ ペ レー タによ る出力の指示 により,該 当 レイアウ ト面(1ペ ー ジ組 み,小 組

み)が 呼 び出 され,2680写 真 植字装 置で出力す る順序 に並べかえ られ,フ ォント・ファイルか ら文字

イメー ジを一つ一 つ取 り出 しなが ら,ロ ール状 の フィルムに印字 され る。 カ ットや写真 の部分 は余 白

のまま残 され る。印字 は,フ ィル ム上 に新 聞1ペ ー ジの1/3,す なわ ち5段 分 ずつ行なわれ るの で,

現 像処理後,1ペ ー ジ大 に貼 り合 わせ,カ ット,写 真 などの貼 り込みを し,ネ ガに反転 したうえ原版

を作 る。それ以 降印刷 のための必要 な処理 が行なわれ る。

ここに掲載 され た写真 は,朝 日新 聞社な らびに 日本経済新聞社 の好意により提 供 され た もの で あ

る。
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6.9日 本 言吾記 録 シ ス テ ム

6.9.1日 本 語 記 録 シ ス テ ムの 必 要 性

現代 は情報化時代 である といわれ,情 報の生成,記 録,伝 達,変 換,検 索,複 製 などの技術がめ ざ

ま しい発達 を とげつつある。産業 に第一 次産業,第 二次産業,第 三次産業の区別があるよ うに,情 報

処理 に も原材料 となる情報 の生成,記 録,伝 達を中心 とす るオ一 次情報 と,電 子計算機 などを用 いて

加工 した第二次情報 およびサー ビスを主 目的 とす る検索 などの第三次情報が考 えられる。現在 は電子

計算機 な どの強力 な道具 があ るため に第二次情報 システムが多 く開発 されっっある。 しか し豊富 で正

確 な第一次情報 があ って,は じめて第二次情報 システムが力を発揮するこどを理解す る人 は少 な い。

日本言吾記録 システムは第一次情 報 の処理 を中心的 な目的 にしている。人が考 えたり,発 言 した りし

た原始情 報を,正 確 に速 く記録,伝 達 し,第 二次情報 システムで加工 が容易な形 に整理 す ることが必

要であ る。欧米 では第一次情 報処理 は タイプ ライタの普及 によって ほぼ解決 され,作 家 は考 えると同

時 にタイプで清書 し,口 述 を タイプする ことさえ行 なわれている。 テレタイプライ タを用いれば打 け

ん と同時に遠隔地 で記録 を とること も,ま た電信符号の紙 テープを作成 し,第 二 次情 報処 理 の入 力

データにす ることも可能 で ある。 こ こで重要 な ことは,欧 文 タイプライタは正確 に速 く入力 し,記 録

出力を とるすべての機能 を そなえて いる点 である。

一 方 ,日 本では第一 次情 報処理 は欧米 に比 して非常 に遅れている。 これは主 に漢字 という字種 の多

い国字を用 いてい ることに起因 して,欧 文 タイプ ライタまたはテ レタイプ ライタのように第一次情報

の生成,記 録,伝 達に便利 な装置が発達 しなか ったためである。

日本語記録 システムは第一 次情報処理 の中で①議会,裁 判所,そ の他の会議における発言 の正確 な

記録 を早 く作成 す ること,② 電子計算機 によ る日本語情報 の第二次的加工処理に適 した正確 な デー タ

を大量に供給 す ること,③ 伝送回線網 を介 して 日本語情報 を安価 に配布 し,記 録再生す ることな どを

応用 目的 と してい る。

①の応用 について従 来行 なわれ てい る機械 化 としては,録 音機械,あ るいは速記 機 械 の 採 用 が あ

り,最 も古 くは昭和25年 頃 か ら始 ま った。 しか し,こ れ らの機械 は発言者 のことばを正確 にとらえて

はいるが,日 本語情報 と して完全 に記録 され,他 の情報に容易 に変換で きる形 にはなっていない。従

来 この部分 は人手 で多 くの時間 をかけて行なわれていた。 この作業 は 「反訳」 と呼ばれている。1時

間 の録音,ま たは速記 に対 し反訳 の作業 は最低8時 間を必要と し,会 議録がで きあが るまで に通 常14

日 を要 して いる。 日本 語記 録 システ ムの開発が考 え られたのは,こ れ らの問題点を解決 し,完 全 な記

録 となった日本語情報 を,大 量 に迅 速に得 るシステムを確立す ることが強 く望 まれたか らで あ った 。

本 システムには,

i反 訳 の作業 時間を従 来の半分以下 にす ること。

ii反 訳 と同時 に形式 の ととのえ られた記録が得 られること。

iiiま た同時に 日本語情 報の第二 次的処理に適 した符号化 された情報 も得 られること。

iv発 言 者 の加筆,訂 正 などの赤字校 正が容易に行 なえ,完 全 な日本語情報 と しての記録が得 られ
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ること。

v大 きな計算 機 などほ使 わず に,コ ス ト性能比のす ぐれた システムであること。

などの仕様を満 たす ことが望 まれ た。 これ らの仕様が満 たされ れば,②,③ の応用事例 に も同様 に利

用する ことがで きる。

6.9.2シ ス テ ム の 設 計

{1)字 種 の 選 定

基本文字 と して2,304文 字 が選ばれ た。2,304の 数 は後 に述べ る入力装置が,1文 字 をあ らわ す の に

必ず2打 けん する とい う原理 を用 いている ことと,48キ ー の欧 文型 タイプライタを用 いてい る の で,

48×48=2,304と な る ことに基づ いている。同時に現在の新聞社 の6社 協定 コー ド(CO-59)が 同 数

の文字種 を内字 として採用 してい ることも考慮 されてい る。

2,304文 字 の内訳 は次 の とお りである。

漢 字

平 仮 名

片 仮 名

英

数

符

字

字

号

1,987字

78字

81字

56字

20字

82字

漢字 は当用漢字1,850字 か ら補正案で削除が提案 され ている28字 を除外 し.県 名 に使 わ れ る文 字,

人 名 として使 われる もので高 頻度 に出現 す る文字や その他 の文字で,当 用漢字に含 まれて いな い165

字 を 加 え た 。 新 た に,加 え た 文 字 を 表6.9.1に 示 した 。

幌
琉
機
釜
綾
浜

荻
涯
祐
之
辰
也

藤
睦
鶴
酌
吾
吾

辻
猿
戻
錦
尚
宵

岡
荻
釣
洪
葛
哉

埼
碧
禎
桂
蘇
臼

塚
脇
茅
鷹
云
彦

鹿
那
篠
亀
垣
鯉

柴
嶺
栗
棚
又
嘉

巳
朴
敦
樋
呂
泥
.

斉
嵐
汁
据
欣
僕

々

杉
洞
鯛
偵
芦
殻

岬

栃
俸

函
渥
淀
柏
披

鎌
隅

洲
捨
駒
湧
蒲

梨
鞍
竜
粕
籠
灘
淵

奈
横
構
牟
苑
湘
湊

阪
尻
畿
弘
麿
萩
須

阿
挑
笹
宏
桐
釧
捕

縄
靖
稼
磨
窪
堀
銚

阜
槻
秦
虎
座
棺
鍋

鵜
苫

渦
堺
樽
亭
壌

媛
幡
旭
菅
晃
智
弥

伊
曽

羅
昌
唐

笠
厄

.仙
磯

股
斐
榎
藍
碧

崎
熊
梶
溝
橋
鷲
爺

表6・9・1基 本文字として採用 した当用漢字以外の漢字

平仮名,片 仮 名に は小文 字,濁 音,半 濁音文字 も含み,英 字 は大小文字,数 字 はアラ ビア数字 とカ

ッコ付数字 を含んで いる。

これ以外の文字 と して

組 み合 わせ漢字 約10,000字

符 号 約500字
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機 能 符 号 約200字

を採用 している。組 み合 わせ漢字 とは,基 本文字 に含 まれる1,987字 の漢字以外の漢字で,シ ステ ム

の構成 をかえるヒとな く,任 意 の数 だけ入力文字 として追加す ることがで きる。他の漢字入力装置で

は基本文字以外 の漢字 を入力 す る場合 には,辞 書を見 て目的 とす る文字 コー ドを1字 ずっ さがす方法

が一般的である。 この方 法 では外字 をさがすのがめんどうであ り,非 能率的である。 日本語記録 シス

テムではオペ レー タが基 本文字 さえ知 っていれば,他 の組み合わせ漢字 はほとんど辞書を参考 にせず

とも迅速 に入力で きる手段 が考 案 され,こ の問題 は完全 に解決 されて いる。 その方法 については6・9・

4で 詳述す る。

機能符号 はイタ リ・ソク体,ゴ シ・ソク体などの字体を指定する符号,ギ リシャ文字,ロ シア文字 な ど

の字種 を指定す る符号,ル ビ,ク ワ タ,上 ッキ,下 ッキその他 の編集用の符号 などを含んでい る。最

高240種 まで現在 の システムで は指定 で きるが、実際には約200種 が使用 されている。

(2)シ ステム設計 の ポイ ン ト

ω に述べたよ うな システム設計 に必要 な仕様を具体的に実現 す るために,次 のような点 に考慮が払

われた。

ア.速 度

従来の システムで は,El]刷 ま で入れて最 も速 くて2日,通 常14日 か か って いた作業(録 音 一再生

一反訳 一漢 テ レけん盤 一印刷 ,の 工程 で,録 音時 間1時 間分 で約1万 字が含まれている作 業)を

ユ 日に短縮 す るには,最 も時間 を要 している反訳 および漢 テ レけん盤入力の部分を,ま った く新

しい方法で抜本的 に解決 す る。

イ.シ ステム ・コス ト

情報 の第二次加工 では電子計算 機な どの高価 な装置が利用 されているが,第 一 次情報処理 におい

ては,情 報当 た りの経 費 を最小 限 にす ることが強 く望 まれ る。そのため コス ト性能比のす ぐれた

機器 を選定 し,バ ラ ンスのよ い システムを構成す る。

ウ.校 正 ・ベ リファイ

原始情報 には冗長 な情 報 や,表 現 が不足 している'ため,後 か ら播入す る情報 などが含まれ,発 言

者 または原著者 に よる赤字加 筆訂正 をす ることが非常に多 い。 また第二次情報処理 システムの原

始 データ作成 に本 シス テムを応用 する場合に は,デ ータの正確 さが強 く望 まれるので、入力 オペ

レー タの ミスを最小 にす るベ リファイ機能を システムに含 まねばな らない。本 システムではベ リ

ファイは入力 機器で行 ない,校 正 は日本語記録 システムで得 られた記録 に赤字加筆訂正 された も

のを用 い,漢 字 デ ィス プ レイな どの高価 な装置を用 いずに校正す る方式を開発 する。

エ.コ ー ド

日本語情 報 は生成 された場所 で記録 されるばか りでな く,伝 送回線にのせて遠 隔地で記録再生 す

ることも多 いの で,コ ー ドは新 聞社 で用 い られて いる6ビ ッ ト・コー ドを考慮 した。 しか し別に

第2次 情報処理 では8ビ ・ソト・コー ド(JISコ ー ド)体 系が使用 され ることも多 いの で,そ の互 換

性 があるよ うに十分考慮 す る必 要があ る。
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オ.編 集その他 の機能

本 システムの当面 の 目的 は 日本語情報の第一次処理 にあるが,当 然,第 二次 さらに第三次処理 も

将来考え られ るので,'入 力 機 器 の段階 で編集,検 索,写 真植字 などのための種 ゼの機能指定を入

力 できるよ うに考慮 されて いる ことが望 ま しい。 とくにシステムに余分 なボタンや機能を追加 せ

ずに,こ のよ うな将 来の ための拡張性 が含 まれるように考慮 する。

6.9.3シ ス テ ム の構 成

日本語記録 システムで,1日50万 字 を処理す るケースについての機器構成 では,20台 の ライ ンプ ッ

ト入力装置,3台 の 東芝 漢字 フ ァ、.クス装置,3台 の東芝電磁 誘導型 タブレッ ト付入力装置.1台 の

TOSBAC-10ミ ニ計算機 が必 要 であ る。

ライ ンフ。ッ ト

入力装置

1加 筆 訂正部
1訂II三個 所

1入 力
1指 定入 力

1
1
1
1
L

ライ ンフ.ッ ト

入力装置

東芝電磁誘導
型 タブレット

寸

ト

イイ

ツ

ア
プ

置

フ

ン

装コ

リ

イ

プ

ベ

ラ

入

東芝漢字
フックス装置

1

原著者 ・発言者
赤字加筆i訂正

完全記録

図6・9・1シ ス テ ム構 成 と流 れ 図

現在,実 線 の部分 が稼動 中 であ り,点 線 の部分が実験 中である。 ソフ トウェアとしては,第 二次情

報処理 のための システムで用 いて いる漢字 コー ドが種 々あるので,こ の間の符号変換 を行な うプログ
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ラム,タ ブレッ ト付入力装 置 を用 いた校正 を管理 するプログラムが用意 されている。

システムの作業 の流 れを図6 .9.iに 示 した。

録音,速 記,原 稿,あ るいは印刷物 の形 で与え られた日本語情報 は,ラ イ ンプ ット入力装置で入力

され,必 要 に応 じて別 の オペ レー タによ りベ リファイされる。入力 の結果 は紙 テープ(将 来 はカセ ッ

ト磁気 テープ)に 一時記録 され,東 芝漢字 ファックス装置で形式 をととのえて印刷 される。 この印刷

結果が情報源(発 言者,著 者 、速記者 あるいは校正者)に 戻 され,必 要な赤字加 算訂 正 が加 え られ

る。訂正原稿 と紙 テープを タブ レッ ト付入力装置にかけ,TOSBAC-10の 校 正管 理 プ ロ グラ ムの も

とで校正 され 、完全 な日本語 情報 とな って,再 び紙 テープおよび漢字 ファックス装置に出力 され る。

6.9.4漢 字 入 力 装 置

{1)ラ イ ンプ ッ ト入力 装置 の開発

さきに システム設計 の ポイ ン トで述 べたよ うに,現 在の人手 による反訳,漢 テ レけん盤入力の磁路

を打破 するには,ま った く新 しい入力装置 の開発が必要であった。

入力速度 を向上 させ,誤 入力率 を小 さくし,基 本文字以外の約1万 字の漢字を,オ ペレー タが辞書

を ほとんど参照 しな くて も正 しく入力 で きるよ うにするために多 くの くふ うがな され,ラ インプ ッ ト

漢字 カナ入力装置が開発 され た。

入力 けん盤 と しては図6.9.2の よ うに配列 された カナ ・ロー マ字 けん盤を もった タイプ ライ タを 用

いている。 この けん盤 は タ ッチメ ソ ドで入力 できるために ,オ ペ レー タは原稿の みを見 た ま ま,高

速,正 確 に入力で きる。 すべての基本文字 は48け ん盤の2打 けん によ っで入力 される。'タイプライ

タにおいては・左右 の手 を交互 に使 う場合が最 も高速に入力で きることが知 られている。 そこで 日本

語情 報の50～70%を 占 め る平仮 名 と出現 頻度 の高 い漢字 ,数 字 は,交 互打 けん となるよ うにけん盤 配

列が工夫 され ている。 また5本 指 の中で人 さし指 は最 も機敏 に動 き,子 指?そ の他の指 は動 きが鈍 い

ことか ら,指 の負担率 に も注意 がは らわれた。
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曙ヰ竃鼎≒i淵
[][]口 巨]回[コロ[i]口 回[ヨ[コ

図6・9・2ラ イ ン プ ッ ト入 力装 置 の 鍵 盤 配 列

田.O%

%594

%9慨9

%

一2一6

2LO%

15.6%

B.O%
一

竺

二%

1 2 :～ 4

v 皇%一 一

＼◎
{a}{b}

図6・9・3ラ インプット入力装置{a}と欧文タイプライタ{b}の指 の負担率の比較
!

図6.9.3に は,ラ イ ンプ ・ソト入力装置 で漢字 カナ握 り文字を入力 したときの平均的な指 の負担率 と.'

英 文 タイプの場合 を対比 して示 したが,明 らか にラインプ ・ト入力装置 の方が優れた配列にな ってい

る。

基本文字は2回 の打 けん で1字 があ らわ され る。ある文字 に対 し,ど のけん盤の組み合わせで打 鍵

すればよいかを オペ レー タが容易 に記憶 で き,正 確に高速 に入力 できることがキーポイン トに な る。

平仮 名,片 仮名 は訓令 式の ローマ字 表現 にな ってお り,右 手で子音 を,左 手 で母音を打 けんす る。

図6.9.2の け ん盤配列 で もわか るよ うに,右 手の子音 は濁音,半 濁音 を含 めたすべての 日本 語 の 子'

音 を含んでいる。下か ら2段 目の母音 と子音 を組み合わせたときが,平 仮名をあ らわ し.下 か ら3段

目の母音 を組 み合わせ たと きが片仮名 をあ らわす。 ア行の子音 としてはアポス トロフ ィーC)を 用

い,促 音 の 「っ」 は(WU)で,擁 音 の 「ん」 は(n～ 」 で.拗 音 の 「や,ゆ,よ 」 は(ja,ju,jo)

で あ らわす。

このよ うな配列 のけん盤 を用 い ると,JISけ ん盤 のようにカナ1青音 の1字 が1打 けんで あ らわ さ れ

る場合に比べ 、は るかに高速 に入力 がで きる。 ライ ンプ ・ト配列 でカナ文字 を打 けんすると,JIS配
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ハ ノ ク ゆ

列 より指の動 きが滑 らかに なり,交 互打 ちのために間断 のない操作が可能 となる。朝鮮 の諺文 はやは

り母音 と子音 の組 み合わせで表現 されており,諺 文 タイプライタとJISカ ナ タイプライタとの速 度 競

技会で,圧 倒的 に諺文 タイプの方 が高速 であった事実'1'から も同 じ結論がみ ちびかれ る。また タイ プ

を学習する場合,ラ イ ンプ ッ ト配列 の方が ヒ達が早 いことが立証 されている

(注1)ウ ス イユ キオ;「 日韓親善盲人 タイプコ ンテ ストとハ ングルタイ プ ライ タ」,カ ナ ノ ヒ カ

リ,598巻.ppl3～15.1972年6月

'a'i'u

あ い う

kakiku

か き く

o
お

.

'

e
え

keko

け こ

sasiSUseSO

さ し す せ そ

tatituteto

た ち つ て と

naninu・neno

左 に ぬ ね の

hahihuheho

は ひ ふ へ ほ

mamlmumemo

ま み む め も

yayuyo

や ゆ よ

raPirureno

ら り る れ ろ

脆
わ

WVWO

◎ を
図6・9・4

gagigugegO

が ぎ ぐ げ ご

zazizuzeZO

ざ じ ず ぜ ぞ

dadidudedo

だ ぢ づ で ど

babibubebo

ば び ぶ べ ぼ

pap〒pupePo

ぱ ぴ ぷ ぺ ぼ

e。

②

a

㊥

」

n●

ん

ラインプ ットにおける入力文字の組み合わせ

u

@

」 jo

①

漢字を打 けん すると きは48の.キ ーを図6.9.2に 示 すように,カ ナ清音 に対応 させ る。平仮 名,片 仮

名 の表現に用 いた2打 けんの組 み合わせを除外 して,残 りの組 み合わせが漢字,英 数字,お よび記号

に対応づけ られ ている。漢字 の うち出現頻度が高い ものの多 くには,通 常用いる読みの上 の2音 がそ

の まま用い られて いる。(例 山(ヤ マ),海(Uミ)上(Ue),下(Zk… シタ)な ど),ま た 扁 や 部

首のあ るものに は常 に同一 の音 が与 え られてお り、系統的に記憶 できるようになっている。(例 ク

　 　

ニ ガ マ エ に は(ロ)が 対 応 し て い る の で ,回(ロ ロ),国(ロ タ … ク ニ ガ マ ェ の 中 に 玉 タ マ が あ る),
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圏(ロ ケ)と あ らわ され る。)そ の他の漢字 の2音 に も漢字の意味 や,形,熟 語などの連想 しゃ す い

記憶 の手 かが りと関連 が与 え られているため,機 械的に漢字の音を憶 える場合 に比べ,比 較 にな らな

いくらい容易 に憶 え られ,ま た一度憶 えると忘れ ないことにな る。 これはちょうど,英 語の単語の意

味を単語帳 か ら全部記憶 しよ うとして も容易 な ことで はないが,単 語 とともにその単語 を使 う短文 も

憶え るよ うにする と記憶 が らくにな ることが知 られて いるのに似ている。

また ラインプ ッ トの練習 では,文 字 に対 する2音 を頭で憶え ることが主眼ではないことに注意 しな

ければな らない。 われわれが 自分 の考 えた ことを手で文章 に書 くとき,一 つ一 つの文字 の筆順な どは

ほとんど意識 に上 らずに,い わば手 がひ とりでに頭で考えた内容に即 した文字 をっ ぎつ ぎに書 いて い

くよ うに,ラ インプ ットの打 けんでは,原 稿 の文字をみると指がひ とりでに対応す る2音 を打 けん し

てい くよ うな感 じであ る。漢字湿 り文 を紙 の上 に書 くときには,一 文字 について平均4～5画 程度書

かねばな らないのに対 し,ラ イ ンプ ッ トでは2回 指を動 かせばすむので高速に入力できるの は当然の

ことである。 それゆえ,漢 字 に対応 した2音 を頭で憶 え るとい うよ り,筆 指で憶え るといった方が適

.切である。

熟練 した英文 タイ ピス トで も,ま った く意味 をもたない単語 からで きた文章 を タイプさせると,素

人 と変わ らない打 けん速度 とな ることはよ く知 られ ていることである。すなわ ち通常 の文 章 で あれ

ば,タ イ ピス トは一文字 ず っを意識 して打 けんするのではな く,一 連の指の動 きと して単語 を打鍵 し

ていくのが普通 であ る。従 来 の邦文 タイプ ライタや漢 テ レけん盤 は,い わば一字ずつ意識 しなが ら打

けん してい るわ けであ るか ら,原 理 的に も英文 タイピストの高速打 けん とは異質 の作業 であ り,神 経

も使 うことに なる。 ライ ンプ ッ トでは上 に も述 べたよ うに,オ ペ レータはほとんど一字 ずつの打 けん

を意識す ることな く,原 稿 を読 み とば しなが ら打 けん して いくので,英 文 タイピストに きわめて近 い

性質を もっ ことに なる。 ライ ンプ ットで入力 した原文 と入力文 の例 を図6.9.5に 示 した。
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図6・9・5ラ イ ンプ ッ トで入 力 した 原 文 と入 力 文 の例

基本文字以 外の漢字約1万 字 に対 して は,

打 けんの仕方 はふ たっの方 法が ある。

4打 けんで1文 字 を入力す るのを原則 としている。 その
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ア.部 分文字 の組 み合 わせ

たとえば晦,森 な どは基本文字 には含 まれていない。 これ らの文字 に対 してはその部分文字 であ る

基本文字の 日,毎,雨,林 の2打 けんを続 けて行 ない,合 計4打 けんであ らわす。 この方法 を用 い る

と,基 本文字の2音 読 みを知 って いれば約5,000字 の基本文字以 外の漢字 を,辞 書 などま っ た く見 る

ことなく入力する ことがで きる。

イ.字 画の組 み合 わせ

字画の種類 に適当 なカナ文字 を対応 させてお き,文 字を左上か ら書 き順に したが って分解 して,4

回 打 けんする方法 で残 りの約5,000字 を入力す る。 たとえばクニ ガマエは 「ロ」,サ ンズィは 「ミ」 な

どの カナ文字が対応づ け られてお り,囮 という文字 は 「ロイヒ・」 と打 けんする。最後 の点 「・」 は

4打 けんに数 を合わせ るための ものであ る。

機能符号 も2打 けんで あ らわされてい る。機能符号の第一打 けんは,シ フ トけん盤 と同時 に5種 の

母音 のいずれかを打 けん し,2打 け ん目 との組 み合 わせで機能 の種類が指定 され る。総計 で5×48=

240種 の機能符号がつ くれ るが,現 在 は約200種 を用 いている。

② ラインプ ッ ト入力装置 の使 用経験

ライ ンプッ ト入力装置 のオ ペ レー タは ,専 門学校で3ヵ 月の教育 をうけるが,そ の間に約300時 間

の練習が行 なわれる。26人 の生徒 にっいての学習曲線 を図6 .9.6に 示 した。
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100 200 300

一
400時間 実務

(a)26人 の生 徒 の平 均 値

(b)米 国 にお け る高校 生 の 英 文 タ イ プの

学 習 曲線

(c)ラ イ ンプ ッ トの実 務 作 業 速 度

(d)英 文 タイ ピス ト(米 国)の 作 業 速 度

(e)英 文 タイ ピス トの競 技 会 レ コー ド

(f)従 来 の漢 テ レ鍵 盤 の 実 務 作 業 速 度

図6・9・6初 心 者 に対 す る ライ ンプ ッ ト入 力装 置 の 学 習 曲線

これ は新聞や小説 などの試 験文章 を与 えての成績 で,誤 打 けんにっいては5倍 して総打 けん数 か ら

差 し引かれてい る。図6.9.6に は米 国の高校生が英文 タイプライ タを習 ったときの平均的 な成 績 も同

時 に示 されてお り,ほ とんど大差 のない曲線 である ことがわか る。現在,実 務 にっいている人 が漢字

湿 り文 を平均/70字/分 で打 けん して いる。英文 タイピタ トの平均が50語 ～80語(1語 平 均5打 け ん

であるか ら250～400ス トロー ク/分)で あるか ら,2打 けん1字 に換算すると漢字湿 り文の125～200

字/分 に相 当 し,こ の点 で もよ く一 致 する。英文 タイピス トの熟練者 は短時間であれば120語/分 が

打 てるので,ラ イ ンプ ッ ト入力装置 で も300字/分 の熟練者があ らわれても不思議ではない。
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誤入力率 にっいて も英文 タイピス トとほぼ同 じ程度である。 ラインプ ット入力装置では普通の タイ

プライタと同 じ機構 を用 いて いるので,打 けん と同時 にカナ ・ローマ字湿 りの モニ タ印刷 が 得 られ

る。オペ レー タは自分 で気が ついた誤入力 を,そ の場 です ぐ訂正 することができる。 また計算機の入

力 デー タにするよ うな場 合 には、ベ リファイ機構 のっいた入力装置 で紙 テープ上の情報の照合訂正を

行 ない,よ り正確 な原始 デー タとする ことがで きる。

〔3)校 正
ア

日本語 の第一次情報 は原著者 みずか らが タイプで清書す る習慣 がないので・必然的 に加筆訂 正する

量 が多 くなる。従来 の第二次情報処理 では,漢 字 ディスプ レイ装置を用 いて校 正を行なうものが多か

ったが,コ ス ト的 にあ まりに も高 くっ きす ぎ実用的でなかった。本 システムでは東芝電磁誘導型 タブ

レ・ソト装置を用 いて,校 正個所 を指定 す る方式 を採用 した。 この方 法は コスト的 に最 も安 く、校 正個

所 が正確に指定 で きる点 です ぐれて いる。校 正の結果再び後述 する漢字 ファックス装置 で印刷 し.出

力 される。

{4)録 音 テープか らの入力

日本語情報の原始 デー タは文字ば か りで なく,口 述,会 議録音 などの音声 であ る場合 も考 え られ

る。録音の品質,発 言者 の発音速度 に もよるが,足 スイ ッチを用 いて録音 テープの前 進,後 退 再 前

進,停 止 などを制御 しっっ,イ ヤホー ンで聞 いて ラインプ ット入力装置 で入力するのに,録 音時 間の

4倍 以 内であれば余裕 を もって行 な うことがで きる。録音内容 がよ く整理 されたものであれば2～3

倍 でも可能 である。

{5)速 記 原稿 か らの入力

会議の記録 の方法 と して,録 音以 外 に速記記録の技術 が発達 している。手書 きの速記の方 法にい く

っかの方式 があ り,さ らに速記機 械 と して ソクダイプが開発 され,裁 判所 その他 で活用 され て い る。

これ らの速記原稿 を反訳 する場合 、反訳者 は単 に逐語的に記録文 に変換す るばか りでな く,発 言者の

区別や発言 とともに示 した図面 や物の説明を適 当に加えた り,発 言者の いい直 しなどを適当 に修正 し

つつ句読点 を加 えて文章化 し,さ らに記録 と しての形式を ととのえるという,種 々の作業 を並行 して

行 なうのが普通であ る。 また発言 の中には,日 本語 の特徴 として多 くの同音異 義語 が含 ま れ て い る

が,こ れに適切 な漢字 をあて て記録化 する ことは,反 訳作業の重要な点 である。 これ らの反 訳 作 業

は,現 在 の電子計算機 によ る翻訳技 術を用 いても,ま った く見通 しが立 たないほど人手 によ らねば解

決 できない問題 である。 ライ ンプ ッ ト入力 では,速 記 を とった時間の3～4倍 をかければ.上 に述べ

たような反訳 の作業 を完 全 に行 な った記録文を得 ることができ,手 書 き反訳原稿をさらに タイプす る

作業 などはま った く不要 とな る。

6.9.5漢 字 出 力装 置

漢字 の出力装 置 と して機械 式の プ リンタもあるが,コ ス ト性能 比です ぐれている東芝漢字 ファ ック

ス装置 を出力装置 と して採 用 した。標準的 に内蔵 している文字 パ ターン数 は基本文宇ニーt－αの2,600コ:

であ るが,必 要 に応 じて増 設 する ことも可能 である。現在の システムでは,文 字パ ター ンに含 まれ て

いない文字 では 「ゲ タ」を 印刷 している。 この出力装置 は縦書 き,横 書 きいず れの書 式 で も印刷 で
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き,1行24文 字:で600行/分 の印刷 速度 を もって いる。1台 で約6～8人 分・)オペ レー タの 入力 情 報

を出力印刷で きる能 力を もって いる。 日本語言己録 システムの出力装置 としては手 頃な速度 と価格 であ

る。 この出力装置 で得た記 録紙上 に直接赤字加筆訂正 したものを フィー ドバ ックして校正 す る の で,

システム構成に無駄 がな く、バ ラ ンスが とれ た システムであると考えている。

写真6・9・2東 芝漢字ファックス装置

静電記録方式 を用 いた漢 ■出力装置 であるため,コ ピーの枚数,用 紙 に特殊紙 を使 うことな どの問

題点があ るが,複 製 は別 の方 法 で も容易 に行 なえる。出力装置 はさらに小型化 し,安 価す ることが望

まれてい る。

6.9.6運 営 状 況 と シ ス テ ム評 価

この 日本語記録 システムの前半 部 を用 いて,現 在,1日20万 字 程度の処理 を行 な って い る。 オ ペ

レータの入力速度 は125字 ～20〔〕字/分 が実務平均速度 である。従来の漢 テ レけん盤 などでは想像 で き

ないよ うな高速,正 確 な入力 と,迅 速 な記録化が達成 されている。 オペ レー タは待 ち時 間,準 備 時

間,休 憩時間を考慮 して,一 日の適正作 業量 は実働4時 間で2万 ～2万 五千字程度が年 間平均 した場

合の適 正な量であ ると考 えてい る。 これ でも システム設計の目標 であ った従来の機械化 システムの2

倍 以上 の能率向上 はら くに達成 されて いる。 さらに6.9,1で 述 べた本 システムで目標 と した五 つ の 項

目は,だ いたい満足で きる程度 に達 成 されて いる。

6.9.7将 来 の 構 想

今後 システムの改良点 と して残 されて いる点 をい くっか列挙す ると,

① さらに コス ト性 能比 を向上 させ る。

② 各構成装置 をデ スク型か ら卓上型 にまで小型化を進 める。

③ 第二 次,第 三次 の情 報処理 システムとの連結を はか り,機 能の拡充 を行な う。

などが考 え られてい る。新 しい くふ うと使用経験の蓄積 によ り,さ らにす ぐれた システムに育 てる

べ く努力を している。
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6.10電 子 計 算 機 に よ る 国 語 研 究

6.10.1沿 革 と 概 要

国立国語研究所 は国語 問題 解決の ための資料 を作成す るということを,そ の主 要 な任 務 と して い

る。国語問題 は広 い範囲 にわ たる問題であ るが,そ の最 も重要 な部分は,漢 字,か なつかい,送 りが

ななど,表 記に関連 した書 きことばの問題であろ う。そ して,そ れ ら表記の問題 は、必然的 に用語 の

問題 とも結 びつ いて いるので,全 体 と して用語用字の問題 と呼ばれている。 この用語用字問題解決 の

ための基礎資料 と しては,現 代 における実態を調べ たものが,ま ず,第 一 に必要 であろ う。 そこで国

立国語研究所 にお いては,長 期にわ たって用語用字に関する実 態調査 をすすめて きた。 現 在 まで に

「婦人雑誌」 「総合雑誌」 「現代 雑誌90種 の用語用字 」のような調査 が行 なわれた。 これらはいずれ

も20万 か ら40万 の 規模の ものであ って,規 模 としてはそ う小 さいものではない。'

しか し,用 語の数 はか な り多 い。 「広辞苑」 でも約20万 語 を含んでいるという。のべ数10万 の規模

では,'各 単語 の出現度数 が きわめて低 く,そ れをもとに審議の参考 資料 としよ うと して も,そ の絶対

数が不足 なのであ る。 そ こで,調 査の規模 を さらに多 くして,数 百 万の用語用字 の調査 を行 なお うと

した。 そのための人員の確保 は不可 能 なので,調 査のために機械 を導入 することをはかり,調 査工程'

に電子計算機 を使 用す る ことを企 図 した。同時 に,漢 字 かなま じり文をその ままの形で処理す ること

が,研 究 目的の上 か ら要請 されて いるので,漢 字 テ レタイプを使 用 して,電 子計算機 との連結をはか

ることに した。使 用機種 は,計 算 機 はHITAC-3010,漢 字 テ レタイプは沖 電 気製 打 けん せん 孔機,

印字機であ り,計 算機 と漢字 テ レタイプは オフライ ンで,紙 テープを介 して情報 が授受 され る。

この機構によ り用語用字調査 が進め られ た。現在,現 代 の新 聞用語約300万 語 の用語の 表 が作 成 刊

行 されることにな って いる。

このような用語 調査の進行 と同時 に,そ の用語調査で電子計 算機 をよ り有効に使用するために,し

たが つて全体をよ り多 く自動化 す るために,各 種の研究を行な って いる。 これ らは電子計算機で 自然

語を扱 う言語情報処理の一部 をなす と考え られ るが,こ のような言語情報処理一般 に関 しても研究を

すすめている。

以下,6.10.2機 器 構成,6.10.3用 語 用字 調査 の内容,6.10.4言 語 情報処理 の研究,に っいて説明 し

たい。

6.10.2機 器 構 成

・ 電子計算機:HITAC-3010(主 記 憶装置20.OOOキ ャ ラクター),高 速 印字装置(LP-ALPHAN

UMERIC,カ ナ),磁 気 テープ読取装置,(1,200フ ィー ド・6デ ッキ),紙 テ ー プ読取 装 置,

紙 テープせん孔装置

・ 漢字 テ レタイプ(沖 電 気製)

収 容文字:当 用漢字1845(朕,璽,脹,壱,弐 の5文 字を除 く),表 外 字264字(雑 誌90種 の 用 字

調査 で度数11以 上 であ った もの)ほ かにかたかな,ひ らがな英数 字特殊記号 など291字 で合 計

2400字
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せん孔機構:4段 シフ'ト600キ ー

印字機構:読 取 せん孔 速度!20キ ャ ラクター/分

盤外字 の処理方 法一一 盤内3字 で構成 する。第一字 目は盤外字 マーク,◆ 。第 二字 目 と第 三 字 目

は,ノ ンシフ トの漢字450字 で構成 。 この漢字 自身 を一 つの コー ドの ように使用 し,そ の字の もつHI

TAC-3010コ ー ドに よる表現 によ り,大 小ll頂に並べる。一字 目を部首,二 字 目を その な か の漢 和 字

典中の順序 と して表現 した。 この コー ドは盤内漢字 をふ くめて漢字全体 をコー ド化部首 順配列が その

まま可能 であるように し,台 帳 と しては大修館の大漢和字典を使用 す る。 たとえば 「芥」→◆供組 な

ど。 このエ ンコ ー ド・デ コー ドは コー ドブックを作成 して人間が行 な う。

6.10.3用 語 用 字調 査

現在行 な って いるの は新聞300万 語 の処理であ り,朝 日,毎 日,読 売の三級 について昭和41年 の 朝

夕刊全紙面 の1/60の サ ンプ ルにっいての調査 である。調査は昭和41年 か ら着手 した。用語用字調査

の現行の手順 は図6.!0.]に 示 した とお りである。

処理 のあ らす じを いえば,ま ず,か な り大 がか りなプ リェディ トを行 な う。 す なわ ち文 章 の 種 類

(新 聞記事 の多面的 な分類)の 情 報 を書 き入 れ,日 本語 は分か ち書 きしてないのでそれを行 な うなど

である。 そ して紙 テープにパ ンチ し,入 力 する。機械処理 の後一度 出力 して人間が中間処理 を す る。

漢字に読 みがなをつ け,長 い単位 を短 く切 り,そ れに語種(漢 語,和 語,外 来語 など)・ 品詞(名 詞,

動 詞など)な どの情 報を っけ る。 そ して再入力 し,機 械処理を し,各 種 の語 い表を作成す る。 たとえ

ば語い表 と して は

五十音順長単位 表

総度数順別度 数っ き長単位 表

各層内長単位順位 表

総度数順短単位 表

総度数順類別短単位 表(語 種,品 詞 など)

用 例表 と しては

KWIC(カ ナ1川 漢字)

KWOC

カ ー ド形式

漢字表 と しては

総度数順層別度数 っ き漢字表

部首順総度数 っ き漢字 表

部首順長単位用例 つ き漢字表

その他であ る。

現在 までに次のよ うな報告書 が刊行 された。

電子計算機 による新 聞の語 い調 査川

"H

－223一
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現 代新聞の漢字調査

語 い調査の規模 として は,長 い単位 でのべ200万,短 い単位 で300万 語 におよぶ。.L記 の調 査(、 一電

子計算機 によ る新 聞の語 い調査 」)は その1/3の 大 きさでの中間報告であ る。完全 な語 い表は 昭 和

48年3月 に出,長 単位異 な り18万 語 を収容 している。漢字調査 はやは り全体の1/3の 大 きさで異 な

り約2879字 の表 である。

この処理方法 での最大 の問題点 は,全 体を人間が行な った場合 の レベルへ近づけない ことで あ る。

た とえば文字連続 で 「か き」 とあ った場合,人 間なら文句 なく前後 の文脈か ら判断 して これ が 「柿」

なのか 「牡蛎」 なのか,「 書 き」 とい う意味なのか,「 掻 き」 なのか,「 書 き」という意 味 な の か,

「掻」 という意味 なのかを判断 す る。 しか し機械 に,実 験室的研究 の規模でな く,業 務 の レベルで こ

れを行 なわせ るとい うのは,現 状 で は不可能に近 い。 まず第一 に自動処理 を行な うとしても十分な用

意がない。用意 があ って も現在 の計 算機の記憶容量の制限でどの くらいまで有効な処理 がで きるかは

疑わ しい。

この場合の第一 の理 由 と第二 の理 由 とは区別 してかか らなければな らない。第二 の理 由は,ハ ー ド

ウェアの進歩 によ って,解 決 す る時期が くるか もしれない。 しか し第一 の理由はハー ドウェアが進歩

して も,全 く先 へは進 めな いので ある。全 くソフ トウェア,あ るいは基礎的 な言 語 研究 の問 題 で あ

る。

われわれの用語調査 で は前述 の点 が解決で きなか った。機械 処理 は人 間処理よ りも低 い レベルで し

か大量処理がで きない。そ して後で もい うように,同 形語判別 な ど問題 は用語調査 のみな らず,カ ナ

漢字変換の ときも重要 な問題 であ る。 「カキ→柿,牡 蛎,書 き,掻 き」 など,端 的 な例 である。

外 国語 には カナ漢字変換 とい うことはないが,音 声 タイプライタを考 える際には同様 な問題が出て

こよ う。 アメ リカで機械 に よ る用語統計が計算機 を使用 して行 なわれた場合 も,こ の問題 が解決 でき

なか った。た とえばcan(で き る)とcan(缶)の ごとき,bear(熊)とbear(生 む)とbear(運

ぶ)の ごとき,重 要 な単語 にかな りあるのであ る。

このような重要 な未解決 問題 をの こしたままわれわれの語 い表 はで きあが っている。 「い っ」 とい

う文字連続は 「言 っ(た)」 「行 っ(て)」 「いっ(本)」 などの区別 をつけることがで きず,全 体 を

まとめた数字 が示 されて いるのみ である。 「あ っ」 も 「あ っ(た)」 のか,感 動詞 なのか,そ の な か

にどれ くらい,そ れぞれが含 まれ ているかわか らないまま,処 理 を終了 した。 これを区別す るための

ポス トエディ トはあ と数年 を要 す る。

このように,問 題点 はあ るが,大 量 のデー タを処理 して,そ の結果を公開 したので,利 用価値 はあ

ると思 う。 ことに昭和48年3月 刊 の約18万 語 の語いを載せた語 い表 は,い ろいろな意味 で有効に使用

されよ う。

(注1)カ タ カナのKWIC用 例 表 にっいては表6.10.4に そ の一例 を示 した。
/

(注2)新 聞 の 語 い 調 査 に つ い て は 表6.10.1に そ の 一 例 を 示 し た 。
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6.10.4各 種 言 語 処 理 の 研 究

このよ うに,人 間作業 による作業結 果 と機械処理 による作業結果 との間 に レベルの差がで きて しま

ったので,こ れをどのよ うに解決 す るかが,問 題 として残 され るようになった。 またプ リェ デ ィ ト,

中 間エデ ィトに非常 に多 くの時間 を要 す るのでその合理化 をどの ようにす るか も,関 心 が もたれる こ

とになった。

まず入力 は漢字 テ レタイプだが,出 力 としては導入当時高速漢字 プ リンタがなかったため,ラ イン

プ リタを利用 しなければな らない ことがあ った。(漢 字 プ リンタが入手で きれば,漢 字 のままの人品

出力 が可能にな る。)と くに用例表 の ごとき,ぼ う大 な量の出力 の場合漢字 プ リンタが なけ れ ば ラ イ

ンプ リタを使 わざるをえな い。 そこで漢字→ かなの変換 という,他 のユーザにはあま りないプ ログ ラ

ムが必要にな った。 このため ,二 種 のプ ログラムがつ くられた。

その一つは漢字 の前後関係 に目をっけ1字 ずっ変換する方法 である。

現代語では 「研」 は一 つの読み しかない。 「生」 は多 くの読みがある。 このよ うに一 つ しかない も

のはその読みを利用 し,い くっか あ るものはその環境を調 べて読みを入れ る方法 であ る。(表6.10.2

参 照)も う一 つは単言吾を読 み方 の基本 と し,単 語単位で漢字を読む読 み方である。(表6.10.3参 照)

大 量 の辞書を利用 す るが,辞 書引 きをプ ログラム的に工夫 して高速化 する。後者 は正解率 が高 く(漢

字 当たり99%以 上)実 用 プ ログラム と して使用 しすでに60万 語 以上を実際処理 した。

この逆の,か な漢字 変換 にっいて は,漢 字かな変換 システムのと類似 の方式によるよみがな方式 が

あ る。 これ は目下 開発中で ある。

多 〔た〕数 〔す う〕決 〔けっ〕の原 〔げん〕理 〔り〕

多 〔た〕数 〔す う〕決 〔けっ〕の原 〔げん〕理 〔り〕には,確 〔たしか〕かに相 〔そ

う〕対 〔たい〕主 〔しゅ〕義 〔ぎ〕的 〔てき〕な意 〔い〕味 〔み〕がある.甲 〔こう〕

論 〔うん〕乙 〔おつ〕◆日送 〔 〕の意 〔い〕見 〔けん〕の対 〔たい〕立 〔りつ〕が

ある場 〔ば〕合 〔あ〕に,神 〔かみ〕ならぬ人 〔にん〕問 〔けん〕の知 〔ち〕性 〔せい〕

表6・10・2計 算機によって解読 された漢字(環 境方式)

日本語では分 かち書 きを しないのがふっ うの文の書 き方であるか ら,計 算機に入力 され た もの は,

あ らか じめ分かち書 きが人為的 にほ どこ して ないか ぎり,計 算機 自身が行 なう必要 がある。 これが自

動分 かち書 きである。

この問題について も二種 類の ものが作 られ た。その一つは,文 字の連続環境 に注 目 して大 きな辞書

にあわせて文を切 り,そ の切 り方 を シ ンタクテ ィクに検定する方法である。(表6.10.5参 照)

後 者のばあい,自 動構 文解析 のプ ログラムを内蔵 している。前者の場合単位 切 りに ミスが後者に比

して多 く出,後 者 は構文解 析 に必要 な文 法規則が ほとんどできていない。 いずれ もまだ実用段階にい

た っていない。(後 者 は漢 字→ かな,か な→漢字,非 当用漢字非現代かなつか い→ 当用漢字現代かな
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① 原 文

(KOO1129)(GlPlSlT5)=大 谷重 工 深 川工場 ボヤ(P4)

#三 日 午後 一 時 十五分 ごろ,東 京 墨 田区 柳原町 一〇,大 谷重工 深

川工場 の 機 械工場 南 側 の カベ か ら 煙 が 出 て いる のを 能文 貝

が みつけ た 。 ≠ お よそ 十平方 メー トル の.カ ベ を こが し た だ

けで 消 しとめ た 。(P1)≒ 埋立地 に 男 の 変死 体(P4)=

〔 船 橋 〕 三 口 午 前 三 時 十分 ご ろ,千 葉県 船 橋市 日○≡i=∫ 一

〇,第 一 コンク リ'-1会i正 正 門前 埋 立地 の 臨海道路 ぎわ に 若 い 男

が うつ伏せ に な っ て 死 ん で い る のを 通 行人 が みつ:ナ;;三iる署

に 届 け出 た 。

② 漢 字 解 読

K。 。 、 、29。1。 、 。 、5。 、=太 し 、お〕 谷 〔t、1・〕 重 〔じ、]一う〕 二[〔 ・

う 〕 深 〔ふか〕 川 〔がわ〕 工 〔こ う〕 場 〔じょう〕 吉ヤ=

KOO11290104010502#三 〔み っ〕 日 〔か〕 午 〔ご〕後 〔ご〕

一 〔いち〕 時 〔じ〕 十 〔じ.・5う〕 五 〔ご〕 分 〔ふん〕 ごろ,東 〔と う〕

京 〔き ょう〕 塁 〔すみ〕 日 〔だ〕 区 〔く〕 柳 〔やな〕原 〔はら〕 町 〔ち よう〕

一 〔い ち〕 ○ 〔れい〕,大 〔おお〕谷 〔た に〕 重 〔じゅう〕工 〔こ う〕 深

〔ふか〕川 〔がわゴ エ 〔・う〕 場 〔じ・う〕 の 機 〔き〕械 〔か い〕 エ 〔こう〕

場 〔じょう〕 南 〔みな み〕 側 〔が わ〕 の カベ か ら 煙 〔けむ り〕 が 出 〔で〕

て いる の を 従 〔じゅう〕 業 〔ぎ ょう〕 員 〔いん〕 が みつけ た 。=

KOO11290104010503#才5よ そ 十 〔じゅ う〕 平 〔へ い 〕 方 〔ほ

う〕 メ ー トノ1・ の カベ を こが し た だ け で 消 〔け〕 しと め た 。=

KOO11290101010504=埋 〔うy)〕 立 〔たて〕 地 〔ち〕 に 男

〔おと こ〕 の 変 〔へ ん〕 死 〔し〕体 〔たい〕#

KOO11290104010505#〔 船 〔ふな〕橋 〔ば し〕 〕 三 〔ジ夫

っ〕 日 〔か〕 午 〔ご〕前 〔ぜん〕 三 〔さん〕 時 〔じ〕 十 〔じゅっ〕 分 〔ぷ

ん〕 ごろ,千 〔ち〕葉 〔ば〕 県 〔けん〕 船 〔ふ な〕橋 〔ば し〕 市 〔し〕

Ei〔 ひ〕 の出 〔で〕 町 〔ち ょう〕 一 〔いち〕 ○ 〔れ い〕,第 〔だい〕 一

〔い ち〕 コンク リー ト 会 〔が い〕社 〔しゃ〕 正 〔せい〕門 〔もん〕 前 〔まえ〕

埋 〔うめ〕立 〔たて〕 地 〔ち〕 の 臨 〔りん〕海 〔かい〕 道 〔ど う」路 〔ろ〕

ぎわ に 若 〔わか〕い 男 〔お とこ〕 が うつ伏 〔ぷ〕せ に な っ て 死

〔し〕ん で いる の を 通 〔つ う〕行 〔こ う〕 人 〔にん〕 が みつ け 船

〔ふ な〕橋 〔ば し〕 署 〔しょ〕 に 届 〔と ど〕け出 〔で〕 た 。=

表6・10・3計 算 機 に よ る漢 字 解 読(単 語 辞 書 方 式)
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つかいなどの汎用 の処 理 も同時 に可能)。

そのほか,や は り試作 的で あるが,単 語の品詞 を計算機 で推測す ること,同 音語を環境的 に見分 け

る(か な漢字変換 と同 じ問題)こ となどいくっかのプ ログラム も実験 されたが,い ずれも開発中途 で

とまっている。 このよ うな研究開発の内容 にっいては,国 語研報告書 「電子計算機による国語 研 究 」

「同H」 「同 皿」 「同IV」 「同V」 な どに発表 されて いる。
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表6・10・4新 聞 用 語KWIC(毎 日新 聞 夕 刊 ・単 語 辞 書 方 式 に よ る)
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入 力原 文

谷 川 の 岸 に 小 さな学 校 が あ りま した 。

さわ や か な9月1日 の 朝 で した 。

青 そ らで 風 が ど う と鳴 り,日 光 は運 動 場 い っぱ い で した 。 お わ り
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表6・10・5計 算 機 に よ る 自動 分 か ち書 き
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6.11計 算機 に よ る カ ナ漢 字 変 換 の一 手 法

6.11.1ま え が き

カナ文 またはローマ字文 を漢字か な湿 り文 に自動変換する システムは,海 外 ユース電文の漢字か な

湿 り文変換,計 算機 への漢字 かな湿 り文の入力手段 などに直接 応用 できるほか、日本語情 報処理技術

を確立す る上 での里程標 と しての意味 も持つ と考 え られ る。その ため1966年 頃か ら,九 州大学1"・11]1

沖電 気刷 制を中心 に研究 が始 め られ,最 近 では国立国語研究所川 目本 ソフ トウェアωな どの結果 も一

部公表 されている。

NHK総 合 技術研究所 は,ニ ュース文 などの情報伝達を旨とす る日本語文の機械処理 技 術 を確 立 す

るための最初 の課題 として,!969年 頃 か ら計算機 によるカナ漢字 変換 システムを取 り上 げて き たが,

このほど,試 作 システ ムの評価 実験 などを終 えたので,概 要を紹介 す る。 なお,こ の システムは,N

HKの 海 外支局か ら打電 されて くる ローマ字 ニ ュース電報の漢字 かな湿 り文変換への応用 を念 頭 に開

発 したものであるが,ま だ実務 に使 用す るまでには至 っていな い。

カナ漢字変換 における主 要 な問題 は,同 音異字語の処理であ る。以下 では,そ のための手法 と,そ

れによって システムに課 せ られる使 用上 の制約 を中心 に述べる。

(注1)栗 原俊彦,黒 崎悦 明:カ ナ文の漢字湿 り文への変換処理 につ いて,昭 和43年 度 電 気 四 学会

連合大会予稿(昭43-3)。

(注2)栗 原俊 彦,稲 永紘之:カ ナ漢字変換(1),九 大 工学集 報,第42巻 第6号,p.880～884

(昭45)

(注3)黒 崎悦 明:カ ナ けん盤漢 字表示方 式,昭 和43年 度 情報処理 学会 大会予稿(昭43-12)。

(注4)沖 電 気:漢 字 カナ湿 り文変換 プ ログラム,電 子通信学 会誌,Vol.54,No,H,ニ ュ ー ス

欄(昭46)。

(注5)田 中章夫:ヨ ミガナ方式 によるカナ(ロ ーマ字)の 漢 字変換,計 量国語学,No.55,p.29

'～37(昭45) 。

(注6)藤 井 純,原 哲夫,木 村 繁:カ ナか ら漢字 への変換.、昭 和46年 度 電気四学会連合大会予稿

(昭46-10)。 ・

6.11.2入 力 文 の 形 式

入力の カナ文 は次 に示 す二種 の単位 に分 ち書 きされていることを前提 とする。それ らを'分 ち書 き

単位'と 総称 する。 その特徴 は,自 立語 が一 つ しか含 まれないこと,自 立 語に続 く付属 語 群 は,す べ

てその自立語 に くっっ けて書 くことの二点であ る。

① 通 常 単 位

接頭語 一自立語 一接尾語 一付属語 群

② 数 詞 単 位

数詞 一助数詞 一接尾語 一付属語 群

ここで,接 頭語,接 尾語,付 属語 群 は実際 にはな くてもよい。 次に分 ち書 き単位 の例 を二,三 掲 げ
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る。

ヘ ンカ ンースル 一二ハ(変 換 するには)

カ クーグ タイーサ クーヲ(各 具体策 を)

19一 ニ チ一二(19日 に)

9一 カ イー ゴー カラ(9回 そ麦か ら)、

ふつ う自立語 といえば片 カナ表記 の外来語や,地 名 ・人名等の固有名詞 も含 まれるが,本 システム

で はそれ らはいず れ も変換 対象 か らはず した。一般語か らなる文字通 りの通常文を変換処理の当面の

主眼 としたか らである(外 来語や固有名詞 の処理の見通 しにつ いては6.11.5今 後 の課題 で述 べ る)。

そのため,さ らに次 の2種 の特殊単位 を設 けた。

③ 強制片 カナ変換単位

特殊記号矢で囲まれ た単位 で,そ の中味を片 カナのまま出力 す る。

④ 強制平か な変換単位

特殊記号'で 囲 まれ た単位 で,そ の中味 を平かなで出力する。 ナ ンセ ンスな漢字 に変換 され る恐 れ

のある固有名詞 の類 を平 か なで出力す るのに用 いる。

個々に分 ち書 き単位 同士 を分 け る分離記号 として は,ふ つ うは空 白を当て るが,コ ンマや ピ リオ ド

などの句読点,O,「 」 な どの引用符,ま た上記③④の単位構成 に用 い られ る苦や'も すべて分離記 号 と

見 なしておいた方 が便利 で ある。

実際の新聞記事 を上述 の入力形式 に合 うよ うに分 ち書 き した例 を次 に示す。 「ところが,ニ クソン

米大統領 の訪中決定 な ど,最 近 の国際情勢の大 きな変化 によ って,佐 藤内閣 といえども,も はや中国

代表団の入国 を拒否 す るよ うな態度 はとれないだろうと判断 し,招 待 状 を 出 す こ とに踏切 った。』

(朝 日新聞,昭 和46年8月1日 朝刊)ト コロガ,"ニ ク ソン誉 ベ イ ダイ トウ リヨウノ .ホ ウチ ユ ウ

ケ ッテイナ ド,サ イキ ンノ コクサイ ジ ョウセイノ.オ オキ ナ ヘ ンカニヨッテ,'サ トウ'ナ

イカク ト イエ ドモ,モ ハヤ チ ュウゴク ダイ ヒョウダ ンノ ニュウコクヲ キョヒスル ヨウナ

タイ ドハ トレナ イダ ロウ ト ハ ンダ ンシ,シ ョウタイジョウ ヲ ダスコトニ フ ミキ ッタ。(こ

の入力文に対 す る変換結 果 は6.11.4「 試 作 システムとその能力」 に示す)

なお6.11.4で 述 べ る試 作 システhで は,入 力のカナコー ドと してEBCDICコ ー ドを使用 して い る の

で,濁 点 ・半濁点 も独立 した1字 となる し,小 さい文字(ッ,ヤ,ユ,ヨ)も 通常の文字 で代 用 され

る。 とくに後者 は同音異 字語 の原 因 になる(賞 と使用,病 院 と美容院など)。

6.11.3同 音 異 字語 処 理

変換処理 の主要部 は同音異字語 を除 くための文法処理 である。 これ は以下 に述べる三 つの部分に分

かれる。

ア.基 本 分 析

ここでは分 ち書 き単位 がひ とまず次の形を していると仮定 して分析 を始 める(通 常単位 の場合を考

える。数詞単位 にっ いて もほぼ同様 である)。 っまり分 ち書き単位 には接頭語 も接尾語 も含 ま れ て い

ないと仮定 するのであ る。

一233一



自立語 一付 属語1一 付属語2-… 一付 属語k(k≧0)

この とき次の三 つの操 作 を行 な う。

① 与え られた分 ち書 き単位(カ ナ文字 列)を 上 のような自立語 と付属語列の形 に区切 る。

② 最後 の単位(上 の例 でいえば付 属言吾k)が 分 ち書 き単位 の末尾 にな り得 るか否かを調べ る。

このうち,①は単語(自 立 言吾)辞 書 と付属 語辞書 を用 いて調べ る。② は単位 間の接続をま とめた接続

行列 を用いて行 な う。③ に必要 な情 報は付 属語辞書 に収容 してお く。

例 と して 「アメラシイカ ラ」 とい う分 ち書 き単位 をとり.そ の分析過程を図6.11.1に したがって た

ど っ て み よ う。

プ ロ グ ラ ム

'

最長一致法に く
よる辞書検索

s

付属語辞書

アメラシイカラ

アメラシイカ

アメラシイ

アメ

/
/ラ シイ

/

カ ラ

/
/

単

語

辞

書

(雨)

/
NO

/
NO

/
NO

/

YES

雨、名詞
接 続 行 列

名 詞 の
後 続 語/

/
/ ラシイの

後 続 語
ラシイの
接続番号 一 〆

カラ

'

/一カ ラ の
接続番号 終了可

出力Ψ

「雨 ら しい か ら」

図6・11・1「 アメ ラ シイ カ ラ」 の 分 析過 程

まず 「アメラ シイカラ」 とい う単位 が,全 体 と して一 つの自立語であるか否かを単語辞書に よって

調べる。 もちろん これは 自立語 で はない(し たが って単語辞書 にはない)。 そ こで末尾の1字 を削 っ

て次は 「アメラシイカ」 を調 べ る。 これ も自立語ではない。 このように末尾 から1字 ずっ 削 って は,

残 りの部分が自立語 か否 か を調 べて い く(い わ ゆる最長一致法 による辞書検索)。

この場合 は 「アメ」 に な って 「雨」 とい う自立語 が得 られる。 この とき雨 という漢字 とともに,そ

れが名詞であ るとい う品詞情報 も同時 に得 られる。そ こで次に 「雨」 と残余部 「ラシイカ ラ」の文法

分析 に うつ る。 そのため にまず接 続行列の 「名詞の後続語」欄 に したが って,名 詞 の後続単位 を探 し

てい く。一般 にはそのよ うな もの は多数見 つか るが,そ の中で残余部の頭の方 と一 致 す る もの を 選

ぶ。 この場合 は 「ラシイ」が見 つか る。'
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そこで こん どは ラシイの接続 のパ ター ン番号(接 続行列の 「ラシイの後続語」欄 の番号)を 付 属語

辞書 か ら読み取 り,「 ラシイ」 を削 った新 しい残余部 「カラ」 について,接 続行列 の 「ラシイの後続

語」欄 を上 と同様 に調 べてい く。

そ して 「カラ」 が得 られ る。 「カラ」は 「アメラシイカラ」 という分 ち書 き単位 の末尾 だか ら,そ

れが分ち書 き単位 の末尾 になれ るか否かを付 属語辞書 によって調べ る。 も しなければ この分 ち書 き単

位の文法分析 は首尾 よ く終 ったことになり,「 雨 らしいから」 とい う出力が得 られ ることになる。

もし 「アメ」 に対応 す る自立語が 「雨」以外に もあ った場合 には,そ れらについて もそれぞれ上 の

ような分析 を行 ない、 うま く分析で きたものだ けを出力するよ うに して,可 能 な限 り一意的 な漢字変

換をはか るわけであ る。

次に,こ のよ うな基 本分析 に用 いる諸表 につ いて簡単 にふれてお こう。

単語辞書 は測,自 立 語 に関 する種 々の情報 をまとめ たものであ る。 自立語選定 には国立国語研究 所

の新聞の語 い調査 の結果 を基礎資料 とし,そ の中の 「五十音順短単位表」か ら,固 有名詞 の大部 分 ・

片 カナ表記 の外来語 ・助詞 ・助動詞 ・算用数字 ・記号類を除 いた6,460語 を抽出 した。辞 書 中 の 各 単

語 に収容 した情 報 は,見 出 しの カナ表'記,漢 字表記,カ ナ表記 と漢字表記 の対応をつける情 報,品 詞

情報,出 現率(同 音異字語 が一 つに しぼれなか った場合 はこの順に出力する),そ の他 である。

付属語 辞書に は,助 詞,助 動詞,形 式名詞 などの いわゆる付 属語 を,活 用 のあ る場合 には活用 形 ご

とに,必 要 な情 報 とともにま とめた ものである。 この辞書 の現在の大 きさは

9バ イ ト×291語=2,619バ イ トであ る。

接続行列 は,自 立語の各品詞別(活 用 す る品詞 はさらに活用形別),お よ び各付属語別 に,そ れ に

後続す る付属語 を記述 した ものであ る。ま とめ方 を工夫することによ って現在の接続行列 は約3,200

バ イ トの大 きさに収 まってい る。 くわ しい ことは文献 「分ち書 き単位分析表」訓 にゆず る。

イ.接 尾 語 処 理

基本分析の過程で,自 立語 は見つか るが,そ れ と残余部 との文法分析が うま くいかないとい う状況

になったとき,残 余部 の頭 に接尾語 がっ いて いると考 えて接尾語処理に入 る。その大要 は,接 尾語表

と残余部をつ き合せ,一 致 す るものが あればそれ(接 尾語)を 残余部か ら削 り,そ の接尾語 と新 しい

残余部 との文法分析 を行 な うことか らなる。

この接尾語処理 もうま くいかなか った場合に は最長一致法による単語辞書の検索に戻 り,新 しい自

立語 を探 し直 して再 び基本分析 に入 る。

現在の接尾語表 には,資 料 「電子計算機 によ る新 聞の語彙調査ExtS)1か ら抽 出 した45語 の接尾 語 が

入 れてある。

ウ.接 頭 語 処 理

最長一致法 による辞書検索 のすべ ての段階で,基 本分析 も接尾語処理 もうまくいかなか った場合 に

は,分 ち書 き単位 の冒頭 に接 頭語が っいて いると考 え,接 頭語 表によりそれを削 ってか ら,残 余部 を

あ らためて分 ち書 き単位 とみ な して再 び基本分析(お よび接尾 語処理)を 行 なう。

現在の接頭語表 には,.ヒ 記 資料か ら抽出 した26語 の接頭語表 が入 れてある。
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(注7)国 語 研究所:電 子計算機 による新聞 の語彙調査,秀 英出版(昭45)。

(注8)国 語 研究所:電 子計算機 による新聞 の語彙調査(n),秀 英 出版(昭46)。

(注9)相 沢 輝昭,江 原 暉将:カ ナ漢字変換 のための単語辞書,NHK技 研 研究報告(昭47)。

(注10)相 沢 輝昭,江 原 暉将:分 ち書 き単位分析表,NHK技 研 研究報告(昭47)。

6.11.4試 作 シ ス テ ム とそ の 能 力

NHK総 合 技術研究所 設置 の計算機IBMシ ス テム/360モ デ ル40Gに 対 して作成 した全 シ ステ ム は図

6.11.2の と おりである。使 用言語 はすべて360ア セ ンブラであ る。

カ

ナ
変

ロ

ー

マ
㌔

ロー マ宇

入 力の時

「ll語群 、咋

6.200語

変

換

テ

漢
学

ト

き

表

イ

川
桁

バ

ち
分

K

分
位

6

図6・11・2カ ナ漢 字 変 換 シス テ ム構 成

製編

ll集

文法分析

結果など

2250

デfス プレイ

2285

ハー トコピー

漢 テ レ
一一〉

ス テ ッ プ 数 は 約4,000,コ ァ容 量 は 約60Kバ イ トで あ る が,紙 テ ー プ入 出 力 の 最 小 シ ス テ ム に す る

と 約2,000ス テ ッ プ,24Kバ イ ト程 度 に ま と め ら れ る 。

IBM2250キ ー ボ ー ド入 力,2250出 力 の 変 換 例 を 次 に 示 す 。

纂 靴
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写 真6・11・2出 力 文

次に示 すのは漢 テ レ出力 の一例 であ るが,同 音異字語が しぼれなかった場合 に も第1順 位 の み 出

し,他 の ものは抑制 してみ た。

社会 党 の'巾 国 側 に 対 す る訪 日招 待 に は,真 体 的 に名 前 を上 げ る こ とは しな い で,

人 選 は 一 切 相 手 に 任 まて い る が,同 協 会 の責 任 者 で あ る お うこっ け ん じ よめ

い お う ぎ よ う うん 各 市 等 対 日関係 者 数 人 の 来 日を期 待 して い る 。社 会 党 は 去

る5月,既 に 中 口友 好 協 会代 表 団 の招 待 を決 め た もの の,さ と う内 閣 が入 国 を拒

否 す れ ば 中国 側 に 失礼 な事 に な る と して 政 府 か らは つ き りした 入 国 許 可 の 保 証 を

とりつ け て か ら招 待 状 を 出 そ う と言 う慎 重 な構 え を取 っ て きた 。

所 が,ニ ク ソ ン米 大 統 領 の 訪 中 決 定 な ど,最 近 の国 際 情 勢 の 大 きな 変 化 に 依 っ て

,さ と う内閣 と言 え ども,も は や 中国 代 表 団 の 入 国 を拒 否 す る よ う な態 度 は 取 れ

ない'だ ろ うと 判断 し,招 待 状 を出 す こ とにEtt切 っ た 。

表6・11・1変 換結果の一例(第IJ頂 位 のみ出力)

シ ステムの漢字変換 能力 を見 るために次のよ うな測定を行な った。なお測定 にあたっては2250を 用

いた会話型専用 ルーチ ンを作 成 し,測 定 の能 率 と精度を高 めるよ うに した。

サ ンプル文 は朝 日新 聞昭和46年8月1日 ～6日 の43記 事 。全分 ち書 き単位数 は7,506で,そ の うち

変換対象単位 は6,842で あ った。 それ らを外交 から家庭 までの7分 野に分類統合 した形 で表6.11.2に

示 す。

処理速度 は,以 上43記 事 を ローマ字文 で カー ドか ら読み取 り,漢 テレ出力用 の紙 テープをさん孔 し

終 え るまで約25分 か か っている。 したが って,分 ち書 き単位で は約0.2秒 か か る勘定 にな る。

表6.11.2の 測 定結果 に関 して次 の ことがいえる。

①N、1の 原因の100%,Nの 原 因 の約82%が 「単語辞書になか ったため」 となっている。 したが っ
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て単語辞書の改良 とい う簡単 な手段 によ り,ま だかな り変換率 の改善 が可能であるよ うに思 える。

②N,の 原 因 は約18%は 最 長一致法 による辞書検索 に伴 う原理的 な誤変換 である。

なお,処 理 は読込 み領域(1Kバ イ ト)が いっぱいにな るまで入力文を読 み込んでは,そ れ らの 漢

字変換 を一括 して行 な い,そ の結果 を まとめて出力 している。読込 み領域 に入 る分 ち書 き単位数 は一

定 しないので純粋処理 時間 の算 出は困難 であ るがtそ れを平均約60と 見 ると,読 込み終了か ら出力開

始 までの平均時 間が約5秒 であ るか ら,1分 ち書 き単位当 りの純粋処理時間は約0.08秒 となる。

対 象 N 旦1
N

旦2
N

旦3
N

旦4
N

亙5
N
記事数

外交 ・外政 1376
%80
.8 90.6 3.0 3.7 3.0 9

内 政 1421 76.4 924 2.0 22 3.6 7

経 済 908 76.5 890 5.0 3.2 2.9 6

社 会 1116 7&瓢 91.1 3.4 3.8 1.9 7

ス ポ ー ツ 876 73.3 86.8 5.3 5.1 ・3 .0 6

科 学 448 7&7 92.2 3.2 32 1.6 3

家 庭 697 76.9 86.7 5.6 5.2 2.6 5

全 体 6842 77.5 90.1 3.7 3.6 2B 43

1

2

3

4

5

N

N

N

N

N

N

変換対象分ち書き単位数
一意的に変換された単位数

正しいのが第1順 位に きた単位数(N1を 含 む)

無変換であった単位数

誤変換された単位数.

正 しいのが第2順 位以上にきた単位数

表6・11・2変 換能力の測定結果

6.11.5今 後 の 課 題

実用的で,し か もコ ンパ ク トなカナ漢字変換 システムとなると,上 述のよ うに,対 象 とする分野 を

ある程度 しぼ って それ によ く適 した単語辞書を用意 し,そ れに分 ち書 き単位内 のみの文法分析 を行 な

う,と い うよ うな形 に落 ち着 くのではないか と思 われ る。将来 の問題点 として次のような ことが考 え

られ る。

① 固有名詞処理 は入力 文 に適 当なマークをっけることで解決 す るのが一番手取 り早い。欧米諸言

語の正書法で も固有名詞 は大文字 で書 き出す ことが行 なわれてい るか ら,そ れほど負担 にな らないで

あろう。 さらに地名,人 名 等 の区別 をっける ことで変換率がどのよ うに変 わるかは調査す る価値 があ

る。

② 複合語 はどの よ うに分 ち書 きして もよいようにすることで,入 力文作成時の分ち書 きの仕方 の

制限をゆるめること。計算 機 への漢㌫ かな湿 り文の入力手段 と して この システムを見た場合,「 読む
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通 りに入力 すれ ばよい」 とい う利点 がある。 その利点をより一層生 かすために も,複 合語処理 などを

行な って,分 ち書 きの仕方 に残 っている制限 をゆ るめる必要があ ろう。
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6.12日 本 語 情 報 処 理 ユ ー ザ ー 一 覧 表

前節 までは代表的と思 われ る応用事例 についてのべて きたが,そ のほかの例を以下の表で示す。 こ

の表 であげてい る各事例 は,文 献調査,ア ンケー ト調査 ならび に面接 調査な どを もとにとりまとめた

もの であ るが,記 載 もれ も多数あ ることをお断 りしてお く。

(一 覧表をみ るにあた っての注 意)

(1)システ ム構成の欄 で使用 してい る記号 は次の機器 を示す。

①入力装置関係

F6801A漢 字入 力キーボー ド(富 士通)

F603F磁 気 テープ装置(〃)

F801Dコ ン ソ.一ル タイプ ライタ(〃)

F804Dデ ー タライタ(")

F749A紙 テ ープ読取装 置(〃)

TS-31・・B議 ≡ ζ;ミ(日 本電子産業)

TS-3100E〃(")

TS-103"C")

・・K診 て㌍ タスキヤン(")

②出力装置関係

漢字 けん盤 さん孔機(谷 村新興)KB202B

)SCK200〃(〃

SC4000漢 字 入出力装置(〃)

C5110漢 字 入力装置(日 電)

N109A紙 テ ー プ リーダ(〃)

OKIGT3303紙 テ ー プ リーダ(沖)

OKIGE6148コ ン ソール タイプ ライタ(〃)

OKIGL5800漢 字 けん盤 さん孔機(〃)

JEMシ リー ズIBM2680写 真 植 字 装 置(IBM)

マ イ ク ロ フ イ ル ム プ リ ン タ ーOKIGR100A高 速 テ ー プ さ ん 孔 機(沖)PT-101
,150(日 本 電 子 産 業)

PT-200,210,220,フ イ ル ム プ リ ン タ(〃)OKIGJ7301高 速 ラ イ ン プ リ ン タ(〃)

PT-700,750ソ フ トプ リ ン タ(〃

PT-800普 通 紙 ソ フ トプ リ ン タ(〃

・M-11・ 警塗 イスプ レイ(〃

JEMH-10T編 集 用 コン ピュー タ(〃)

SAPTONP-MA写 真 植字装置(写 研)

SAPTON-A写 真 植字装置(〃)

SAPTON-N〃(〃)

C5210高 速 漢字 プ リンタ(日 本電気)

C5220漢 字 プ リンタ(〃)

C5310漢 字 デ ィスプ レイ(〃)

N110A紙 テ ープパ ンチ(〃)

)F6802

)F6502A

)F6521A

F6531C

F401A

F6501B

F767A

T4100

漢字入 出力 キーボー ド(富 士通)

漢 字 ライ ンプ リンタ(〃)

漢 字 プ リンタ(〃)

全 自動写植装置(〃)

マ ガ ジンフ ァイル装置(〃)

漢 字 プ リンタ装置(〃)

紙 テープパ ンチ(〃)

漢字 プ リンタ(高 千穂)

1
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なお周辺 機器 は日本語情報処理のために使 用する もの についてのみあげてい る。

②文字種 の数は英数字,記 号等を含めた もの。 また()内 は漢字のみ。

(3)書体 の欄 で ドッ トマ トリクスの()内 は ドットの数を示す。 ・

(4)ソフ トウエアの欄 は日本語情報処理 システムのため に特 に開発 した ものについ てあげてある。

(5備 考 欄 の うち(1)は稼 動状況 であり,(2)は 将 来 の構想で ある。

(6)なお時 間的な都合 で一覧表 に収録で きなか ったが,こ の他,日 本語情報処理 システムを導 入 してい

るユーザには次の よ うなもの がある。

ユ ザ 名

日 本 経 済 新 聞 社

神 奈 川 新 聞 社

高 知 新 聞 社

日 本 海 新 聞 社

北 日 本 新 聞 社

サ ン ケ イ 新 聞 社

適 用 分 野

㈱

社

刷

ド

刷

ン

日

]

〔
ト

目

モ
'

本

や

船

日

イ

大

ダ

黒

†三 菱 商 事

†丸 紅

†三 菱 電 機

†三 井 金 属

†国 税 庁

キ ャ ノ ン

高千穂 計算 セ ンター

†特許デ イタセ ンター

新聞の編集,版 下作成

ノノ

ノノ

ノ/

ノノ

箱組,ラ テ番組作成

一般商業印刷物の組版,版 下の作成

雑誌の編集,組 版,版 下の作成

印刷物の組版,版 下作成

人事情報検索のプ リン ト

ノ/

ノノ

ノノ

名簿の プ リン ト

在庫管理,個 人記録

計算 サー ビス

工 業技術情報 の検索 プ リン ト

シ ス テ ム ・ 機 器

IBM2680

SAPTON-N

ノノ

ノノ

ノノ

FACOM230/10D

FACOM全 自動写植 システム

SAPTON-P

SAPTON-A

T4100

〃

ノノ

〃

〃

キ ャ ノ ンJCOM

T4100

F-FCL,T4100,JEM3100

(注)† は 外注 に よる処理

一241一



(事 務 処 理 関 係)

ユ ー ザ 名 住 友 信 託 銀 行 総 理 府 統 計 局 東 洋 信 託 銀 行
⑨

シ ス テ ム 名 漢字情報処理システム 証券代行業務システム

適 用 分 野
証券代行業務の宛名印刷およ

び各種帳票作成

国勢調査、各種統計資料の作

成
宛名印刷、各種帳票作成

株主管理として所有株式 ・株 統計表で使われている文字、 東京本店証券代行部および、

数 ・地 域 ・税 金 の扱 い 、配 当 表題、表側けい線などの情報 大阪支店証券代行部において

金支払方法等の各種データの を入 れ た 磁 気 テ ーープを あ らか 委託株式の代行業務として、

ほか住所 ・氏名などの漢字情 じめ 作 成 す る 。 この テー プ と 株式総会招集通知

報を電算機処理 し、宛名印刷 メ イ ン ・コ ン ピ ュー タ で処 理 配 当 金 領 収 書

および管理用帳票 を 作 成す された統計データ(数値)を マ 新株 申 し込 み書

る 。 ッチさせて、各種統計表をマ などの作成を漢字によって行

シ ス テ ム イ ク ロ フ イル ム、 印刷 用 ブイ っ て い る 。
'

または
ル ム 、 ゲ ラ刷 用 に 出力 す る。

業務 の概要

シ 入力機器 漢字テレタイプ F6801A×4

ス

テ
ム
出力機器 JEM3100(PT-150×1、PT-

800×1)

JEM3820(PT200×1,PT700
×1、PT100×1)'

F6502AX4

の

構

メ イ ン ・コ

ン ピ ュー タ
IBM360、370×1

.コ ー デ ル400、copyflol1

NEAC2200/400×1、

IBM360/40×1
FACOM230/25×2

成 周辺機器 MT×12、 ド ラ ム ×2、 デ ィ

ス クx2

x 入 力 用 約8,500字 2,688字(2,260字) 5,376字

橿 出 力 用 約8,500字 2,688字(2,260字) 5,285字(5,174字)

書 体 中 ゴ シ ッ ク 明 朝 ドッ トマ トリク ス(15×]8)

ソ フ トウ ェア

(1)入力:約100万 字/年 、6
時間/日

出力:730ペ ー ジ/年 、8

時 間/日(1ペ ー ジ1

万字)
備 考 ②データバンクの基礎資料作

成に積極的に利用していき
た い 。
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ユ ー ザ 名 日 立 製 作 所 三 菱 信 託 銀 行 明 治 生 命 保 険

シ ス テ ム 名
日 立 ドキ ュメ ン テ ー シ ョ ン ・

エ デ ィ ッ ト シ ス テ ム
宛名印刷 漢字処理システム(1)

適 用 分 野
更新のある ドキュメントの組

版/更 新
証券代行業務

顧客氏名の印刷、統計資料の

作成

シ ス テ ム

または

業務 の概 要

マ ニ ュア ル等 の ドキ ュメ ン ト

の組 版 、 更 新 の た め の シ ステ

ム で組 版 機 能 、 リス ト出 力 機

能 、 更 新 機 能 か ら構 成 され て

い る 。組 版 機 能 で は 漢 字 けん

盤 せ ん孔 機 の 出 力紙 テ ー プ よ

りマ ス タ用 磁 気 テ ー プ を っ く

る 。 リス ト機 能 で は 、 マ ス タ

テ ー プ か ら出 力 され る 初 校 リ

ス ト、 版 下 リス トの 印 字 、 ト

ラ ンザ ク シ ョ ンテ ー プ よ り、

2校 ・3校 リス トの 印 字 を行

う。 更 新機 能 で は 、 紙 テ ー プ

に パ ンチ され た 修 正 情 報 を い

った ん トラ ンザ ク シ ョ ンテ ー

プ に 格納 して 、 マ ス タ テ ー プ

の 更 新 を お こな う。

名義書換により発生 した株主

住所氏名の変更訂正(含 新規

株主)IBM29型 穿孔機(漢 字

用)を 使ってパンチし、IBM

370/155に 入 力して期末株主

の住所氏名を確定する。

確定後の住所 ファイルをIBM

2245漢 字プ リンターの入力と

して株主宛発送物(委 任状、

配当金領収証等)の 宛名印字

を行なう。

数百万件にのぼる契約者につ

いて、

配当金支払明細書

課 税 所 得 控 除

保 険 料 証 明 書

各 種 管 理 資 料

などの氏名記入を一括 字プ

リントによって行なってい

る。

㌧
ス
テ
ム
の

構
成

入力機器 新 興 製 漢 テ レ×10

JEM3800(PT-700×1、
PT-200×1)

HITAC8210×1

MT×6、 デ ィ ク ス ×2

IBM29型 穿 孔 機(漢 字 用)
×1

1BM2245型 漢 字 プ リ ンタ ー
×1

㎡
IBM370/155×1

MT

DISK

F603F×2

F6502A×1

FACOM230/25×1

ドラム ×1

出力機器

メ イ ン ・コ

ン ピ ュー タ

周辺機器

文
字
種

入 力 用 2,400字(1,900字)

2,938字(1,900字)

3,600字

10,000字(Max)

7,200字(3,840字)

7,200字(約7,000字)出 力 用

書 体 明 朝 、 ボ ー ル ド、 ゴ シ ッ ク ドッ トマ ト リクス(]8x22) 専用書体

ソフ トウ ェ ア

DOPS(管 理 プ ロ グ ラ ム)、

HDES(ド キ ユメ,ンテ ー シ ョ
ン用 プ ログ ラム)

68設BLER}3蕊m
とIBMMACRO
INSTRUCTIONを 使 い通常
のOS下 で稼動

BOS漢 字 ユ ー テ ィ リテ ィ

(磁 気 テ ー プ を プ リン ター に

出 力 させ る プ ロ グ ラ ム)

備 考

(Dシ ステム総合Test中
入力は大半外注パンチ委託

{1)50時 間(2000件)/月

年2回300時 間(120万 件)
4半 期10時 間(2,000件)

② 契 約 物 の 印 刷 へ の 応 用

名 寄せ 等 に よ る顧 客 情 報 シス
テ ムへ と 発 展 させ たい 。

ぺ
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(印 刷 ・出 版 関 係)

ユ ー ザ 名 明 治 生 命 保 険 旭電算製版 セ ンター オ ール 出版 印 刷㈱

シ ス テ ム 名 漢字情報処理システム(ll)

適 用 分 野
保険契約内容照会

各種経営情報のプリント

印刷の組版処理

版下作成

新聞および一般商業印刷の組

版

メ イ ン ・ コ ン ピ ュ ー タ で 処 理 印刷会社4社 協同で設立され 業界紙などの新聞の印刷を主

一 された各種経営情報、顧客管 た 写 植 セ ンター で あ る。 原 稿 体としてきたが、これと並行

理情報を漢字プリンタで印字 をセンターに持 ち寄り漢字キ して オ フ セ ッ ト印 刷 に よ る一

す る。 一 ボ ー ドに よ り書 体 、 文 字 の 般商業印刷の比率を高めよう

また保険契約内容の照会応答 大 きさ等指定して紙テープに と して い る。

はオンラインで接続された漢 さん孔し原テープを作成する. 新聞の組版作成にはサプ トン

字 デ ィ ス プ レ イ(TS-3100E、 校正 テープを入力して組版処 N・ シ ス テ ムを 用 い て 出 力 す

B)で サ ー ビス され て い る。 理を行ない、完全テープを作 る。この場合見出しなどは手
シ ス テ ム

成 して写植機にかけ、印刷用 動の写植機を用いている。大

または の 版 下 と して 出 力 す る.。 組みは貼込みを人手により行

業務 の概 要 (な お計算機処理は外注であ な って い る。 一 般 商 業 印刷 で

る 。) は ち ら しや カ タ ログ、 雑 誌 な

どが あ り、 サ プ トンP・ シ ス

テムで出力する。この場合も

ペ ー ジ ア ップ は人 手 に よ り行

な う 。

=
入力機器 TS-3100E×8

TS-3100B×8
SCK-200D-3A×8 漢字けん盤さん孔機×15

テ
ム
出力機器 JEM3100S(PT-750×1) SAPTON-A-5260×1 サ プ トンーP、 サ プ トンーN

の

構

メイ ン・コ

ンピュータ

IBM360/40×1

1BM360/60×1
HITAC-10(内 蔵)×1

成 周辺機器 MT×1、 ド ラ ム ×1 コダック自動現像機×1

文
字
入 力 用 2,688字(2,000字) 2,880字 2,790字

種 出 力 用 7,847字(6,451字) 3,072×2字 3,344字

書 体 明 朝 、 ゴ シ ック 明 朝 、 ゴ シ ック 明 朝 、 ゴ シ ック

サ ブ ゴール(新 聞 組 版 、 一 般

印刷組版用)
ソ フ トウ エ ア

{1)250時 間/月 (1}写 植機 約2時 間/日 ②将来はかなりの部分を自動
写植に移行させたい。しか

なお現在のところ試行段階で しシステムの柔軟性の問題
あ る。 か ら、 それ が全 面 的 に ホ ッ

備 考 トタ イ プ に と って か わ る こ

と は ない だ ろ う。
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ユ ー ザ 名 学 習 研 究 社 竹 田 印 刷 ㈱ 千 代 田 コ ン ピュー タ印刷

シ ス テ ム 名 学研植字編集システム

印刷の組版処理
適 用 分 野 一般商業印刷の組版

版下作成'

事典、一般書籍などの当社の ポ ス タ ー 、 カ タ ロ グ 、 カ レ ン 中堅印刷会社6社 の協同組合

出版物の組版、版下作成のほ ダーなどの一般商業印刷を行 でキーボー ドを各社が保有 し

か、他の出版社等からの漢字 な って い るが、 サ プ トンシ ス 各社で作成されたインプット

情報処理の受託サー ビスを行 テムでは年鑑、名簿などが主 テープの編集処理を行なう。

な う 。 体 とな ってい る。 、

ま た組 版 等 の ソ フ トウ エ アの 端物でも急ぎの場合、自動写

開 発 サ ー ビス も行 な ってい る。 植 を 用 い る こと もあ る 。 この

場合の時間的なメリッ トは非
シ ス テ ム

常 に大 きい 。

または

業務の概要

⑨

シ 入力機器 KB202B×15、MD-C×1 漢字けん盤さん孔機×8 F6801A×25、F804D×1

ス

テ 出力機器
JEM3850(PT-210×1

PT-750×1)
サ プ トンーA5260

F749A×1、F6531C×1

FACOM-R×1
ム
の

構

メイ ン・コ

ンピュータ

IBM370/145×l

HITAC10×1
HITAC-10(内 蔵)×1 FACOM270/20×1

成 周辺機器 MT×3、DR×1 自動現像機×1 ドラム ×1

文 入 力 用 4,520字(3,885字) 3,000字+外 字 10,752字(7,944字)

字
種 出 力 用 4,992字(3,885字) 3,000字+外 字 12,288字(9,480字)

書 体 明朝 、 ア ンチ ック 明 朝 、 ゴ シ ック 明 朝 、 ア ンチ ック、 ゴ シ ック

①GEMS(漢 字処理関係の サ ブ ゴ ール(組 版 専 用 プ ログ PCL-7(印 刷 版下 自動編

管 理 プ ロ グ ラム ラ ム) 集 プ ロ グ ラ ム

ソ フ トウエ ア ②項目50音 項 目整理(漢 字カ
ナ湿 り文項目を50音 シーケ
ンス、 分 野 、 情 報 な どの 条

件で検索する。

(1) {1)
コ ン ビ ・・一 夕 約500時 間 月 間2,500ペ ー ジ

/月 ～10
,000ペ ー ジ

JEM3850約300時 間/月
{2) (2)

備 考 書籍等の記事情報をデータ 需 要 が 高 ま って い る の で 、
バ ンク と して フ ァイ ル し、 近い将来システムを拡張す

必要の都度引出して処理す る計 画 で あ る。

'
る こ と を考 え る。
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ユ ー ザ 名 東 京 ジ ェ ー ピ ー 凸 版 印 刷 カシ ヨ印刷株式会社

シ ス テ ム 名

適 用 分 野
印刷の組版処理

版下作成
一般書籍用文字組版 印刷の組版処理

版下作成

主として一般書籍を取扱う印 活字にかわる文字製版を電算 原稿な らびに字体、文字の大

刷企業19社 が、協同 して設立 機と全自動写植機とを結びつ きさ、行送 り字詰等の指定を

した電算 写 植 セ ンタ ーで ある。 けて行なう。原稿編集作成に さん孔機でテープにさん孔す

会員各社は受注した印刷物原 当 って は る。 組 版 用 プ ログ ラム(SA

' 稿に組版指示等を行なった上 ランダム入稿 PCOL-D5)を 用 い て 、

セ ンタに 持 込 む 。 セ ンタ は漢 ソ ー ト このテープをSAPTON一

字 キ ーボ ー ドに よ り入 力 か ら 版下作成 A5260に かけて版下作成をす

ハ ー ドコ ピー の 出力 まで の 処 索引の自動作成 る 。
シ ス テ ム

理を行なうほか一般の計算機 のほか統計処理用のMTよ り おもに一般書籍、法規等の印

または で処理された磁気テープ等か 版下作成を行なう機能を有す 刷 に使 用 して い る。

業 務の 概要 ら漢字処理出力を行ない版下 る 。 ま たDMの フ ァイ ル メ ン

作成を行なう。 テナンスおよび宛名印刷 も行

な って い る。

シ 入力機器 F6801A×40、F804D×3 F6801A×56、F804D×6
新興製漢字けん盤さん孔機

(3A型)×8
ス

テ

ム

出力機器 F749A×1、F401A×3 F6531C×6、F6521A×1 SAPTON-A×1

の

構

メイ ン ・コ

ンピュータ

FACOM-R×3F6531×3

FACOM270/20×1
F270/20×2、F230/15×1 PDP-8/1×1

成 周辺機器 MT×3、 ドラ ム ×2 MT×10、 ド ラ ム ×3

文
字
入 力 用 10,752字(7,944字) 10,752字(7,876字) 6,144字(2,340字)

種 出 力 用 12,288字(9,480字) 12,288字(9,412字) 6,144字(2,340字)
、

書 体 明 朝 、ア ンチ ック 、 ゴ シ ック 明 朝 、 ア ン チ ッ ク 、 ゴ シ ッ ク 明 朝 、 ゴ シ ック

FCL-7(自 動 組 版 シス テ FCL-7(印 刷 版下自動編 SAPCOL-D5
ム) 集) (容 量8Kの ミニ コ ンの た め

ソ フ トウエ ア ラ ンダ ム入 稿 処 理 シス テ ム 組版用のみのプログラム)
索引自動作成システム

{1)FACOM270/20 (1}46年7月 か ら稼 動

350時 間/月 従来通り活版印刷も行な っ
写植機 て い るが 、7割 は この シ ス

200～300時 間/月 テ ムを 使 用 して い る。

初校 まで%～%の 時間であ
備 考 ②ディスプレイ等を使用 した が る 。

校正システムの開発印刷に
関連 した出力処理サービス
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(放 送 関 係)

ユ ー ザ 名 日 本 コ ン ブ ペ テ ィ 東 京 放 送

シ ス テ ム 名

適 用 分 野
印刷の組版処理

版下作成

印刷の組版処理

版下作成
テレビによる選挙速報

印刷会社20社 を会員とする電
一般書籍の文字組版のサービ 選挙速報等に用い られ るもの

算 写 植 セ ンタ ーで あ る。 漢 字 ス及び他 システムで処理され で 、漢 字 放 送 用 デ ィス プ レイ

入力キーボー ドを会員各社が た磁気テープ等の漢字を含む モニタ上に表示された漢字情

保有 し、 パ ンチ した紙 テ ー プ 出力 サ ー ビス を 行 な う。 報をカメラに撮 りテレビ放送

を持 ち込み、編集処理を行な また当社は文字組版用ソフト す る。 入 力 は ター ミナ ル ス テ

うと共にパ ンチより版下作成 ウ エ アの 開発 も行 な う。
一 シ ョ ン の キ ー ボ ー ド

、 紙 テ

まで 一 括 処 理 サ ー ビス も行 な 一 プ に よ り入力 す る。

シ ス テ ム って い る。 ま た他 シ ス テ ム の

汎 用 コ ン ピ ュー タで 処理 され
または

たMTな どからの出力サービ

業務の概要 ス も行 な って い る。

シ 入力機器 F6801A×7、F804D×1 F6801A×3、.F804D×2 TS-103×1、PR-350×1

ス

テ 出力機器
F749A×2、FACOM-R×2

F6531C×2

F401A×1、F749A×1

FACOM-R、F6531C×1
JEM2410皿(DM-110×3)

ム

の

構

メイ ン・コ

ンピュータ
FACOM270/20×1 FACOM270/20×1 IBM360/40×1

成 周辺機器 MT×2、 ド ラム ×2 MT×3、 ドラム ×2

文
字
入 力 用 10,752字(7,944字) 10,752字(7,944字) 2,688字(2,200字)

種 出 力 用 12,288字(9,480字) 12,288字(9,480字) 2,688字(2,200字)

書 体 明朝 、 ア ンチ ック、 ゴ シ ック 明 朝 、 ア ン チ ッ ク 、 ゴ シ ッ ク 専用書体

FCL-7(自 動 組 版 シ ステ FCL-7(自 動 組 版 シ ステ
ム) ム)

ソフ トウ エ ア 字詰編集i機能
体裁処理機能
ファイル処理機能

(2)将来漢字総合処理センター
へ と発展 して 行 き たい 。

.

備 考
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ユ ー ザ 名 日 本 教 育 テ レ ビ 日本 テ レ ビ放 送 網 日 本 放 送 協 会

シ ス テ ム 名 .選 挙 シ ス テ ム

適 用 分 野 テレビによる選挙速報 テレビによる選挙速報 テレビによる選挙の開票速報

シ ス テ ム

または

業 務の概 要

選挙速報放送等に使用されて

いるもので、漢字放送用ディ

スプレイ上に表示 された情報

をカメラに撮り、テレビ放送

する。

●

選 挙 速 報 等 の 漢 字 放 送 用 デ ィ

ス プ レイ上 に表 示 され た 漢 字

情 報 を カ メ ラに撮 り、 テ レ ビ

放 送 を行 な う。 入 力 は シ ス テ

ム 内 の タ ー ミナル ス テ ー シ ョ

ンの漢 字 キ ー ボ ー ドあ るい は

紙 テ ー プ か ら行 な われ る。

選挙の際の開票速報(選 挙区

ごとの各候補者の票数)、党派

別当選、当確者など直接漢字

でテレビ放送する。 コンピュ

ータによって制御される漢字

表示装置の画像を直接テレビ

カメラに撮る。

シ
ス
テ
ム

の

構
成

入力機器 TS-103×1、PR-350×l

JEM2410皿(DM-110×3)

'IBM360/40×l

IBM360/20×1

TS-103×1、PR-350×1

JEM24101(DM-110×3)

IBM360/40×1

HITAC8400

TS-103×3

JEM2410(DM-110×3)

IBM360/501×1

出力機器

メイン ・コ

ンピュー タ

周辺機器

文
字
種

入 力 用 2,688字(2,200字)

2,688字(2,200字)

2,516字(2,200字)

2,516字(2,200字)

2,496字

2,496字出 力 用

書 体 専用書体 専用書体 丸 ゴ シ ック

ソ フ トウ エ ア

備 考

(1}
選 挙 の 際 、 約2日 間 フ ル稼

動

一248一



(新 聞 関 係)

ユ ー ザ 名 フ ジ テ レ ビ 朝 日 新 聞 社 朝 日 新 聞 社

シ ス テ ム 名 漢字集信システム NELSON

テ レビによる選挙速報 新 聞 原 稿 の 受 信 、モニタプリン 新聞紙面の編集
適 用 分 野

野球放送 ト、キ ャスター用 紙 テープの 出 力 組版 ・写植

選挙速報等で漢字放送用ディ 50BPS、24回 線 か ら入 力 さ 原 稿 を 紙 テ ー プ にパ ンチ し、

ス プ レイ モ ニ タ上 に表 示 され れた新聞原稿をF270/20で 入力する。DTV画 面上で文

た漢字情報をカメラに撮 り、 ,電文組立編集等を行ない、モ 字の削除、挿入、さしかえな

テ レ ビ放 送 す る。 ニ タ ー フ。リ ン ト、 キ ャ ス タ ー ど校閲(校 正)を 実施する。

用 紙 テ ー プ を 出 力 す る 。 挿入のため漢字キーボー ドを

連結 している。禁則処理は自

動的に行なわれる。見出 し、

シ ス テ ム 前文、箱組み、大組みなどの

特殊組みはDTV(ま た は、
または

2740)を 使 用 して 実 施 し、D

業務の概要 TV画 面上で確認する。大組

み終了後、写植機2680で 打出

し、 あ とは 合 せ 写 真 や カ ッ ト

類の込みで版下を作りネガフ

イル ム とす る。

シ 入力機器 TS-103×1
F749A×1

24通 信 回線/1シ ス テ ム
SCK200

ス

テ 出力機器 JEM2410(DM-110×3) F6501B×6、F767A×9 IBM2680電 子写植機

ム

の

構

メイ ン ・コ

ンピュータ
IBM360/40×1 FACOM270/20×6 IBM360/40H(2040H)

成 周辺機器
IBM4510(DTV)×5

1BM2740×2

文 入 力 用 2,496字(2,200字) 2,304字(2,304字) 約2,300字(キ ー ボ ー ド)

字
種 出 力 用 2,496字(2,200字) 2,304字(2,304字) 約45,000字

書 体 専用書体 ドッ トマ トリク ス(15×16) 明 朝 、 ゴ シ ック

モ ニ タ(シ ステム全 体 の 制 御) デ ィス プ レイ上 で の校 閲 、

入側処理(入力制御、禁則処理 訂正プログラム

ソ フ トウ エ ア 外字変換)
出側処理(紙 テープパンチ、漢

デ ィス プ レイ上 で の 編 集
レ イ ア ウ トプ ログ ラム

字プリンタ装置への出力) タイプライタ式入力機(27
40)で の 上 記 プ ログ ラム

(1)CPU18時 間/日 (1)1971年11月 か ら稼 動 、 開
入出力15,000行/日 発作業を主として実施中、

(1行15字) 現 在 はパ イ ロ ッ トプ ラ ン

で あ る。

備 考
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ユ ー ザ 名 上 毛 新 聞 中 日 新 聞 社 日 刊 ス ポ ー ツ 印 刷 社

シ ス テ ム 名 漢字集信 システム NEPS

新聞原稿のオ ンラインによる

適 用 分 野 新聞の組版処理、版下作成 受 信 、 新 聞 原 稿 の モニ タ プ リ

ン ト

新聞案内広告の組版

原稿および書体、文字の大き 50,200BPS回 線 で送 られて 各新聞社の案内広告欄の版下

さなどの指定をさん孔機でテ 来 た新 聞 原 稿 をF270-20で 電 を作成 し、凸版、紙型の形で

一 プ に さ ん孔 す る 。

モ ニ タ に打 ち 出 して 、校 正 を

文組 立 、編 集 等 を 行 な い モニ

タ ー プ リ ン ト、'紙 テー プパ ン

新 聞 社 へ 渡 す 。 小組 ・校 正 過

程 は8単 位2フ レー ム ー字 と

し、紙 テ ー プ に入 力 、 組 版 し

行ないなが らSAPTON5265 チを 出 力 す る。 ゲ ラと して クイ ッ クペ ー パ ー

で わ く組 み をつ くる 。

小 さ い わ く組 み はSAPTON

5265で 行 な うが 大 組 の レイ ァ il賢㌶ 壁壷1
テー プ の 更 新 を 行 な う。大 組 、

シ ス テ ム ウ トは人 間が は りつ け る 。
,版 下過程は総段数をカー ドに

または よ って イ ンプ ッ トし、 小 組 ・

校正過程の出力データをマッ
業務の概要 チ ン グ して 印刷 用 テ ー プ を 作

1

成 す る 。 この テ ー プ をJEM
「3850に か け て ポ ジ フイ ル ムを

出 力 す る 。

i

「

1

:
:

シ 入力機器 沖製 漢 テ レSCK200D×4、2340×4

F749A×1,50B,200B通 新 興製 漢 テ レ ×8

信 回 線
ス

テ 出力機器 SAPTON5265×1 F6501B。2iJEM3850(PT750・1・PT200
1×1,PT220×1)

ム
の

構

メ イ ン ・コ

ン ピ ュー タ
HITAC-10×1 F270/20×11 OUK9200×](32KB)

成 周辺機器
MT×4,デ ィス ク ×3,

0SR×1

文
字
入 力 用 23田 ×2字 2,304字(2,3田 字) 約5,000字

種 出 力 用 2304×2字 2,304字(2,304字) 約5,000字

書 体 明朝 、 ゴ シ ッ ク ドッ トマ ト リク ス(15x16) 明朝

モニ タ(シ ス テ ム全 体 の 制 御)
」一'.--一

小 組 ・校 正 用 プ ロ グ ラ ム

ソ フ トウ エ ア

入側処理(入 力制御)
編集処理(禁 則処理、外字変

換)

太 糸H用 プ ログ ラム

フ ァ イ ル メ ンテ ナ ンス用 プ ロ

グ ラ ム

(])48年8月 か ら、SAPTON (1)CPU350時 間/月

5265稼 動 出力50段/日
人員確保、技術の短期習得、 {2)案内 広 告 のCTS化 完 了後 、

職場環境の改善等の理由に 一般記事の処理へ拡張 して

より、従来の活版印刷から 行 き たい 。

備 考 切 りか え た 。

1
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ユ ー ザ 名 毎 日 新 聞 社 毎 日 新 聞 社 山 梨 日 々 新 聞 社

シ ス テ ム 名 漢字 コー ド変 換 シ ステ ム
MainichiAutomated

Composingsystem

適 用 分 野 新聞の原稿編集、組版処理
新聞の原稿編集、組版処理、

版下作成
新聞原稿組版処理、版下作成

通信社配信原稿の処理上、必 コ ン ピ ュー タと 自動 写 植 機を 原 稿 を 紙 テ ー プ に パ ンチ し、

要な漢字 コー ドの変換(例 え 組み合わせて、組版処理の高 テ ー プ リー ダ か ら シス テ ム に

ぱ共同通信社CO-59か ら毎 速化と高能率化を目的とした 入 力 して モ ニ タ を と り、校 正

日 コー ドへ)を プ ロ グ ラム制 シス テ ム で 、 将 来 の 大 型 シス 箇所を再度入力 して、校閲ず

御により自動的かつ、高速度 テム導入のための研究システ みテープを作成 し、写植機に

で行なう。その他本社内ホッ ム の役 割 りを 担 うと と もに、 かけて印刷用の版下として出

トタ イ プ コ ー ドか ら コ ー ル ド 案内広告、特集面などの部分 力 す る。

タイ プ コー ドへ の 変 換、 海 外 的実用を行なう。 なおシステムの空 き時間を利

シ ス テ ム 用 コー ドか ら国 内用 コー ドへ 用して名簿、事典等の印刷も

または
の変換字詰変更および削除、 行 な って い る。

加筆などの編集処理 もあわせ
業 務 の 概 要

て行 な う。

シ 入力機器
デ ィ ジ トロ ニ ク ス社 製

PTR2540x1
OKIGT3303×2,0KIGE
6148×2,0KIGL5800×6 SCK200D×7

ス

テ 出力機器
デ ィジ トロニ クス 社 製

PTP1560×2
SAPTON-PMA×2,
OKIGR1001A×1, SAPTON-A-5265×2

ム
の

構

メ イ ン ・コ

ン ピ ュー タ
TOSBAC40×1 OKIGJ7301×1

0KITAC7000×1
HITAC-10×1

成 周辺機器 MT×3 ドラム ×1、DR×1

文 入 力 用 2,314字(2,036字) 2,396字 3,376字(1,974字)
字
種 出 力 用 2,400字(2,020字) 3,072字 3,376字(1,974字)

書 体 明朝、専用書体 明朝 、 ゴ シ ッ ク

MCCS-71-40(各 コ ー ド間 の AADPO1～91 SAPCOL-H3
変換 、字詰変更プログラム) (案 内広告、組版)

ソ フ トウ エ ア
MCCS-72-40(ラ ジ オ ・テ レ
ビ番 組 の 編 集処 理)(行 単 位 の

APTPO1～99

(ラ テ番 組 組 版)

(印刷版下 自動編集プログラ
ム)

削除、挿入、1字 単位の差替 ASTPO1～91
え) (本 文組版)

(1}A.M.10:00～PM.11:00

47年5月 よ り全紙面写植
化 。

(2選 挙速報を完全に電算植
字 シ ス テ ム にの せ た い 。

備 考
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(情 報 検 索 関 係)

ユ ー ザ 名 読 売 新 聞 社 外 務 省 国 立 国 会 図 書 館

シ ス テ ム 名 高速漢字通信処理システム 国会会議録索引システム

適 用 分 野 新聞原稿の集配信処理
国会議事録、調査等の情報検

索

国会会議録の索引誌編纂およ

び検索

50お よ び200BPS通 信 回線 外務省関係の国会議事録、調 〔1}国会会議録索引編纂システ

で送られてきた新聞原稿の情 査等に関する情報をバッチ処 ム

報をF270/20で 電文組立て、

編集処理等を行ない紙テープ

理で検索サー ビスする。あら

かじめ現物探索の手がかりと

なる内容インデックス、書誌

・入 力 デ ー タは 漢 字 テ レタ イ

プに よ り紙 テ ー プ に せ ん 孔

・こ の 紙 テ ープ を 磁気 テ ー プ

パ ンチ モ ニ タ 出 力 を 行 な う。
的事項を表わす額表インデ ッ に変 換 し文 法 チ ェ ック や リ

なお大阪本社では自動変換シ クス、資料の内容を表わすサ 一 ドを 行 な って 基 本 フ ァイ

ステムを有 し、FACOM一 マ リー、在り場所を示す資料 ルおよび辞書ファイルを作

シ ス テ ム

Rで 電文の選択、集配信を行

なっている。

ア ドレ スを フ ァイ ル してお く。

検 索 は その 内 容 な ら び に額 表

イ ンデ ック スを も とに して 行

成 す る。

・この 二 つ の フ ァイ ル か ら編

纂 用 デ ー タを 作 成 し、 漢字

または な い、 資 料 ア ドレス と サ マ リ プ リ ンタで 出 力 す る。

業務の概要
一 を 出 力 す る。 ②国会会議録索引検索システ

ム
・あ らか じめ 定 め た12項 目の

質問事項を組合せまたは否

定やマスク方式により検索

デ ー タを 入 力 す る。

・基 本 フ ・アイル と質 問 フ ァイ
、

ルを照合して所要の回答デ
一 タを ラ イ ンプ リン タま た

は漢字プリンタに出力する

シ 入力機器 ス キ ャナ装 置 ×2、F749×2 沖製漢テレ×4
新興製漢テレ×1

新興製漢テレ×2
ス

テ

ム
出力機器 F6501B×2、F767A×12 JEM3100(PT-750H×1)

JEM3800B(PT-200×1
PT-700×1)

の

構

メイ ン ・コ

ンピュータ
FACOM270/20×2 HITAC8400×1 HITAC8400/65×1

成 周辺機器 MT×10、 デ ィスク×1、TRP×1 MT×6、 デ ィスク×4、TRP×1

文 入 力 用 2,304字+α 4,103字(3,611字) 2,496字(1,968字)
字
種 出'力 用 2,304字+α 4,103字(3,611字) 5,028字(3,965字)

書 体 ド ッ トマ ト リ ク ス(15×16) 明 朝 、ゴ シ ック、セ ンチ ュ リーカ タログ 明 朝 、 ボ ー ル ド、 ゴ シ ッ ク

漢 字 プ リン タ出 力 プ ロ グ ラ ム 校 正 ス トレ ー ジ 、検 索 、 イ ン 索 引編 集 シ ス テ ム(テ ー ブル

電文組立て、編集処理プログ デ ッ ク ス修 正 、 索 引法 関係 、 作成、辞書作成等のプログラ

ソ フ トウ エァ
ラム 、 自動 変 換 プ ロ グ ラム 標準漢字プリントのプログラ

ム
ム46本 から構成され る。)

情報検索システム(試 験的段
階で あ る が 、 プ ログ ラム3本

か らな る。)

{1)CPU、 平 均2時 間/日 (1)入 出 力 、994,000字/年

利用状況、約10件/日 CPU、 約455時 間/年

デ ー タ 量 、500件/日 (2旧 録編纂の機械化、さらに

備 考 (2}オ ン ライ ンに よ るIRシ ス は文献情報サービスに発展

テムの編成と適用業務を拡 させ て 行 きた い。

大 して い きた い 。
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ユ ー ザ 名 通 産 省 内閣官房内閣調査室 日本科学技術情報センター

シ ス テ ム 名 MITI情 報検索 システム
内閣調査室総合情報管理シス

テム

適 用 分 野
一般経済情報記事、情報処理

ニュース、法律条文などの検索
文献検索、記事情報検索

文献速報の作成

漢字情報による情報検索

漢字を含んだ対象情報を自然 情 報 シ ス テ ムで 、質 問 デ ー タ 内外の科学技術に関する文献

文のまま磁気テープに蓄積し を漢字入出力端末装置よりオ 速報とこれ らの索引等の発行

ておき、利用者の需要に合わ

せてこれらの中から必要なも

ンライン入力する。検索結果

は質問を投入 した漢字入出力

を主な業務としている。

文献速報の発行に当っては、

まず抄録原稿を漢テレ等で紙
のだけを電算機を利用して検 端末装置あるいは漢字ディス テ ー プに した後 、 漢字 プ リ ン

索提供する。この検索の際は プレイのいずれかの装置に出 タで出力 して、校正等のため

漢字CRTデ ィスプレイ装置 力 す る 。 この シス テ ムで 使用 の修正作業を行なう。次に分

シ ス テ ム
を利用 して電算機 との会話を

進めながら、質問の変更、検

するデータは、すべて日本語

(漢字)の 自然文の形で記述

類項 目毎に配列、重出などの

編集を行ない、MTに 蓄積し

また漢字プリンタからブイル
または 索結果のディスプレイ上への さ れて い る。 ム に プ リ ン トア ウ トし、 印刷

業務の概要 表 示 、 プ リ ンター へ の 印 刷 な 原版とする。

どの 処 理 が で きる 。 索引の作成に当っては、MT

に蓄積された抄録をもとにし

て 、 著 者 別 、国 別 、雑 誌 別 、
'キー ワ ー ド別 な どの索 引 を 作

る 。

これ らの蓄積は情報検索用の

フ ァ イル と な り、種 々の 検 索

サ ー ビス に 利用 され て い る。

シ 入力機器
新 興 製 印 字 さん孔 タ イ.プラ イ

タ ×2
SC4000×6、C5110×1

C5210×1、C5220×1

新 興 製 漢 テ レ ×33
デ ー タ ラ イ タ(英 ・露 文)×10

ス

テ
ム
出力機器 JEM3100(PT-750A)

C5310×1、(SC400×6) JEM3100(PT-200×1
PT-700×1)

の

構

メイ ン・コ

ンピュータ

NEAC-2200/400
HITAC-10

NEA〈 ⊃2200/500×1 FACOM23Q/50×1

JEMH-10J×1

成 周辺機器 MT×7、 デ ィス ク ×8 MT×2

文 入 力 用 2,571字(2,169字) 3,960字(3,350字) 2,496.字(1,861字)
字
種 出 力 用 2,571字(2,169字) 3,960字(3,350字) 3,071字(L861字)

書 体 明朝 ゴ シ ック 明朝

簡単なキーワードの組み合わ デ ー タ 収 集 、 管理 プ ロ グ ラ ム 文献速報作成、索引作成
せで必要な情報が検索できる 検索プログラム 情報検索用システムの各種プ

ソ フ トウ エ ア 検 索 プ ログ ラ ムな ど。 回答の編集出力プログラム ログ ラ ム

{1}蓄積情報(7種 類)の 更新
約20万 字/日 必要に応じ 開発中
て 検 索 サ ー ビス を 行 な って

い る 。

②現在は検索業務が中心であ
備 考 るが 、 来年 度 よ り磁 気 テ ー

プ装 置 、 フ イル ム プ リ ンタ

の使用が可能になるので電
子計算機による集計表を印 '

刷するシステムなども開発
す る。
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(漢字 処理総合 セ ンター)

ユ ー ザ 名 防 衛 庁 朝 日 ビ ジネ ス コ ンサ ル タ ン ト デ ン シ ョ ク

シ ス テ ム 名

適 用 分 野 情報検索と印刷
漢字処理システム用入力サー

ビス

漢字情報処理サービスと一般

商用印刷版下作成

シ ス テ ム

または

業 務 の概 要

庁 内 の 各 種 資料 、 速 報 等 の 印

刷 、 検索 出 力 を 目的 とす る も

の で 、 メイ ン ・ コ ンピ ュー タ

で 検 索 編 集 処 理 され た プ リ ン

ト情 報 を 磁 気 テ ー プ に 出力 す

る。 この 磁 気 テ ー プを 入 力 と

して 、PT-700ソ フ トプ リ

ンタで 印 刷 プ リ ン トし、庁 内

に配 布 して い る 。

出版社等の漢字処 理を行う

顧客からの原稿をラインプッ

ト装置ならびに漢字けん盤入

力装置によりパ ンチし、さら

に顧客の要望するコードに変

換 しMTで 渡すサービスであ

る。なおエラーチ ェックのた

めあらかじめ外部 センタの漢

字出力システムによりモニタ

出力を行ない原稿とのチ ェッ

クを行う。

汎 用 コ ン ピ ュー タで 打 ち 出 さ

れ た デ ー タを も とに して 、各

種 統計 表 およ び ダ イ レク トメ

ー ル 、 請 求 書送 り状 等 の宛 名

印 刷 の サ ー ビス を 行 な う。 ま

た 印刷 会 社 の 利 用 セ ン ター と

して 会 員 制 に よ って 買 物 の 印

刷 の 版 下 を 作 成 サ ー ビス を 行

な って い る。

シ
ス
テ
ム

の

構
成

入力機器 沖 漢 字 キ ー ボ ー ド

JEM3800(PT-700×1)

HITAC-8400×1

ライ ンプ ッ ト×10、SC-59×4

FACOM230/25(コ ー ド変 換

用)

MT

JEM3850(PT-220×1、

PF-750×1)

JEMH-10J×1

MT×3、 ド ラ ム ×1

出力機器

メイン ・コ

ンピュー タ

周辺機器

文
字
種

入 力 用 2,496字(1,900字)

2,496字(1,900字)

12,000字

16,446字(10,450字)出 力 用

書 体 明朝 明 朝 、 ゴ シ ック

ソ フ トウ エ ア

備 考
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×

(そ の 他)

ユ ー ザ 名 東洋漢字処理センター ペ テ ィ ・ 大 倉 商 事

和文自動組版ディジセッ ト
シ ス テ ム 名

ビデ オ コ ンブ シ ス テ ム

FACOM漢 字処理 システム FACOM漢 字 処理システム 出版印刷、新聞検索、文献検

適 用 分 野
用 入 力 サ ー ビス の出力 索、記事情報等

FACOM関 係の各機種の入 FACOM漢 字処理システム 社内の印刷物の版下作成を行

力用テープの受託作成のサー の総合センターであり証券代 な って い る。 ま た 各 部 に対 し

ビス を 行 な う。 行 業 務 、 ダ イ レ ク トメ ール サ オープン使用の形で新聞制作、

一ビス、人事管理業務等の受 出版印刷の版下作成文献検

託 サ ー ビス を行 な う。 索、記事情報等のサービスを

行なっていると同時にディジ

セ ッ トと ビデ オ コ ンブの 製 品

シ ス テ ム の 販 売 を 行 な って い る。

または

業務の概要 ・

シ 入力機器 F6801A×38 漢字さん孔機×1

ス

テ
ム
出力機器 F6502A×1、F6521A×1 デ ィジセ ッ ト×1、 ビデ オ コ ンブ ×1

の

構

メイ ン ・コ

ンピュータ
FACOM230/25×1 HITAC8400×1

成 周辺機器 MT×5 MT×6

文 入 力 用 10,752字(7,944字) 制限なし
ウ一仁

種 出 力 用 4,800字(約4,200字) 7,000字(6,000字)

書 体 明 朝 、 ア ン チ ッ ク 、 ゴ シ ッ ク 専用書体 明 朝 、 ゴ シ ック

各種専用システム 汎用組版プログラム
禁則処理、校正等プログラム

ソ フ トウ エ ア

備 考
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ユ ー ザ 名 共 同 通 信 社 国立 国語 研 究 所 ラ イ ン プ ッ ト 社

シ ス テ ム 名
ロー マ字 、漢 字 か な変 換 処 理

日本語記録システム
シ ス テ ム

適 用 分 野 翻訳 用語用字実態調査研究

-＼

、 、

会議録作成、原稿編集

変換処理システムと辞書作成 用語用字実態調査等を行なう 原 稿(録 音 、 速記 、手 書 、 印

処理システムから構成されて た め に、 新 聞 、 雑誌 な どに 使 刷物を含む)か ら高速入力用

いる。辞書作成処理では変換 用されている用語用字研究費 に工夫された紙テープパンチ

処理で使用する各辞書、テー 料を蓄積 し、そのデータを国 (ラ イ ンプ ッ トシ ステ ム)に

ブル類を作成、保守更新を行 語研究の分析に利用している。より紙テニプを作成(120字

な う。変換処理は打電 してく ～200字/分)し 、校 正 ベ リ

るローマ字電文を単語辞書、 フ ァイを した 後 、 印 刷 物 に す
'入力変換辞書

、文法表などの る作業を行なうシステムであ
シ ス テ ム

ファイルを参照して漢字かな る 。

または 混 じり文に変換する。

業務の概要

《

、

シ 入力機器 N109A-1×1 沖製漢テレ×8
ライ ンプ ッ ト×10、 東 芝 電 磁

誘 導 タ ブ レ ッ ト×1
ス

テ
ム
出力機器 N110A-3×1 ノノ 東 芝 漢 テ レ フ ァ ック ス ×1

の

構

メイン ・コ

ンピュータ
NEAC2200/15013×1 HITAC3010×1 TOSBAC40×1

成 周辺機器 MT×4、 デ ィス ク ×1 MT×6
1

文
字
入 力 用 112字(0字) 2,400字(2,109字) 12,000字(1LOOO字)

種 出 力 用 2,304字(1,976字) 2,400字(2,109字) 3,000字(2,750字)

書 体 明朝 明朝

電文変換プログラム 用語用字の統計調査 コー ド変 換 、 入 力 管理 プ ロ グ

辞書作成サブシステム(辞書、 プログラム用語調査の自動化 ラ ム、校 正 管理 プ ロ グ ラ ム
ソフ トウ エ ア 文法表の作成、データの入替 の プ ロ グ ラ ム

え等) 用例表(KWICな ど)作成の

プ ログ ラ ム

{2田 本語の広範囲な用語用字 田入力20万 字/日
調査および言語情報処理の ②速記、出版界の需要に対応
基礎的研究 で き る よ うに した い 。

備 考
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7.日 本語 情報処理 の開発動向



、



7日 本語情報処理 の開発動 向

7.1情 報 化 時代 と日本 語 情 報 処 理

7.1.1デ ー タ通 信 と計 算 機 ネ ッ トワー クの 時 代

電気通信 網が データ通信 に使用 され,だ れで もが種 々の端末機器 を通信網に結合 できるようにな っ

た。 とくにこの電気通信網 に電子計算機 を結合 す ることによって任意の場所か ら電 子 計 算 機 を 利 用

し,ま た電子計算機 ど うしがお互 いに情 報を交換 しあ うことがで きる時代 になった。そ して各種の情

報の交換 がますます盛 ん とな って きてい る。 このよ うな システムが構成 されると各地に存在 ずる計算

機をあたか も自分 の もののよ うに使 用す ることがで き,そ れぞれの ファイルも利用で きるいわ ゆ るR

esourceSharingSystem(情 報 資源共有 システム)が 実現す るわ けであ る。

現在の アメ リカでは この種の システムが各地 に作 られつつあ り,米 国全体にわた って最 も大 きな規

模 の もの と してARPA(AdvancedResearchProjectsAgency)networkと い う計 算 機 ネ ッ ト

ワー クが作 られて いる。 これは米国全土 にち らば った30ヵ 所 あ まりの計算機 を相互 に結合 し,お 互 い

に高速通信回線 を介 して使用 しあえ るよ うに した システムで,さ らに同種 の システムが もう一 つ作 ら

れよ うと している。 また イギ リス,カ ナダ,フ ランス等で もこのよ うな目的の計算機 ネッ トワー クが

検討 されている。 さ らに遠 隔地 か ら計算機 にアクセスできるシステムとしては,航 空機 の座席予約 シ

ステム,在 庫 品に関 す るIBMのAAS(AdvancedAdministrationSystemの 略)が あ り,こ れ らは

世界中に広が った システムで ある。

日本で はこの種 の もの と しては,国 鉄 ・日航 の座席予約 システムやホテル予約,バ ンキ ング.職 業

紹介,そ の他 多数の オ ンライ ンシステムが存在 するが,計 算機 ネ ットワークはまだ存在 しない。 しか

し通信回線の計算機 をっないだ計算 サ ービスはすでに行なわれ ているので,遠 か らず計 算 機 ネ ッ ト

ワークが形成 され,ま た在来 の電話 ・電信 とデー タ通信を統合 した総合通信網が整備 される もの と期

待 される。

情報 の蓄積 を1カ 所 の大 規模 な計 算機で集 中 し処理 するや り方 がよいか,あ るいは分散 して各所 の

端末 にかな りの能力 を もたせ るのが よいか は議論の あるところである。 しか し計算機 ネ ッ トワークが

発達 し,そ のための ソフ トウ ェア もす ぐれたものがで きて くれば,処 理能力 は分 散 され て い くだ ろ

う。そ して各所 の情 報処理装置 はそれぞれ特色 を もち,相 互利用が発達ずるもの と思 われる。

7.1.2情 報 の 各 種 形 態

この ような総合通信 網 が整備 されて くると種 々の情報が伝送 され,処 理 され,交 換 されるよ うにな

る。情報 と して は,音 声,文 字,図 形 などの ほかに も.心 電図波形のような医学 データの送信 などあ

らゆる情報 が考 え られる。 しか しこれ らの うちで最 も広 く用い られるのはい うまで もな く自然言語 で

あ り,我 々の場合 は日本語 であ る。

言語 を情報形態 か らみ ると次の よ うにわかれ る。

(a)音 声(ア ナ ログ波 形)
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(b)文 字(デ ィ ジタル符号)

{c)文 字(手 書 き文字,波 形)

(d)文 字(TV走 査,波 形)

そ して これ らの情報形態 に対 する入 出力 の機器 としては次のよ うな ものがある。

{a}音 声 電話,マ イクロフォン.ス ピーカ,イ ンターホ ン

旧(符 号)文 字 タイプライタ

＼{
c)(手 書 き)文 字 座標入力装置,XYプ ロ ・ソター,CRT出 力

(d)(書 か れた)文 字 図形走査装置,TV出 力,CRT出 力

しか しほん と うに重要 でむずか しい問題 は,こ れ らの情 報相互間 の変換 であって,こ れは次 のよ う

な形 に表現 され る。

音声認識 入 力 文

音声←
・蔀三 一 符号 一－r六 → 品

li↓↑1
イ

文 字 ・図 形

従来の通信 は符号 の伝送,音 声 の伝送,図 形 の伝送 とい った同一 の情報形態間での伝送で あったの

に対 し,こ れか らは文字 で入力 した ものを音声 に変換 して聞かせた り,文 字 を自動的に読み とって符

号にするなど,異 種 の情 報媒体内 での情報 の変換が さかんにな ってい くことはまちがいない。 とくに

文字読取 りはかなりの進歩 を し,数 字,ア ルフ ァベ ッ ト,カ タカナなどの自動読取 りは実用 の域 には

い りつつ ある。

言語が主役 を 占める使 われ方 と して は主 として次 のような分野 がある。'

(a)通 信

(b)情 報検索,自 動抄録
コニ

{c)機 械 翻 訳

(d)質 問応答 システム

回 言語 によ る教育

これ らが計算機 の もっ強力 な処理 能力 と巨大 な情報記憶能力 とによって今後どのように発達 してい

くか… れからの情靴 社会・お・・て軽 隠 味をも… か ・・の・・なシステ・が粉 已 達

す るためには,情 報 の機 密保持 が重要 な問題 となる。情 報がすばや く取 り出せること,情 報 の機密 が

十分 に保持 される こと,情 報内容 が正確 な こと,情 報の更新が容易な ことな どの問題がさ らに研究 さ

れねばな らない。 しか し大 量の情報 を蓄積 してもそれ らがどれ ほど有効 に利用 され るかには疑問 もあ
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る。

この よ うな各種 の応 用 において,日 本語 が どのよ うな形 で使用 されるかを予想する ことはむずか し

い。 どの ような入出力機 器が開発 され るか によ ってかな りその形態 がかわ ってくることは当然予想 さ

れ る。 しか しなが ら漢字の入 出力 のむずか しさは将来 とも依然 としての こるであ ろうか ら,漢 字 か な

ま じりの普通の 日本語文が ど こまで も用 い られ るということはあ りえない。現在,電 話計算 サー ビス

で行 なわれているよ うに,プ ッシュホ ンか ら記 号入力を し,答 を合成音声で得 るとい うよ うな,い ろ

いろな形態 の組合わせが考 え られ る。 これ らの組合わせ として は次のような ものが考え られるで あろ

つo

入 力 ・ 出 力

数 字 ・ 記 号 電 話音声応答

テ レビ電話 への文字 ディスプ レイ(カ タカナ)

カ ナ文字 出力

漢 字 カナま じり文出力

カ ナ 文 字 入 力

ア ル フ ァ ベ ッ ト入 力

漢 テ レ 入 力

カナ文字 出力

・漢字 カナま じり文出力

文字CRT出 力

音 声 出 力

アル ファベ ッ ト出力

カナ文字 出力

漢字 カナま じり文出力

漢 テ レ 出 力

写真植字 出力

このよ うに入 出力関係 は種 々の組合 わせが考 え られ,従 来のよ うに入力 と出力 とは同一情 報の機器

であ るとい った概念 はな りた たな くな っている。入力を行な う場所 と出力をす る場所 とが異な って い

る場合 は当然入 出力機器 は異 なる し,た とえ同 じ場所であって も性質の異 なった入出力機器が一 つに

まとめ られ る場合 は多 い。漢 字 テ レタイプ ライタが広 く用 いられるためには価格 の低廉化が大切 であ

るか ら相 当な年月 が必要 であ ろう し,た とい使 われたとして も,格 段 に安 い数字,記 号,ア ルフ ァベ

ット,カ ナ入力機器 の方 がは るか に多 く用 い られるであろう。 すなわち,カ ナ文字 による入出力,情

報 のや りとりは当分 っつ くもの と思 われ る。

7.2入 力 シ ス テ ム

人 間が直接手 で タイプ ライタを打 つなどの手段 で情報を入力 することは,た とい文字の 自動読取 り

が発達 して も,っ ね に存在 す るもの である。 この場合に日本語 の文字 システムとアルフ ァベ ・ソト文字

システムとの間 の本質的 な差 があ らわ れる ことになる。すなわちキーの数が数十個 ですみ,単 語がわ

かち書 きされる システム と,キ ーの数 が数百 におよび単語がわかち書 きされない システムの情報処理
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における根本的 な差で あ る。 これ に くらべると8単 位符号 と16単 位 符号 との差はそれほどむずか しい

問題ではない。αNシ ステム(ア ルフ ァニューメ リック ・システム)と 日本語文字 システ ムの差 は今

後 の情 報処理 システムの発 展 に根本的 な影響 を与えずにはおかな いだろ う。

この困難 を克服す るため に とりうる道はまだまった く未知であ るが,一 つは日本語 をカナ文字.分

かち書 き表現す る こと,他 は漢字入 力 けん盤 を非常 に使 いや'すく,し か も安価 に作 る ことで あ ろ う

が,ど ちらも非常 にむずか しい問題 で ある。その中間 としてカナ入力 ・漢字出力のための カナ漢 字変

換方式の開発 であるが,こ れ も簡単 で はない。

7.2.1日 本 語 文 字 に 対 す る 符号 の 統 一

日本語で使 われ る文字 は片仮 名,.平 仮 名,漢 字,英 言吾,ア ル ファ●ベ ットに至 るまで一万字以上 とな

る。 これ らに対 して いまだに符号が統一的 に与 え られて いない ことは大 きな問題である。 その 結 果,

あ る漢字 テ レタイプ ライ'タに よって入力 された デー タは他 の機器 で出力がで きず,デ ータ,プ ログラ

ム等の互換性 に問題が生 じて いる。現在 この問題 に対 してはJISを 作 るべ く努力がはらわれて いるが,

理 論的で システマテ ィックな方法 はないよ うで ある。符号の統一 における第一 の考 え方 は仮 名,漢

字,ア ルフ ァベ ッ ト等 に対 して12ビ ッ ト,あ るいは16ビ ッ トの コー ドを対応 させることで ある。 した

がって漢字 テ レタイ プライ タを作 る際にはけん盤内の漢字 と して なにを とるかは自由であるが,出 力

のテープ上 の コー ドはっね に この統一 コー ドが出て くるよ うに コー ド変換装置をっけねばならないこ

とになる。文字 の ス トロー ク数 によ る番号 づけ,偏,傍 などによる配列な どの試みがあるが,既 存 の

装置などの ことも考 え ると問題 はむずか しくなる。中国では漢字 に4け たの数字を割当てている(四

角號砺)よ うであ るが,そ れ との関係 も考慮 する必要が あろ う。

さらに注意 を しな けれ ばな らない ことは将来の略字化,当 用漢字 の数 と種類 の増加の可能性,新 し

い漢字 の導 入の可能性 に対 して も漢字 の コー ド化の問題が矛盾 な く解決 されねばな らない。 したが っ

て,も し偏 と傍 で符 号化 す るとすれ ば,た とえば 「さんず い偏」 のあ る文字には一連 の番号 を うち.

い くつかの 「さんず い偏 」の新文字 のためにっづ き番号 をあき番 に してお くといった考慮が必要 とな

る。

7.2.2け ん 盤 入 力

カナタイプの入力 は英語 の タイプライタと同 じ程度の努力 で習得 でき,熟 達すれば紙に手書 きを し

ているよ りは速 い。 しか し広 く普 及 するとい うところへは とうてい行 きそうもない。それは日本語 が

文節単位 に区切 られな いため 「か な」で は非常 に読みづ らいか らであり,漢 字の もつコ ンパ ク トさ と

意味表現の能 力が要 求 され るの は当然で ある。出力 もこれ までは カナだけでがまん して きたが,こ れ

か らはます ます漢字出力 が要求 され,こ れをみたす技術が開発 され るであろう。

これに対 して入力 の方 は依然 として目立 った進歩 がない。 カナ タイプは習得が容易 であるが,漢 字

がはい らないこと,漢 字 カナま じり文を カナ タイプで打 つ場合 は漢字の正 しい読み方 がわか らねばな

らない ことに問題 があ る。 カナ タイプを用 いる場合 に漢字 を入力す る方法 としては.カ ナで入力 した

文章が漢字 カナま じり文 になるよ う適切 な カナ漢字変換を行な うことであ り,す でにいろいろな研究

が行なわれて きてい る。 その基 本的手法 は文章 を正 しく単 語に分割 しそれ と同時に単語の仮名 を漢字
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になおす ものであ るが,同 一発音 の単語 で異 な った漢字に対応 す るものは非常に多 く,一 意 に決定 す

ることは非常 にむずか しい。 これを一意 に決定 す るために,漢 字 の訓読 や音読をつけ加 えて入力す る

方法 もあるがめん どうで ある。文法 的知 識や話題 の分野をかぎって も現在90%以 上 正 しく漢字を復元

す ることはむずか しい。将来文章 の意味が うまく取 りあつかえ るようにな ったとして も95%以 上 を望

む ことはむずか しいと想像 され る。

漢字入力を けん盤で行 な う方式 も最近 いろいろ と改良が重ね られてきているが,将 来 とも抜本的 な

方式はむずか しいであ ろ う。

7.2.3印 刷 文 字 の 自 動 読 取 り

最近になって よ うや く漢字読取 装置の研究が盛 んになってきた。教育漢字881字,当 用漢字1,850字

を対象 として研究が進ん でいる。 ユ種類 の フォントで印字の質が良好な場合 には,お そ らく95～98%

程 度 までは比較的容易 に達 す ることがで きよ う。問題 は印字の質,フ ォントの種類の異 な り,装 置 の

値段である。仮名や アル ファベ ッ トの場合 にはあ る程度印字の質 がわるくて も,雑 音をのぞいた り骨

格線を出 したりす ることがで きるが,漢 字 のように単位面積 あたりに文字 ス トロークが密 にはいる場

合 には雑音の影響 が非常 に大 き く,雑 音 をのぞ くこともむずか しい。 フォ ントとして は主 として ゴシ

ック体の読取 りが研究 されてい るが,明 朝体 の場合の細 い横線の検出が問題 となる。 ゴ シック体 と明

朝体の字体の相異 は非常 に大 きいが,同 じ明朝体で も文字の外郭 の縦 ・横比 や字体の細部がいろいろ

.と異なる。一種類 のフ ォン トで も数千 の文字 があるのであるか ら,い くつ もの異 なった フォ ントに対

処す ることは非常 にむずか しい。

しか し漢字の読取 りは現在 の文字読取装置 に関す る技術を十分 に利用 し,判 定 に時間力1かか って も

よいとすれば実現可能 であろ う。問題 は経済的 に十分成 り立 ち うるような装置 を,要 求 され る判定精

度,判 定速度で作 り うるか とい う問題 であ り,今 後数年の努力 に期待 した い。 また これを実現 す るた

めには明確 な漢字文字読取装置 の導入分野,適 用業務 を設定す ることが最 も大切 である。た とえば郵

便の宛先 の県,市,郡 名 などは印刷漢字 の場合読取 りの対象 となり うると考 え られる。漢字の使用 が

必要 な他 の分野 は多 くの ター ン・ア ラウン ド・ ドキュメントである。住所,氏 名 など現在 はすべて カ

タカナに頼 って いるが,こ れを漢字 に.する ことが必要 である。 このような分野 では漢字の読取 りと漢

字の計算機出力 とが密接 な関係 を もっ。 したがって出力漢字 の品質 を十分向上 させ,ま た各漢字 に補

助情 報をつけ加え ることによ って,読 取 りが確実 にな るようにする ことが必要 となろ う。

漢字 のよ うに複雑 な文字 を多数読 取 るためには非常 に分解能の高 い入力装置が必要で ある。 アメ リ

カの1.1.1.(InformationInternationa[Incorp.)の フ ライングスポ ットスキ ャナーは32,000×32,000

とい う高分解能の もので あ り,漢 字 の読取 りの研究 もしている。

7.2.4手 書 き 文 字 の 読 取 り

手書 き文字には二つの種類 があ って,す でに手書 きされて しまっているものを対象 とす る場合 と,

手書 きしている運筆を実時間 で入力 し読取 るという場合 とがある。前者はかな りむずか しい問題を含

むが,楷 書で一 定の枠内 にていね いに書 かれた文字 の場合には十分 に自動読取 りの対象 とな りうるだ

ろう。 たとえば専門の ガ リ版 を きる人 の文字 などにっいて積極的 に研究を進め るべ きで あろう。後者
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のオンライ ン手書 き文字 は,た とえば銀行の窓 口 とかIR端 末 で署名 によ って印鑑 のか わ りをす る と

いうシステムが考え られ る。 この場合 には署名の認識の研究が必要 であ り,と くに他人が似 せて書い

た署名 と本人の もの との区別 を厳重 に行 なわなければな らない。 そのためのキー ポイ ントとなるのは

筆跡 の速度であ り,幸 いオ ンライ ン手書 き入力 の装置には筆速 が入力で きるものがあるので,こ れを

用いることが必要 とな ろ う。字 体の特 徴 と共に筆速情 報を用い ることによって,署 名の認識が確実 と

な る。署名の場合 は必 ず しも文字 その ものが認識 されな くてもよ いが,オ ンラインの漢字認識はすで

に書かれている ものの認識 よ りも,筆 順,筆 速,な らびに処理 時間に余裕があ り,こ れ らを利用 で き

るので十 分に実用化 され る可能性 を もっ と考 え られ る。 この場 合,入 力装置 は形 があま り大 きくな く

で きるだけ安 い もの と し,数 十 の これ らの入力端末装 置を1台 の ミニコンピュー タで管理す るよ うな

システムとすれば,1使 用 者 当 りの コス トは非常 にさがり,実 用 の可能性がふえよう。

7.2.5音 声 認 識

音声認識研究 も最近 かな りの進歩 をみせたが,個 人 の発声を訓練 によ って規格化するということが

ほとん ど不可能 であ るので,文 字 の場 合のよ うに標準形 を設定 して制定 を簡単化 し正読率を向上 させ

る ことがで きない。 しか し個 人 の声 をあ らか じめ,ま たは使用 の直前,機 械に記憶 しておき(こ れは

10～20秒 で できる),こ れ を もとに して音声認識をするという システムは実用の可能性が あ る と考 え

られる。 この方向 の研究 と しては寛 々公社武蔵野電気通信研究所 でよい成果をあげている。

一方 ,自 然 な会話文 を認 識 しよ うとい う研究 がアメ リカで197!年 か ら数 カ所 の研究所 で大規模 に開.

始 されている。 これは約1,000単 語 を対象 に し,数 人か ら10人 程 度の人が話 す文をあっか う ことを 当

面 の目的 と している もので,音 声学的 な特徴抽出,判 定 とともに,,言 語 学的知識 を用いるところに特

徴がある。す なわ ち会話文 を構造分析,意 味分析 し,話 題に関 して もっている内部知識 を用 いること

によって次 に発話 され る単語 や文 を予想 し,そ の文脈 の中で分析 をある限 られた範囲において精密化

することがで きるよ うに して いる ところに特徴があ る。

7.3出 力 シ ス テ ム
、

文字入力 と文字出力 はっね に相 ともな って発達す ることが望 ましい。入力をけん盤か らす る場合 に

はかな らずモニ タ出力 が打 けん と同時 に得 られ ることが必要 であ る。 この点 アルファベ ッ ト,カ ナの

場合には入力 と出力 とが端末 装置 でバ ランスが とれているが,漢 字 の場合 には問題 となる。従来 の漢

字 テレタイプで はほとんどの場合 モ ニタ出力 を簡単に便利 に得 ることができなかった。最近の ものは

この部分 に多 くの改良 がみ られる。 とくに漢字入力をカナけん盤 か'ら入力す る場合やSynotypeの

よ うに,ス トローク情報 を けん盤 か ら入力 する場合には,選 ばれ る漢字 がただちに表示 され ることが

必要である。多 くの場合 それ らは複数 であるか ら,そ れ らか ら目的の ものを選ぶ操作を次 に行なわね

ばならない。 いず れに して も入力 と出力 とはっねに組 合わせ られ る必要 があろう。文字 出力 には,い

わゆるハー ドプ リン トと ソフ トプ リントの区別 がある。 ソフ トプ リントは一時的で,あ る時間表示 さ

れた後は消去 され,別 の文 字 がっつ いて表示 されるようなもので,ブ ラウン管にデ ィスプ レイされ る

文字の大 きさ,一 度 にデ ィスプ レイでき る文字 の数,文 字 の種 類 などが使 われ る場 によって種 々異な
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る。 ハー ドプ リン トでは主 として文字 の大 きさと,き れいで読みやすいか どうか ということが問題 と

なろ う。 また同時 に何枚 コ ピーを と ることがで きるか も大 きな要素 である。

f7
.3.1漢 字 プ リ ンタ

漢字プ リンタとして最近 いろ いろな種類 の ものが市場 に出されて きた。値 段はまだかな り高 い が,

だ んだん と安 くなる ことが期待 され る。 これ らは大 きくわけると次のようにな る。

(a)漢 字 の活字 ケー スか ら機械 的 に選択 して打 つもの

(b)ド ッ ト・プ リンタによ って活字 に対応 する信号によって打つ もの

{c)活 字 の図形 を電子的 に走査 して出力 す るもの

(d}写 真 植字 の方法 によ るもの

などが主な ものである。 これ らの方式 の うち,(a),お よ びOで 機械的なイ ンパ ク ト方式で出力す るも

のは,コ ピーが何枚 もとれ るとい う利点 を もっ。電子計算機か らの文字出力 と しては,速 度 が速 く,

値 段が安 くなる可能性 が大 きい もの は機械 的に細 い ピンをな らべ た ドッ ト方式によるもの で あ ろ う。

この場合の問題 は,印 字品質 と紙 と して特殊 な ものを用 いなければな らないか どうかということであ

る。 これ らも今後 の改良 によ って十分実用 になる ものができると期待 され る。 ドッ トのか わ りにCR

Tに 信 号 を出力 しこれを焼 きつけ る方式 もあるが.当 分 は機械 的な ドット方式 の方が広 く用 い られ る

もの と考 え られ る。 ゼ ロックスの よ うに静電式の コピー技術の将来は注 目す る必要 がある。

人間の手 でキー入力す る ときの モニ タ出力 には,従 来 からある,活 字を ひろ って打 つ方 式 の ほ か

に,CRT上 に電子的 に文字 を出力す る方式 もあり うる。現在 の段階では人間のキ ー入 力 の 速度 に合

わせて安 いもの と しては活字 によ る ものであろ うが,将 来はCRT出 力 も十分考 え られ る。 この場 合

はその後 のハー ドコ ピーをと りたい とい う要求が あるから,そ の装置 としては,別 の ものを考 えねば

ならないだろ う。 モニ タ出力 と して は,打 けん した文字すべてが表示 されな くとも,直 前 に打 った1

文字 だけが表示 され る。

国際電信電話会社 研究所 の開発 したよ うなベク トルによる文字 出力装置 も将来性が ある。

7.3.2文 字 デ ィ スプ レ イ

CRTへ の 文字 出力 と して は,ス トロー クの構成 によるもの,ド ッ トによ る もの,お よ び漢 字 パ

ター ンを走査 してそのパ ター ンを出力す る方式な どがある。 この場合 もreadonlymemoryに よ る

ドッ ト方式が結局 は安 くで き品質 もまず まずの ものが得 られると考 え られ る。CRTと してはTVと 同

じ走査方式で家庭用TVの ブ ラウ ン管 も使 え るので,そ の面か らも安 くなるであろ う。液 晶 や プ ラ ズ

マ ・ディスプレイの場合 に は分解能 が将来 どこまであげられるかが問題であろ う。1画 面 内になるべ

く小 さな文字 でなるべ く多数 表示 す ることが必要 となるか ら,リ フレッシュ ・タイプでな く,記 憶方

式 のディスプ.レイがど うして も必要 とな る。1文 字 か,せ いぜい数文字表示 すればよい場合 には,光

学的 にマスクパ ター ンを選 んで表示 す るという方法 も十分使える。 ホ ログラフ ィ技術の この分野へ の
、

応用 はこれか らの研究 にまたねば な らな い。

7.3.3フ ィル ム 出力

フライング・スポ ッ ト管 によ るもの と光 学的な もの とがある。漢字のマスクパ ター ンが きれ いで あ
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れば,出 力 は十分 に良質 の ものが得 られる。文字 の並 び,文 字の大 きさの変化,そ の他 フォーマ ット

に関 しては フライ ング ・スポ ッ ト方 式が自由度があ ってよ く.こ の方式 は今後広 く用 いられるであろ

う。ただ し値段 が もっとさが ることが望 まれる。

写真植字 は現在広 く用 い られて いるが,計 算機 と連動 して フォーマ ッ ト制御 まで完全 にされている

ものはそれほ ど多 くな い。 この種の機械は今後 もっとのびるだろ う。 しか しこの場合 も入力 デー タが

モニタでき,修 正 が簡 単 に行 なえ ることが キー ポイ ントとなる。計算機 のソフ トウェアと してテキス

ト・エデ ィタの便 利な ものが作 られる必要があ る。

7.3.4音 声 出 力

音声出力 と して,録 音音 声 の編集方式 はすで に実用 されている。 この方式 の今後 め問題 は音声 デー

タの ビ・ソト数 を能率 よ く圧 縮 す ることがで きないか ということであるが,PredictiveCodingの 手 法

を用 いれば,な まの音声 の録音情 報の1/30程 度 には圧縮 することが可能であろう。

音声出力の もう一 つの方式 は規 則 による音声合成方式 であるが,こ れは現在 まだ よ い音質(自 然

性)の ものは得 られて いる とはいえない。将来 もっと研究 され るべ きテーマである。音声合成におけ

る問題 は文全体 としての イ ン トネー ションであ り,こ れは文の構造の認識 を必要 とす る が,イ ン ト

ネーションを うまく与 え るた めの構造分析 は使 用古る分野をか ぎれ ば比較的容易 に行な うことがで き

るだろ う。音声応答 は今後 ますます広 く用 い られ ることになるだろ う。一般 に音質 がわ るい場合 には

聞 き手は二度,三 度 と同 じこ とを くりかえ し聞 くか ら音声回線 の保留時間が長 くなる。 これは多数 の

端末装置に同時 にサー ビスを した いときには障害 となる。 したが って システムは少 し複雑で も十分 に

よい品質の音声応答 を行 な う必要 が あり,今 後 もっと改良す る必要 があろ う。

7.4処 理 シ ス テ ム

日本語情 報処理 が ほん とうに発達 するためには,入 出力機器の問題 とともに言語の処理 プ ログラム

がいろいろと作 られ る必要 が ある。 そのためにまず大容量の ファイルが利用 でき,各 種の辞書 とと も

に日本語情報 が大量 に蓄積 されねばな らない。 そ して日本語 の分析処理の ため の ア ル ゴ リズ ムの研

究,そ れを ささえる ソフ トウェア ・システムなどの整備 が必要 であ る。 これ らはまだ研究段階を出な

いが,将 来 の ことを考 え汎用性 のあ る システム的考 え方 にたって研究を発展 させ ねば な らな いだ う

つ0

7.4.1フ ァ イ ル

最近 になって電子計算機 の外部記憶装置 の容量が急速 に大 きくな ってきた。 と くに集団磁気 ディス

クの使用 によ って,10inビ ・ソト程度 の容 量は比較的簡単 に もつ ことがで きる。 ホログラフ ィによ る記

憶 は密度を非常 に高 くとる ことがで きるが,書 きこみが簡単で ないという欠点がある。 したが って固

定 された情 報の読 出 しだ けで よい分野 に しかむかない。

日本語情報処理 に必要 な辞書的 な情報 としては次のようなものが考 えられる。

(1}か な文字(ロ ーマ字)単 語辞書

② 活用語語尾変化辞書
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(3)付 属 語辞書

〔4)接 頭語辞書

{5)同 音異字辞書

⑥ 漢字単語辞書

〔7)漢 字 の特徴 によ る辞書(画 数,偏 、傍 などによるもの)

{8)単 言吾の音声情 報辞書

辞書は目的 によって それぞれ固有 の ものが作 られ る必要があるか ら,見 出 し語の数,各 見出 し語に

つけるべ き情報の積類 な どは場合 に よってすべて異なる。現在 日本語 に関 しては計算機 で使え る辞書

としてよい ものはない。国立国語研 究所で は新聞文章 を磁気テープに収録 し,そ こか ら異 なり言吾を出

し,辞 書を作 ったのが唯一 で あろ う。辞書 は作成 するのに大 きな費用 がかか るか ら,一 つの辞書が い

ろいろな観点 か ら多数 の人が使 え るよ うな形に作 られ る必要があ る。

大量情報の記憶 として は依然 と してマイクロフィルム方式が用 いられるものと思われる。図・書館 が

ますます大量 の書 籍,資 料 を収 集す るよ うにな るにっれて,こ の問題は真剣 に検 討 され る必 要 が あ

る。その試み と してMITの 図 書 館で行 な っている研究にlntrexProjectが あ る。 これは工学系の論 文

2万 件 あまりを1,500枚 の マイ クロ フィルムにおさめ,キ ー ・ワー ドによって検索 し,目 的 の マ イ ク

ロフィルムをとり出 し,こ れを フライング ・スポ ット・スキ ャナーで走査 し,ブ ラウン管 ディスプ レ

イ装置に表示 したり,コ ピー をと った りす ることので きるもの である。マ イクロフィルムへの圧縮率

はまだまだ高 くなる可能性 が ある。

今後 マイクロフ ィルム方式,電 子 的記憶方式,ホ ログラフィ方式 のいずれが発達 して い くか はわか

らないが,少 な くと もマ イク ロフィルム方 式 と電子的方式 とについていえば,そ れぞれ独 自の分野を

占めて いくと考 えて よい。電 子的方 式 は情 報の アクセスの時間 が速 く,情 報 の変更が容易 で あ るが,

まだまだ図書館 の本全部 が入 れ られ るほど大容量 の ものにはな り得 ない。そ して既存 の情報 をすべ て

電子的情報 に変換 して入 力す る ことは不可能 とい ってよい。 また文 の中に描入 される図面,写 真 など

を電子的に記憶 する ことはまずむ りといわ ねばな らない。 これに対 してマイクロフィルム方式 は これ

とはまった く逆 の性質 を も って いる とい うことがで きる。このよ うに利用率が高 く,変 更 が要求 され

るもので図面 な ど複雑 な ものが含 まれていない情報 は電子式にな るだろ うが,百 科辞典的情報 はマ イ

クロフィルムによ らざるを得 な いだろ う。 この ような立場から情報 ネ ットワークにおける通信形態 を

考 える必要があ る。すな わち文字 の ディジタル通信 と共 にファク シ ミリのような図形伝送の技 術が も

っと進歩す るだ ろう。

7.4.2言 語 分 析

すでに述べ たように日本語 は欧米諸 国の言語 とは異なった特色 を数多 くもってお り,こ れが情報 シ

ステムであつか う際 の種 々の困難 さの原因 となって いる。 この節 では日本語 の言語学的 な面 と情報処

理 との関係 にっ いて論 じよ う。

ω 辞 書

言語情報処理 を行 な ううえ で基本 とな るものは辞書である。 日本語 の単語辞書 は単語 の簡単 な意味
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の説 明はあって も,そ の文 中 での使 い方 にっ いてはまった く説 明がないということ,お よび適切 な弓1

用例 がほとん どない(と くに現代語 にっ いて)と い うことなど種 々の不便があ り,英 語 などの辞書 と

くらべて大 きな欠点が ある。 しか しこれを改善 し,よ い辞書を作 ることが これか らの課題 であり,最

近 そうい った もの があ らわれて きた。英語 においては辞書がそっ くりそのまま磁気 テープにお さめ ら

れ計算機 が使用で きるよ うにな ってい るものがある。たとえばSystemDevelopmentCorporation

(SDC)が 作 ったWebstersSeventhNewCollegiateDictionary,MerriamWebseterPocket

Dictionar'yな ど はその例 で あ る。 これ'らは単語の意味の研究 の基礎 とな っている。

日本語の辞書を計算機 で利用 で きるよ うに磁気 テープにおさめ ることは近 い将来 ぜひとも必要 なこ

とである。その際は 日本語 の単語 に関 して,基 本語 を決定 する こと,同 義語,反 義語 ,派 生語,関 連

語などを整理 する必要 があ る。 これ は シソーラス作成 に理論的基礎 を与 える。

② 言 語 統 計

従来行なわれて きた言語統 計 は単 語を構成 する素子 としての文字 の出現頻度 や,文 字 のな らびに関

するマル コフモデルと しての ものであ った。 これからの言語統計 はもっと大 きな単位 ,た とえ ば単

語,文 体 などに関す るもの であ る必要 があろ う。単語 に関する頻度統計 によ って基本単語選択の基礎

を与える。文節の付属語 に関 す る統計,付 属語 の文中での並 び方 に関す る統計 などは日本語文の解析

に大 きな寄与 をす る。 と くに動 詞が要求 する文節の型 の統計(た とえば 「行 く」 という動詞 は 「(時

間)に 」,「(場 所),か ら」,「(場 所)へ 」 とい う文節をとりやすい。)を とる ことは重要である。

現在国立国語研究所 には新聞 の文章 が約300万 語 磁気テープに記録 されて いるが,こ の デ ー タか ら

上記 のような統計 を うることは十 分可能 であろう。ただし重要 な ことは・,ア プ リケー ションの需要 を

考えるとまず科学技術 の分野 の文献 の処理が考え られ るか ら,統 計 を とるべきデー タはそれぞれ分野

別(た とえば物理学,化 学,電 気工 学等)に なっていることであ る。

かな一漢字変換 は この種 の言語知 識を十分 とり入れて行 なわれ る必要 がある。

(3)文 お よび文章 の構造分析

従来か ら行 なわれ て きた文脈 自由型あ るいは文脈規定型句構造文法 は,英 語文章 に対 して も行詰 ま

りにきた と考 えることがで きよ う。 とくに日本語 の構造 は英語 のよ うにはっきりした構造 をもって い

ないため,こ のよ うな句構造 文法 での方法 では不十分であることは明 らかであ る。英語 において も句

構造文法 のよ うに規則 の厳密 な ものでは うまく解析ができないとい う考えか ら,も っと柔軟性のあ る

分析の方法 が試み られて きて いる。 これ は意味 を中心 とした解析 である。 日本語 に対 して もこのよ う

な考え方 か らの解析 が試 み られ るよ うにな るだろ う。文 の解析 の次 に文の連続 である文章(discour

s)の 解析 も必要 であ る。 文章 を読ん で内容 をはあ くすることは,自 動抄録,内 容分析 な どに連 な っ

ている。現在の ところ単語 の使 用度数 によ るアプ ローチが多 いが,構 文分析 を土 台 に した文章 解 析

も,理 論的 には考え られ る し,一 部実験 もされている。 それは(4)の意 味分析 に もつ なが っている。

日本語の文章 の解析 に おいて,第 一 に問題 となるのは連続 した語の列を文節単位に区切 ることであ

る。 ローマ字書 き,ま た はかな文字文 の ときに文節単位 に切 ることは非常 にむずか しく,こ れを成功'

させるため にはどうして も漢字 か なま じり文 または漢字部分の指示を した文を入力 とする必要 があ る
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ものと考え られ る。漢字 かな ま じり文の場合,漢 字 の直前 で文節 区切 りを行 な ったとき,50%近 くの

誤 りがある。

構文分析 は依 然 と して因難 であ るが,話 題をあ る分野に限 って,比 較的素 直な文体で書 けばかな り

の程度 まで正 しく分析 す ることが で き,あ る程度使用にたえるものが作 れる可能性がある。

{4)意 味 分 析

言語 の意味分析 はい くっか にわけて考 えることができる。

その第一 は単語 の もっ意味 で,こ れは従来 の辞書をある程度利用 できる。

第二 は単語 がい くっか集 ま ってひ とっの句文 を構成 していると き,そ の包文が表現 している意味 の

問題があ る。 これは次に述べ る質 問応答 システムにとくに関係 を もつ。

第三 はプ ラグマ ティ ックス,あ るいは現 実の社会の知識をどのよ うに反映 させ るかの問 題 で あ る。

百科辞典 的知識 の記 憶 と利用 であ る。 これ らの うち,第 一の ものはかなりの程度行なえる見通 しがあ

るが,第 二 の もの は当分 は研究,実 験の段階に とどまらざるをえな いであろ う。第三 の ものについて

も同様であ る。 これ らは記憶装 置を非常 に大 きく占めるが,現 在 で はハー ドウェア的な問 題 で な く,'

原 理 的 なところ に問題が あ るとい う ことが はっきりして きている。

(5}論理 学 との関係

自然言語 で話 され る内容 は しば しば論理的に筋 が通 っていて,論 理の世界に表現 しなお して処理 す

るのがよいと考 え られる場合 が ある。文章内容が論理表現 になれば,そ こか ら種 々の演繹 をすること

ができるため,有 効 な質 問応 答 システムを作れ る可能性がある。 またこの論理表現 じたいが一種の中

間言語 とな り,言 語 の翻訳 の可能性 への橋渡 しをすることがで きよ う。

しか し問題 は第一 に自然言 語の文章 を論理式表現 に変換 する ことが非常 にむずか しいとい うことに

ある。 と くに述語論理 で用 いる述語変数 の概念を 自動的に文章か ら決定 し取 り出 す こ とは む ず か し

い。

第二 に現在の論理学 は第一 階述語論理 にっいてはよ く研究 されているが,自 然言語 の文章 を表現 す

るたあに しば しば必要 とされ る二階以上 の述語論理については,ま だほとんどよくわかっていない こ

とである。 また文章 が表 現 している時制,様 相 などにっいて論理学 はまだ十分 な発達 を して い な い 。

このよ うなことか ら,今 後 この方 向での種 々の試みは必要であ り行なわれ るであろうが,こ れだ けで

なく自然言語 じたいを うま く記憶 し,質 問応答 などができるシステムの開発が必要であろう。

旧 文 章 の 発 生

文章 を発生す る ことは情報処理 の種々の分野 で必要 とされ ることである。対話型のプ ログラ ミング

システムと自動翻訳,質 疑応答 システムな どはその代表である。 自動翻訳の場合 は文章 を発生 させ る

源 となる文 は,入 力 と して与 え られ るが,そ の他 の場合 には内部で発生 させ る文章の源を もって いな

ければな らない。従来 は文章 の発生 は比較的簡単 であると見な されて いるが,実 際 には分析 と同様 に

非常にむずか しい ことがわ かる。対 話型 システムの場合などほとん どの場合 は,出 力すべ き文 の 型,

文 の原形 を内部 に用意 して お き,わ ずか にその中のいくつかの単語 をさしかえ るだけで出力 するとい

う内容 である。 ほん とうの文章 の発 生 は表現すべ き内容 がいわ ゆる深層構造 として概念構造 が内部 に
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形成 され,そ れがい くっかの段階 をへて文法的 に正 しく詳 しい正確 な表現 となって出力 され るべ きも

のである。 この方向 の研究 は現在 ほ とんどない。質問応答 システムの発展にテ ンポを合 わせて将来発

展 する可能性 は十分 あ る。'

{7)内 容 分 析

内容分析 は,一 団 の文 が全 体 と してどのよ うなことを,ど のよ うな態度で表現 しているかを把握す

るものであ る。 日本 では現 在 までほとんど研究 されて きていないが,情 報検索の問題,そ の他 と関連

して将来は研究 が もっと活 発 になる分野 である と考 えられる。 アメ リカでは数年前 か らいろいろと研

究 されて きた。 その方法 は,主 と して用 い られる単語の範囲 と頻度 などによるものあるが,構 造的要

因,断 定,推 定,肯 定,否 定 などの様相 に関 する要因を加 える必要 がある。

{8)機 械 のための日本語

まったく自由な自然言語 を対象 としていては,い っ までたって も文の完全 な分析,理 解 をすること

は機械 にはで きないであろ う。 そ こで実用上考 え られ るのは,機 械 が正 しく解釈で きるよ うに文の構

造 を制限す ることであ る。た とえば副詞 はそれがかか ってい くものの直前にお くとか,文 の構造が複

雑 になるときには適切 な句点 を挿入 す るとか,あ る種の文体を禁止 するとかである。 これは近 い将来

ぜひと も研究 開発 を行 な うべ き ものであ る。

7.4.3言 語 処 理 ソ フ トウ ェ ア

言語処理 の ソフ トウェアと してはCOBOLが 広 く用 い られている。情 報検索,KWICを 作 る よ うな

プ ログラミングシステムもCOBOLで 書 かれ たものが多 い。 しか し現在 の日本 の 計 算 機 の多 くは

COBOLよ り もFORTRANの 方 が便利 で あるので,FORTRANで の言語処理 プログラムの開 発 が 望 ま

れる。 しか しこの場合,単 語 の各文字 を独立 に扱 うことが必要 となるのでENCODE文,DECODE文

が必要であ り,こ れにはFORTRANJIS-7000の レベルが必要で ある。

文字 と しては,ロ ーマ字書 きがプ ログラム上便利 であるが,漢 字 かなま じり文 の符号にっいてプ ロ

グラムを作 ることはそれ ほど困難 ではない。ただ し漢字かなま じり文の入力を カー ドで行な う方式 が

まだできていないので問題 が あろ う。

他 の言語処理 プログラ ミング言語 として はSNOBOL,LISPな どがあるが,現 在 これ らは一 部 の研

究者 の間で しか用 い られて いない。

この種の システムで必要 な本質 的な機能 は,辞 書 を能率良 く参照で きる機能 と,樹 枝状構造の変換

が 自由に速 くで きる機能 とで ある。言 語処理を もっと容易にするためには,こ の種 の言語が漢字 かな

まじり文 に対 して用 いられ るよ うに改良 され,多 くの計算機 で用 いられるようになる必要 が あ ろ う。

7.5応 用 の 将 来

(1)新 聞,出 版

現在 すで に新 聞,出 版 の システム全体 がかなり電子計算機に依存 した形 となってきてお り,将 来 ま

す ます自動化 されて い くことは明 らかであろ う。新聞原稿 の編集 システムの自動化の最大 の問 題 は,

紙 面の割 り付 けを実物 大 で行 な うことである。 これは現在 できて いないため,記 事を紙面 に割 り付 け
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て も見 出 しや見 出 しの活字 の大 きさなどに関 しては実感 をもってCRT上 で決定する ことがで きな い。

したが って少 な くとも見出 しにっいては漢字 その ものが見出 しの場所 に表示 される表示CRTが 必 要

であ る。 しか もこれ らの'漢字 は字体 の指定 もで きなければならない。 したがって非常に大 きなサ イズ

の ディスプ レイで十分 な分解能 を もっ必要が ある。おそ らく10.OOO×15,000の 分解能があればよ いだ

ろうか ら,こ れを作 ることは可能 と考 え られ る。文字 のデ ィス プ レイの もととなる文字 は,か な り多

く用意 しなけれ ばな らな いところに問題 があろう。

次 に問題 となるのは この よ うな表示装置が最 も有効 に使 える ソフ トウェアを整備す るこ とで あ り,

これは使用経験 に もとつ いて徐 々に改良 されてい くだろ う。写真 や グラフも,実 際 に モニ タCRT上

に出 して編集 で きるか どうか は将来 のハー ドウェアの発達 に待 つ必要があるが,そ の可能性 は十 分 あ

る。

出版 における問題 は写植 を自動的 に行 な うことであ り,電 子計算機 と結合 された写植 システムは最

近非常 に発達 して きた。今 後 はその速度 を上 げることと,エ デ ィティング機能 を改 良 す る こ とで あ

る。今後 はコス トも徐 々に さが って くるだろ うか ら,ミ ニ コン ピュータと結合 されたシステムは広 く

用い られ る可能性 があ る。

(2)放 送

放送において はテ レビジ ョンへの文字の出力デ ィスプ レイが現在最 も大切な ものであろ うが,そ の

ほかに放送 電波 を利用 した デー タ伝送が あり,各 家庭 でフ ァクシ ミリのよ うな もので コ ピーを とると

い うシステムも考 え られる。 テ レビジョンへの文字出力 における問題 は,入 力 を迅速に行 な う こ と ,

文 字の配列 を うま く指示 で きること,さ らに図面 との合成がで きることが必要 である。 これは現在 の

技術で実現可能 な ことであ るか ら,そ の うち利用 されることになろ う。現在あまり用い られていない

のは,質 の良 い文字 を簡単 に出せ る安 い システムがないか らである。

最近の新 しい分野 と してはCATVが あ る。 これはケーブルによって情報を伝達す るもので電波 な ど

のよ うに法的制 限が強 くない とい う利点 がある。 このCATV網 は単にTVだ けでな く,そ の他 種 々の

情報を送 る ことがで き,ま た計算機 との結合 によ って使 用者か らの積極的な働 きかけに'より情報 をひ

き出す ことも可能 とな るだ ろ う。`

{3)情 報 検 索

アメリカでは種 々の分野 において ドキ ュメ ン ト,デ ー タが整理 され、オ ンラインで情報検索 がで き

るよ うになって いる。 これ に対 して 日本 では この種 の デー タ蓄積,情 報サー ビスを行 なっていると こ

ろはほとん どない。 問題 は技術 にあ るとい うよりは,そ ういった情 報をほんとうに利用 したいとい う

要求 が少 ないこと,そ うい った情報 サー ビスの仕事 に大 きな価値,重 要性 を積極 的に認め な い こ と,

そ してなに よりも情報 を積極 的 に流通 させ率直に受 入れよ うという態度のない日本 の風土 に根 本的 な

原因があ るよ うに思 われる。 さらに蓄積 され た情報 の正確 さや,そ れがつねに更新 されて いるか どう

かということに対す る疑 問,さ らに種 々の統計 に対 する不信感 な ども存在 する。

英語,ロ ーマ字 に よる情報 の蓄積,検 索に比べて,漢 字かなま じり文の場合には,入 力/出 力 とも

コス トが高 くつ くとい うこともあ まり普及 しない原因 であるか もしれない。 しか し限 られた分 野で は
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着実にのびてい ってい るか ら,こ れ から数年先 には相当な発展 が望 めよう。情報検索 が用 いられ る分

野 としては,情 報 サー ビスが中心 で次のよ うな ものが代表的である。

株 価 情 報

予約:催 物,ホ テル,航 空機,レ ンタカー

レジャー情報,海 外観光情 報

科学技術刊行物情報

気 象 情 報

特 許 情 報

医 療 情 報

時 事 情 報

判 例 情 報 一

商品,人 材,不 動産情 報

一 般 知 識

(4).CAI注D,QAtF:,}シ ステ ム

計算機 による教育 は最近研究 が盛ん にな って きて いるが,も っと自然言語 によ って質問応答が行な

え るよ うになる必要 があろ う。す なわ ち,ス ライ ド・プ ロジェクタに出 る問題を見て,YESかNOを

ボ タンで押 した り,単 に数値 の答 をす るだ けで な く,生 徒の方 か ら積極的に質問を発 する ことがで き

るよ うになる ことである。 そのため には文章が正 しく計算機で分析 され,理 解 され,蓄 積 され てい る

デー タか ら適切 な演繹 が行 なわれ ることが必要 となる。その結果得 られる答 を適切な文章 で出力 しな

ければな らない。 これ らは,こ れか らの問題 であるが数年先にはある程度使 えるものがで きるであろ

う。

⑤ 機 械 翻 訳

機械翻訳 は依然 として因難 で ある。技術論文 に限 って,し か も専門分野をかなり狭 くとれば,あ る

程度 の翻訳 は可 能 であろ う。 しか しそのためには辞書作成,文 法の確立 など多 くのことがな されね ば

ならない。 したが って しっか り した専 門の グループが形成 されて研究 を進め る必要があろ う。最近 ア

メ リカその他 で,意 味を積 極的 に利用 した分析 が試 み られつっ あるが,分 析の アルゴ リズムの確立 と

ともに辞書 を どのよ うに構 成 すべ きかにっいて研究 すべ きであろ う。限 られた分野で は,案 外早 く実

用 され ることにな るか も しれ ない。

(注1)CAI:ComputerAsistedInstructionあ る いはComputerAidedInstructionの 略

(注2)QA:QuestionandAnswerの 略

'
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J、C.Miller,ASimpleDisplayforCharacterandGraphics,IEEETRANS,C-17,

No.5,1968.5,PP.470-475,ComputerDesignPublishingCorp.

R.H.Stoty,ANewDisplayTerminal,ComputerDesign,1968.4,PP.80-86,

ComputerDesignPublishingCorp,

M.E.Stevens,etaLAutomaticTypographic-QualityTypesettingTechniques,A

StateoftheArtReview,NBS,Monograph99,1967.7

M.Yoshimura,T.IijimaデAMethodforthedesignoftheFont(Anexample

oftheFontofKATAKANAforthelineprinter)

Y.Mitaetal,AhighspeedmicrofilmprinterforChineseCharacter,The1970SID

Symposium,PP.96-97

D.M.Aredom,Anov6rviewofthecomputeroutputmicrofilmfieldProc,FJCC

l969,PP.613-623,

斎 藤,キ ャ ラ ク タ ・ デ ィ ス プ レ イ 、 エ レ ク ト ロ ニ ク ス,昭44.6,オ ー ム 社

三 田,コ ン ピ ュ ー タ ・ ア ウ ・ト プ ッ ト ・ マ イ ク ロ フ ィ ル ム,情 報 処 理,Vol.12,No .12,

1971,情 報 処 理 学 会

鈴 木,池 田,清 野,コ ン パ ク ト な 文 字 発 生 方 式 に つ い て 一 ひ ら が な の 発 生 一,昭 和45年 度 第11

回 大 会 講 演 予 稿 集,PP.345-346,情 報 処 理 学 会

鈴 木,池 田,清 野,コ ン パ ク ト な 文 字 発 生 方 式 に つ い て,情 報 処 理,Vol.11,No.9,1970,

PP.517-522,情 報 処 理 学 会

近 藤,COMと そ の 周 辺 機 器,産 報,

Auerbach,ComputerOutputMicrofilm,AuerbachTechnologyEvaluationService ,

AuerbachINFOInc,

J.K.Koeneman,Computermicrofilm-ACostCuttingSolutiontotheEDPOutput

bottleneckProc,FJCC,1969,PP.629-635

ド ッ ト式 漢 字 デ ィ ス プ レ イ 装 置,昭 和43年 度 電 気 四 学 会 資 料

ド ッ ト式 漢 字 デ ィ ス プ レ イ 装 置,昭 和43年 度 情 報 処 理 学 会 大 会 予 稿 集,情 報 処 理 学 会

電 子 式 漢 字 プ リ ン タ の 研 究 進 む,デ ー タ 通 信 に 漢 字 ま じ り 文 を,通 研 月 報,電 電 公 社
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(40)

岩 井,電 子 計 算 機 出 力 と して の 漢 字 プ リ ン タ,情 報 処 理 学 会 第9回 大 会 講 演 予 稿 集,昭43,情

報 処 理 学 会

井 上,エ レ ク ト ロ ニ ク ス ・ イ メ ー ジ ン グ ・ シ ス テ ム,テ レ ビ ジ ョ ン,Vol.2LNo.11,

昭42,テ レ ビ ジ ョ ン学 会

宮 崎 他,フ ァ イ バ ー 光 学 記 録 管 に よ るTV信 号 の 記 録,録 画 研 究 委 員 会,

村 上,画 像 デ ィ ス プ レ イ と コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム.ビ ジ ネ ス コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン,Vol.9,

No、5,1972,企 画 セ ン タ ー

BETAINSTRUMENTCo,,Hard-CopyCRTPrinter,ComputerDesign、1968.8,

ComputerDesignPublishingCorp

IBM2285映 像 複 写 装 置,エ レ ク ト ロ ニ ク ス,昭44.2,オ ー ム社

C.A.STEINBERG,InformationStorage&RetrievalSYSTEM,INFODISPLAY,・

1970.2,

W.F,Heagerty,Ideographiccomposingmachine,

小 川,漢 字 テ レ プ リ ン タ の 現 状 と 問 題 点,第9回 情 報 処 理 学 会 大 会 予 稿 集 、1968,情 報 処 理

学 会

斎 藤,漢 字 デ ィ ス プ レ イ 装 置 の 開 発,昭 和43年 情 報 処 理 学 会 講 演 予 稿 集,P.llLl968,情

報 処 理 学 会

林 原,斎 藤 他,漢 字 デ ィ ス プ レ イ装 置,沖 電 気 時 報.VoL36,No.2,昭46

滝 沢,漢 テ レ ・全 自 動 モ ノ タ イ プ方 式 の 使 用 符 号 に つ い て,印 刷 雑 誌,Vol.49,No.9,PP.

8-15,1966,印 刷 学 会 出 版 部'

市 塵,後 藤 他,漢 字 の 陰 極 線 管 表 示 方 式,情 報 処 理,Vbl,9,No.6,1968,情 報 処 理 学 会

漢 字 情 報 処 理 シ ス テ ムT4100,情 報 管 理,Vol.14,No.2,197L日 本 科 学 技 術 情 報 セ ン

タ ー

高 速 度 の 電 気 一 光 学 一機 械 式 写 真 植 字 機,海 外 技 術 ハ イ ラ イ ト,Vol.2,No.IO,PP.58-

59,

新 谷 他,高 速 漢 字 プ リ ン タ装 置,エ レ ク ト ロ ニ ク ス,昭43.1LPP,92-97,オ ー ム 社

石 田,小 型 デ ィ ス プ レ イ 装 置 と そ の 応 用,情 報 処 理.VoLIO,No.3,1969,情 報 処 理 学 会

P,Dickson、Latestwordinprintingspellnewelectronicsmarket,Electronics,

1967.5.29,PP.137-141

竹 松,マ イ ク ロ メ ー シ ョ ツ シ ス テ ム,ComputerReport,VoL8,No.lLPP.17-16

日 本 経 営 科 学 研 究 所

H-7830文 字 表 示 装 置 シ ス テ ム,日 立 評 論,Vol.51,No.2,日 立 製 作 所

吉 村,飯 島,文 字 字 体 の 一 設 計 法,情 報 処 理,Vol.11,No.3,1970,情 報 処 理 学 会

ANPARI,Newsprintin'TSSAge,SpecialReportofANPARI,1968.8,

木 村,市 川 他,音 声 応 答 装 置,情 報 処 理,Vol.12,No.7,197L情 報 処 理 学 会
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(4DNewhighspeedmicrofilmprinterusedbynavy'sNORCduringmissilesimu・

lation,Control(Eng),1968.12、PP,35-36,

(42)G,Weiss,Photo-qualityCRTdisplaysfindnewjobs、Electronics,1970.6.8,

McGraw-HillPUBLICATION

(43)渋 谷,原,プ ロ ・ソタ ー に よ る 漢 字 書 き,情 報 処 理,Vol.9,No.3,1968,情 報 処 理 学 会

(44)釜 江 他,試 作 ビ デ オ 応 答 装 置 に っ い て,研 究 実 用 化 報 告,Vol.19,No.1,電 電 公 社 電 気 通 信

研 究 所

(45)RANKPRECISIONINDUSTRIESLTD,THEXERONICHIGHSPEEDCOMPUTER

PRINTER,THEXERONICPRINTER,1962.8,

(46)霜 田 他,静 電 記 録 紙 の 実 用 化,FUJITSU,Vol.20,No.3,1969,富 士 通 研 究 所

(47)坂 井,堂 下 他,周 辺 制 御 装 置 と入 出 力 用XYレ コ ー ダ,電 子 通 信 学 会 電 子 計 算 機 研 究 会 資 料,

昭 和43.7

(48)D.Ophiretal、TheBrookhavenRasterDisplay,CommoftheACM,・1968.6.

PP.415-416

(49)EdwardK.Yasaki,TheComputer&Newsprint,Datamation,1963.3

(50)釜 江 他,テ レ ビ電 話 を 用 い た 文 字 表 示 の シ ミ ュ レ ー シ ョ ン,情 報 処 理tVoL9,No.5、

1968,情 報 処 理 学 会

(51)釜 江,小 野,テ レ ビ電 話 の デ ー タ デ ィ ス プ レ イ へ の 応 用,通 研 月 報,VoL18,No.3,1969,

電 電 公 社

(52)ラ イ ン プ リ ン タ に よ る カ タ カ ナ 印 字 字 体 規 格(原 案),JEIDA-5,44-C-187,電 子 工 業 振 興

協 会.

(53)日 本 経 営 科 学 研 究 所,特 集COMシ ス テ ム,ComputerReport,昭45.9,日 本 経 営 科 学 研 究 所

(54)E.F.deHAAN他,ThePlumbicon,anewtelevisioncameratube,PyhilipsTechnical

Review,Vol.25,No.617

(55)内 藤,禰 津,ビ ジ コ ン に ょ る 漢 字 の 発 生,情 報 処 理,Vol.10,No.6,1969,情 報 処 理 学 会

(56)吉 田,木 内,ビ ジ コ ンの 緩 速 走 査 の タ ー ゲ ッ ト電 流,第4回 テ レ ビ ジ ョ ン 学 会 全 国 大 会 予 稿

集,昭43

(57)堀,辻,ビ ジ コ ン容 量 性 残 像 の 計 算,第4回 テ レ ビ ジ ョ ン学 会 全 国 大 会 予 稿 集,昭43

(58)漢 字 プ リ ン タ,電 子 と 経 営,1973.2,電 波 新 聞 社

(59)木 村 他,音 声 応 答 装 置,情 報 処 理,Vol,12,No,7,1972,情 報 処 理 学 会

(60)板 倉,音 声 応 答 シ ス テ ム の 現 状 と課 題,ComputerReport,VoLl2,No.8,1972

(61)デ ィ ス プ レ イ と そ の 応 用 特 集 、 電 子 通 信 学 会 誌,VoL53,No,4,1970,電 子 通 信 学 会

(62)高 橋,IBM漢 字 情 報 処 理 シ ス テ ム,ビ ジ ネ ス コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン.VoL9.No.10.1972,

PP.58-62,企 画 セ ン タ ー

(63)和 田,漢 字 な ど の 入 出 力 装 置 に つ い て,情 報 管 理 、Vol.14,No.1,1971,日 本 科 学 技 術 情
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報 セ ン タ ー

(64)H.Wada,AtraialforKanjiDisplayonVideo

linguistics,display・Kanji,計 数 言 言吾 学 調 査 セ ミ ナ ー

Scope,Key.,computational

パ ター ン認識

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

(7)

(8)

(9)

(10)

(11)

(12)

(13)

(14)

(15)

坂 井,長 尾 他,部 分 パ タ ー ン に よ る 漢 字 の 記 述,電 子 通 信 学 会 オ ー トマ ト ン ・ イ ン フ ォ メ ー シ

ョ ン理 論 研 究 会 資 料,昭44-1

宮 田,大 泉,仮 名 文 字 パ タ ー ン認 識 の 考 案,プ ロ グ ラ ミ ン グ シ ン ポ ジ ウ ム,1966-1

岩 元,富 田 他,結 合 行 列 を 用 い た 手 書 き片 仮 名 文 字 の 識 別,東 北 大 学 電 通 談 話 会 記 録,1966

-06

R.J.Spinrad,MachinerecognitionofhandR.J.Spinradprinting,INFORMA・

TIONANDCONTROL,8.2,1965-04

坂 井,文 字 の 識 別,電 子 通 信 学 会 誌,Vol.46,No.ll,昭38,電 子 通 信 学 会

飯 島,森,人 間 の 識 別 能 力 に 迫 るOCR,ASPET/7L日 経 エ レ ク トロ ニ ク ス,1972.5.22,

日経 マ グ ロ ヒ ル 社

G.L.Fischer,Opticalcharacterr6cognition,SPARTAN,1962

森,増 子 他,OCRの た め の 東 芝 形 書 体 数 字,昭 和41年 電 気 四 学 会 連 合 大 会 予 稿 集

飯 島,パ タ ー ン認 識 に っ い て,工 業 技 術 院 電 気 試 験 所 創 立75周 年 記 念 講 演 会 予 稿 集

桜 井,淵,パ タ'一 ン情 報 処 理 の 研 究 に っ い て,情 報 処 理,Vol.13,No.4,1972,情 報 処 理 学

会

K.NakataOthers,ProblemsinChineseCharacterRecognition,FirstU.S.A-

JAPANComputerConference,1972,PP.296-301,情 報 処 理 学 会

E.C.Greanis,P.F.Meagher,Therecognitionofhandwrittehnumeralsby

contouranalysis,IBMJ,1963.1

富 田,野 口 他,手 書 き片 仮 名 文 字 の 認 識 に つ い て,オ ー トマ ト ン と 自 動 制 御 研 究 会 資 料,

1966.6,電 子 通 信 学 会

中 田,音 声 の 認 識 と 発 生,情 報 処 理,Vol.13,No.4,1972,情 報 処 理 学 会

寺 井,中 田,オ ン ラ イ ン手 書 き 片 仮 名 文 字 認 識,情 報 処 理,Vol、13,No.3,1972,情 報 処

理 学 会

ア プ リケ ー シ ョ ン

(1)不 破,西 尾,文 献 速 報 自 動 作 成 シ ス テ ム に っ い て,情 報 管 理,VoL10,No.4,1967,PP.1

-27 ,日 本 科 学 技 術 情 報 セ ン タ ー

(2)高 崎,電 子 計 算 機 に よ る 選 挙 報 道,エ レ ク トロ ニ ク ス協 議 会 会 報,1962.10,エ レ ク ト ロ ニ

ク ス 協 議 会
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'

(!)石 橋,言 語 か ら見 た コ ン ピ ュ ー タ と 人 間 の イ ン タ ー フ ェ イ ス,オ ー トメ ー シ ョ ン,Vol.15,

No.7,

(2)高 橋,情 報 検 索 シ ス テ ム に み る ハ ー ドウ ェ ア の 役 割,エ レ ク トロ ニ ク ス,昭43.10,PP.47一

(3)鈴 木,安 田,電 子 計 算 機 に よ る新 聞 記 事 の 作 成,リ ア ル タ イ ム シ ン ポ ジ ウ ム 予 稿 集,1965,

鉄 道 サ イ バ ネ テ ィ ッ ク ス 協 議 会

(4)安 田,電 子 計 算 機 に よ る 新 聞 編 集,日 本 新 聞 学 会 秋 季 大 会 予 稿 集,1965.10,

(5)林,JICSTに お け る 日 本 語 の 言 語 情 報 処 理,デ ー タ通 信,情 報 研 究 出 版 会

(6)桜 井,情 報 検 索 用 機 械,情 報 処 理,Vol.7,No,6,1966,情 報 処 理 学 会

(7)情 報 セ ン タ ー の 自 動 編 集 機 と そ の 周 辺,印 刷 雑 誌,Vol,51,No.6,1968,PP.2-5,印 刷

学 会 出 版 部

(8)鈴 木,辻,安 田 他,NEAC-2206に よ る オ リ ン ピ ッ ク記 事 報 道 過 程 の 自 動 化 の 実 験,NEAC-

Journal,1965.5,日 本 電 気

(9)細 野,井 上,木 村,音 声 応 答 シ ス テ ム の 旅 客 サ ー ビ ス へ の 応 用,第7回 鉄 道 に お け る サ イ バ ネ

テ ィ ク ス 利 用 国 内 シ ン ポ ジ ウ ム予 稿 集,1970,12

(10)安 田,新 聞 編 集 に お け る 電 子 計 算 機,総 合 ジ ャ ー ナ リ ズ ム研 究,1966,1

(11)安 田,新 聞 編 集 の 自 動 化 と コ ン ピ ュ ー タ,数 理 科 学,1966,5,ダ イ ヤ モ ン ド社

(12)安 田,わ が 国 の 新 聞 社 に お け る漢 字 処 理,情 報 処 理,VoLlO,No.5,1969,PP,340-

347,情 報 処 理 学 会

(13)石 田,ANNECSへ の 挑 戦,新 聞 印 刷 技 術,No.59,1972,PP.2-4

(14)吉 田,NELSONの 概 要,新 聞 印 刷 技 術,No,59,1972,PP、5-8

(15)畔 上,こ れ か ら の 新 聞 製 作 シ ス テ ム,印 刷 界,1972.4,PP.54-57

(16)石 田,自 動 新 聞 編 集 製 作 シ ス テ ムANNECSの 全 容,日 経 エ レ ク ト ロ ニ ク ス,1972.5,8,PP.

68-79,日 経 マ グ ロ ゥ ヒ ル 社

(17)藤 田,コ ン ピ ュ ー タ に よ る 新 聞 製 作 シ ス テ ム,情 報 処 理,Vol.13,No.6,1972,PP.402-

406,情 報 処 理 学 会

(i8)馬 渡,斎 藤,電 算 植 字 小 事 典,日 本 印 刷 技 術 協 会,昭46

(19)印 刷 学 会 出 版 部,コ ン ピ ュ ー タ植 字,印 刷 学 会 、 昭47

(20)高 橋,電 子 計 算 機 植 字 の 現 状,情 報 管 理,Vol.ll,No.5,1968,PP,245-254,日 本 科 学

技 術 情 報 セ ン タ ー

(21)臨 時 増 刊 電 子 植 字,印 刷 雑 誌,VoL55,No.4,1972,印 刷 学 会 出 版 部

(22)特 集 電 算 写 植 シ ス テ ム の 動 向,印 刷 雑 誌,Vol.55,No,4,1972,印 刷 学 会 出 版 部

(23)後 藤,日 本 語 を 入 出 力 す る コ ン ピ ュ ー タ ・ シ ス テ ム,学 習 コ ン ピ ュ ー タ,学 習 研 究 社

(24)坂 井,情 報 処 理 技 術 と新 聞 の 将 来,新 聞 研 究,No.210,1969.1

の 他
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(3)

(4)

(5)

(6)

(7)

(8)

(9)

(10)

(!!)

(12)

(13)

(14)

(15)

51,オ ー ム 社

情 報 処 理 学 会 規 格 委 員 会,漢 字 の 符 号 化 ・漢 字 コ ー ド,電 子 計 算 機 の 国 際 標 準 化 －ISOの 動 き

と わ が 国 の 歩 み,昭46.3,PP.82-97,情 報 処 理 学 会

坂 本,AutomaticLanguageProcessingSystem-KWICindexfile-,CL研 究 委 員

会 資 料,1969.5,情 報 処 理 学 会

植 村,デ ー タ 自 動 圧 縮 編 集 を 持 つKWIC索 引 シ ス テ ム,情 報 処 理,Vol.9,No.6,1968,情

報 処 理 学 会

田 中,電 子 計 算 機 に よ る ワ ー ド リ ス ト作 成 上 の 一 問 題,国 立 国 語 研 究 報 告31,1968,PP.

115-132

菊 地,自 動 索 引 法 と 自 動 分 類 法 展 望1,情 報 処 理,Vol.8,No.13,1965,情 報 処 理 学 会
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